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第三十八章「晩ばん餐さん会」







　騒さわぎの主は、獣人の戦せん闘とう奴ど隷れいたちを引き連れて登場した魔ま法ほう使つかいだった。

　多数の貴族を含ふくめ、冒ぼう険けん者しやクランのメンバーらも、奇き妙みような新参者に注目している。

　それは紅べに虎とらの嵐あらしと竜殺しの斧おのを持ったドワーフが率いる戦士団たちも同じだ。

「おぃおぃ、奴隷を連れているぞ？」

「幾いくら魔ま竜りゆう王おう討とう伐ばつに貢こう献けんしたとしても奴隷をこのような場所に……」

「禽きん獣じゆうにも劣おとる、糞奴隷を……」

「――穢けがらわしいっ、これだから冒険者は嫌いやなのです」

「同意する。だが、見た目は綺き麗れいな女。魔法ギルドの二級、一級魔ま術じゆつ師しに見える」

「あぁ、しかも、【魔術総武会】に所属しているような凄すご腕うでの雰ふん囲い気きを持つ……しかし、だ。このような祝いの席に奴隷を呼ぶのは、けしからんぞ！」

　だが当の魔法使いは遠巻きに目を細めながら、自らを下に見る貴族たちの会話を無視。

　それは『つまらない貴族どもが……』と言わんばかりの素そ振ぶりだ。

　俺おれはその間に、貴族たちの会話から、ひさびさに聞いた魔術総武会のことを思い出していた。ユイと過ごしている間に読んだ本の中にそれらしき説明があった。

　美人な女魔術師は、長い茶ちや髪ぱつを靡なびかせ堂々と中央を歩く。

　その胸を張った魔ま法ほう衣を纏まとう姿は、冒険者というより魔術師その物。

　気になるので顔が見たい。マナーが悪いと思うが……。

　俺は貴族たちを横目に口へ食い物を詰つめ込む。

　急いで、魔法使いの顔が正面から見える位置へと移動した。

　そのまま口を呑のん気きに、もぐもぐと動かしながら見学～という気分で凝ぎよう視しした。

　その魔法使いは整った黒眉まゆに大きめの瞳ひとみで赤茶色。

　赤チークがほんのりと乗った化け粧しようが薄桃もも色いろの地じ肌はだを引き立てている。

　かわいらしい女性だった。

　日本の有名女優の「柴しば咲さきコウ」に似た魔法使い特有の茶色のローブ系を羽織っている。

　そこへ、すぅとした氷の風が吹ふくようにホールの入り口から背が低い二人組が現れた。

　魔竜王討伐の時、派手な氷系魔法をぶっぱなしていた子供たちだ。

　Ｓランク【蒼そう海かいの氷ひよう廟びよう】双ふた子ごの二人組。二人は髪かみが薄うすく坊ぼう主ずに近い白髪。

　額から後頭部に続く白い螺ら旋せん模様。それは首と耳までを彩いろどる砂アートのような紋もん様ようにも見えた。その細かな線の一つ一つには魔ま力りよくが宿り不気味な色合いを放つ。

　だが、それだけじゃない。薄蒼色の瞳も異質だ。

　なんでも透すかし見られそうな心眼を持つ瞳。人間性を感じさせない。

　続いて、そんな不思議な二人組の背後から新たに登場したのが……。

　英えい雄ゆうのグリフォン隊のセシリーとイケメン青年さんだった。

　グリフォン隊の二人は、緑色系の軍服で肩けん章しようと飾緒に高たか襟えりがビシッと決まっている。

　さすが美人とイケメンは絵になる。カメラがあったらフラッシュの嵐かもしれない。

「英雄だっ」

「グリフォン部隊の英雄たちだぞっ」

「あれが、竜殺しの英雄か……」

「セシリー様」「きゃぁ、セシリー様ぁぁ」

　セシリーを囲うように人集だかりができている。

　彼かの女じよ自身はそれを見て、眉み間けんに皺しわを作る。

　不ふ愉ゆ快かいそうな露ろ骨こつな色を表情に表していた。

「わたしは……違ちがうのだ……」

　セシリーはそうハッキリと否定を込めて呟つぶやくが、周りはもう止まらない。

「セシリー様。謙けん遜そんはいけませぬ」

　確かに。これは一いつ旦たん『竜殺し』の噂うわさが流れた以上、仕方がないだろう。

　俺はその光景から同情を覚えたが、旨うまい食事を優先していく。

　そして、舌で太たい鼓こを叩たたくように胃の中へ食事を運ぶ。

　泡あわが綺麗なワイン系の飲み物を口に含んで舌で転がすかっ！　という洒落しやれた気分で心を潤うるおしてやろうと、楽しんでいると……満を持して女侯こう爵しやくのシャルドネが登場した。

　シャルドネは壇だん上じようで魅みせていた髪かみ形がたとは違う。ブロンドの地毛を生かすように桃もも色いろリボンが彩る縦ロールな髪形になっていた。衣服も他の貴族とは一線を画すドレス。

　雪絹の透き通とおるような生き地じにきらびやかなピンクの刺し繍しゆうが施ほどこされたドレスを着ている。

　侯爵が歩く度たびにピンクと白光が煌きらめく。シャルドネが会場に入ってきただけで空気が変わった気がした。そんな素す晴ばらしいドレスで着き飾かざる女侯爵シャルドネの背後と横には、いつものように白髪のマッチョな戦士風老人と、侍じ女じよの女獣人が控ひかえている。

　シャルドネはお供を連れてセシリーの方へ歩いていった。

　彼女たちの会話に少し興味が出たので、やじ馬気分で近寄っていく。

「グリフォン隊のセシリー・ファダッソ。さすがは竜殺しの英雄といったところかしらね。その人気に嫉しつ妬とを覚えるわよ？」

　女侯爵が笑えみを浮うかべながら、そうセシリーに話すと、皆みなが注目。

　セシリーを囲っていた貴族たちは、女侯爵にお辞じ儀ぎしてセシリーから距きよ離りを取った。

「……これは閣下が？」

「セシリー怒おこらないで。仕方がないでしょう？　一度報じた物は取り返せませんことよ。それに今日は貴女あなたの希望通りに冒険者たちも呼びました。貴女が強く会いたがっていたＤランクの冒険者も呼んだわよ？　あ、今は昇しよう格かくしたらしいからランクはＣだったわね」

　ん？　俺のことか？

「そうですか。僭せん越えつながら、わたしの一存を汲くみ取とって頂きありがとうございます」

「ふふ、いいのよ。貴女とわたしの仲でしょうに、さ、今日は堅かたいことは抜ぬきにして昔のように語り合いましょう」

　綺麗な笑みを浮かべて語る女侯爵。

　俺はその間に泡系のワインをゴクリと飲んで堪たん能のう。肉系の料理に移っていた。

「はっ、しかし、この場は正式な祝賀晩餐会であり、授じゆ与よ式しきです」

「いいのよ。それよりも魔竜王討伐が成功して本当によかった。貴女も無事だったし。ただ、素す直なおに報ほう酬しゆうを受け取ろうとしないのには苦労したけれど……」

　セシリーは、その侯爵の言葉に石せつ膏こうの仮面のように表情を硬くした。

「閣下。わたしは……」

「ふふ、セシリー。顔を上げて。今は堅いことを抜きにして素直に楽しみましょう」

「はいっ、ありがとうございます。あっ……」

　ん？　そこで、セシリーと目が合った。彼女はすぐに女侯爵へと視線を戻もどし、

「――シャルドネ様、またの機会にお話をしましょう。では――」

　セシリーは女侯爵を置いて俺に走り寄ってきた。お～い大だい丈じよう夫ぶかよ。そんなツッコミを心で念じながら、急ぎ口に含んでいた肉を飲み込む。

「会いたかったのだ。君の名はシュウヤ・カガリだったな？　今回は本当に済まない」

　え？　いきなり謝あやまられてしまった。

「いや、気にしないでください。ちゃんとギルドで報酬は得ていますので」

「そ、そうか。だが……」

　名声を得ても落ち込んでいるようだ。プライドからくる愚ぐ直ちよくさか……。

　素直に受け入れてくれても、俺は構わないんだが。

　まぁ、これみよがしに「魔ま竜りゆう王おうはわたしが殺ったのだ。わっははは」とか、宣言しないだけでも物もの凄すごく好感持つけど。それに、だ。なんといっても美人だし魔竜王の素材を断り報酬を受け取らない欲のなさ。かっこよすぎる軍人さんだろう。

　余計なお世話だと思うが……心の重荷を軽くしてあげたくなっちゃうよ。

「……大丈夫ですよ。俺よりも貴女のような強く美しい凛りんとした女性隊長が英雄であった方が、民衆たちも喜び納なつ得とくもしましょう。さっきも言いましたが、俺は十分な報酬を得ていますし、今日もこうして旨い物を食えていますので、気にしないでください」

　一いち人にん称しようを俺からわたしへと言いい換かえようとしたけど、やぼな冒険者が無理をしてもしょうがない。ま、できるだけ丁てい寧ねいに本音を話したけど、大丈夫だろうか。

「……そうか。そう言ってくれると助かる。でも、美しいだなんて……」

　意外だ。セシリーは賛美の言葉に慣れていないのか？

　彼女の立場的に晩餐会とか出席はしていると思うが、容姿とその態度からしても、他の貴族の男性や、イケメンの部下から褒められたことや口説かれたことは、数度、いや、何百と経験を踏ふんでいると思うけど……セシリーは頬ほおを赤らめている。

「――隊長を口説くとは、いい度胸だな？」

　んお？　急に横合いから、そのイケメンが文句を言ってきた。

「シェリダン、止めろ」

　セシリーが止めるがイケメン君は割って入ったままだ。このイケメン青年、グリフォン隊で両手剣けんを使いダイダロスの首を叩き斬きっていた人物。「ファイトクラブ」に出ていたブラッド・ピットに少し似ている。

「……別に率そつ直ちよくな感想を述べただけだが？」

　平たい顔族代表として普ふ通つうな言葉を返したが、俺はそんなグリフォン隊の青年より後ろにいるシャルドネのことが気になっていた。その女侯爵が視線を寄よ越こしていたからだ。しかも目が合った途と端たん、シャルドネは目と眉を横に広げてあわあわと口を動かし、はっきりと驚おどろいた表情を作り出している。驚いた様子のシャルドネは背後に控えているオールバック白髪老人と隣となりの侍じ女じよ獣人にも、険しい表情を浮かべながらヒソヒソと話を続けていた。

　あの反応だと、俺のことをちゃんと認にん識しきしていなかった？　晩餐会には【ファダイク】の件は抜きにして、普通の冒険者として呼んだのか……筋骨隆りゆう々りゆうな形を現している白しろ鎧よろいを着込む老人はシャルドネの話を聞くと、主人であるシャルドネに対して首しゆ肯こうを繰くり返かえしてからマントをさっと横へはためかせる。そのシャルドネを守るように歩み出る老戦士は目付きが鋭するどい。明らかに俺を睨にらんでいる。従者のような侍女獣人も同様に睨みを利きかせたファイティングポーズを取っていた。目の前ではグリフォン隊のイケメン君がペチャクチャと持論を展開しているが、勿もち論ろん、彼かれの言葉は、俺の耳には入っていない。彼には悪いが適当に相あい槌づちを打って答えていた。俺の視点はさっきから後ろの女侯爵たちへディープフォーカスしているのだから。シャルドネはそんな二人に自身を守らせる形で、部屋の中央部へ歩いていく。すると、

「――シャルドネ様」

　進行役か何からしい、お仕着せの召めし使つかいがシャルドネに話しかけていた。

　召し使いと一言、二言、会話を繰り返す。

　話を終えた召し使いは、恭うやうやしくその場を離はなれると、女侯爵は気を取り直したのか、俺に対しての警けい戒かいを解くように上品な態度を取とり繕つくろう。そして、貴族らしい笑みを浮かべると、一歩、二歩と歩み出た。その歩きに合わせるようにタイミング良くシンバルのような音が響ひびく。シャルドネにさらなる注目が集まった。女侯爵は会え釈しやくしてから小さい唇くちびるを動かす。

「――皆みな様さま。今日は晩餐会に集まって頂きましてありがとうございます。この度は魔竜王討伐の成功を祝う場です。青せい鉄てつ騎き士し団、グリフォン部隊の皆様と冒険者の方々、本当に良くがんばってくださいました――」

　シャルドネは頭を軽く下げていた。今度はバイオリンのような音が響く。

「その感謝の証しるしと、報酬の件についてのお詫わびを兼かねて、この場に出席している冒険者クランの方々へ報酬があります。魔竜王討伐に貢献してくれた証あかしとして、魔竜王の素材で作りあげた指輪を進しん呈ていし、白金貨一枚も進呈したいと思います。それから英雄であるグリフォン隊のセシリー隊長にも特別な報酬を用意しましたので、あとのお楽しみに……ふふ。では、この後も、気き兼がねなく御お食しよく事じを御堪能してくださいな」

　小さい唇を上品に小気味よく動かしてから貴族らしい言葉で締しめ括くくったシャルドネ。

　彼女は列席する方々へ頭を下げてから、ぱちぱちっと手を叩き音楽隊へ指示を出だす。

　パーティ会場は女侯爵の態度と言葉を受けて、拍はく手しゆ喝かつ采さいで応じた。

　さっきから厳しげな口調を繰り返していたイケメン隊員も女侯爵の言葉に反応して拍手を送っていた。そこに幽ゆう玄げんで素晴らしい音楽が流れ本格的なパーティが始まる。

　シャルドネは淑しとやかな貴族らしい所作で周囲の様子を窺うかがっているようだった。

　また視線が合ったのでアルカイックな笑みで応こたえてやる。

　シャルドネは口角をゆっくり上げ嗤わらうと白羽の扇おうぎを口前に広げて口を隠かくしてから……部下の老戦士へ何かを申し付けていた。老戦士は女侯爵の言葉の一言一句に頷うなずき、頭を丁寧に下げてからシャルドネと細い目を合わせて、もう一度頷く。

　その頷いた老戦士は、さっと侯爵から離れて俺の方へ近寄ってくる。女侯爵シャルドネの方は、侍女獣人を引き連れ奥おくの部屋へと消えていった。

　老戦士の表情は厳しいので不安を覚える……が、その瞬しゆん間かん、グリフォン隊のイケメン君が目の前を塞ふさぐ。

「――おい、聞いているのか？」

「済まん。聞いてなかった」

「なぁん、だとォ？」

　グリフォン隊の青年は怒ったのか手に持っていたグラスを落とし割ってしまう。

　だが――無視。あまり男には興味ないし今はシャルドネのことで頭はいっぱいだ。

「こら、シェリダン。シュウヤが困っているだろう」

　セシリーが男の名前を呼び、叱しかってくれた。

　そのまま床ゆかに落ちた割れたグラスを彼に拾わせている。俺はそんなことには構わずに、皿上に残っていた薄うす塩じお味のツルツルしたしらたき風の料理を食べ続けていく。

　シャルドネと話をしていた白髪の老戦士は騒ぎが収まるのを見てから近寄ってきた。

　白鎧が目立つ老戦士。律りち儀ぎに年ねん齢れい差を感じさせないお辞儀をしてくる。

　礼を終え頭を上げた老戦士は、皺が目立つ口を、引き伸ばすように動かしてきた。

「貴方あなたがシュウヤ・カガリさんですね？　そして、あの槍やり使いですかな？」

　何か、含みを持たせた言い方だ。俺のことはもう侯爵側は知っているはず。だから素直に応じるか。最後のしらたきを喉のどから胃の中へと流し込んでから口を動かす。

「そうです」

「閣下がお呼びでございます。こちらです。どうぞ」

　やはり、この展開だとファダイクのことだよな……嫌だなぁ。

「……別室？」

「はい」

　無難に返事をしたが、罠わな？　警戒しとくか。

「わかりました」

　不安だけど切きり抜けてやるさ。女侯爵の目的がわからないが……。

　香こう水すいの匂においを漂ただよわせる白髪老戦士に誘ゆう導どうされる形で大広間を離れると別室に入った。

　到とう着ちやくした部屋は正方形で大きい。中央に円形の大きな暖だん炉ろがあり、石炭ではなく青あお紫むらさきの長方形水すい晶しようがくべられている。

　青白い色とすみれ色の炎ほのおたちが炉ろの上で躍おどるさまは美しい……。

　そして、気分がリフレッシュするような花や蜜みつの香かおりが室内を満たし空気を色いろ艶つやが照らしていた。いい匂いも相まった独特の奥ゆかしさを感じさせる上品な雰囲気の部屋だ。

　あっという間に鼻び腔こうはその匂いに占せん領りようされる。匂いを満まん喫きつしているとシャルドネが悠ゆう揚ようとした態度で登場――だが、態度が大きい女侯爵の後ろで見守る侍女獣人は……睨みを利かせていた。案内をしてくれたオールバックの白髪老戦士の方は、白マントを靡かせながらシャルドネの背後へ移動していく。そこでシャルドネが小さな口を動かした。
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「猫ねこが居ませんが、貴方はあの時の〝槍使い〟で間ま違ちがいないわね？」

　俺は――この時、シャルドネと初対面の場面を思い出していた。今の表情は綺麗でおしとやかな顔。だが、あの時の俺を見る視線……あれはまるで人のことを饐すえたゴミとでも見ているような蔑さげすみの視線だった――人を見下す侮ぶ蔑べつの表情は忘れない。

「……さあな、あの時？」

　礼など忘れた言葉。不ぶ躾しつけだが感情を露あらわにした。しらばっくれる態度を取る。俺の心は意外に繊せん細さいらしい。ずっと前に侮ぶ辱じよくされたことを根に持っていたようだ。それにここは個室だ。多少強気に出たところで侯爵たち以外に人がいない。そんな態度を改めない文言に侍女獣人の顔はひきつっていた。俺の不躾な態度に我が慢まんできなかったようだ。

　侍女獣人は足に魔力を溜ためている――へぇ、攻こう撃げきしてくるつもりか？　女獣人の両りよう腕うでの先、手てつ甲こうに鉤かぎ爪づめ系の武器が装着されている。その爪武具から乾かわいた金属音が響いた瞬間、鋭そうな鉤爪の先せん端たんが手甲から飛び出す。

　女獣人は飛び出させた鉤爪を俺へと差し向け「ハイダラーッ」と、奇き声せいを上げながら地面を蹴けり吶とつ喊かんしてきた。左爪、右爪、と連続でストレートパンチを繰り出してくる。手甲から生えた爪で俺の胸むな元もとを突つき刺さすつもりらしい。鉤爪の突き技わざだ――素直に退く。

　左右へと上半身を揺ゆらすように目の前の爪を避けた。次の爪突を避け、往いなし続けた。

「キーキッ、止よしなさい」

　部下の軽はずみな行動を中断させるためか、シャルドネの強声が響く。

「――ハッ、しかし、この匂い、あの時の男で間違いないのであります。そして、お嬢じよう様さまに対する態度が悪すぎます」

　侍女獣人は渋しぶ々しぶと語りパンチ動作を止めて鉤爪武器も手甲の中に引ひき戻して後退。

　すると案内してくれた白髪の老戦士が動く。

　俺を警戒しているのか、腕うでを広げて女侯爵であるシャルドネを守る動作を取り、

「――キーキの言葉通りだ。閣下が仰おつしやる言葉なのだぞ。シュウヤとやら、君も不躾すぎる。真ま面じ目めに答えてくれ」

　老戦士は俺をたしなめる言葉を投なげ掛かけてきた。

　警戒しちゃって、無手の俺に攻撃してきたのはそっち側なんだがな。

　ま、答えてやるか。やはり、あの時のことだろうし。

「……わかったよ、【ファダイク】の廃はい墟きよっぽい屋や敷しきのことだろ？」

「やはりっ」

　女獣人が素す早ばやく反応。さらに睨みを利かせてくる。

「――キーキの匂い通りね。わたくしも一目見た時から、わかってはいたけれど……サメ、貴方の部下たちから報告が上がっていませんことよ？」

　シャルドネは女獣人へ顔を向け、動くなと視線を送ってから老戦士に疑問の言葉を投げ掛けた。やはり、俺を覚えていたか。

「はっ、すいません閣下。魔竜王討伐の裏では【ヘカトレイル】内も目まぐるしく……」

「フン、わたくしの防ぼう諜ちようである【鬼聞】の隊長であるサメがそれではね……もう一度詳くわしく、その目まぐるしい話をしなさいッ」

　シャルドネは細い腕を振ふり、手に持っていた白羽扇を畳たたむ。

　その畳んだ細長い扇の先端をサメと呼ぶ老戦士へ差さし伸のばしていた。

　仕草が、貴族そのものだ。

　しかし、老戦士は【鬼聞】という名の組織の隊長さんなのか……。

　道理で渋しぶい老人さんだ。そのサメは「はっ、しかし……」と、容姿に似合わない困った表情を浮かべては俺に横目で、鋭い視線を寄こす。そりゃそうだ。

　女侯爵の機密。大事なオセベリアの機密を、ペラペラと俺に漏もらすことはしたくないだろうよ。

「いいわ。シュウヤさんにも聞かせてあげなさい」

　……聞かせてくれるのかよ。







第三十九章「貴重な手掛かり」







　老戦士は、再度、俺を一睨みしてから口を動かしていく。

　そこには、『閣下、この男を信用するのですね』といったような、老戦士こと、サメの心の声が聞こえたような気がした。

「……では、話としてはまず、突とつ如じよとして都市の中にモンスターが大量発生したことから始まります。希少種を得ることができましたが、それらモンスターを押おさえている間に大手の闇やみギルドが一つ潰つぶれていたことがわかり、さらには闇ギルド同士の縄なわ張ばり争いが激化。ということでございまして、有う象ぞう無む象ぞうな冒険者の中に、あの『槍使い』が混ざっているとは露つゆ知らず……」

　女侯爵はわざとらしく老戦士の言葉に頷いている。

　俺の行動の余波がここに出ていたか。前、クナの家から続く地下空間に捕とらえられていたモンスターたちを解放したからな。俺の行動の結果、余計に混乱を招いていたらしい。

「そうですわね。竜たちの蠱宮襲しゆう撃げきに加え魔竜王討伐の準備に忙いそがしかったですから、そして、突とつ然ぜんのモンスター大量発生は本当に驚きました。プレセンテ魔獣商会の事務所は闇ギルド【茨いばらの尻尾しつぽ】の本ほん拠きよ地ち。その場所からのモンスター発生。きっと闇ギルド同士の争いの結果でしょう。さらに幹部であるクナが迷めい宮きゆうで亡なくなったのも予想外でした。まだ利用価値はあったというのに……だから、サメは忙しかったのでしょう？」

　女侯爵は手に持つふわふわな白羽扇せん子すを拡ひろげては、また畳む。

　また、さっきと同様に扇子の先端をサメに向けていた。俺とクナが迷宮にいたことは知らないのか？　ギルドマスターとは連れん絡らくを密にしているわけではないと……。

「はい。背後には、あの【影翼旅団】も関かかわっていたとか……」

「そうですね。歓かん楽らく街がいの闇ギルド同士のいざこざも聞いていますし、今回の情報の差さ違いは仕方ありません。サメは今後もがんばりなさい」

「はっ、ありがとうございます」

　随ずい分ぶんとオープンだな。情報をわざと聞かせている？

「……貴方はシュウヤさんという名だったわね？」

　一応は調べたのか。

「そうだよ。でも、まさか、ここの女侯爵様とはね」

「口を慎つつしめ！　人族。お嬢様に対する態度が不ふ遜そんすぎるぞ」

　侍女獣人のキーキは、睨みを利かせて言葉を荒あらげる。

　また、爪の武器の先端をこちらへと向けた。

「キーキ。怒っちゃだめ。わたくしは別に構いません。シュウヤさんはヒュアトスの子飼いの精せい鋭えい。巧こう妙みようこの上ない手て練だれたち【ネビュロスの三さん傑けつ】をいとも簡単に倒たおした武力をお持ちの方なのですよ」

「はい……」

　女獣人キーキは主人にたしなめられ反省したらしい。

　女侯爵に頭を下げてから小声でイジイジと呟く。

「ですから、お嬢様に手を出させないように警戒を……」

　シャルドネはキーキを流し目で見ながら、溜ため息いきを吐くと小さい唇を動かした。

「わかっていますわよ。でもね、キーキの攻撃をあっさりと避ける動作からして、この方は本物の強者ですわ。グリフォン隊のセシリーの報告通り、魔竜王を倒したというお話が事実なら、この【ヘカトレイル】の恩人ということになります。それは同時にオセベリア侯爵の一人アナハイム家当主の私わたくし、シャルドネの恩人となる方。そのような恩人が目の前に……これは目もくらむような、幸運ですわ。ですので、武器を何度も向ける行こう為いは許しません」

　シャルドネは身ぶり手て振ぶりが雄ゆう弁べんだ。美び辞じ麗れい句くが多すぎるが、部下を叱っている姿は様になっている。最後には、両手を胸に当てながらの、理由をこじつける演技っぷりだ。

　主人の言葉を受けたキーキは、

「お嬢様……」と、小声で呟き、わかりやすく耳を凹へこませる。

　今にも泣き出しそうな表情を浮かべていた。というか俺が恩人か？　無理やりな感じがするが、だけど、まぁ、こっちも大人気ない態度だった。

「待ってくれ。そう部下を叱らなくてもいいだろう。俺も不躾で礼れい儀ぎがなってなかった。済まなかった。そして、礼が必要な場であればそれに準じた行動を取っているさ。でも、今は大丈夫だろう？」

「フフ、確かにここは個室ですからね。でも、武器を向けていたキーキを庇かばうなんてお優やさしいのですね？」

　シャルドネは上じよう機き嫌げんに笑う。

「そんなことはない。で、単刀直入に聞くが、俺の口止めをしたいのかな？」

「いえ、そんなことはしません。それにできないことは重々承知していますのよ。あのヒュアトスが持つ【暗部の右手】からの追つい撃げきも意味がないようですしね……できれば、あのファダイクに関連する秘め事は内密に、黙だまっていて欲ほしいのですけど……それよりも、わたくしはシュウヤさん。貴方の腕が欲しいです」

　秘め姫事かよ。隠いん語ごですかい？　わかりやすい。お望み通りアンダーカバーに徹てつしてやろう。しかし、俺をスカウトか。それは無理な話だ。

「秘め事は、もう記き憶おくにないから安心していい。それと誘さそいは断る」

「なっ、お嬢様が、わざわざ誘っておられるのにっ」

　俺の断り文句を聞いた女獣人はまた怒りだした。彼女は沸ふつ点てんが低いらしい。また、ハイダラーの奇声を上げてきそう。しかし、シャルドネが女獣人ハイダラ娘に対して『控えなさい』と、目配せすると女獣人は動きを止める。そのシャルドネが口を動かした。

「……早いわね。考える暇ひまもないんですの？」

「冒険者クランの誘いも断っているぐらいだからな。俺には一応、目的があるからね」

「そう……その目的を伺うかがっても？」

　ん～話しても大丈夫かな。一応、聞いてみるか。

「玄げん樹じゆの光こう酒しゆ珠たま、智ち慧えの方ほう樹じゆ、この言葉を聞いたことは？」

「聞いたことないですわね。キーキ、サメ。知っていることを、教えてさしあげなさい」

「ハッ、わたしはわかりません」

　女獣人は即そく答とう。逆に、白髪老戦士の方は頷いている。知っているようだ。

「……閣下、聞いたことがあります。神々にまつわるお伽とぎ噺ばなしです。色々諸説ありますが……世界樹キュルハという名の大地を覆おおうほどの巨きよ大だい樹に生える〝輝かがやける実〟であるとか。命の神アロトシュが宿す生命の木に生えるのが〝宝ほう珠しゆの酒〟とか。植物の神サデュラが祝福した大樹に生える実が本当の宝珠酒とか、そのような似た名前類の酒を飲めば、特別な力を得るといったお伽噺でございます」

　おぉ……このサメという老人。さすが女侯爵の防諜組織【鬼聞】の隊長だ。

　色々と知っていた。年季を感じさせる風ふう貌ぼうは伊達だてじゃない。言葉から重みを感じる。装備は軽装。前は両手剣を装備していたが、今は腰こしに片手剣だけ。

　魔察眼で確かく認にんすると……魔力は両手、腹、両足に一定の魔力を感じるだけだ。

　独特の体術系の魔闘術らしき物は使えるようだが、実力は未知数。

「サメ、そんな物が本当にあるのですか？」

「どうでしょうか……所しよ詮せんはお伽噺の類たぐいでございましょう。ただし【魔鋼都市ホルカーバム】の都市名のように、名の由来にも関係する木の精せい霊れいホルカーが宿っていた立派な大樹があった名残なごりがあります。今は枯かれた大樹に変わり果てているようですが、もしかしたら関係があるかもしれません」

　枯れた大樹。これも重要な情報だ。ホルカーバム。確か隣の地方の名。

「それに迷宮都市ペルネーテで行われる地下オークションでは時々そのような摩ま訶か不ふ思し議ぎな曰いわくつきの品が出品されてくるので……」

　また地下オークションか。こう何度も話に出てくると気になってくる。

「魔鋼都市ホルカーバム。古くから存在する小さい都市ですね。古のべファリッツ大だい帝てい国こくの都市でもあったとか、そのエルフとの古戦場、沼ぬま地ち、石場、鉱山、森林、草原、地帯に囲まれた……あぁ、確か三年前に事件があった都市ですわね？」

「はい。政変で領主が代わっています」

「そのホルカーバムですが、わたくしの屋敷に揃そろえた床の輝く白乳石もホルカーバム産でした。あの都市の領域は小さいですが、石工、木工、鉄細工が盛んで素晴らしい腕を持つ家具職人がたくさんいるから本当に羨うらやましい。そして大蜻蛉とんぼから採れる魔鋼アロムはあの都市周りでしか採れない特産品。わたくしの都市にも欲しい。歯は痒がゆいですわね……確か、そこの領主は寄子が少ない変わった伯はく爵しやくだったわよね。ここは脅おどして……」

　女侯爵は素で話しているようだ。調度品のような美しい表情を崩くずし苦虫を噛かみ潰すような表情を浮かべては、品のない野望を語っている。

「……閣下、あそこの領主は白しろ狸だぬきが背後に居ると噂があります」

「そう、へぇ、それってあのマカバイン大商会のエリボル会長かしら？」

「はい」

　女侯爵は頷く。

「そういうこと、例の政変絡がらみかしら？　で、その白狸ですけど、所詮は海運で儲もうけた成り上がり商人でしょ？」

「どうでしょうか、軍ぐん閥ばつ海軍派の重じゆう鎮ちんであり、海軍大臣のラングリード侯爵だけでなく、公こう爵しやくを含めた複数の貴族派は閥ばつと交遊があるようです。裏稼か業ぎようもかなりの規模。名目とはいえエリボルは八頭輝の名に連なる一人。そして十二大海かい賊ぞく団とも関係が推測できます。ですから閣下の陸軍派急きゆう先せん鋒ぽうとしての力を以もつてしても危険かと、あくまでも推測ですが、背後関係が……だれがだれに繋つながっているのか、不明な相手です。火遊びをする相手には、少々リスクが大きいかと」

　サメが語る言葉に、眉を震ふるわせて少し動どう揺ようを示す女侯爵。

「……貴族、海運ですから十二海賊団との繋がりはあるでしょう。サメの、その厳しい鋼の表情を見ると……その予想は当たりそうですわね。考えを改めますわ。ちょっかいを出すのは止めておきましょう――」

　そのタイミングで、女侯爵シャルドネは、綺麗な瞳を俺に向けてきた。

「ところでシュウヤさん。話を戻しますわ。わたくし、その地下オークションに興味が湧わいてきましたの」

　あんたが興味湧いてどうすんの……。

「俺がそれを探しているんですが……」

「ごめんなさいね。でも、ふふ、おもしろそうなのだもの。王国が主しゆ催さいするオークションとは違うのでしょうね？」

　シャルドネは老戦士へ尋たずねるように顔を横へ向けて話をしている。横顔も美しい。

「お勧すすめはできませぬ。危険な物が出品され闇ギルドが大きく関わっております」

「昔、得意気な言葉でヒュアトスから聞かされていましたわ。『君の国なのに出席しないのかい？』と。わたくしの懐ふところ具ぐ合あいを調べようと画策しているような厭いやらしい狐きつね目めでしたわね……覚えていますわ」

　ヒュアトスか。ユイの上司だったサーマリア侯爵だな。

「……場所も【迷宮都市ペルネーテ】ですから、ここからでは出席するのも一苦労です」

　サメは表情を変えずに報告した。

「でも、わたくしの力があれば可能でしょ？」

「はい、しかし、開かい催さい時期も年末年始である厳冬の季節九十日でございます。年明けはこの都市でも色々な行事がございますので、出席は厳しいかと」

「つまらないわね。でも、シュウヤさんはそのような幻まぼろしの物を探しておられるのですね」

　軽く頷きながら思考していく。話して見るもんだな……と。

　助けたハンカイの話と似た感じだが、魔ま女じよサジハリの話といいサメといい有意義な情報を聞けた。そして、何回も話に出てくる地下オークションと【魔鋼都市ホルカーバム】の地名は覚えておこう。「枯れた大樹」と「植物の神サデュラ」に、聖域やら大樹に関係する場所を探せば……ん？　そういえば……神や聖域に関連する場所は子精霊デボンチツチの出現が多いと師し匠しようから聞いたことがある。デボンチッチの子精霊がたくさん出現した場所といえば……師匠と修しゆ行ぎようを行ったあの場所。

　もしかしたら、あそこも関係あるのか？

　でも、大きな樹木だらけで宝珠なんてもんはなさそうだった……ん～わからない。

「……シュウヤさん。どうかしましたか？」

「いや、そこのサメさんからいい話を聞けたんでね。考えごとをしていたんだ」

「そうですか、お役に立てて嬉うれしいですわ」

　シャルドネは笑え顔がおを見せる。よし、ここまでだ。

　考えてもいなかった貴重な情報、手掛かりを得たし、そろそろ退散するかな。

「うん。それじゃ、用はそれだけかな？　そろそろ戻ってもいい？　まだ、あの美味おいしい料理を食べきれてないんだよね」

「あっ、ダメですよ。報酬のこれを差し上げます」

　シャルドネは白色の巾きん着ちやく袋ぶくろと指輪を持ち近寄ってきた。

「――閣下っ、直接、お手から渡わたされるのですか？」「お嬢様！」

「大丈夫ですわ。この方にはそんな敵意はないわよ。ね？」

　シャルドネは下から視線で笑顔を魅せつける。豪ごう華かさと繊細さを感じる刺繍が施された穴空きの長手て袋ぶくろから手を伸ばして巾着袋と指輪を手て渡わたしてきた。

　これは皆の前で渡すと宣言していた土産みやげ物ものか。

　素直に指輪と袋を受け取るか。と、素直に受け取る。

　無礼だが、その場で巾着袋を確認――中には白金貨が入っていた。

　この袋の表面はサラサラで柔やわらかい。

　小さいけど高級な布だろう。しかし、金は正直ありがたい。

　魔竜王の素材が本当に高く売れるのか俺おれには判断できないからな。

　そして、ここまで丁寧な対応を示してくれた女侯爵のシャルドネ。

　ひねくれた俺でも、彼女に礼を返したくなった。

　よく見たら美人さんだし、礼には礼をだ。ま、シャルドネなりの謝罪なのかもな。

　貴重な手掛かりの情報を教えてくれたし、金も貰もらった。

　素直にコロッと態度を変えてやろう。それにしても……この指輪、すげぇ作り。

　紫むらさき色いろの竜を模かたどった造形。一いつ対ついの蒼あおい眼めがリアルに再現されている。

　本当に見事な作りだった。俺は指輪の礼というわけじゃないが、態度を改めてることを意識して……シャルドネに対して律した心を定規に見立てながら、その定規を背筋に入れたように姿勢正しく、丁寧を心がけてから口を動かす。

「……確かに、ありがとうございます。これは見事な作りですね」

「そうでしょう。わたくしが直接雇やとっている魔金細工師に急きゆう遽きよ作らせたのですから！」

　指輪が褒ほめられて嬉しいらしい。満面の笑みを浮かべる女侯爵。

「……僭越ながらこの指輪、愛用させて頂きます」

「ふふ、作ったかいがある言葉です。でも、急に畏かしこまってどうしたのです？」

　シャルドネは、俺が急に慇いん懃ぎんな態度へ変えたのが気になったらしい。

「それは、礼には礼を返す。それが道理だと思いまして」

「あら？　そうかしら。わたくしはさっきまでの口調の方が、新しん鮮せんで楽しくてよ？」

「お嬢様？　それはよろしくないかと……」

「もう、キーキ。わかっているわよ。でもね、あんな風につっけんどんな言い方で話をしてくれる殿との方がたなんて、いないのですもの」

「当たり前でございます。閣下」

　軍人にも見えるサメ、シャルドネの専属のボディーガードにも見えるサメの言葉だ。

　厳しい人を寄せ付けないような怒った表情を浮かべながら女獣人のキーキと同意。

　シャルドネをたしなめるように話をしていた。

「……もう二人共。うるさいですわ。シュウヤさん、お料理が待つ広間へ戻りましょう。セシリーの報酬と授与式もあります。そこで、わたくしが直接、シュウヤさんに美味しいお料理の説明を致いたしますわ」

　と、華か麗れいな貴族らしい言葉で語っていた。ここは素直に頭を下げとこう。

「はっ、わかりました」

　彼かの女じよに分かりやすく笑顔を意識して返事をした。そのシャルドネは優ゆう雅がに貴族らしく歩く。その背中の姿は美しい……白い背中の肌はだを想像しながら付いていった。

　そのまま広間に案内してくれた。しかし、俺の背後に居たキーキとサメたちは不ふ愉ゆ快かいそうな表情を露ろ骨こつに浮かべている。そんな侯こう爵しやくの部下たちには……微び妙みような笑顔を返しておいた。広間に戻ったシャルドネは、授与式を開始するつもりなのか、セシリーを呼び寄せるように、か細い手を打ち合わせて合図の音を鳴らす。

　すると、大きな檻おりを運んでいる召し使いたちが現れる。

　セシリーの報ほう酬しゆうとはアレかよ。驚きだ……周囲もその大きな檻の中に居たモノを見てどよめいていた。その中身とは、黄金こがね色いろに輝く幼いグリフォン。

　もしかして、あの時のグリフォン？　というか絶対そうだろう。クナの店の地下から続く先にあった広い空間。そこにたくさん設置されてあった檻の中には数多くのモンスターたちが閉じ込められていた。喋しやべっていたペガサス姿のマバオン。

　今も無事に宇宙の何処どこかへ……いや、それはないか。

　逃にげて近寄ってきたゴブリンは殺した覚えがある。

　そうやって俺が檻を開放し、逃げ出した数多くのモンスターたちの中に、あの黄金色のグリフォンも居た。黄金色の親グリフォンは逃げたのか？

「ではセシリー。このグリフォンとヘカトレイル領蒼炎勲くん章しようを授じゆ与よします」

「閣下……」

　女侯爵の言葉に、キャラコの前まえ掛かけを身に着けた小間使いが反応。

　小間使いは、頭を下げたまま、大事そうにマフの上に乗った勲章を運んで来た。

　しかし、授与式は始まり微笑ほほえましい雰ふん囲い気きなのに、シャルドネとセシリーの間だけ、重苦しい雰囲気に包まれていた。彼女とシャルドネ。二人だけの力学か、幼おさな馴な染じみと貴族の力関係が垣かい間ま見みえる。

　そうして、その勲章が正式に授与されようとしていた。

「……セシリー？　少し前に稀き少しよう種しゆを偶ぐう然ぜんに手に入れましたの。この稀少種ゴールドグリフォンなら受け取ってくれるでしょう？」

　女侯爵は公権力を滲にじませて話す。

　それは暗に尊厳や賞賛だけでなく強ごう欲よくも「栄光に通じる道」なのよ。と語っているように見えた。おしとやかな雰囲気とは真逆の圧力が、そこには確かに存在した。

　セシリーは眉み間けんに皺しわを寄せて困った表情を浮うかべて女侯爵を見る。

「……わ、わかりました。謹つつしんでもらい受けます」

　セシリーは女侯爵のプレッシャーに負けたらしい。女騎き士しＶＳ女侯爵はシャルドネに軍配が上がったようだ。これは他の貴族たちが見つめている手前もあるからな。

　軍人として知り合いとして侯爵の顔を立てたのかもしれない。

「よかった、ふふ、ささ、では、運んでちょうだいな――」

　そこで、また、手をパンパンと叩たたくと大きな檻は幕まく間あいに運ばれていく。その後、侯爵はこれ以上はないご機き嫌げん顔を浮かべると、俺に話しかけてきた。

　さっき話をしていたように、料理の自じ慢まんを、いや説明をしたいらしい。

　まず最初に「このヘルゼイカの大鳥は山鳥ですが、臭くさみがなく焼いたのが美味しいですわ」とか楽し気に、次は少し真しん剣けんな表情で、「これは迷宮産で美食アカデミー王国美食会も唸うなるほどの一品ですのよ」と語り、その次は、視線で商人系の貴族を一睨みしてから「海運業者と提てい携けいしているので鮮せん度どが抜ばつ群ぐんですの」と微笑みを交えて話をしていた。

　……もうしゃべるしゃべる。侯爵というより、嬉しそうに料理のことを話す姿はどこかのお嬢様にしか見えなかった。というか、俺はそんな説明より飯を食いたいのだが？

　とは、面と向かって女侯爵に言えないので適当に作り笑いを浮かべて相手をしていく。

「これはシャルドネ様、今日もお元気ですな」

　と、渋い声が響く。助け船が来た――。

　誰だれだかわからんが、偉えらいぞ爺じいさん。

　霜しもで凍こおったような髭ひげを蓄たくわえたおっさん貴族がシャルドネに話しかけてくれた。

「まぁ、フリュード冒ぼう険けん卿」

「こないだ購こう入にゆうして頂きました、古代アーゼン朝の虹布をさっそくドレスに？」

　髭が特とく徴ちよう的てきな爺さんの名はフリュード冒険卿か。

　ひょっとして有名人なのかな？

「使わせてもらいましたわ、本当に、素す晴ばらしい生き地じですわね」

　微笑んだシャルドネはドレスの裾すそを持ち少し広げる。指で持った布の部分が虹にじ色いろに輝いていた。純白の粉雪のような生地は魔ま力りよくに反応する生地なのか……。

「それはよかった。南の大海の激しく厳しい船旅の経験も報むくわれるというもの」

「大変な冒ぼう険けんだったと、五十は超こえる大船団が僅わずか五船のみで帰き還かんと聞きましたよ？」

　女侯爵の言葉を受けたフリュード冒険卿は、頭部を斜ななめ上うえへと反そらす。

　辛い過去を思い出すように皺が目立つ口元を動かした。

「……そうなのです。海賊がかわいく感じるほどのモンスターと気候が我々アーゼン探検隊の行方ゆくえを阻はばみました。その大半の船が沈しずむことに……最後の仲間たちの呪じゆ詛そじみた言葉が忘れられない……」

「ご愁しゆう傷しよう様さまですわ」

「本当に厳しい航海でした。しかし、犠ぎ牲せいは無む駄だではなかった！　紆う余よ曲きよく折せつあり幻のアーゼン朝の地を異文明の地を見つけたのです」

　へぇ……この世界はどこまで広いんだろう。俺もいつか海の冒険に出るかもしれない。

「そのアーゼン朝の地。この虹布はどういった形で手に入れたのですか？」

「虹色の石材で作られた古代遺い跡せき群ぐんの内部にそれはありました。しかし、謎なぞの現地人からの襲撃を受けたので、すべての回収は無理でした」

　謎の現地人か……浪漫ロマンを感じる。

「正直、残念ですわね」

「はい、その他にも雇っていた凄すご腕うでの冒ぼう険けん者しやクラン【アイゴン】率いる鉄てつ腕わんアジューが離り脱だつするなどの一波乱があり、調査はそこで断念するしかなかったのが……悔くやまれます。帰かえり際ぎわも魚人海賊が現れ、これは海かい龍りゆうの襲撃で逆に助かるという幸運に恵めぐまれました。そうした苦くも幸運に恵まれた経験を経へて、やっとの思いで帰還を。そして様々の品をオセベリア王国に齎もたらしたことを誇ほこりに思っております」

「本当に素晴らしい物を齎してくれました。冒険卿の名は伊達ではありませんね。王都でも、わざわざルーク国王様がフリュード冒険卿を出で迎むかえたと聞きき及およんでいますのよ」

「はい。その際は感動で打うち震えていました……」

　俺も楽しんだが、そこから貴族同士の会話が続いたので、助かった。ズラかろう。

「……では閣下。これで」と手短に話を切り上げた俺。

　恭うやうやしく会え釈しやくしてから素早く貴族席から離はなれた。侯爵が引き留めようとする言葉を述べていたが聞こえない振りをする。側に居た冒険卿がシャルドネに話を振り続けていたので上手うまく退散できた。さて、しっぽりと食うとしよう。こんな高級料理なんて初めてだしな。

　どれどれと……目をつけといた机に並ぶ料理を眺ながめていく……お？　これ、この足の形からして蛙かえるの足を焼いた物なのか？　こんな珍ちん品ぴんが高級料理？

　美味うまいだろうか……まぁ試ためしだ。一口――貰おう。蛙足の焼き身を口へ運ぶ。

　最初の歯ごたえはサクッとした。次はパラッとした瞬しゆん間かん――口内が、ジュアッとして微笑ましい。最後はなぜか美味おいしくて頬ほおが緩ゆるんで笑ってしまった。

　珍ちん味みだけど味が肉に染み込んで、意外に肉がジューシィで美味シィ。

　ショウガタレに漬つけ込んだ鶏の胸肉フライとは似ているようで少し違ちがう。

　パサパサとした表面……それが一味、癖くせというか未知の感かん触しよくを味わわせてくれた。

　カエル擬もどき侮あなどりがたし。黒猫ロロにも食わせてあげたい。

　あ、そうだ。アイテムボックスがあった。急ぎ皿に旨うまそうな料理を盛り付けていく。

　黒猫ロロが好きそうな料理は……これだ！　白魚の切り身と乾かん燥そうチキン風の魔まじ獣ゆう肉にく？　それに、サーモン系の魚肉と野や菜さい煮に込こみと思われる料理だ。そうした料理を、るんるん気分で選んで乗せた皿をウェイター気分で片手に持つ。そのままホールの端はしへそそくさと移動した。他の貴族や冒険者たちは談だん笑しようしている。だから俺の行動には誰も注視していない。そのタイミングで腕うで輪わを触さわりアイテムボックスを起動した。料理を乗せた皿を格納していく。高級料理だからきっと黒猫ロロも喜んでくれるはずだ。

　さて、高級料理も一通り食べて満足したし報酬も貰えてお土産みやげも用意した。

　そろそろ撤てつ収しゆうしようと、晩ばん餐さん会かいの会場を見み渡わたす。紅虎の面々を確認。彼女たちは美人さんだよな。だから人気があるのは当然。彼女たちは男性の貴族から声を掛けられていた。

　野や郎ろう共の気持ちはわかる。サラはかわいいし、ルシェルはキリっとした双そう眸ぼうで美人だし、タワワの果実を持つベリーズに至っては……何も語るまい。

　そんな彼女たちを男が放っておくわけがない。

　ところが、サラはあからさまに『こっちにくるな』という視線を貴族たちへと向けている。彼女の耳に触ろうとした貴族男が居たらしい。

　ルシェルも『隊長に手を出だすとはゆるせません』といった雰囲気で鋭するどい視線を作る。

　ブッチは怒おこり貴族に殴なぐりかかろうとしたが、サラが止めていた。ベリーズは口に手を当てて、男たちの対応を楽しむように相手をしていたが……そんな彼女たちの別な戦いの健けん闘とうを祈いのりながら、晩餐会の会場を後にした。

　帰るのは俺だけかと思ったら、他の冒険者も何人か姿を見かけた。

　女魔ま術じゆつ師しと奴ど隷れいたちを従えた冒険者たちも居た。美人女優に似た魔術師。

　そんな彼女は俺と視線が合うとニコッと微笑んでから、赤い絨じゆう毯たんが敷しかれた廊ろう下かを先に歩いていく。なんだろう。あの女魔術師は俺の姿を凝ぎよう視ししていた……。

　ま、気のせいだろう。と女魔術師が連れている奴隷たちの背中を見ながら屋敷の外に出た。屋敷の中庭には何十と馬車が停とまっている。女魔術師は奴隷に指示を出し、馬車へと乗り込んでいた。俺は、手前の馬車へ乗り込みギルドまで運んでもらう。

　馬車に揺られてギルドに到とう着ちやくすると、ギルドマスターの部屋へ直行。

「――おっ、はやかったな。帰ったか」

　カルバン爺は机に座すわり書類に何か書いていた。

　持っているのは模様付きの高そうなペン。白骨の象ぞう牙げの材質っぽい。

「まだ晩餐会は行われていると思いますが、料理と報酬はもらいましたからね」

「にゃお」

　声に反応したのか箪たん笥すの上で寝ねていた黒猫ロロが顔を上げて鳴いている。すると胸元に飛とび掛かってくるように抱だきついてきた。ぺろぺろと顔を舐なめてくる。はは、短い間だったが、黒猫ロロは寂さびしかったらしい。喜びを爆ばく発はつさせていた。

「よしよしっと」

　黒猫ロロの両手の根元を優しく抱き上あげながら、

「ロロ、おみやげがあるんだ。そこに座って待っとけ」

「にゃ～ん」

　黒猫ロロは甘あまえた感じにわかったと鳴くと、机に降りて両前足を揃える。

　つぶらな紅瞳を向けてきた。きらきら光る瞳には期待の色が感じられた。はは、かわいい目で訴うつたえやがって、『よし、待ってろ』というように、アイテムボックスから料理が盛られた皿を取り出す――黒猫ロロが食べやすいように置いてやった。

「ロロ、食っていいぞ」

「にゃあにゃお――」

　黒猫ロロは勢いよく晩餐会に出されていた特別な料理を食べ始める。

「ほぅ、それはアイテムボックスか」

「はい」

「わしも持っている。ほれっ」

　カルバン爺はあまり珍めずらしくもないとでもいうように自らのアイテムボックスを見せてきた。角が不ふ揃ぞろいの厚手のポーチだ。ステッキを出し入れしてアピールしている。

「そのポーチは、やはり迷宮都市から？」

「そうだ。知り合いの商会幹部は迷宮産と語っていた。それで侯爵様とはどうなった？」

「俺を雇おうとしていたよ」

「はは、シャルドネ様らしい」

「断ったぞ？」

「なぬっ、まぁ、冒険者にはそういう奴やつも居るか」

　そんな会話を続けていくと、黒猫ロロが料理を食べ終えていた。

「それじゃ俺は帰る。あっ、この服返すね」

　頂いた高級服をその場で脱ぬいで着替えていく。

「それは進しん呈ていしよう」

　素すっ裸ぱだかになりながら、その言葉を聞いた。

「――お？　いいのか？」

　高級服をくれるらしい。とりあえず新しい皮服を着ていく。

　ザガ＆ボンに作ってもらった鎧よろいもぼろぼろだが、装着していった。

　とはいえ、ぼろぼろ状態でも元がいい。

　見た目的には歴戦の傭よう兵へいにも見えなくもないはず……。

　ただの槍やりを扱あつかう雑ぞう兵ひよう、足軽にしか見えないかもだが。

「それは、わしからの魔ま竜りゆう王おう討とう伐ばつの報酬とでも思ってくれ。ま、他にもシュウヤには借りがあるのだがな？」

　ん？　借りだって？







第四十章「真実と鏡」







　借り？　なんだろうと思いながら自前の皮服を着た。貰った燕尾服テイルコートはアイテムボックスに入れておく。そして、柔らかそうなソファ椅い子すに腰こし掛かけて改めて、「借りだって？」と俺は視線を強めながら聞いていた。「そうじゃ」カルバン爺も俺の視線に応こたえるように眼力を強めていた。しかし、思い付かないが……。

「身に覚えはないが……教えてくれ」

「シュウヤが晩餐会に行く前だ。わしは闇ギルド【茨の尻尾】の名とクナの名前を出しただろう？」

　クナの言葉に一いつ瞬しゆん、眉まゆで反応していた。それから頷うなずいた。

「……お前さんは、殺ってないと誤ご魔ま化かしていたがな？」

　看破されていた？　見み抜ぬいていたのか？

「――何？」

「わしは仕事上……様々な種族、貴族と交こう渉しようをする。人の嘘うそなぞ簡単に見抜くぞ？」

　さすがに老ろう獪かいな爺さんだ。知っていて流していたのか……。

　ギルドマスターの肩かた書がきは伊達じゃないってか？

　人の内心を探さぐる、精神系、探知系、鑑かん定てい系の能力スキルを持つのか？

　俺の癖、自然な態度だったはず、俺が気付かないところで、癖を見抜かれたのかも知れない。瞳の瞳どう孔こう、散大しているか縮小しているか指を動かしているか……ようするに現代的な言い回しだが、心理学のメンタリズムを経験から得たとか？

　それとも、ただの状じよう況きよう証しよう拠こからの予想か？

　改めて全身に魔闘術を纏まとい、目を細めて爺さんを見る。

「……そう、ですか」

　そう短く、静かな重い空気を醸かもし出すように言葉を発した。

　覚かく悟ごを決めた。鋭い威圧的な視線プレツシヤーをカルバン爺へと向ける。

　カルバンは焦あせったように瞬まばたきを繰くり返かえしてから、

「いや、まてまて――」

　と喋り、かぶりを振ふってから、口を動かす。

「そう殺気立つな。わしの話を最後まで聞け。わしとクナとの間には浅からぬ因いん縁ねんがあったのだ。クナは表向きギルドに貢こう献けんした美人冒険者、しかし、内実……裏では闇やみギルド【茨いばらの尻尾しつぽ】の幹部でもあったのだ」

　そんなことはわかってはいるが、おざなりな態度で知らない振りをする。

　俺は表情を緩め、

「【茨の尻尾】か……」

　と、呟つぶやいた。カルバン爺はそこでギルドマスターらしく威い厳げんを感じさせる所作でパイプ煙草たばこに火を点つけた。ぷかぷかと白い煙けむりを吹ふかせながら、

「……そうだ。そのクナが迷めい宮きゆう行きの魔ま法ほう陣じん設置に格安で協力する代わりに色々と見返りを求められていてな、最初は可愛かわいいもんじゃったのだが……だんだんと、条件がキツくなっていった。それはもう金銭や魔石だけでなく、他の闇ギルドに対する干かん渉しようや譲じよう歩ほを迫せまるとか、調査の依い頼らいだとか……完全にギルドの権力を越こえたことだ。他にも依頼の内容に文句を付けたりと、もう無理難題や脅きよう迫はく染みた要求ばかりでのう……ほとほと苦労しておったのだ」

　俺も言えたことじゃないが、ギルドマスターを脅迫してたのかよ。クナは裏から手を回し過ぎだろう。そういうことなら……彼女は俺が殺したことや、クナは魔族だったと真実を明かしても大だい丈じよう夫ぶかも？　少し、この爺さんの様子を見てから判断するか……。

「……脅迫ですか。しかし、貴方あなたなら予想できたはずでは？　それと、そういった闇ギルドの者と冒険者ギルドが手を結んでもいいんですか？」

　爺さんを訝いぶかしむことを意識して、聞いていく。

「わかってはいたが、その辺はわしのミスだ。それと、闇ギルドと手を組むのは別にかまわんだろう。密みつ偵ていや盗とう賊ぞくギルドにありとあらゆる闇社会とのコネは必要悪なのだよ。だがそれとは別の理由で切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようがあってだな……元々、このヘカトレイルには迷宮行きの転移陣じんは一つしかなかったのだ」

「一つ？　今は三つありますよね？」

「そうだ。知らなそうなので説明しとくが、魔法陣設置には本来……莫ばく大だいな金を魔ま法ほうギルドから要求される。まぁ、その点は女侯爵も魔法陣設置には都市の発展に繋がるので協力的だ。そうして、順調に予算は確保できたのだが、ある事件が起きてな……」

　そこでカルバン爺は、深い眼がん窩かの底から怒ど気きを感じさせる。

　パイプを強く吸い鼻息と共に煙を吐はく。地味な特技っぽい。

　耳からも、とぐろ巻く蛇へびのような煙を出しては、その煙を俺にも纏わせてくる。

「……あれは残ざん虐ぎやくな事件だった。わしは転移陣をもう一つ増やそうと魔法ギルドのバナージに転移陣に関する話を持っていこうとしたのだ。しかし、予想もしないことに、魔法ギルドの長バナージを含ふくむギルドのメンバー全員がある男によって殺されてしまった。この城じよう壁へきを築いた優ゆう秀しゆうな魔ま法ほう使つかいたちがな……」

　ゾル・ギュスターブの一件はここで絡からんでくるのか。そのタイミングでカルバン爺の顔に翳かげりが浮かぶ。何か、皺が余計に増えたように見える。

「それによりヘカトレイルの時空属性持ちの魔術師はクナだけになってしまったのだよ。どういう理由かわからんが、クナは前々から転移陣設置が出来るスキルがあると吹ふい聴ちようしておってな。そして、極大魔石はわたしが特別に用意して格安で設置してあげる、と柔らかい巨乳を押おし付つけてアピールして来ていたからな」

　そういうことか。この爺さんは、エロ爺な面もあると。だから契けい約やくしたのか。

「なるほど」

「ふむ。クナの誘いに乗らずに魔術師を外から呼び寄せるにしても、魔法ギルドも色々なシガラミを持つ。殺した側も殺された側も魔法ギルドメンバーは有力な氏族貴族たちで構成されていたので、この事件は大問題となった。だから、時空属性持ちな上にスキル持ちの優秀な魔術師をヘカトレイルに招しよう聘へいなぞ、土台無理な話となる。ましてや魔法ギルド員の虐ぎやく殺さつなどが起きてしまった都市などに来たがる魔術師は皆かい無むだった」

　そりゃ無理だろう。と、俺は納なつ得とくしながら頷く。

「迷宮都市のように魔石が沢たく山さん採れるのであれば、また、話が違うと思うが……そこでクナに白羽の矢が立つことになり依頼を頼たのむことになった。当然、わしは闇ギルドの幹部だと知ってたが、女侯爵側のせっつきもあってな……そこからはさっきいった通りの展開になってしまったということだ。これはわしも反省しておる」

　なんかすべてのピースが埋うまった気がするよ。

　ゾル・ギュスターブの事件も魔族のクナが最初から全部狙ねらっていた可能性がある。

　クナは裏で絡んでいた陰かげのフィクサー。クナはボスであるサビードも裏切っていたようだし……表向きは、いや、裏もか……混乱するが……とにかく、コネクションだらけな女だったということだ。

「……話を続けるぞ？」

「続けてくれ」

「竜種と蟻ありたちの戦争が発生した時だ。偶然に、侯爵様がギルドに居てな」

「あの時か……」

「そう。竜が蟻の迷宮の一部を破は壊かいした惨さん事じ。迷宮の天てん井じようが崩れ多数の冒険者が亡なくなった件だ。犠ぎ牲せい者しやが運ばれてくる度に、女侯爵様はお怒りになられたのだ。すぐに、〝魔竜王討伐を行います〟と自ら騒さわぎ立たてる騒そう動どうとなった。そんな忙いそがしい最中にクナが死んだと報告も続き、そのクナが所属する【茨の尻尾】の本ほん拠きよ地ちであるプレセンテ商会の事務所が、何者かに襲しゆう撃げきされた事件も加わり、最後に、捕とらえられていたモンスターたちが通りで暴れるやらで、次々と驚おどろくべき報告が上がってな」

　シャルドネも同じことを語っていた。セシリーに渡したゴールドグリフォンを手に入れたからよかったのか？

　実は【茨の尻尾】はカリィと俺が潰つぶしたと知ったら、もっと驚くだろう……。

「それで内々で調べていくうちにシュウヤの名前が出てきたのだ。クナとパーティを組み二人だけで迷宮に潜もぐったとな？　そして、帰りは不自然にもシュウヤ一人だけだったと。担当した受うけ付つけ嬢じように詳くわしく聞くと、クナはモンスターに殺されて死んだ。と、お前さんはそう言っていたそうだな？」

　あの受付嬢か、俺のことを怖こわがっていたけど……うすうす疑っていたのかね。

「……そうだ。確か獣人系の綺き麗れいな受付嬢だったよ」

　カルバンは納得するように煙草を吸いフゥ～っと、白はく煙えんを吐く。俺にその煙を纏わせながら曖昧に頷くと話を続けた。この煙、不思議だが煙草の匂においはしない。

　少し甘い香こう水すい系の匂いだ。だが、魔力がある？

「あのクナの実力からいって、まず、それはありえない。それを聞いた時わしは、シュウヤがどこかの闇ギルドの一員で、冒険者に偽ぎ装そうした刺し客かくなのだろうと愚ぐ考こうした。闇ギルド間の抗こう争そうの一いつ環かんなのだろうと、だから、直接関かかわるのを避さけ様子見をしていたのだ」

「ちょい待った。俺は闇ギルドのメンバーじゃないぞ？」

　俺は当然の如く、慌あわてて否定する。カルバンは一度、ギロリと俺を凝視。

「……わかっている。まぁ聞け。冒険者ギルドは依頼におけるトラブルには基本的に不干渉だからな……しかし、お前さんは冒険者らしく緊きん急きゆう依い頼らいを受け、それを難なくこなした。娘むすめから聞くと、その緊急依頼を成功させる一因を担になったそうじゃないか」

　緊急依頼の時は確かに。

「ん～まぁやるべきことはやったな。エリスも頑がん張ばってたぞ。指示も的確だったし」

「そうだろう。娘のエリスから詳しくその話を聞いてわしは驚いた。しまいには魔竜王討伐にも参加しておるし。そして、魔竜王討伐をやってのけてしまうほどの実力だ。普ふ通つうの闇ギルドのメンバーだったら、まず魔ま竜りゆう王おう戦せんなんて参加しない。おかしいと思ったのだ。そうして、侯爵様の晩餐会を理由にわしはお主から直接に話を聞こうと思ったのだよ」

　そこまでクナのことを知ってるなら、本当のことを話しても大丈夫そうだ。

「カルバン爺。納得がいったよ。ところで、仮にだが、俺がクナを殺ったとしたら、何か罰ばつを受けなきゃいけないのか？」

「いや、むしろ金を進呈したいぐらいだ。ただ侯爵様がそれを知ったら怒るかもぐらいだな。転移陣の設置は金が掛かかり条件が難しいからの」

　カルバン爺は軽快に語る。なるほど、ならいいか。

「なら、本当のことを言おう。俺がクナを殺ったことは事実だ」

「やはり、まさに、『快かい刀とう乱らん麻まを断たつ』じゃ。わしにとって〝借り〟とはそのこ――」

　爺さんが納得した表情を浮かべて話しているところで、俺は重ねるように喋った。

「おっと、もう借りとかの話はいいんだ、それよりも、ギルドマスターであるカルバン爺は知っておいた方が良いから話しておく。クナは人族ではなく〝魔族〟だったんだよ。クナが俺を罠わなに嵌はめてきたから、返り討うちにしてやっただけだ」

「なっ、なんだと――」

　カルバン爺は煙草パイプを咥えたまま立ち上がり、身を乗り出し驚いている。

「にゃぁっ」

　急に立ち上がったので、黒猫ロロが吃驚びつくりしていた。

　黒猫ロロは箪笥の上に跳ちよう躍やくしていく。何かあったの？　的に紅あかい目をこちらへ向けていた。それより、じじいの態度だ。

「……そんなに吃驚することなのか？」「ちょっと、待て……」

　眉間に指を当て、立ち眩くらみがするように椅子に座る爺さん。大丈夫だろうか……。

「……大丈夫か？」

「にわかには信じられない話。だが……いや、あの妖よう艶えんな美び貌ぼうに笑顔……嘘が多いとは、思っては……居た。それに、不思議な魔法は……」

　というか、この爺さん、俺のことは見抜いたのにクナのことはわからなかったのかよ。

　クナと卑ひ猥わいな事でも、やっていたのかねぇ。ま、彼女は擬ぎ装そうが上手かったし、あの目、魔眼がどうたらと自じ慢まん気げに語っていたから、その力に騙だまされていたとか？

「信じられないのなら、クナは他の闇ギルドからの刺客に殺られたと思えばいいだろ」

　現にカリィという名の刺客が【茨の尻尾】へ潜せん入にゆうし、ミッション中だったようだし。

「そうだな。しかしクナを殺ったとなると、いや、たとえそうでなくても、シュウヤ、お前さんの情報は盗賊ギルドが拡散して闇ギルドの情じよう報ほう網もうに引ひっ掛かっていると思うぞ？」

「そうだな。クナを殺った直後、すぐに闇ギルドの連中が接せつ触しよくしてきたよ」

　俺の言葉にカルバン爺は頷く。

「それはそうだろう。気をつけるのだぞ？　ま、余計なお世話か……だが、そうなると、【茨の尻尾】を潰したのは目もく撃げき者しやの話していた通り、外部の【影翼】か……それとも、この都市内で最大勢力の【血長耳】の可能性もあるな。または、【宵よい闇やみの鈴すず】【梟ふくろうの牙きば】【月の残ざん骸がい】……」

　カルバンはボソボソ言いながら考え込んでいる。ギルドマスターのこの反応だと、侯爵側と情報を共有している訳ではないようだ。ヴァイスの広場でシャルドネと壇だん上じようで話し合う様子からして、てっきり貴族側の人族かと思ったけど……ギルドはギルドで別個と考えた方が良さそうだ。ヘカトレイルだけの話かも知れないけど。しかし、闇ギルドなんてマフィアのような存在を放置しているのは国としてどうなのかな？

　警察や司法はこのヘカトレイルを守る青鉄騎兵団の仕事だろうし……。

「……なぁ、その闇ギルドなんてのは、本来、国が抑おさえなきゃいけないのでは？」

「ぷ、はははは、急に子供のようなことをいうのだな？」

　カルバン爺は白はく眉びを上げて笑いだす。年取った薄皮と筋肉を歪ゆがませ、豊ほう麗れい線がこれでもかってぐらいにニカっと上がり、笑え顔がおを見せてから、

「……そんなことは不可能なんじゃよ。絶対に無理と言っていい。闇ギルドには大小合わせ数百は超える組織があり、その表向きは立派な商会だったり、大商人と繋つながっていたりする。それに国に直接仕えている闇ギルドもあるのだぞ？　治安を担う面もある。盗賊ギルドも絡み、もう全すべてが密接に絡み合あってるのだ。中にはクナのように冒険者として活かつ躍やくしている闇ギルド員もいるからな……」

　そういうことか。社会インフラの一部ということだろう。まぁ、異世界の魔法や神や精せい霊れいや魔導人形ウオーガノフやらがある、この世界セラだ。きっと複ふく雑ざつ怪かい奇きな闇社会、裏社会なのだろう……想像もできんが……。

「……といっても、完全に諦あきらめているわけではないのだぞ？　国が追っている犯罪集団【影翼旅団】のような闇ギルド、魚人海かい賊ぞく、などは常に殲せん滅めつ対象だ。だが、思うように行かないのも事実。我々冒険者ギルドもその力を利用し、利用されている。ま、冒険者ギルドは都市によって様変わりするから一いち概がいにはいえんが」

　地域によって変わるのか。

「……色々複雑なんだな。だが、この都市に駐ちゆう屯とんしている青鉄騎兵団は何してるんだ？」

「誤解してるようだが、できる範はん囲いで青鉄衛士隊と青鉄第三騎兵団が都市の治安を協力して守っているぞ。魔薬取引、魔薬製造、禁制品密輸、違い法ほう奴ど隷れい、強ごう盗とう、誘ゆう拐かい、殺人、スパイ行こう為いなどが巡じゆん回かい中に見つかればその場で処しよ刑けいされることもある。都市の中では毎日のようにこういった犯罪者が捕つかまり、広場で処刑か奴隷商人行きだ」

　衛士隊か。そういえば都市の各所に詰つめ所しよ的なところがあった。

　でも、出来る範囲でか……ま、現代の日本人の感覚で考えても仕方がない。

「そうか。色々勉強になったよ。話をありがとうカルバン爺。そろそろ宿に帰るよ。ロロッ、帰るぞ」

「ンン、にゃ」

「ん、そうか。わかった」

　箪笥の上に上っていた黒猫ロロは跳躍を繰り返し、降りてくる。器用に俺おれの背中にある黒頭ず巾きんの中に潜り込んできた。カルバン爺とは、そのまま別れたが、何かをまだ語りたいような顔を浮かべていたのが印象に残る。が、俺はギルド長の部屋を出ていった。

　そうして冒険者ギルドの外に出た。近くにある宿へ戻もどる。

　集合住宅のような安宿サイカ。部屋は相変わらず、せまいな……。

　寝しん台だいの横にある唯ゆい一いつの隙すき間まをパレデスの鏡が占しめているので、ただでさえ狭せまい部屋が更さらに狭くなったように感じる。黒猫ロロはそんな狭い部屋などお構い無しのようで、寝台上へ跳躍。そこから鏡の上に登ろうかと、紅色の瞳を鏡の上方へ向けていた。

　この際だから、いい宿屋を探すかなぁ？

　鏡を置いておくにも見み映ばえをよくしたいし。いや、それとも、ヘカトレイルを出て他の都市に行くという選せん択たく肢しもある。

　そんなことを考えながら……リラックス――背を伸のばし……ジャケットを脱いだ。

　ん～、寝る前に、ステータスっと。




　名前：シュウヤ・カガリ

　年ねん齢れい：22

　称しよう号ごう：超ちよ越うえ者つしや

　種族：光魔ルシヴァル

　戦せん闘とう職業：魔槍闇士：鎖くさり使い

　筋力19.3→20.0敏びん捷しよう20.1→20.8体力18.3→19.1魔力23.3→24.3器用18.2→19.2

　精神23.8→24.6運11.0→11.2

　状態：平へい穏おん

　スキルステータス。




　取得スキル：〈投とう擲てき〉：〈脳脊魔速〉：〈隠身ハイド〉：〈夜目〉：〈分泌吸の匂手フエロモンズタツチ〉：〈血鎖の饗きよう宴えん〉：〈刺突〉：〈瞑めい想そう〉：〈魔獣騎き乗じよう〉：〈生活魔法〉：〈導魔術〉：〈魔闘術〉：〈導想魔ま手しゆ〉：〈仙せん魔ま術じゆつ〉：〈召しよう喚かん術〉：〈古代魔法）：〈紋もん章しよう魔ま法ほう〉：〈闇穿〉：〈闇穿・魔壊槍〉：〈言語魔法〉




　恒こう久きゆうスキル：〈真祖の力〉：〈天てん賦ぷの魔才〉：〈光闇の奔ほん流りゆう〉：〈吸魂〉：〈不死能力〉：〈暗者適合〉：〈血魔力〉：〈眷けん族ぞくの宗そう主しゆ〉：〈超ちよう脳のう魔ま軽・感覚〉：〈魔闘術の心得〉：〈導魔術の心得〉：〈槍組手〉：〈鎖の念導〉：〈紋章魔造〉




　エクストラスキル：〈翻ほん訳やく即是〉：〈光の授印〉：〈鎖の因子〉：〈脳魔ま脊せき髄ずい革命〉




　能力はかなりアップした。竜の連戦に最後に古代竜を倒たおしたのが大きいか。

　称号をタッチしてみる。

　※称号：超越者※

　※神しん獣じゆうと契約し古竜を食くい倒す。人を超えし者、〈神しん獣じゆう騎き乗じよう〉が可能。全ての能力値に成長補正※




　神獣騎乗？　特に黒猫ロロに変化ないが。

　ロロディーヌが真の力を取とり戻したら、乗れるということかな。

　現時点の黒くろ豹ひよう姿のロロに乗っても、そのロロがつぶれちゃうかも。

　乗るなんて無理だ。それより明日はドワーフ兄弟の店にいこう。

　鎧はともかく新しい槍を買わないと、剣けんの実力はまだまだ低い。

　古代竜、魔ま竜りゆう王おうの素材から新しい武器、防具が作れるといいんだが……。
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　次の日、朝になろうとしている時間に起きた。

　俺が起きると黒猫ロロも丸めた体を解くように起き出してくる。

　欠伸あくびをしてから両前足を前方へ、ぐいっと伸ばし背筋を伸ばしていた。

　実に、気持ち良さそうな顔だ。猫ねこ科特有の背を伸ばす仕草がいちいちかわいらしい。

　さぁて、猫に癒いやされたけど、まだ、時間的にドワーフの店は開いていないはず。

　何しようか。ゲートでも起動するか。この間の続きを実行しよう。

　準備を整え黒猫ロロへ視線を戻す。

「ロロ、肩かたに乗っとけ、今回は見るだけでなくて偵てい察さつをする予定だ。大人しくな？」

「にゃ」黒猫ロロはすぐに肩に乗ってきた。そして、アイテムボックスから、二十四面体トラペゾヘドロンを取り出す。またまた三番目の記号をなぞり起動。

　ゲートを出現させた。ゲートの先にこの間と同じ部屋が映る。

　ぼろい服を着た女性がいる部屋だ。

　女性は寝ていた。鏡の周りには花々が飾かざられ、神様を祀まつるようにお供え物まである。

　何度もこのゲートを開いていたからかな？

　実は魔竜王の頭が運ばれてくるまでの一週間の間、暇ひまを潰すように三番目と四番目のゲートを起動させて覗のぞいていた。しかし、寝ているのなら今がチャンスか？

　鏡の先の世界を少しだけ探検をして、すぐに戻ってこよう――よし、行っちゃえ。

　ゲートに入っていく。部屋はシーンと静まり寝ね息いきしか聞こえない。

　すぐさま掌しよう握あく察を発動。〈隠身ハイド〉と〈夜目〉を使う――よかった。彼かの女じよは起きる気配はなし。魔素は寝ている女性以外にも部屋の外から複数感じられた。

　ゆっくりと歩きながら部屋を出ようとした時、パレデスの鏡から外れた二十四面の球体、トラペゾヘドロンが飛んできた。二十四面体の多面球体は俺の頭上を回り出したので、それを掴つかむ。そして、いつでもすぐにゲート魔法が繰り出せるように球体を握にぎり持ったまま、女性が寝ている部屋の扉とびらを開け外へ出た。板張りの廊下の先に鏡が設置された部屋と同じような小部屋が左右に幾いくつかある。俺の正面には上り階段があり右は行き止まりで左奥おくの突つき当あたりには大きな扉があった。どの部屋にも魔素の反応がある。

　まずは目の前の階段を上ろうと、廊下を慎しん重ちように歩き階段を上がっていく。

　上がりきると、舞ぶ台たいの袖そでに出た。

　舞台の中央には牧師や神父が説教するような講こう壇だんと祭さい壇だんがある。
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　ここはチャペル、小さい教会か。段下の左から右にかけて長なが椅い子すが並ぶ。

　祭壇の端を触りながら音を立てないように下へ降り中央の絨毯上を歩いていった。

　こぢんまりとしているが、上は吹き抜ぬけの作りであまり窮きゆう屈くつさは感じない。

　二階はない。地下に部屋があったのでそういう作りなのだろう。

　教会の出入り口は木製の両扉。扉の両サイドに献けん金きん用の箱があった。

　ひとまず外へ出ようと扉を開けて教会の外へ出る。この地域は朝方で少し薄うす暗ぐらい。

　目の前はトウモロコシ畑のような背の高い農作物が視界を塞ふさぎ土道が左右へ続く。

　そこで〈隠身ハイド〉を解除――魔素の反応はなし。

〈分泌吸の匂手フエロモンズタツチ〉を使いたいところだが、もしものために我が慢まんした。その瞬間、「にゃ」と、黒猫ロロが鳴く。

　トウモロコシのような野菜畑に興味があるらしく肩から跳躍しようとするが、腕うででその黒猫ロロを押さえて止めた。

「ロロ、すぐに撤収するかもだから、今回は俺の肩でじっとしていて」

　黒猫ロロは俺の言葉を受け了りよう承しようしたように俺の腕を舐めてくる。

　んじゃ、少しこの砂じや利りと土の街かい道どうを右沿いに歩くとしよう――

　おっ？　遠くの坂上に幾つか小さい家々があるようだ。明かりが目印となった。どうやらここは小規模な農村地帯か。俺の探たん索さくスイッチが少し刺し激げきされるが、畑は直進しない。

　右へ続く平らな道を途と中ちゆうで左折して進む。

　やがて小さい家々が見えてくると砂利の坂道となった。

　坂を上ると手前の家に近付いていく。看板らしき物は一いつ切さいない。

　梁はりの木材と格こう子しに藁わらと土つち壁かべで構成された粗そ末まつな家だ。

　中から灯あかりが漏もれている。貧びん乏ぼうな農民が暮らしていそう。

　その家の中から魔素の気配が五つ感じられた。

「すいません。お邪じや魔まします。『突とつ撃げきばんごはん』です」

　と、にこやかに喋しやべりながら、突とつ然ぜん訪問するのもな……。

　俺がそんなことをしたら、ゲートを潜ってこの地域から消える予定だから余計怪あやしまれる。とりあえず、三番目のゲート先の偵察＆探検はここまでにしよう。本格的に調べるのはメイン武器の槍を用意してからだ――戻ろう。そう意識してから裏側へ歩いていく。

　この家の周りは木杭の柵さくで囲われているので、俺は裏手に回り、周囲に誰だれもいないことを確かく認にんしてから、トラペゾヘドロンの面体を指でなぞりゲートを起動させた。

　ゲートを潜り何事もなく狭いヘカトレイルの部屋に帰き還かん。

　そして、鏡から外れたトラペゾヘドロンを掴む。

　そのまま面体を掌てのひらで転がしてから、目的のゲート先である記号をなぞり四番目のゲートを起動させた。

　そこは少し薄暗い。魔ま女じよサジハリが居た岩場が映る。誰もいない。

　魔女はどこかへ行っているのだろう――と思いながらキャンセル。ここからはゲート先を覗くだけにして、じゃんじゃんトラペゾヘドロンを起動していくか。

　早さつ速そく、記号をなぞり五番目のゲートを起動。真っ暗だった。いや、土色か。鏡は土ど砂しやの中に埋まっているようだ。キャンセル。六番目の記号をなぞり起動させた。

　そこも同じだった。結局、十番目まで起動させるが、全部土に埋まっているらしく土色ばかり……またかな？　と思いながら十一番目を起動。

　――おっ、繋がった。ゲート先に映る映像はどこかの地下倉庫のようだ。

　古びた家具と真新しい家具が多数ある。

　あちこちに家か紋もんの紋もん章しよう的な〝緑薔薇ばらの蛇模様〟が立派に飾ってあるだけ。

　光源はゲートの鏡から発した光のみだ。

　薄暗い部屋で埃ほこりが古びた家具に掛かり白くなっている。ここは人の魔素はなさそうだ。

　キャンセルして次の十二番目を起動。いきなりの絶景。しかも空島のような場所じゃないか――すげぇ。直径数百メートルはある大理石のような白石が大だい胆たんに敷しき詰められ、遠くには同じ石質の石柱が幾つも並ぶ。中央には棺台もある。近くには彫ちよう像ぞうもありそうだ。

　月明かりに白石が反射して神々が住まうような幻げん想そう空間を作り出していた。

　壁かべはなく澄すんだ夜空が左辺に絵画のように広がり、右辺には、白いハンカチのような雲が触ふれられる距きよ離りで靡なびいている。まるで天空の遺い跡せきのような印象だ。「マチュピチュ」を思い出だす。すると、自然と脳内で流れ出した雄ゆう大だいで懐なつかしい音楽。

　その音楽を身に沁しみながら、暫しばし、絶景に目を見張る。

　だが、自然と脳内で流れていたフルート系の背景音楽は遠のいていく。

　この先に感じられそうな風をリアルに体感したいと、大理石の床ゆか、棺台、彫像を伝う小さい亀き裂れつや細かな溝みぞから続く滑なめらかそうな質感を感じさせてくれそうな襞ひだの造形を指で直接じかに添うように触れたい。との思いが強まったせいだ。

　そんな思いで長らくゲート先の光景を眺ながめていたが、この空島の周辺の空を飛んでいそうなゴーレムは現れないし、飛行船も登場しない。

　そう……名作「ラピュタ」に登場するあのゴーレムだ。

　残念だが、今のところは何も起きそうもない。

　いつか遠い未来に冒ぼう険けんする思いを残し、今は、我慢してキャンセル。

　次に移ろう――俺は十三番目のゲート先を起動していた。

　すると、十三番目は、いきなりの長い廊ろう下かが現れる。

　赤い絨じゆう毯たんが敷かれた廊下の隅すみにパレデスの鏡があるようだ。

　右にはカーテン付きの窓があり陽ひが差している。

　高さが十メートル強はありそうな天井はアーチ状になっていた。

　緑と黄色のカーテン布は窓の端はしで纏まっている。メイドか召めし使つかいが居る証しよう拠こかな。

　カーテン布は緑色に染まる中に黄線が斜ななめと縦に入っているので、確実にシンボルの印だと思う。こりゃ絶対に金持ちの家だ。貴族か大商人か？　それ相応の地位を持つ家いえ屋や敷しきと判断。長い廊下の先に大部屋の扉と蝶ちよう番つがいの取っ手も見える。

　廊下の先から、だれかが歩いてきそうな雰ふん囲い気き。暫しばらく待てば屋や敷しきを掃そう除じするメイドさんのかわいい女の子が現れるに違ちがいない。変な妄もう想そうを続けながら少し覗いていたが……。

　静せい寂じやくが支配する廊下の光景が続くのみ。何もない。次も調べるのでキャンセルだ。

　トラペゾヘドロンの十四番目の溝をなぞり起動。

　次のゲート先に映る光景に少し驚く。雪が見えていたからだ。

　雪が降り、真っ白とは言わないが少し積もっている。場所的に森林が多いが、地面に黒岩が散乱し、黒岩の一部が階段状に削けずられていた。

　雪が積もって判別がしにくいが、黒岩は人工的に削った形けい跡せきだろう。

　ここはどうやら古びた石いし砦とりでのような場所らしい。寒そうな場所だ。

　北国の砦という感じかな。足あし跡あとは確認できず。見た限りでは人やモンスターは居ないようだ。キャンセルしよう。十五番目を起動。水みず飛沫しぶきが鏡の横合いから飛んでいる。

　どうやら大きな瀑ばく布ふ的な滝たきが近くにあるようだ。左斜め前方には崖がけから続く曲がりくねった壮そう大だいな峡きよう谷こくがあり薄暗い空が見えた。岩いわ肌はだを風がヒューッと通とおり抜ける音が鳴っていそう。落下している岩の音や壁から猛もう禽きん類るいの反はん響きよう音おんも聞こえると思う。

　とにかく、見張らしがいい……。

　崖がけ際ぎわに生えている綺麗な草花が風に揺ゆれてそよいでいる。

　河下にガラガラ蛇とか居そうだが……ん～いいなぁ。月明かりが素す晴ばらしい。

　幻げん想そう的てきな光景。ずっと見ていたい。正直、ここの光景と空島はお気に入りだ。

　でも、次のゲート先を調べる。

　十六番目の記号を指でスマホを弄いじるようになぞり、ゲートを発動。

　次の鏡の先の世界は浅い海だった。

　船の残骸が広がっている。これ船の上か？　どうやらゲート先の鏡は座ざ礁しようした船荷物の一つだったようだ。近くに孤こ島とうでもありそうな雰囲気。太陽光が海面をキラキラと輝かがやく宝石のように反射している。トリコーン、コンチネンタルハットを被ったカリブの海賊的な野や郎ろう共がすぐにでも現れてきそうだ。場所はこのヘカトレイルと、そんなに離はなれていないのか？　この海は南、東かもしれないし西かもしれないけど。泳げば海水浴ができそう。

　暇な時に泳ぎにいきたい。砂すな浜はまとか近くにありそう。もし彼女ができたら綺麗な砂浜でロマンティックにキスしたいな。そしてそして、貝かい殻がらの水着を着て貰もらって……ａｈａｈａ―ｈａｈａ―と、笑いながら追い掛けっこを……ぐふっ。はぁ、アホだ俺。ユイ、キッシュと、せつない別れをして頭が少しおかしくなったのかもしれない。いや、魔竜王の尻尾で頭に衝しよう撃げきを受けたせいかも。

　さて、くだらん妄想は終しゆう了りようだ。キャンセルして次の記号をなぞる。

　ゲートを起動。十七番目は倉庫のような空間。

　十一番目と違うのは光源が確しつかりしていることだ。正面の壁は、鋼剣と盾たてが綺麗に揃そろっている。柄に竜の意い匠しようがある抜き身みの鋼剣と、同じ竜の意匠が施ほどこされた盾だ。

　その床ゆか下したに金属製の四角い箱が綺麗に並ぶ。左の手前には鉄のマネキン人形があり、頭部に仮面、胴どう体たいに鎧よろいと豪ごう奢しやな衣服などがセットしてある。

　そして、右手前には一番目立つモノがあった。それは黒くろ枠わくの額がく縁ぶち。

　額縁の中に蠢うごめく心臓のような内臓が幾つも収められていた。

　サイズ的に人、もっと大きい心臓と様々だ。その心臓から産うぶ毛げ、いや毛細血管のようなモノが飛びだしている。不思議だがキモイ。まだ他にも空きソケットがあるので心臓が収められそう。でもこの空間は一体なんだろう。プライベート空間の倉庫？

　待合室か倉庫か、天井の特とく殊しゆな光源から降ふり注ぐ暖かな光線からして、だれかいる？

　しかし、だれも人が来る気配がない。時が止まっているようだ。キャンセルする。

　十八番目もまた倉庫のような場所だった。十一番目と同じで暗い。黒光りする金属箱が目の前にあるので、宝物庫のようなところなのだろう。キャンセルした。

　十九番目から二十三番目のゲート先は土色で鏡は土砂の中だった。

　そして二十四面の記号をなぞる。他の面と同じく赤色から緑色に変化するが……やはりゲートは起動しない。この二十四面の先の鏡はどんな世界なんだろう。

　もしかして現代に戻れたりする？　それとも宇宙の真理扉を開いちゃう？

　そんなわけがないか。さて、急ぎですべてのゲート先を確認したが……使えないゲートも多かった。無事なゲート先もあったからよかったが。

　無事なゲート先の鏡の確認はまた今度だな。優先度は低いが、暇な時にでも直接調べてみよう。しかし、土に埋まっていそうな鏡は多い。

　土に埋まっている鏡から外に出たら……地中深い場所だったら圧力によって潰れる？　しかし、俺の場合は、体が再生を繰り返すので持もち堪こたえるかもしれない……想像すると痛いのは確実。だが、もし動けなくなったらどうするよ……。

　何世紀どころか永遠に土の中に埋まってしまう可能性もある。「西遊記」の孫そん悟ご空くうも五行山の下に閉じ込められていたが……俺の場合は血がなきゃミイラ化しちゃうんだから。

　でも、鏡の回収は何枚かしておきたい。

　……将来、各地に散らばる鏡を回収できたら、各地の有名都市にでも家を買って、パレデスの鏡をそこに設置すれば、自由に鏡のゲートを使い各地を転々と移動できるし容量の制限があるがアイテムボックスにより輸送コストがなくなるわけで、運送業で大おお儲もうけができそうだ。冒ぼう険けん者しやを辞やめて大商人の道が開けたか？

　異世界立身伝Ⅵ。ついに発売決定。前世で大好きだった「光栄」のゲームを思い出す。

　といっても、冒険者の方が気楽だしなぁ。

　それに鏡は元々あった場所に残すか、或あるいは、近くの拠きよ点てんの地域に残して、今後移動できる新しい場所として確保しておいた方が、行動範囲が広がっていいだろう。

　そうした方が、後に得をするかもしれない。

　……さて、冗じよう談だん半分の妄想がひろがりんぐの脱だつ線せんはこの辺にしとこう。
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　そうこうしている間に、昼になろうとしていた。

　ゲート先を実際に調べるのは、また今度にする。

　少し腹も減ったし、もう昼前だが……朝飯を食ってからザガ＆ボンのドワーフの店に向かうとしますかね。

　黒猫ロロの御お豆まめ型触しよく手しゆの先せん端たんを指先にくるくると巻いて、遊びながら美味おいしい店があるといいなと考えていた。







第四十一章「売りて喜び、買いて喜ぶ」







　食事処どころが集まる横丁通りなら、他にも美味うまい店があるはず。

「ロロ、美味い店の発はつ掘くつに行くぞ」

「ンン」黒猫ロロは、アンニュイな気分なのか喉のど声のみの返事。しかし、素す早ばやく肩の定位置を確保してきた。そんな黒猫ロロの小さい頭を撫なでてから宿を出る。

　酌しやく婦ふチェリが居た酒場通り沿いを歩いていく。昼は閉まっている店が多い。

　ランチタイムの儲もうけ時だと思うんだけど……まぁ日本的な感覚で考えても仕方ない。

　賭と博ばく街がチラッと見えたが、あそこに行くのは止めておこう。

　市場の方へ足を進めるか。あそこなら時間を問わず様々な物が売っているからな。

　ぶらぶらと歩き店巡めぐりをしていると、案の定、食事処を発見。

　細い木組みと平張りの幕の簡素な屋台だ。

　上部から平たい幕が張られ屋根代わりとなっている。

　メニュー代わりの小さい黒板には鍋なべ料理しか書かれていない。

　ここでピンッときたよ。俺の美味いもの研究委員会が！

　ここの店は隠かくれた名店に違いないと訴うつたえてきている。商人や冒険者の客たちは丸椅い子すに座すわり食事中のようだ。小さい机の上に置いた鉄てつ鍋なべから湯気がもくもくと上がる中、熱そうな鉄鍋から熱あつ汁じるが染み込んだ野菜を別のお椀わんへ分け入れては、その、お椀にたっぷりと盛った野菜を一いつ生しよう懸けん命めいに口へ運んでいた。正直、凄すごく旨うまそうだ。

　ゴクッと唾つばが喉に流れていくのを感じながら簡素な丸い椅子に座る。

　自然と料理を注文していた。他の客と同じ料理が運ばれてくる。

　大きい鉄鍋の中で茶色の液体が、ぐつぐつと煮に立たった音を立てていた。

　赤みを帯びた小さい木製のお椀もあった。大きい鉄鍋の中には、鍋料理だけに色々な野菜が豪ごう華かに盛ってある。さっきの客が食べていたのと同様に、湯気がもうもうと漂ただよう。

　旨そうな匂いが食欲を刺激した。汁は飴あめ色いろのオニオン系の色合いだ。

　それとも鳥系か豚ぶた系のブイヨンが入っている？

　たっぷりと盛った白葉野菜とパプリカのような野菜にレタス系の青野菜。牛ご蒡ぼうのような細長い根菜もここの溝にお邪魔しますよ。とでもいうように申し訳なさげに並び、熱汁により揺れていた――たまらん。早速、汁と一いつ緒しよに、その野菜をお椀へ分け入れていく。

　……箸はしがあれば楽なんだが、木製のスプーンは二つしかない。いつか箸は自分で作るか……と、ではまずは汁から――湯気が漂うお椀から感じる熱を掌に感じながら、茶色の野菜汁を口に含ふくんだ。

　ほぁっ、あつあつ。だが、ほくほく、うまうま。

　白菜っぽい野菜を感じさせる味を舌から口内に感じた。汁と一緒にその野菜も咀そ嚼しやく。

　このレタス、パプリカのようにしゃきしゃきして歯応えがいい。

　そして、この汁は肉の味が？　と、思ったら鉄鍋の底、野菜に埋もれる形で大きい骨付き肉が入っていた。なるほど。肉の味の正体はこれか。

　たっぷりと汁を垂らす肉へかぶりつく。じゅあっとさくっと柔やわらかい。

　ヤベェ、この肉もまた旨かった。食感は鶏とり肉にく、それもほぐした手羽先に近い。それとも何かのタレにつけた熟成魔まじ獣ゆう肉にくか？　ま、どっちでもいい、美味しいし安いときたもんだ。

　ふははっ、俺の美味いもの研究会はヒット率が高い。いい感じの店を発掘した。

　黒猫ロロにも食べさせて上げると、ガツガツと勢いよく平らげる。

　手羽先の肉は速そつ攻こうでなくなっていた。この際だ。この料理を数多く注文しちゃお。

　店員は呆あきれていた。が、食器代も含めてのおまけつき代金を置いたら店員は満面の笑えみを浮うかべて料理を次々と運んでくれた。そして、運んでくる度にアイテムボックスの中へ料理が消えていくので店員は訝いぶかしみながら見つめてくる。そんな視線は無視。

　構わずにボックスの中へ入れ続ける。食料のストックはこんなもんでいいだろうと判断してから美味おいしい鍋なべ店を後にした。

　忙いそがしく人が行き交う市場を通りながらザガ＆ボンの店へ向かう。

　角を曲がったらドワーフの店だな。その角を曲がるとボンの姿が見えた。

　オカッパ髪を揺らし、かわいらしくこっちに走ってくる。

　まだ見えてないはずなのに俺と黒猫ロロの存在に気付いたらしい。

　ボンは笑みを浮かべて威い勢せい良く、いつもの台詞せりふを浴びせてきた。

「エンチャ、エンチャ、エンチャントッ！」

「にゃっにゃにゃ」

　毎回不思議に思うのだが、何だろう。黒猫ロロとボンの不思議な物語が始まっている。メルヘンチックな空気感が凄い。ボンはロロと本当に会話をしているのだろうか。

　だれか通訳してっ！　と、心の叫さけびをあげながらも無難に挨あい拶さつをする。

「……ボン、久しぶり。ザガのとこにいくよ」

「エンチャッント！」

　サムズアップして答えるボン君であり、ボンだ。うむ。元気いっぱいだ。

　和わ気き藹あい々あいと言い合いっこしている黒猫ロロとボンを連れて角を曲がり店に近付いていく。店の中に入ろうとした時、ザガがひょいっと顔を出す。そのザガは厚い胸むな板いたが目立つタンクトップ的な布服を着ていた。

「おっ、シュウヤ。武具を見るか？」

「こんにちは！　愛用していた槍やりが壊こわれてしまってな。そして、申し訳ないんだが……せっかく作って貰ったばっかりの鎧も、この通り……のありさまで、今、なんとか装着しているが、こんな具合で、ほら――」

　と、にこやかを意識しながらぼろぼろになった鎧服の一部を靡かせる。

「ぼろぼろだろう？　だから、魔竜王バルドークの素材でさ、何か新しい物が作れないかな？　とね」

　俺が期待を込めて魔竜王の言葉を発すると、目の前のザガは、「――ぶほっ……」と、変な吐と息いきを漏らしてから、ぎょろっと双そう眸ぼうを大きくして、驚おどろいていた。

「――あ、あの魔竜王だと？　ということは……シュウヤは、グリフォン隊の英えい雄ゆうと共に魔ま竜りゆう王おう討とう伐ばつに貢こう献けんしたという数少ない冒険者の一人なのか？」

「そうだよ。この指輪も貰った」

　女侯こう爵しやくから頂いた指輪をザガに見せてあげた。

「おぉぉ！　紫むらさき色いろの鱗うろこに、この中心の溝がある金属は、まさに古竜の臍へそ。僅わずかだが、魔防御の品にもなり得るという代しろ物ものか……」

　ザガはそこで、ゴクッと、唾を飲み込む音を立てる。

「……それにしても見事な造形、素晴らしい指輪の芸術品だ。裏にも侯爵家の紋章シンボルに竜の殺さつ戮りく者たちへと刻まれている……渋しぶい。あまり防具としての効果は望めないかもしれないが、これを作ったのは相当な経験を持つ魔金細工師だ。大切にするのだな……返しておく」

　ザガは珍めずらしく興奮している。普ふ通つうではない眼力から、この指輪が欲ほしいとアピールしているように見えた。しかし、裏にはそんな言葉が彫ほられてあったのか。

「……わかった。大切にするよ。嵌めとく」

　ザガは目を細めて、腕を組む。

「――それで、その魔竜王の素材を他の一流な腕を持つ鍛冶かじ師でなく、わざわざ、俺たちに弄らせてくれるのか？」

「そのつもりだ」

　俺の言葉を聞いたザガは組んでいた腕を崩くずし笑顔を浮かべてから、短い首を縦に動かし頷うなずいていた。伸びている自分の顎あご髭ひげを何回も触さわり口を開く。

「シュウヤありがとう――ボン、運が向いてきたな？　竜だぞ。しかも古代竜だ」

「エンチャッ」

「ボン、お前の技わざが必要になるっ。頑がん張ばろうな」

「エンチャントッ」

　ザガとボンは魔竜王の素材で作れることが、そうとうに嬉うれしいらしい。

　兄弟お互たがいに握あく手しゆをしながら抱だき合い目を潤うるませている。

「それで、その魔竜王の素材はどこだ？」

「重いし大きいからな。今出すよ。オープン」

　ザガ＆ボンの店前にある広い空間で――腕うで輪わのウィンドーを操作。

　そこから、どんっと重い魔竜王の頭部を出す。

「エンチャッンットッ！」

「ぬおっ、おぉぉぉ……これが魔竜王か。凄いな。きらびやかな紫色の鱗。まさしく古代竜の鱗だ。髭ひげも牙歯も綺き麗れいなもんだな……だが、そんなもんはこれに比べたらオマケだ。この天てつ辺ぺんにある紅色の鶏冠とさか角と蒼竜の眼は特別だ。それに、繋がる脳幹部分は……予想だと巨きよ大だいな竜魔石の塊かたまりだぞ？」

　鶏冠に眼は分かるけど、脳？　竜魔石の塊？

「ん？　いまいちピンとこないんだが……」

「魔晶石どころか、魔宝石を超え、とてつもない価値の宝石と言える」

　この反応だと、すごい価値があるのか――そこに背後から、

「その眼だけで、白金貨五十枚以上の価値はありますよ。古竜の髭はその倍々かと。ですが、本当に頭の中に存在した巨大な竜魔石の塊ならば……その価値は戦神ヴァイスと十層地じ獄ごくの王トトグディウスが仲良くダンスするほどですかね？」

「……兄さんの言う通りね。古竜の頭がそのまんま現存しているのだし。というか地上の古竜の頭って魔ま界かいで育つ中階級規模の魔竜とそう変わらないと、お父様から聞いた覚えがある」

　澄ました子供声だ。

　講こう釈しやくするように話してきたのはＳランク【蒼そう海かいの氷ひよう廟びよう】の双ふた子ごだった。

「エンチャント？」

「ボン、俺の後ろに下がってろ。シュウヤッ、こいつらは知り合いか？」

　急に現れた二人を警けい戒かいするようにザガはハンマーを両手に構えてボンを守るように前へと出た。ザガが警戒するのは当然だ。

　声が聞こえるまで魔素の気配を一切感じなかったのだからな……。

　姿を隠したうえで、魔素の気配も絶つ魔ま法ほうでもあるのか？

「知り合いというか知っているだけだな。それでアンタたちは姿を消して、俺の後をつけてきたのか？」

「にゃん」

　黒猫ロロも肩の位置から落ち着いた様子で、挨拶するように鳴いている。

　肩から降りようとはしなかった。双子を観察しているのか？

「そうよ。その黒猫……不思議、可愛かわいいわ」

「……推察の通り」

　澄ました双子の声質は異質だった。冷たい風が響ひびくような声……。

「……そんなことはどうでもいい。そこまでして俺に何の用だ？」

　警けい戒かい心しんを上げながら聞いていた。

「その竜の眼、欲しいの」「竜眼が欲しい」

「なんだと？」

　すぐに格納を押おして、魔竜王の頭をボックスへしまった。

「あ、消えちゃった」

「やっぱり、ボックス持ちかぁ」

　軽々しく語る。俺はさらに、警戒度を上げた。

「竜の頭を奪うばうつもりだったのか？」

　澄ました双子は俺の言葉を聞くと、双子同士で目を合わせ不思議な音色で笑いだした。

「ううん、違うわ」

「ぼくたちは古竜の眼、特に蒼あおい眼を売ってほしくて、君に話しかけた」

　なんだよ……焦じらせんな。

　まったく二人ともに蒼い目をして坊ぼう主ずだし不思議少年と少女過ぎるんだよ。

「……そうなら、最初にそう言えよ。妙みような緊きん張ちよう感を味わっちゃっただろ」

「「ごめんなさい」」

　今度は子供らしく頭を下げて素す直なおに謝あやまる……。

　晩ばん餐さん会かいの時も思ったが、この二人共、頭部の天辺に毛細血管のような白い霙みぞれマークがある。それが波打って蠢き、首裏、背中まで続いているのが見えていた。

　何か特別な力か？　呪いの印とかありそうだ。

　そんな不思議なマークには一いつ切さい触ふれず、子供たちが求めている蒼眼のことを聞く。

「……あの眼、大きいけど欲しいのか？」

「はい」

「そうです。取り出せば自然と小さくなるはず。数は一つでいいです。白金貨五十枚以上は出します」

　あの竜眼、小さくなるのか？

「値段を言われてもな、相場がわからない。それにあの眼はどんな効果が望めるんだ？」

「知っているぞ。値段はそこの色白双子の片方が話をしていた通り、白金貨四十五～五十五ぐらいだろう。古竜の眼は蒼色が一番価値が高い。持っているだけで水系や氷系魔法の効果を倍増させると云いわれている。さらに、水系の魔法力を内包し少量の魔ま力りよくを蒼眼に注げば強力な水属性魔法撃を放てる。眼だが、特殊な魔宝石なんだよ」

　ザガが詳くわしかった。

「そうだ。ぼくはその値段を出そう」

「そうよ。値段はだいたいそれぐらいね」

　さすがＳランク、相場通りに金を出してくれるのか。

　なら一個くらい売っちゃっていいか。

「……わかった。一個、売ろう」

「やった、本当か？」

「あぁ」

「兄さん、よかった」

「アイナ、早速、お金を出して」

　双子の片方が、にこにこと笑え顔がおを振ふりまきながら白柄の胸開きローブの中から小さい腰こし袋ぶくろを取り出していた。そこから、ジャラジャラと白金貨を出していく。

　お～い、むやみに金を散らかすなよ。

　と、内心ツッコミを入れながらも落ちたアイテム群をチェック。

　白金貨以外に白金貨を一回り大きくした金貨もあった。

　他に魔宝石が付いた杖つえ、ギザギザ刃の長ちよう剣けん、どこかで見たことがある……。

　人面瓶びん風な謎なぞアイテムが転がっていた。最後のは見なかったことにする。

　あのポーチみたいな小さい袋はアイテムボックスか。

「そこの双子ちょい待った。今はその金にアイテム類は仕し舞まえ……ザガ、さっきの頭から目玉を取るのに時間はどれぐらいかかる？」

「十分ぐらいだな、片かた眼めだろ？」

　はやっ！

「はやいんだな、わかった。それじゃ、悪いんだけどその片眼だけちゃっちゃと取り出してくれるか？」

「構わん。それじゃ店奥に来い、作業場がある」

「わかった。白の双子もそれでいいな？」

　片方がこくこくと頷き、片方は喋り出す。

「ぼくの名前はアレン、こっちが妹のアイナ。白の双子ではない」

「わかったよ。俺おれはシュウヤ、シュウヤ・カガリだ。シュウヤと呼んでくれ。肩にいる黒猫はロロディーヌだ。それで、アレンとアイナ、ザガの店内で取引しよう」

「わかったよ。シュウヤよろしく」

「いいわよ。シュウヤ、よろしくね」

「エンチャントッ」

　ボンが最後にドヤ顔を決めた。片手を伸のばし、親指を上に向けている。

　サムズアップだ……誰も反応してあげていない。いや、一匹ぴき居た。

　黒猫ロロだ。猫パンチを宙へ放ち、空を打っている。

　かわいく反応を示しているので、少しクスッと、笑ってしまう。そんなボンが大好きな、かわいい黒猫ロロさんの頭を撫でてから店内を皆みなで進む。

　ザガとスキップしながら進むボンを見ながら扉を潜り、作業場らしき倉庫に到とう着ちやく。

　天てん井じようは十メートルは越こえているかな。奥おく行ゆきがあり壁には橋きよう梁りよう状の棚たなが並ぶ。整然と並ぶ配架には見たことのない素材類が保管されていた。

「シュウヤ、ここに素材を出してくれ」

　なるほど、こんな広いのなら魔ま竜りゆう王おうのサイズでも大だい丈じよう夫ぶだ。

「了りよう解かい、オープン」

　重低音を響かせるように古竜の頭を出現させる。

「よし、早速、取りかかる。お前たち眩まぶしいから目を塞いだ方がいいぞ？　ボン、軽いエンチャント頼たのむ」

「エンチャッント」

　ザガはボンに、目を保護する金属製のいかついサングラスのような眼鏡を装着させてから、白色の輝きを放つ特殊な皮手て袋ぶくろを嵌はめていた。魔力が込められた眼鏡に皮手袋か。そして、腰こしから金に輝く鏨たがねのような道具を取り出してボンにそれを向ける。

　ボンは楽しそうに「エンチャ！」という言葉を連呼。

　そのまま、全身からオーラのような濃のう密みつな魔力を漂わせたボン。

　彼かれは恍こう惚こつな表情を浮かべると、両目からも怪かい光こう線せんのような白光を放つ。

　同時に、額の中心から紋もん章しようが浮うかぶ。

　両りよう腕うでの甲こうにも同じ模様が霞かすむように浮かんでは消えの、明めい滅めつを繰くり返かえす。

　かわいい魔人を彷ほう彿ふつとさせるボンだ。

　うっすらと笑いながらザガに近付くと、その不思議な両腕を使い、ザガの持つ道具へ魔力を注いでいく。ボンの魔力を付ふ与よされた――ザガの道具はさらに輝きが増した。

　すげぇ、ボンから膨ぼう大だいな魔力が溢あふれてる。巨大質量を感じさせるぐらいの迫はく力りよくだ。

　ボンは何もんだよ。後ろの双子もこれには驚いたのか目と口を大きく広げて、呆ほうけていた。ザガはその輝く鏨を使い魔竜王の眼をくり貫ぬくように周りを掘ほっていく。

　魔力を放出しながらの作業は不思議だった……十分ぐらいの間、輝く鏨から魔力が蒼眼へ溶とけるように浸しん透とうしていく感じだろうか……。

　ザガが注意していたように眩しい。と、眺めていたらザガは見事な職しよく人にん技わざで、魔竜王の眼を取り出すことに成功していた。

　ザガの鮮あざやかな仕事ぶりからイケメンドワーフに見えてくるから不思議だ。

　取り出されたばかりの宝石のような蒼眼は確かに小さくなっている。

　そして、魔竜王としての意識が宿っているように光を発していた。

　本当に小さいから驚きだ……。

　白目の部分は原石が削られたようにそぎ落とされていた。蒼眼は掌サイズの中に収まった状態。蒼の縦に割れた虹こう彩さいは、やはり魔竜王で爬は虫ちゆう類るい。少し怖こわいかもしれない。

　そこに少女らしく笑みを浮かべたアイナが、アイテムポーチを持ち近寄ってくる。
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「お金、ここに置く」

「……了解、数えるよ」

　ちゃんと白金貨五十五枚ぶんあった。

　それらの金貨をアイテムボックスへ入れていく。

「取引完かん了りようだ、その古竜の蒼眼を持っていけばいい」

「やったぞ、アイナ」「はい、兄さん」

　双子は蒼眼を手にすると、互いにその場でくるりと回る。互いに顔を突き合わせて独特のポーズを繰り出してから勢いよく振り向むき満面の笑みを浮かべて喜びあっていた。

「よかったな。しかし魔竜王討伐の時、アイナとアレンは強力な氷魔法を繰り出していたのに、今、その竜眼がそんなに必要だったのか？」

「そうよ。あれでは満足できないの。知っている通り、わたしたちの属性は水。水系を極きわめていきたいからね。この古竜の瞳ひとみがあれば、さらなる魔力強化を得られるから十天邪像の先の大きな存在を倒たおせるかなぁと」

「そうだ。この古竜の眼があれば持っているだけで効果が得られる上に、この眼から詠えい唱しようなしで直接強力な魔法が撃うてる。魔宝石を超こえる強力な魔法をね」

　双子は頬ほおを緩ゆるませて答えていた。「十天邪像」とは、俺が持っている物と同じ？

　ま、こいつらにも戦う理由があるのだろう。

「なるほど……」

　そんなことより属性は俺も水属性。ということは蒼眼を用いて、水、氷系の魔法をばんばん撃てる？　ぐふふ、残りの蒼眼は売らないで俺が使おう。

「ん？　シュウヤ、何にやけてるんだ？」

「いやちょっとな。想像していたら楽しみに……ザガ、この魔竜王の頭から武器と防具を頼めるか？」

「当たり前だ。できるぞ」

　すると、双子がすたすた歩き近寄ってきた。

「シュウヤ、わたしたちはもう用がない。またどこかで会うかも」

「バイバイ――」

　同時に白双子の真下から魔ま法ほう陣じんが出現、展開された。

　紋もん章しよう魔ま法ほうが発動したと思ったら、姿がだんだんと薄うすくなって消えていく。

「にゃっ」

　黒猫ロロは消えてゆく残像に飛とび掛かかった――地面に四し肢しをつけて着地。

　急に消えたのが不思議らしい。周囲を確かく認にんするように鼻を動かしクンクンと嗅かぐ。そのまま出入り口へ視線を向けていた。残のこり香ががあったようだ。

「不可視インヴイジビリテイの呪じゆ文もんか。あのちっこい二人組は相当高レベルな魔ま術じゆつ師しらしいな」

　インヴィジ？

「……なんせ、冒険者Ｓランク。【蒼海の氷廟】という名前のクランだ。何か、とんでもないものを守る墓守りな子供たちだったりして」

　そう何気なく予想はしたが、もしかしたら、とんでもない宇宙人かもしれないな。

　霊れい廟びようだから、遺骨を納められる大規模な墓を連想するが、見た目の異様さと特殊な魔法から、そんな墓を守る大理石でできた天使たちだったりして。

「……ほぅ、やはり高ランクだったか。その名前、どっかで聞いたことある」

　ザガは思案気な顔を浮かべて、顎髭を触っている。

「しかし、あんな魔法初めてみたよ。姿を消すなんて、できちゃうもんなんだな……」

「そりゃ優ゆう秀しゆうな魔術師ならできるやつもいるだろうよ。それより武器と防具はどんなのが望みなんだ？」

　できるのかよ。しかし、光学迷めい彩さいも真っ青な透とう明めい具合だった。俺も近未来的な使い方をして、未来の公安課のような高層ビルから落ちて消える遊びを楽しみたい。それに、透明人間だ……エロい事を想像しちゃう。

「おぃ、聞いているか？」

　ザガはギロリと俺を見つめてくる。

「ごめん。槍系は愛用していたタンザの黒槍と同じぐらいの重さが理想だ。鎧は前回と同じく動きやすい鎧一式。兜かぶとはなし、とにかく動きやすいのが理想。こないだと同じように左手の手首、ここの部分に穴を空けてくれたらいい。何なら両手の防具はなしでもいいかな……後はそうだなぁ、兜がないから被かぶれるフード付きの外がい套とうも欲しい、ナイフ、短たん剣けんそれらを収めるベルトも」

　ザガに左手首を見せたり、手でジェスチャーを交えて会話していく。

「……了解した。まずは槍か。槍といっても今回は様々な作りを選べるぞ。あの紅角刃から脳幹部分を丸ごと使えば、ただの古竜の骨から作るよりも、もっと強力無比な槍杖ランサーロツドが作れる。斧槍杖ともいえるが」

「へぇ……」

　ザガは嬉しそうに説明を続ける。

「竜魔石なので削るのが大変だが、ハルバード系として考えると、斧おの刃ばと矛ほこの部分はこの紅角部分が使えるだろう。紅角は硬かたくて軟やわらかさも持ち合わせた不思議な強度がある。切れ味も抜ばつ群ぐんな上に火属性を伴ともなうからな。強力無比な斧槍の穂ほ先さきと成るはずだ。杖の部位だが、石いし突づきの代わりにもなる竜魔石の濃こい部分、つまり、この脳幹の塊をそのまま使う。この部分は最高強度を持つ硬さだ。それでいて魔法系攻こう撃げきの媒ばい介かいになる優すぐれ物もの。因ちなみに蒼眼よりも強力だからな？」

　説明を聞くと、とんでもない武器ができ上がりそうだ……。

「凄そうだ。いいね理想型だよ。その竜魔石は普通の金属より硬い？」

　俺の問いにザガは頷く。

「普通に削るのは至難だ。硬い魔鉱石で有名なチタジャーミッドを超える硬こう度どを持つ」

　わからないが、タングステンとか、チタンみたいな感じか？

「……なら、時間がかかりそうだ」

「普通にやったらな？　だが、この頭部、丸々素材として使っていいんだろ？」

　ザガは少し笑って答えている。

「いいよ自由に」

「なら、大丈夫だ。削る方も同じ古竜の口牙が使えるし鱗も使える。それに俺にはボンがいるからな？　速く作れるだろう。贅ぜい沢たくな使い方だが構わんのだろう？」

「エンチャントッ」

　ボンは自信満々なまんまる笑顔を繰り出だす。俺も彼の不思議な笑顔に応こたえてあげた。

　微笑ほほえんだ表情を意識して頷きながら、

「……ザガとボンが最高と思うやり方で仕上げてくれれば、それで結構」

「……」「……」

　ザガは少し肩かたを震ふるわせている。ボンは少し眼に涙なみだを溜ためていた。

「ん？」

「嬉しいこといってくれるじゃねぇかっ！　職人冥みよう利りに尽つきる。よし、少し待ってろ」

　ザガは武器、槍武器を巨大な長箱に詰つめたのか、その箱を胸に抱かかえて運んでくる。

　力持ちだ。その重そうな箱からハルバード、ランス、矛ほこ槍やり、三みツ叉また槍やり、長杭、鎌かま、普通の長槍と多様な槍系武器を取り出しては、机の上に置いていった。

「――どの程度の重さや長さが理想か、この中から選んでくれ。参考にする」

　熱意あるザガの言葉だ。俺は頷いて、武具を睨にらむように選んでいく。

「……わかった」

　武具を手に取る。小指から金属棒を引ひっ掛けるように握にぎりの感かん触しよくを得た。

　力士や柔じゆう道どうでも小指は重要だ。襟えりやまわしを取るように小指を意識して槍を振り回まわしていく。どの槍も軽く感じた。タンザの黒槍はやはり重かったようだ。

　その中で一番重さが釣つり合あったのは……やはり斧槍。

　銀製か判断できないが白銀色に輝かがやいているハルバードだった。先端に杭くい状の矛があり下横に立派な斧刃が付く。金属棒の後端に重おも石しのような石突もあった。

「重さは、これが一番しっくりくる」

「ゼリウム製のハルバードか。見た目は銀だが違ちがうからな。これは銀水すい晶しよう鋼鉄と呼ぶ。略して銀晶鋼。銀魔鋼シルバラリーマイトにもよく間ま違ちがえられる。モンスターのゼリウムボーンから大量に採れることで有名だ」

　銀水晶鋼鉄？　普通の銀とは違うようだ。銀は柔らかいらしいからな。

「……そんなモンスターが居るのか」

「そうだぞ。それがモデルなら新武器の先端は斧刃と矛でいいな？」

　新武器楽しみだな……。

「うん。それでいい」

　ザガは羊皮紙に羽ペンで文字を書いている。何かをメモっていた。もう職人モードに突とつ入にゆうだ。目付きが鋭するどくなり丸みを帯びた顔だったのがどことなく引き締しまり格かつ好こいい。太いゲジ眉まゆも、どことなくドワーフの漢をピンポイントに表している。

「鎧よろい一式の件だが、鱗と骨をふんだんに使ったスケイルメイル系となる。勿もち論ろんボンの扱あつかうエンチャントを織り混ぜるので素早く仕上がる。鱗も売れば、素す晴ばらしい特とく殊しゆコーティング素材の外套が、知り合いの大商会に所属しているピコノという変わった子、経由から手に入るだろう」

　俺がピコノ？　と疑問に思っていると、

「――エンチャントッ」

　と、ボンは『任せろ』というように片手を頭上に掲かかげてから短い足でジャンプ。

　ボンから音楽が聞こえてくるように、リズム良くその場で踊おどる。

　ボンは両手を交こう互ごに真上に伸ばしてはサムズアップを繰り返している。

　それを見た黒猫ロロも不思議なリズムに我が慢まんできずに、俺の肩から離はなれボンの足元へ移動。そのまま一緒に踊るように四肢を跳はねては、ジャンプを始めてしまった。

　また、不思議な世界を作り出している……。

　オイサッ、ボンバイェ♪　ハッハッ、ボンバイェッ♪

　という感じだ……ボンと黒猫ロロは放っておこう。

「……凄そうな鎧と外套ですね」

　メルヘンを超えた不思議踊りのことは気にせずに新しい防具の品を想像しながら、ザガの職人ぶりの光景を見て、思わず敬語で率そつ直ちよくな感想を述べた。

「いや、そうでもないぞ。布系の最さい高こう峰ほうの魔ま裁さい縫ほう師なら古竜の髭から竜の繊せん維いを抽ちゆう出しゆつし、とてつもない衣服を作り出すのだが……俺は布系が苦手だ。だから鱗を売って外套の素材製品を買わなきゃならん」

　ザガは「職人として力が足りず申し訳ない」といった表情を浮かべる。

　俺としては十分なのでフォローしておこう。

「なるほど、できる範はん囲いで素材の創つくりも、売り買いも、ザガの職人と商人としての判断にお任せします」

　俺は仕事に対する期待と信しん頼らいの意味を込めて丁てい寧ねいな口調を続けた。

　その文言にザガは目を見開いて感動を覚えたように皺しわが刻まれた顔を綻ほころばせている。

「……おうよ。任された。まったく年とし甲が斐いなく震えてくるぜ……」

　ザガは本当に嬉しいらしい。その表情を見ていると自然と俺も嬉しくなった。

「口牙を矛ほこ刃ばに加工するか、いや紅鶏冠を矛と仮定すると加重の天てん秤びんが、悩なやむな……やはり強度からいって……」

　ザガはぶつぶつと独り言を呟つぶやきながらデッサンしていく。仕事が速い……。

「……それで期間はどれくらい？」

「十日ぐらいだ」

　みじかっ。

「わかった。あ、それまでの間、このハルバード貸して貰もらえるか？」

　いつもの口調に戻もどしながら、ハルバードを指し摘てき。

「あぁ、持ってけ」

「さんきゅ、それで新武器と新鎧の代金はいくら？」

「大白金貨一枚以上と言いたいとこだが古代竜の素材が売れたら莫ばく大だいな金になる。だから今ここで代金は要いらん。それに、武器、防具以外に使う古代竜の鱗は、たんまりと余るからな。それを少し売って代金にするが、いいだろう？」

　莫大な金か。いまひとつ想像がつかないが。

「わかった。蒼眼を売らないでくれたら、それでいいよ。何から何まですまん」

「ガッハハハ、何をいってる？　俺は構わん。すべての商売は『売りて喜び、買いて喜ぶ』だからな」

「エンチャントッ」

　ザガは鷹おう揚ような態度で、座右の銘めいかわからない言葉を宣言。

　ボンも、そんなザガの隣となりにいき『準備おＫだお』という感じで明るい声を出している。

　んじゃ、彼ら兄弟にお任せするとして……俺たちは、

「ロロ、帰るぞ」

「ンン、にゃお」

　なんともいえない喉のど声を発する黒猫ロロ。

　ボンと離れるのが名残なごり惜おしいようだ。そんな黒猫ロロを連れてザガ＆ボンの店を後にする。歩きながら貸して貰った銀色ハルバードの具合を確かめた。

　穂先の切れ味は中々よさそうだ――ぐるぐると百八十度ハルバードを振り回し、銀斧刃で、横から半円を描えがくように薙なぎ払はらいを行う。さて、次はどうするかな？

　女侯爵の部下サメの情報通りに枯かれた大樹があるホルカーバムへ向かうか？

　ロロディーヌの目的の品、玄樹の光酒珠たまの手て懸がかりが見つかるかもしれない。だが、旅をするのは頼んだ装備品ができ上がり次し第だいだな。

　だが、装備が完成するまで十日間ある。

　その間、何をしよう……。

　ゲート先をまた調べに行くか？

　それもありだが、俺は師し匠しようと同じ冒ぼう険けん者しやランクになりたい。

　だから冒険者の依い頼らいを受けるか。







第四十二章「ペル・ヘカ・ライン大回廊」







　今日はギルドへ向かうか。その前に格納をタッチ。

　いつものようにアイテムボックスからウィンドーを表示させた。

　借りた武器、銀水晶ハルバードをアイテムボックスに入れていく。

　格納の文字の隣にある「人型マーク」をポチッと押す。

　ウィンドーが変化、装備画面に切きり替かわる。

　デフォルメされた四つ目の宇宙人キャラが映っているのは変わらない。

　右手の部分にはタンザの槍を登録してあったが、その名前は消えている。

　折れたタンザの槍は魔ま竜りゆう王おう戦せんで失ってしまった。アイテムボックスの中にも戻してないので当然といえば当然だ。よし、右手の＿＿空くう欄らんの部分に改めて、銀水晶のハルバードを登録しようと＿＿をタッチして空欄を操作。

　右手に銀水晶のハルバードを装備しますか？　Ｙ／Ｎ

　当然、Ｙを選せん択たく。これで瞬しゆん時じにこのハルバードを取り出せる。

　アイテムボックスのウィンドーを消して冒険者ギルドに直行した。

　ギルドに入りボードが並ぶところへ歩く。

　新しくＣランクとなったから心機一転だ。ドワーフ兄弟に依頼した新しい装備類ができるまでの間に、こなせる依頼がいい。

　期間的にちょうどいい依頼を探そう。依頼の貼はってあるボードを他の冒険者たちと一いつ緒しよになって文字を上から下へとチェックしていく。

　お、この依頼。期間がちょうどいいかも。







　依い頼らい主ぬし：ピサード大商会

　依頼内容：Ｂランク依頼ペル・ヘカ・ライン大回かい廊ろう迷めい宮きゆうの探たん索さく、ゼリウム骨の収集。

　応おう募ぼ期間：金牛の春四十五日が最終期日。出発は午後。

　討とう伐ばつ対象：主にゴブリン、オーク、ゼリウムボーン。

　生息地域：ペル・ヘカ・ライン大回廊

　報ほう酬しゆう：金貨十五枚

　討とう伐ばつ証しよう拠こ：ゴブリンの耳、オークの耳、ゼリウム骨

　注意事じ項こう：回廊迷宮はトラップも多く注意が必要。迷めい宮きゆう内部にゼリウムボーンが出現。

　硬いので神官系か巫女みこ系の魔法系スキルを持つ者を連れていくように。

　備考：依頼を受けたら〝スカウェの酒場〟前に集合してください。尚なお、リーダーとして高ランククランの【アリアの放ほう浪ろう者しや】が参加を決定しております。今回の目的はゼリウム骨の収集、各自五キロを目安とします。それ以上の収集は臨時ボーナス。また、黒寿草やリリウム結けつ晶しようを手に入れたら、別べつ途とで、高価で買い取ります。尚、オークの耳は銀貨一枚、ケビンズ型ゴブリンの耳は大銅貨五枚買い取りです。







　金牛の春四十五日……今日、何日なんだ？　今まであんまり日を意識していなかったからな……カレンダーはでかでかと受付近くのボードに貼ってあるので見ていくと……どうやら今日が四十五日らしい。依頼の最終期日だ。まだ間に合うのでこれを受けよう。

「ロロ、今回はこれを受けてみる」

「にゃっ」

　黒猫ロロは依頼の紙をジッと見つめている。読めるわけではないと思うが……視線の先をよく見たら羊皮紙の端が切れかかって揺ゆれていた。

　なるほど。この端きれにじゃれたいんだな？　と黒猫ロロへ微笑みながらボードの下の木札入れから一枚、木札を取っては受付に持っていく。

　いつもお世話になっていた受うけ付つけ嬢じよう〝おっぱいさん〟はいない。

　代わりに犬耳を持つ女獣人さんの受付嬢のところへ行く。

「これをお願い」

　同時にカードと木札を提出。

「では水晶の上に手を」受付嬢の言葉通り「了解」と手を乗せたら依頼はすんなり受理してくれた。ついでに場所を聞くか。

「すいません。スカウェの酒場はどこにありますか？」

「そこなら向かい側ですね。バボンの店の裏側にありますよ」

「あそこの裏ですか。ありがとう」

　通り向こうの店で近くじゃん。目の前だ。冒険者カードを返してもらいギルドを後にした。黒猫ロロと共に歩きながら背はい嚢のうをチェック。今回の依頼は長期間だけど心配はしていない。携けい帯たい食料も入れたしアイテムボックスの中には温かい汁しる物ものもたっぷりと入っている。背嚢を背せ負おい直してから新品ハルバードを右手に出現させて肩に担かつぐ。

　馬車が行き交う大通りを急ぎ渡わたり、バボンの店に到着した。

　ここの裏に酒場があるんだっけ。その前に自分のカードをチェック。




　名前：シュウヤ・カガリ

　年ねん齢れい：22

　称しよう号ごう：竜の殲せん滅めつ者たち

　種族：人族

　職業：冒険者Ｃランク

　所属：なし

　戦せん闘とう職業：槍やり武奏：鎖くさり使い

　達成依頼：９




　達成数が九に称号もついている。侯こう爵しやくからは指輪も貰ったのでそりゃ噂うわさにもなるか。

　さて……バボンの店前から右脇わきに続く路地を進む。

　そこは路地裏的な広場があり酒場らしき建物もあった。小さい広場に冒険者たちが屯たむろしていたのですぐにわかる。早さつ速そく、挨あい拶さつしようと近寄っていく。

「依頼を受けたのか？」

　そう話しかけてきたのは、武者のような雰ふん囲い気きを持つドワーフだった。

　中世でノルマンヘルムと呼ばれた鼻の前に面当てがある兜をかぶり、もみ上げから何重にも絡からまったドレッドヘアの三つ編み髪が、金具に何房も纏まとまって垂れていた。

　首元にはビーヴァーと名があった顎あご防具を装着している。

　日本だと面めん頬ぽお。といってもこの世界だと、武器や防具の名前が必ずしも一いつ致ちはしないと思う。その兜で覆おおわれているのでドワーフの顔は判別できないが、ギラギラした鳶とび色いろの目が印象的だった。服装は全身にチェインメイルを着込み、腰に差す武器は魔力を宿している片手斧おの、左手には丸い鋼鉄盾たてを持っている。経験を豊富に積んでそうなドワーフ戦士に見えた。聞いてみよ。

「……期日ぎりぎりですが、大丈夫ですか？」

「大丈夫だ。というかギルドで受理されただろう？」

　それもそうだな。

「はい」

「確かにぎりぎりだったがな？　もうすぐ締め切りの午後になる。ここからじゃ聞こえないだろうが、教会の鐘かねが三回、そろそろ鳴るはずだ」

　武者ドワーフはそう語ると、眩しげに手で庇ひさしを作りながら空を見上げて太陽を見た。

　俺も釣られるように空を見る。

　黒猫ロロも同じく釣られて空を見上げていた。太陽が天の真ん中を通過中。手の内から太陽光が漏もれる血管模様が美しかった。生きていると実感。血脈の美しさに感じ入りながら、改めて目の前の無骨なドワーフへと視線を戻した。

「……鐘ですか。では名乗っておきます。俺はシュウヤ・カガリ。シュウヤと呼んでください。冒険者Ｃランク。足元に居るのが黒猫ロロディーヌ。略してロロ。使い魔まです」

　ドワーフは黒猫と俺を見てから、頷うなずく。

「槍に使い魔か。よろしくなシュウヤ。かたっくるしいドワーフの挨拶は抜ぬきだ。俺の名はイグ、ランクはＢだ。お前さんも楽に喋しやべってくれてかまわんぞ」

　俺とイグがお互たがいに名乗りあっていると他の冒険者たちが集まってきた。

「よぅ、イグ、その黒くろ髪かみは新しい冒険者か？」

　そう軽い口調で話しかけてきたのは首が長い痩やせた虎獣人の男。

「おう、依頼を受けたそうだ」

「どうも、シュウヤです」

　イグはこの虎獣人と知り合いらしい。

「俺の名はアルベルト・チェイダー。イグと同じＢランクだ。フジク連れん邦ぽう出身、部族名は別にいいか、よろしくな。見たところ槍使いなのか？　鎧はボロボロだが、その体たい躯くの中身からは何か〝雰囲気〟を感じさせるね」

　リアルな虎とら人の鼻がヒクヒク動いていた。

「そんな雰囲気があるか？」

「ンン、にゃ」

　俺が質問すると足元に居るロロは鳴いていた。造形がしっかりとした虎顔に興味を持ったらしい。アルベルトの表情を紅色の瞳でジッと見つめている。まぁリアルだもんな。

　虎と人が合体した感じ。アゾーラの兎うさぎ系獣人は、まだ人族に近い四角い顔立ちだったがこの虎獣人は獣に近い。白色、黄土色が混ざった顔に毛が生え、鼻の横下に伸びている数本の長い白しら髭ひげなんて虎その物だ。それでいて人と同じ言葉を話すのだから……。

「……そうだ。俺は斥せつ候こうスキル持ちで、特殊な嗅きゆう覚かくを持つからな。強い奴やつの雰囲気を独特な匂においの感覚で感じ取れるのさ。といっても戦闘は苦手でね。索さく敵てきと罠わな解除が得意だ。得物はこのエレンガダガーと犀赤角ライノレツドホーンの弓だ」

　そこに、にやけ顔のドワーフ、イグが割って入る。

「ま～たその感覚か。お前さんがいう感覚はあっちの方ばかりに役立ってるではないか」

　イグは指で卑ひ猥わいな形を作ると、からかう口調でアルベルトを馬ば鹿かにした。

「なんだとぉ、しかし、言い返せないのが悔くやしいぜ……」

「ははは、そりゃそうだ。酒場にいるお前と同どう胞ほうの虎獣人ラゼールの女酌しやく婦ふたちを次々と妊にん娠しんさせた男として、有名だからな」

　へぇ、ラゼール。虎獣人はラゼールという種族名なのか。

「それは嘘うそさ、噂でしかない。俺は会話を楽しんでいただけだって」

「こないだそこの酒場でエオが言ってたぞ。「噂通りだったわ、アルちゃん、素す敵てきだった」とハートマーク付きでな？」

「うおぉっ、エオが……つか、なんで、イグがそんな話を聞いてるんだよ」

　そんな他た愛あいもない会話を繰り広ひろげていると、リーダー格と見られるローブを纏った女性が話しかけてきた。

「皆さん、そろそろ出発しますので、こちらへ集まってください」

「はいよ」「おう」

　虎獣人のアルベルトとドワーフのイグは変な会話を終えて歩いていく。

　俺もついていった。同じ依頼を受けているのは……この数人だけのようだ。

　その中で神官風のベール帽ぼう子しをかぶる女性が一歩前に進み出る。

「わたしの名はスコラ・トルツェッタ。冒険者クラン【アリアの放浪者】のリーダーです。今回の依頼でもリーダーを務めさせてもらうことになりました。基本的に依頼の紙に書いてあった通りゼリウム骨が目当てです。ゼリウムボーンが相手の時は、わたしたちの魔ま法ほうで弱体化させるので、お任せください」

　その挨拶にイグが斧おのを持ち上げて、

「わかった。雑魚ざこの敵は俺の斧が粉ふん砕さいしてくれる」

　力強く宣言していた。

「イグさんには期待していますよ。それから皆さんゼリウムボーンの弱点は頭なので覚えておいてくださいね。尚、当面はゴブリン、オーク、等が相手になると思います。この辺りは各自の判断にお任せすることになるでしょう。そして転送直後にお祈いのりを致いたします。では一いつ旦たんギルドでパーティ登録してから行きましょうか」

　周りにいた俺を含ふくめた冒険者の数人は自らリーダーと名乗ったスコラさんの言葉を聞くと、頷きながらギルドに向かって歩き出す。【アリアの放浪者】は聞いたことがある。

　この人たち全員が統一された衣服を着ていた。あの衣、特殊な素材と分かる。黒と赤茶の線で魔法文字が彩いろどるように刺し繍しゆうが施ほどこされ刺繍文字からは魔ま力りよくが発せられていた。

　衣は胸むな元もとが開いているので、自然と胸元に視線がいく。普ふ通つうサイズの双丘。少し大だい胆たんな格好だけど神官さんたちだ。下丈が長いスカートと袴はかまが合体した形。その衣を身に着けているリーダー格のスコラさんだけ、赤と黄の前まえ掛かけの帯をマフラーのように首元で巻いている。彼かの女じよの目はくりくりっとした緑目。鼻も小さく小顔なベイビーフェイス。

　かわいさを感じさせる女性だ。血管が浮うかんで見えるぐらいに白く細い手の先には、大杖が握られ、その大杖で地面をつきながら歩いている。大杖の先せん端たん部分には、二匹の蛇へびが絡まったようなデザインが施されてあった。

　スコラさんを観察していると、その彼女が視線を寄よ越こす。

「すいません。貴方あなたは槍使いのシュウヤさんですか？」

　ん？　俺の名前を知っている？

「はい。そうです」

「やはり！　肩に居る黒猫からそうではないかと思ったのです。鎧はぼろぼろですが」

　あれ？　俺、話したことあったっけか？

「あのぅ……どこかで？」

　自信なさげに問うと、スコラさんは律りち儀ぎにお辞じ儀ぎをして、

「魔竜王戦、見ていたんですよ。わたしは後方で支し援えんを含め回復役でした。前線で活かつ躍やくしている紅虎の嵐あらしやシュウヤさんの行動は目に焼き付いてます」

「あの時ですか」

　そういえば、魔竜王戦の後、キッシュを探していた時に彼女が居たような気がする。

　治ち療りよう師しの一人として活躍していた。

「はい、そして、シュウヤさんは竜の殺さつ戮りく者たちと呼ばれる中で唯ゆい一いつ、ただ一人の個人でその名を連ねている存在です。高ランククランの間ではあの『槍使い』をどうにかして引き抜けないか？　と、競争が起きているとか」

　えぇ？　そんなことに？　確かに紅虎の誘さそいは断ったが……。

「はは、そんなことが……」

　黒猫ロロはドヤ顔をスコラさんに向ける。そして、「ン、にゃ」と一声鳴くと、片足を上げて、俺おれの肩をポンっと叩たたいていた。

「そうなんです。我々も狙ねらってます」

「え？」

「冗じよう談だんです。でも、あの魔竜王戦でよく生きてましたね」

　真ま面じ目めな表情で冗談かい！　とは言わず。普通に返す。

「はは、激戦でしたからね。必死でがんばりましたよ」

　俺の言葉に彼女は納なつ得とくするように頷く。だが、その表情は陰いん気きに沈しずむ。

「確かに激戦でした。わたしの仲間たちも、あの戦いで亡なくなり……」

「ご愁しゆう傷しよう様さまです。俺も知り合いアゾーラと、その魔獣パウが逝いってしまい」

　アゾーラとパウの姿が過る。ごめんな。助けることはできなかった。

　すると、俺の表情を見たスコラさんは察してくれたらしい。

　泣き笑いの表情を浮かべて優やさしい笑え顔がおを取とり戻すと、

「……では、もう暗い話はここまでにして、依頼のお話を続けましょう。わたしたちはランクがＡと高いですが、全員が基本後衛です。だから、前衛は頼たのみます」

「了りよう解かい。槍には自信があるから任せてくれ」

「はいっ、では、いきましょう」

「おう」

　互いに握あく手しゆはしないが笑顔でギルドに向かいリーダーのスコラさんが手続きを行う。

　アリアの放浪者とパーティ名を書いて登録していた。そのまま直で、ギルドの転移陣じんから皆みなで転移――瞬しゆん間かん的てきに、大回廊の地下空間に到とう着ちやくだ。ここの場所は広い……。

　底面の直径百メートルはある天てん井じよう。周囲は円形で古い石切り場のような雰囲気を持ち合わせている場所だ。左右の石いし壁かべには古こ色しよく蒼そう然ぜんとした神々の彫ちよう像ぞうが並び、後ろに上り階段がある。俺がきょろきょろと周りを確認していると、リーダーのスコラが声を発した。

「では皆さん。少々お待ちください。無事に戻るためにも必要なので」

　スコラさんは静かな口調で語る。石壁に龕がんされた女め神がみ像ぞうらしき所に歩いていった。その女神像の前には何人か膝ひざを突ついて祈りを捧ささげている。

　神官や巫女だけではなく鎧姿の騎き士しや冒険者の人族も祈っていた。

　この辺りはどこの迷宮も同じなのかな？　ここからじゃ聞き取れないがスコラさんはそこで詠唱を開始。聞いたことのない言語魔法を唱えていた。アリアの放浪者のメンバーたちも彼女と同様に詠唱を開始している。詠唱後もキリスト教の祈りのポーズのように両手を組み祈っていた。数分後、戻ってきた。興味があったので「お祈り？」と聞くと、「当然です。愛の女神アリアに感謝。これでもう迷宮で迷うことはなくなりました」

　お？　どういうこと？

「迷うことがない？」

「はい。我々【アリアの放浪者】は全員が巫女のスキル〈再誕の回帰リターナー〉を持っていますので、皆さんも楽ができるはず」

　ほぉ、呪文に加えてそんなスキルがあるんだ。だから各迷宮入り口に神々の彫像が置かれてるのか。信しん仰こうすれば神々から恩おん恵けいが与あたえられる？

　俺も女運や幸運に恵めぐまれるように祈ろうかな。てへ。

「「愛の女神アリアに感謝をっ!!」」

　俺の不純な動機を見み透すかすように背後から大声でツッコミが！

　いや、祈りの声か。しかし、ビクッと背筋を伸のばして反応してしまった。

　声の主はスコラの背後に居たアリアの放浪者メンバーの二人。

　そのスコラさんは、びっくりした俺と、皆を見つめて、

「では、皆さんに守護魔法を唱えますね」

　背の低い彼女はその場で大杖を掲げた。

「……女神アリアよ。我わが魔力の礎いしずえに呼応し守護なる大盾を与えたまえ――《大盾の恵プロテクト・オブ・アリア》」

　呪文を唱えた瞬しゆん刻こく、大杖の二匹の蛇が生き物のように蠢うごめく。二対の眼めが青白く光りスコラの頭上に青白い女神の幻げん影えいが現れた。詠えい唱しようが終わると瞬時に蛇は元の形に戻っていく。

　どことなく……彫像の一つにあった女神像に似ていた。俺を含めたスコラの周りにいるパーティメンバーたちの頭上に青白い盾が浮かぶ。そして、個々の体へと染しみ渡るように消えていく。確かに魔法が掛かっているという実感はあった。うっすらと青白い層が明めい滅めつしながら隙すき間まなく完かん璧ぺきに鎧や服の上を越こえて皮ひ膚ふの表面に浮かんでいる。

　すげぇな。この魔法の規模や種類はまったくわからないが、このアリアの放浪者たち、特にスコラさんが高ランク冒険者というのは納得できる。でも、女神アリア、愛の女神なのにその信しん奉ぽう者しやたちが冒険者になってモンスターと戦うなんてイメージが湧わかない。

　どうなんだろうか？　ということで、単純な疑問をぶつけてみる。

「スコラさん、少し質問があるんだけど、いいかな？」

「はい。何でしょう？」

「愛の女神を信奉しているのに、戦うのは何故なぜですか？」

　スコラは俺の無知な質問にも慈じ愛あいの表情を浮かべて話してくれた。

「それは……女神アリア様の教えをご存じないのですね。『愛があるからこそ戦いがある』この言葉は有名な預言者ラーゼのお言葉であります。そのラーゼ様は聖地コーデリアを見つける前に女神アリア様の信仰を各地に伝えながら放ほう浪ろうしたことは有名ですから、こういった教えに倣ならい、我ら神官になった者たちは女神の教えを各地に伝えるために放浪するのが義務となりました。女神アリアの教えを伝えるということは、わたしたちの戦いでもあります。ですので、モンスターや悪あしき者と戦うのは当たり前ということです――」

　ありがたくない説教が長々と続いた。ラーゼという人物は本で前に見たな……洗脳されて宗教に入りたくなるような会話が続いてから迷宮に進むことになる。

　そうして、その説教してくれたスコラさん率いるアリアの放浪者たちを中心に回廊の探索が始まった。京都の「五山送り火」じゃないが、大回廊はその「大」がつく名前の通り……地下に大樹が根を張るように回廊があちらこちらへと犇ひしめくように広がっているらしい。壮そう大だいな神がかり的な物語を感じるが、作ったのは古代ドワーフとされている。

　しかし、実際のところ誰だれが何のために何の目的で作ったのか一いつ切さい解明されていない。

　唯一わかっているのが【迷宮都市ペルネーテ】の近くまで大回廊は続いているってことのみだから、【ペル・ヘカ・ラインの大回廊】と名前が付いているらしい。

　そんな地下回廊を進んでいく。石壁には幾き何か学がく模様の不思議なマークがあり、そこから白光や紫光が発せられ、淡あわい光源が続いている。所々、暗いところがあるが人工的な菱ひし石いしのオブジェらしき光源があるので、視界は保たれていた。

　石槍が飛び出る罠や大きな岩が転がってくる罠を途と中ちゆうで発見。だが、その度に虎獣人ラゼールのアルベルトが地味に活躍。彼かれが罠を解除してくれた。罠解除が得意と語っていただけはある。地味な手先の技わざだが、現状、パーティで一番の活躍といえた。

　そうして初日から三日目を順調に過ごし、アルベルトが鼻歌を歌い、イグから注意を受けながら大回廊の狭せまい通路が突とつ如じよ開けた時――。

　柱が周りに並び立つサンピエトロ広場を彷ほう彿ふつとさせる広場が現れた。

　その前方から寂さびしい灯あかりがポツリと見えてくる。ここは広いからな。どうやらキャンプをしている冒険者たちのようだ。そんな彼らに近寄っていくと……。

　乾かん燥そうしたビスケットのような物を皆で食べながら、「眠ねむり姫ひめの鼓こ動どうがどうとか、『エデンの果実』の秘密が、『宝玉システマ』に関連する『ライマゼイの闇渦』が潜ひそむとか、地下世界はどうとか」重じゆう厚こうそうな会話が聞こえてきた。

　ん？　彼らというより彼女たちといった方がいいか。女性が多い。

　男たちもちらほらと見かけるが、女性たちの方が多い。そんな女性たちの中で、存在感を放つ……金きん髪ぱつと緑法ほう衣えを身に纏った美人さんは……。

「ミラ様、ここの真下から反応が？」

　やはり、ミラ・フレイギスさん教皇庁遺い跡せき発はつ掘くつ局の副局長さんだ。

「『エデンの果実』だと思われる反応は強い……しかし、モンスターの数が多いですね」

「さすがに護衛の数が足りません。Ｂランクの個人の方だけでは、ここから下の階層は厳しいかもです」

　部下の方々と話すミラさん。横長の綺き麗れいな蒼あおい双そう眸ぼうと小さい黶ほくろが口の右下にある。

　左目め尻じりから頬ほおにかけてある刺青いれずみも変わらない。彼女は魔竜王戦で傷ついた兵士たちの治ち療りようを実行していた魔法師たちの中で一ひと際きわ目立っていた。

「あ、ミラさん！」

「え？　まぁ、スコラさんではないですか！　奇き遇ぐうですね」

　あ、魔竜王戦の後、スコラとミラは同じテント内に居たから知り合いだったのか。
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「それはこちらの言葉ですよ。教会の方がこのペルヘカラインに挑いどんでいるとは」

「はい、眠り姫伝説の話を聞きましたので教皇庁遺跡発掘局としては、この迷宮がどんな場所か調べたく思いました。他にも理由はありますが、それは……」

　ミラさんは胸元のネックレスを触さわるが理由を語らなかった。

「大回廊の伝説のＳ級依頼でも調査を行うのですね。噂に聞く遺跡発掘局が本格的に動いているとなると、本当に実在すると？」

「……確実な話はできないですが、多分」

「ミラ様、あまり……」

　近くに居た紺こん色いろの法衣を着込む女性があまり内容を漏らすのはまずいです風のニュアンスで話をしていた。それを見たミラは頷く。

「そうですね、今はまだ調査の段階ですから詳くわしくは言えないのです。それに教皇庁遺跡発掘局の副局長としても調べなければならない迷宮と遺い跡せきは南マハハイムの中に沢たく山さんありますから……」

　ミラは紺色法ほう衣えの部下たちと頷き合いながら厳おごそかに語る。

　何かしらの理由があってここを調べているらしい。その時、ミラは俺を見た。

「貴方は何処どこかで？」

「ええ、こんにちは。いやこんばんはですかね」

「ふふ、迷宮の場で、堅かた苦くるしい挨拶は不要ですよ、見たところ貴方は槍使い？」

　ミラは俺の銀ハルバードを見て呟く。

「そうです、シュウヤと言います。ミラさんの回復魔法は魔竜王戦の後、テント内で見てましたよ。兵士を救っていたところは感動的でした」

　彼女が魔法で兵士を救っていた映像が脳のう裏りに蘇よみがえりながらの言葉だ。

「ふふ、ありがとう。貴方にも光神ルロディスの祈り……え？」

　ミラの目尻にある螺ら旋せんマークが、俺を見て強く反応を示す。

　ところが――上、天てん蓋がいの上から魔素の反応が。頭上を見上げると……

「え？」「え？？」

　全員が同じ反応を示す。宙に少女が浮いていた。

　額に犀さいのような角を生やした少女。天蓋から降りてきたのか？

　……格好が普通じゃない。現代的な黒カーディガンを着ているが、近未来的な鎧部位も身に着けている。しかも胴どう体たいから『五十八』というグラフィカル数字が立体的に浮かび、片手には煌きらびやかな光を帯びた金属棒を持っていた。

「みーつけた～」

　と、その現代的な少女は明るい調子で言葉を響ひびかせると、突如、身に着けていた黒カーディガンが撓たわんで捲まくれる？　いや自動的に服が捲れたと思ったら小さい身体が粘ねん土どのように、ぐにょりぐにょりと変化。最終的に細い黒角を二つ頭部に生やしただけのヒラヒラとした影かげのような存在に変化した。そして、いきなり俺に対して襲おそい掛かかってきた。

「――俺かよ！」

　にゅるりとした影が伸びてくる。急ぎミラの側から離れるように横へ避けた。

　影は低空の位置から弧こを描いて追つい尾びしてきた――銀斧おの刃ばを横から振ふるい影に衝しよう突とつさせる！

　すると、銀ハルバードは通とおり抜けた。「え？」その瞬しゆん間かん、攻こう撃げきというか接せつ触しよくしてこようとしてきた影も透すき通るように消えていく。「あぁ～まだダメかぁ」と不気味な女の声が地面から奥おくの壁から響き渡ってきた。その瞬間、魔素が消え、ぷつりと反応が消失。

「今のは一体……」

「ミラ様……これは確実に」

「リュクス、記録してましたね」

「はい、貴重なサンプルです。宝玉システマに部類する？」

　ミラと紺色法衣の方々は頷く。笑えみを浮かべているが……。

「今のは何ですか？」

「……新種のモンスターです。お気になさらず」

　ミラさんではなく、釣つり目のリュクスと呼ばれた部下が話をしてくる。

　誤ご魔ま化かそうとしている？

『遺跡発掘局としての問題だから関かかわりのない者は手をだすな』

　という意味がありそう。ま、関わらないさ。

「しかし、思い出しましたよ。あの時、わたしは首を傾かしげていましたが、今の戦う反応の良さに、この印の反応でも確信に至りました」

　彼女は誤魔化すわけではないと思うが……。

　ミラが目尻にある刺青を指で触ってから話をしてきた。

　そういや、目尻のマークがあの時も光っていたな。

「……確信？」

「はい、貴方は……わたしの」

　ミラは俺の顔、いや瞳ひとみを凝ぎよう視ししてくる。そして、ゆっくりと語りながら近寄ってくる。

「ミラ様？」

「ミラ様、どうなされたのです！」

　リュクスを含めた他の紺色法衣を着る女性たちがミラの行動に驚おどろいていた。ミラの歩きは華か麗れいで清せい廉れんさを感じさせる。彼女は俺とキスをするように顔を寄せてきた。

　だが、ミラは唇くちびるが合わさる直前で避けた。

　そのまま俺の耳へ甘あまい息を吹ふきかけるように、

「……シュウヤ様と名乗られましたね。貴方は強い光を帯びています。もしかしたらわたしの運命の人かもしれない……」

　え？　運命の人？　小声の息が肌はだをそよいで脳が刺し激げきされる。

　甘い声は彼女のセクシーな姿を想像させた。

　いや、まぁ美人さんに言われて嬉うれしいけどさ、クナショックもあり、スコラという宗教家と出会ったばかりでどうも宗教関係はなぁ……放浪者がどうとか、コーデリアに特別な石があるのですとか、愛の女神アリア様のありがたいお話をたっぷりと聞かされて参ってるし……。

「……はは、ご冗談を、それじゃ、先を行こうか、俺たちには俺たちの依頼がある。な？　スコラ」

　と、ミラから強ごう引いんに離はなれて、スコラに視線を向けた。

「え？　わたしの〈光韻〉が外れる？」

　ミラは予想外。といった表情で離れた俺を見て話していたが、しらんがな。

「はい、では先を急ぎましょう。ミラ様と冒険者の方々、失礼いたします」

　スコラはリーダーらしく、頭を下げると、広場の先へすたすたと歩いていった。

　俺たちも続いてミラたち一行へ丁てい寧ねいに頭を下げてからスコラたちに続く。

　すると、側に来たアルベルトが「……おい、あの美人さんから何を言われたんだ？」と、にやつきながら耳打ちしてきた。

　俺も、にやつきながら「なんくるないさ」と、腕うでを振ふりながら琉りゆう球きゆう方言でごまかす。
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　そんな調子で迷宮を進み三日目が過ぎる。

　ここまでに出現するモンスターの大半はゴブリン。

「眉まゆ毛げが細く、顎が発達して、毛並みが濃こい。ゴブリン・テルカではないですね」

　スコラが倒たおしたゴブリンを分ぶん析せき。

「あぁ、ヤンカー種に近いが、まぁ、この大回廊は広いからな」

　と、偵てい察さつに出ているアルベルトの様子を確かく認にんしていた相棒のイグが、スコラに対して語っていた。そのイグは、斧の刃を専門の砥と石いしで削けずっている。

「はい、ではいきましょう」

　スコラの言葉に俺たちは頷き、大回廊を進む。

　その都度、俺を含めた冒ぼう険けん者しやたちはゴブリン共を屠ほふっていく。

　順調に罠を解除してモンスターを倒し迷宮の奥へ進んだ。そして毎回のごとくリーダーのスコラさんがパーティへ休きゆう憩けいの指示を出していた。

　今も恒こう例れいの食事タイムとなった俺は、端はしっこへ移動。

　アイテムボックスからでき立てホヤホヤの汁物を取りだす。

　黒猫ロロと一緒にほくほく顔を浮かべて美味おいしい鍋なべ料理を食べていった。

　その様子に、

「シュウヤ、いつも……こそこそと食ってないでこっちに来い」

「アイテムボックス持ちとは……そりゃ毎回毎回、美味しそうな匂においを漂ただよわせるわけだ」

「俺らは、堅かたいパンに塩しお漬づけ肉や干し野菜だけだってのに」

　ドワーフのイグと虎獣人アルベルトは自らの食事に我が慢まんができなかったのか、不満を口にしながら話しかけてきた。何か、気まずくなったので少しわけてあげるか……。

「悪かったな。少し食べるか？」

「いいのか？」

「シュウヤ！　意外にいい奴だな。友達にしてやろう」

「あのぅ、わ、わたしたちも少し汁を……」

　ありゃ、スコラたちまでもか。まぁいいか。まだ食料は余よ裕ゆうあるし出してあげよう。

「いいよ。今出だすから」

　こうして、休憩の時は俺が食料をわけて過ごすことになった。

　その度に和なごやかな雰囲気となり楽しい会話が続く。

　冒険者の仕事は楽しいな。そう改めて思った。

　種族が違ちがう者たちが依い頼らいの目的を達成するため一致協力して過ごす。

　冒険者は危険な仕事だが、金稼かせぎ以外にもこういった命を預け預かる仲間としての絆きずなを得られる仕事でもある。それはある意味生きていると実感できて、人生の意義を感じる仕事なのかもしれない。勿もち論ろん、性善説に基もとづいた話だが。

　そんな小難しいことを考えながら、いつもの食事が終わった数刻。

　黒猫ロロの尻尾しつぽを握にぎったり離したりする遊びをしていると、ドワーフのイグが兜かぶとを外して横たわって休んでいるのが見えた。

　そんなイグへ黒猫ロロは興味を持ったのか、トコトコと近付いていく。

「……どうしたのだ、猫ねこよ」

　イグはドレッドヘアを揺らして黒猫ロロへ頭部を向けた。

　髪と髭ひげを結び纏めている金具もじゃりじゃりと音を立てた。

　すると「にゃお」と鳴いた黒猫ロロ。イグの髪が気になるようだ。

　ドレッドヘアの金具に鼻を寄せて匂いを一いつ生しよう懸けん命めいに嗅かいでいる。

　あっ、くちゃいくちゃいといった鼻を膨ふくらませたフレーメン反応だ。

「――ぶっ、ふはは、イグ、それ臭くさいってよ」

　アルベルトが飲んでいたお茶を噴ふき出して笑う。

「な、なんだとぉ、黒猫め～失礼だろうがっ」

「ンン、にゃおん」

　黒猫ロロは臭いのにまた匂いを嗅ぐ。またまた、くちゃぁ～な顔を披ひ露ろうした。

「ふはは」

　俺も笑ってしまった。

「ふん、皆で笑いよって、この髪は臭くても切らんからな……」

　イグは不ふ機き嫌げんそうにいじけた。その様子に黒猫ロロは『ごめんにゃ』というようにイグの手の甲こうを舐なめていく。

　イグは意外だったようで、目をまばたきさせて驚きながらも、

「……猫よ、俺が好きなのか？」と、嬉しそうに微笑ほほえみながら話しかけていた。

　黒猫ロロも舐めるのを止めてから微笑むイグへ紅色の双眸を向ける。

　そして、笑ったように「にゃお」と鳴いていた。

「ふんっ、かわいらしい猫だ」

　イグは機き嫌げんを直して黒猫ロロといちゃいちゃを始めていた。

　こうして、より仲良くなった俺と冒険者たち。

　探たん索さくチームは順調にペルヘカライン大回かい廊ろうを進む。







第四十三章「ゼリウムボーン」







　四、五日目を過ぎた。

　大回廊の奥へ進むにつれ、オーク、豚ぶた人の姿をよく見かけるようになってくる。

　この時、初めてオークの姿を見た。顔は完全な豚顔。

　特とく徴ちよう的てきな大きな鼻に太い下した唇くちびるを持つ。下唇の両りよう端たんから牙きばが二本、上へ伸びていた。

　ゴブリンも色々と種がいるようだが、平均的なゴブリンより一回り大きい。鎧よろいや武器などを装着し、ちゃんと武器を振り下おろしてくる。ゴブリンよりも頭の知ち恵えが回るらしく集団戦や隠かくれながら襲いかかってくることもあった。

　しかし、俺には掌しよう握あく察がある。魔素に反応するので必ず俺が先にオークたちを発見し、皆に連れん絡らくを行っていた。だからオークからの奇き襲しゆうは受けずに進んでいく。

「俺が楽できるな。シュウヤ、ナイスだ」

　アルベルトは鼻穴をほじくりながら語る。鼻くそをイグへ向けて飛ばし笑っていた。

　そんな状じよう況きようの今も前方にある石柱の後ろに魔素の気配がある。きっとオークだろう。

　銀に輝かがやくハルバードを片手に進む。黒豹型黒猫ロロデイーヌへ視線で合図。

　黒豹の四し肢しを躍やく動どうさせるように素す早ばやく柱の後ろへ先回り。

　隠れていたオークを炙あぶり出す。オークは黒豹型黒猫ロロデイーヌの姿にびっくりしたようで「――何ダッ」っと片言を叫さけびながら柱から飛び出してきた――チャンス。

　俺は走りながら、その飛び出したオークへ向け〈刺突〉のハルバードを突き出す。

　オークが装着していた鋼鉄製の胸甲板を、銀矛ほこが捉とらえた。ずにゅりと音を立て、いとも簡単に甲板を突き抜ける銀矛。ハルバードはいい感じだ。オークの大胸筋を抉えぐるように銀矛が深く突き刺ささっていた。血ち塗まみれな銀矛から金属棒の表面を血が伝い流れてくる。持ち手が血で染まる前に、そのハルバードの矛にぶら下がったオークの死し骸がいを左へ薙なぎ捨てた。

「――さすがだ。耳は回収しとくぞ」

　ドワーフのイグだ。

　そう語りながら、投げ飛ばしたオークに近寄り、討とう伐ばつ証しよう拠この耳を切り取っていた。

「ひゅ～、はえぇはえぇ。またまた俺たちの出番はなさそうだ」

　首長の頭を斜ななめへ向けて、口笛を吹いて語るのは虎獣人アルベルトだ。

「シュウヤの察知能力ソレは普通じゃねぇな？」

　俺の気配察知を褒ほめながらダガーを逆手に持ち構えてから聞いてきた。

「それは、俺ら種族が使う匂感覚を超こえた索敵能力だ」

　アルベルトは軽い足取りで近付いてくる。

「そんな感覚に似た物はあるのかもな、だがアルベルト……まだ隠れてるオークは居ると思うぞ。ここは石柱が多い……」

　近寄ってくるアルベルトに注意を促うながしてやると、そのアルベルトは素す直なおに前方へ注意を向ける。

「それもそうだな……気を付ける」

　アルベルトがきょろきょろ確認している前方の石回廊には石柱が疎まばらに点在している。

　奥から風が吹いてくる。

　地下深くにある独特な遺跡としての存在感を感じさせるな……。

　おっ、また反応あり。アルベルトもオークの気配を感じ取ったのか武器を構えた。

　彼は真しん剣けんな虎顔を浮かべ大きい鼻を奇き妙みように動かす。

　瞳の奥に野や獣じゆうとしてのしたたかな力強さを感じさせる鋭するどさを見せていた。

　視線の先には掌握察で魔素の反応があった場所を見つめている。

　へぇ、あれが、匂感覚のスキルか。アルベルトが虎獣人らしい痩せた体格を生かすように軽い足取りで素早く柱の陰に近付いていく。足音は聞こえない。やけに軽快だが……。

　んおっ、アルベルトは長い首を反らしてバレリーナのように飛ぶように何かを避けた――矢か。アルベルトが避ける前に居た地面に矢が刺さっていた。

　今度のオークは弓持ち。しかし、アルベルトはさすがに獣人。

　矢を避ける動きは自然で滑なめらかで素早く優ゆう秀しゆうな軽戦士系の動きだった。

　――アルベルトは急に奇き声せいをあげる。

　わざと目立つように声を響かせ、反対側の石柱へ駆かけ抜ぬけ柱の背後へ隠れていった。「グァ――」そこに、タイミング良くオークの叫び声ごえが聞こえてきた。どうやらイグが回り込んで仕留めたらしい。アルベルトはわざとオークアーチャーの注意を引き付けたのか。

　イグがオークの耳を回収して戻もどってきた。

「おいしいところを持っていったな」

　アルベルトはイグに目配せしながら半笑いで話す。

「ふんっ、当たり前だ。アルベルトめ。いつもの豚殺しだろうが」

「まあな。イグのおっさんならタイミング合わせるだろうと思ってな」

　このドワーフと虎獣人は以前から組むことが多いらしい。意思疎そ通つうがスムーズ。

「二人ともやるじゃないか」

「おうよ、シュウヤだけに、いいかっこさせちゃあな？」

「そうだ。前衛は俺らだけだし、後ろは魔ま法ほう使つかいだけだからな」

　そんな感じで左右に石柱が列つらなり続く石柱通路を進んでいく。

　六日目以降からは現れる敵は完全にオークだけとなる。最初は二匹～三匹だけの遭そう遇ぐう戦の場合が多かったが次し第だいに集団戦となる場合が増えてきた。仲間の背嚢にはオークの耳が積み重なっていく。オークの巡じゆん回かいチームか、探索か、迷い込んだかわからないが、この近辺はきっとオークのテリトリーなのだろう。この石回廊、光源があちこちにあるので視界は保たれているが、時折、壁に光源がない場合がある。俺は夜目があるので気にしなかったが、そんな時は必ず後衛の魔法使いスコラが光球を発生させてくれた。

　今も、進んでいる前方が暗いので後方から何も言わずとも、魔法の光球が飛ひ翔しようして石通路の先を照らしていく。すると、前方へ飛んで行った光球が、今までとは違った空間を映し出した――大穴、いや、崖がけに近い。崩ほう落らくが起きたのか、途中で通路がなくなって暗くら闇やみの大穴空間が前方を占しめていた。アルベルトが走って、大穴に近付き周りを調べている。

「……見ての通り、右が大穴で崖だ、落ちたら確実に死ぬ」

「こりゃ、迂う回かいするか？」

　ドワーフのイグは神官スコラへ指示を仰あおぐように視線を向ける。

　スコラは少し考える仕草をしてから口を開く。

「ん～そうですね。アルベルトさん、他に道はありませんか？」

「ちょいと待った」

　アルベルトは左ひだり端はしの隅すみへ素早い立ち居振る舞いで移動。

　穴の下に細い首を伸ばして、覗のぞく。

「……お、やっぱあったか。あったぞ。壁石が削られ木板で補強された道だ」

「おっ、見つけたか」

　イグがアルベルトの方に走り寄っていく。

「これか、皆、狭いがこの道なら進めそうだ」

　イグも確認、道があるらしい。皆で左端へ移動して下を見た。

　本当に左側の壁が削られて通路の道ができていた。

　梯子はしごも設置してあるので先にアルベルトが梯子を使い降りていく。

　板とロープで補強された石道。右側は底が見えないほど深い闇やみの大穴が広がっているので危ない。あの右側で歩きたくないな。「大だい丈じよう夫ぶだ」先に下りていたアルベルトが安全を確認してくれた。掘ほられた石のようだが、足場は確からしい。声こわ音ねからしても安心できる。

「では、進みましょう」スコラが発言。

　皆、その言葉を聞くと首しゆ肯こうして、梯子を降りて行った。

　壁を削った狭き道をアルベルトが先頭に立ち進む。左辺は削られた石壁だ。右辺は柵さくもなく闇の深しん淵えんが待つ大穴。水平状の右奥には暗闇が広がり遠くに灯りが点在しているのが見えた。板の道は歩く度にミシミシ音を立てる。

　補強されているとはいえ……少し不安になった。

「松明たいまつがあちこちにある……」

　アルベルトが右に広がる暗闇と大穴の向こう側にある光を確認したらしい。

　大空洞の先に点々とした小さい灯りが見える。どうやらこちらと同様に壁石が削られたような道があるようだ。この迷めい宮きゆうが巨きよ大だいだとよくわかる。視線を戻し、壁が掘くつ削さくされている通路を歩き出したその時――掌握察に反応があった。

　この狭いところで戦いか。

「前方に複数のオークだ。俺たちに気付いたぞっ！」

　アルベルトは大声で警けい戒かいの声を上げて弓を放つ。

　オークは矢を眼玉に食くらい痛みの叫び声を上げて「て、敵だァァァ」と、顔に手を当て体勢を崩くずすと、そのまま仲間を巻き込みながら右側の暗闇の中へ落下していった。

「ここは前衛、俺らが踏ふん張ばる場面だ」

　ドワーフのイグは不敵に笑みを浮かべて喋しやべる。

　手て斧おのを右手に楕だ円えんの盾たてを胸に構えてから、オークの群れへと突っ込んでいった。

　俺と黒猫ロロも続く。「ロロ、右側の穴に気を付けろ。落ちるなよ？」「ンンン」黒猫ロロは喉のど声での返事。イグは左の壁かべ際ぎわで戦っている。

　やっぱそっち側に行くよな……仕方がない、危ない右側は俺が担当しよう。

　縦の空間は利用できるが……ここは横が狭いのでハルバードは振り回まわせない。

　――突くのと叩くことに専念。右の崖に注意するようにフォローにも回った。

　黒猫ロロも小さい体たい躯くを利用。小刻みに動いてオークを錯さく乱らんさせる。さらには触しよく手しゆ骨ほね剣けんをオークの足に突き刺し隙すきを作ってくれた。冷静にその足を痛がっているオークの首元に矛を突き刺す。

「イグ、右側は任せろ」「おうよ、落ちるなよ」

　――わかっているさ。イグが忠告してくれたように右側に壁がないので怖こわいが。

　真まっ暗闇が続く崖がけ下したに落ちたくないものだ。

　何しろ一度経験しているんでな――と、銀ハルバードの矛をオークの胸むな座ぐらへと伸ばし、銀矛でその胸を突き刺した。

「ぐえっ」オークは痛みの声を上げて体勢を崩す。言葉がわかる分あまり理解したくないと考えながら、そこから軽く身を捻ひねって跳ちよう躍やく――。

　ぼろぼろな鎧の切きれ端が舞う。その回転する勢いを加算させた左回し蹴りをオークの頭部へ喰くらわせてやった。足甲の痕あとがくっきりと頭部に残ったオークは「ぎゃあぁぁ――」と、悲鳴を上げて背後の仲間を巻き込みながら右へ吹き飛とぶ。

　当然、右側は大穴が待っている。オークたちは真っ逆さまに墜つい落らくだ。

　墜落している最中――暗闇から何かが這はい出でてオークを喰らう。

　瞳をこらすと、巨大なまずのようなものが暗闇の中を漂っていた……。

　討とう伐ばつランクはＳ級モンスターとか？　あれは見なかったことにする。

　近くに居た黒猫ロロも崖なんて関係ない。というように活かつ躍やく。

　何回も触手骨剣をオークの足へ突き刺して動きを止めるフォローだけでなく、暗闇の右辺の大穴へ触手を伸ばしては、触手を自らの首元に収しゆう斂れんさせると、その暗闇へ跳躍――。

　大穴へと落ちるように黒猫ロロは姿を消していた。

　一いつ瞬しゆん――え？　と思うが、壁下に触手骨剣を突き刺してアンカー代わりにしたらしく。

　俺おれたちと戦っているオークたちの背後から、突如、黒猫ロロは登場。

　どうやら、ぐるりと壁下を這うように移動したらしい。カッコいい姿を見たかった。

　そのまま四肢の爪を雷かみなりでも斬きるように使い出し、オークの足を掻っ捌さばく。

　そして、ぶるりと震ふるわせた触手をオークの首へと突き刺し、その触手を収斂させては、オークの首元に勢いよく飛び移り、オークの首を獣らしく噛かみ切ったりと、凄すさまじい活躍を見せる。俺たちも前進しながらオークと戦った。狭い通路内でオークたちを挟きよう撃げきしていく。その時、背後からスコラの詠唱する声が聞こえた。何らかの支し援えん魔ま法ほうだろうか？

　気にせずハルバードの射程を利用だ――大きい斧刃でオークの足を引っ掛けるように引ひき倒したり、矛で首を突いたり、頭上から叩たたきつけたりと、順調にオーク共を屠り続けていった。すると、突とつ然ぜんに前衛の体俺たちが光を帯びた長絹のような物に包まれるエフェクトが見えた。ヒュオッとした風切り音も聞こえる。支援の魔法か。

　だが、あまり変わった気がしない。しかし、他の前衛には効果があったらしい。光を帯びた前衛たちイグとアルベルトがオークたちを屠る速度が上がったような気がした。魔法支援を得た俺たちは、順調にオークを蹴け散ちらしながら前進。

　オークたちの数は減っていく。やがて、狭い石いし壁かべ通路の端に到とう達たつ。狭き石通路に居い座すわっていたオークのすべてを駆く逐ちくすることができた。

　目の前に登り梯子がある。俺たちが進んできた背後の狭い通路には、オークの死体が並び、武器やら防具が多数散乱している。

「……ちと、臭いが回収だ」

「臭いが、討伐証拠。我慢だぞ。シュウヤ、オークの耳を切るから手伝え」

　アルベルトとイグはお互たがいに目を合わせ愚ぐ痴ちをこぼし合いながらオークの耳を剥はぎ取とりながら、俺を急せかしてきた。「――了りよう解かい」と、了りよう承しようしながらも、鼻をつまみたいのを我慢しながら手伝った。黒猫ロロは臭いけど平気らしい。肉にく片へんの一部を喰っている。オークの肉は美味うまいのか？　いつか食べるかもしれないな。ここのオークは臭いので遠えん慮りよしたいが……そんな臭いオークが装着していた武器や防具の品は回収しなかった。どれも人間とサイズが違うし、たいした価値もない粗そ悪あく品ひんのようだ。

「多少は金にはなる。しかし依頼を成功させる方が金になる。そして、持てる荷物は限られている。荷物の中は食料で一いつ杯ぱいだからな」と、イグが語ってくれた。

　俺にはアイテムボックスがあるから全部回収しようと思えばできたと思うが、容量のことがあるので回収はしなかった。

　そうして討伐証拠である耳の回収を終えた俺たち。

　オークの死体は穴に落として処理。梯子が設置された石壁を進む。

「ここで終わりらしい。昇のぼるぞ」

「おう、この梯子はしっかりしているな」

「行きましょう」

　梯子を上った先は石回廊が続く。天てん井じようは見えない高さ。横よこ幅はばは十メートル強か？

「ん、同じような石回廊と思ったが……」

　アルベルトは回廊の奥へ視線を向けながら語る。

　俺も瞬まばたきをしながら奥を凝視。

　……本当だ。回廊と同じ石材、横幅が広くなっているようだ。

　遠近の錯さつ覚かくではないはず。

「……わかりました。慎しん重ちようにいきましょう」

「了解」

　スコラの冷静な言葉に皆みなは頷うなずいている。

　そして、その広場に拡大している空間を、皆で確認しながら歩く。

　アルベルトは首が痛むんじゃないか？　と心配するぐらい頭を動かしている。

　各自、視線をギラつかせて周りを警戒しながら進んだ。

　そこに――魔素の反応あり。多数の争あらそっている剣けん戟げき音の騒そう音おんも聞こえてきた。

　音の方向は広場の奥。視線を向けるとオークたちと水すい晶しようの人型たちが戦っている現場が目に入ってきた。硝子ガラスかクリスタルにも見える。

「おい、ゼリウムボーンとオークたちが戦っているぞ。大型オークも一匹ぴきいやがる」

　アルベルトはそう話しながら、弓を用意。矢を取り出し攻撃準備を始めている。

　あれがゼリウムボーンなのか？　イメージと違う。てっきり沸騎き士しのような骨騎士が相手だと思っていた。表面にうっすらと青あお紫むらさきの燐りん光こうを纏まとった水晶人形が相手だとは……。

　あ、表面が黄緑色に変化した。また青紫色。色合いが、あたかも呼吸するごとくゆっくりと明めい滅めつしている。

「わたしたちがゼリウムボーンを弱体化させます。オークを先に倒してください」

　ゼリウムボーンを確認していると、スコラがリーダーらしく発言。彼かの女じよを中心にアリアの放ほう浪ろう者しやたちクランメンバー三人も武器の杖つえを胸前に構えた。

　後衛の動きを確認した俺を含ふくめた前衛たちは、

「わかった」「おうよ」「了解」

　と、了承しながら攻撃を開始。アルベルトが矢を撃うち、イグは短足を目め一いつ杯ぱい動かし気合い声を上げながら吶とつ喊かんしていく。俺と黒猫ロロもイグの隣となり、右辺からオークたちの下を目指した。黒猫ロロは走りながら、むくむくっと姿を大きくする。いつもと違い、その姿は小さい山やま猫ねこだ。今は猫としての機動力を優先するらしい。早さつ速そく、ゼリウムボーンと戦っていたオークの足へ触手を絡からませ巻きつかせていた。

　黒猫ロロは俺が戦っているところを見ていたことに気付いていたのか、その絡んだオークを目の前に運んできてくれた。まさに「まな板の鯉こい」のオークだ。

「ロロ、ナイス」

　オークは足に絡む黒猫ロロの触手を切ろうと手に持つ武器を触手へ当てているが、表面に微かすかな傷が付くだけで触手は切れない。そんな無理な体勢で必死なオークの脳天にハルバードの斧刃をプレゼント！　オークのデカ鼻が真ん中から潰つぶれたように豚顔が真っ二つ。俺が豪ごう快かいに仕留めるのを確認した黒猫ロロは即そく座ざに違うオークを標的にしたのか走っていった。よーし、各個撃げき破はといきますか。

　オークたちは突とつ如じよ現れた俺たちに反応を示す。だが、ゼリウムボーンは特に反応を示さなかった。暴走した機械のようにだれ彼かれ構わず襲うようで俺にも白板のような長細い硝子ガラス腕を振り回してくる。硝子腕の攻撃を避けながら、強そうな斧おの持ちの大型オークを狙ねらう。

　大型オークは頭、胸、手、足とちゃんと防具を装着。防ぼう御ぎよ力りよくが高そうだ。

「ヌォォォォ。我は大オーク支族アゼル・グル・カイバチである！　大将軍の遠い親しん戚せきなのだぞォォォォォ！」

　大型オークが叫ぶが――しらんがな。

　まずは、防御しきれない体の節目を狙う。銀矛で、大型オークの動きの隙を狙うように、隙すき間ま、隙間の節目を突つく。次は、大おお雑ざつ把ぱな動きの隙を狙う！

　連続で突きを繰くり出すが、大型オークは体勢を僅わずかに崩しただけで致ち命めい的てきな突きを防いできた――やるじゃねぇか、両手に持った斧刃を上手うまく扱あつかう大型オーク。

　大将軍の親戚は伊達だてじゃないのか？

　大型だけに本当に強い。ハルバードの連続突きを防いでくる。しかし、次第に大型オークは疲つかれを見せ始めて、重い突きの連撃に対応できなくなる。

　だが、俺の槍やりに対応しているモンスター、知恵のあるモンスターはそうはいない。

　大型オークは豚らしい激しい息いき遣づかいとなった。そのタイミングを逃のがさない。

　オークらしい太い筋肉腕の関節を狙い銀製ハルバードの〈刺突〉を繰り出す。

　オークの右みぎ肘ひじを穿うがつ。肘を粉ふん砕さいしたった。そこで一気に間合いを詰つめた。

　ハルバードの後方部の石いし突づきを左脇腹へ衝突させる。「――ゴバァッ」防具を凹へこませたのでダメージは通った。苦しみ怯ひるんだ大型オーク――。

　さらに上段からの銀斧刃を振り上あげるフェイントを交える。大型オークはフェイントに掛かり無事な左ひだり腕うでを持ち上げ上段攻撃フエイントを防ごうとした――掛かった。

　フェイント軌道上段攻撃から急きゆう遽きよ、下弧線を描えがくように振り下げられた銀斧刃はオークの膝関節を斬る。黒槍とは違う斬れ味を感じさせる感かん触しよくを得ながら大型オークの片足を切断してやった。さらに血塗れたハルバードを回しひねりオークの足の間、股また裏へ石突をぶち当てる。そのまま柔やわらかい感触を手の内から感じながら、ハルバードの長い金属棒を縦に押おし込み大型オークの体を押し倒した。片足だけだった大型オークは柔じゆう道どう技わざの大おお内うち刈がりを喰らったように背後に転てん倒とう。俺はそのタイミングで少し跳躍――転倒した大型オークの頭へ流れるように踏み込みストンピングを喰らわせた。

　魔闘脚による体重を乗せた踏み込みだ。大型オークのかぶっている金属の兜ごと凹み、頭ず蓋がいが潰れる異音が耳じ朶だに届いた。踏みつけた足型の跡あとがしっかりと残っている。

　大型オークを仕留めたところで左側の戦いが目に入ってきた。

　イグの勇姿。手斧と盾を縦じゆう横おう無む尽じんに扱いオークを翻ほん弄ろうしている場面。

　彼はドワーフ。背が小さいイグの姿だが、それはどことなく映画のワンシーンの映像と重なる。そう、たった三百人で百万のペルシャ兵を峡きよう谷こくの戦いで撃げき退たいしたという古代ギリシャスパルタ兵の動きにそっくりだった。

　勿論、俺が思い出しているのは、テルモピレーの戦いを再現した映画だ。

　イグが装備している盾をよく見ると、楕円の一部を切り取った形の盾をしている。

　――その盾で攻撃を防ぎ、斧で攻撃を返す。今度は盾をフック気味に扱い、敵の顔面へ盾でダメージを与あたえ、斧で止めを刺すといった連撃を繰り出していた。至ってシンプルだが、無む駄だのない攻撃。そんな感じで次々とオークを屠っていく。アルベルトは後方から弓による牽けん制せいを兼かねた攻撃を行っている。オークの頭を狙っているようだ。だけども知能あるオークにその矢は何回も阻はばまれ狙いが外れるが……まぁ牽制にはなっているので、イグの戦いが楽になっていた。その時、後方からは支し援えん攻こう撃げきが展開された。

　それはゆらゆらと揺ゆれる青白い炎ほのお。

　カーテンのような青白い炎がオークの集団へ覆おおい被さった瞬間――。

　オークが爆はぜた。おぉぉ。すげぇ。

　豚頭も延えん焼しよう。青炎が天に昇る勢いでオークの身体を燃やしていく。

　焼やき豚ぶたのでき上がりだ。匂においが焼肉の匂いだぞ……。

　もしや本当に美味いのか？　弱点は火のようだ。

「セルピ、キュルピ、うまくやりました！」

「「ハイッ」」

　スコラがクランメンバーを褒めていた。あのクランメンバーたちは無口なのであまり話してないけど、さすがはＡランクのメンバーのようだ。火か炎えん魔ま法ほうで焼豚がこんがりとでき上がる度に青白い光がイグと俺の体に降ふり注いできた。イグは切り傷を何ヵか所しよも負っていたが青白い光が体に吸い込まれる度に傷を回復していく。あの青炎の魔法を当てた敵を倒すと味方の傷を回復する魔法にもなるのか。そんな便利な魔法に感心してると黒猫ロロの戦いも目に入ってきた。触手骨剣を蛇へびのように扱いオークの隙を見み逃のがさず急所へ触手骨剣を突き刺しまくって、オークを疲ひ弊へいさせていた。そして、疲れたオークの首元に飛び付き爪や噛み付きで肉を引き千切って止めを刺していく。数分後、オークは全ぜん滅めつ。残ったのは白いゼリウムボーン三体。

　その瞬しゆん間かん、背後にいるスコラが大きな声を響ひびかせてきた。

「ゼリウムボーンに弱体化の魔法をかけますっ！　少し引き付けてください。脳を破は壊かいすれば活動停止しますから――お願いします！」

「わかった。俺が引き受ける、ゴォォォラァァァァァァァッ」

　イグが囮おとりになるようだ――耳をつんざくような咆ほう哮こうを上げる。

　折せつ角かく、スコラの詠えい唱しようを聞こうと思ったのに……この咆哮、イグの挑ちよう発はつ技わざらしい。

　三匹のゼリウムボーンの注意を同時に引きつけていた。一気に敵対心ヘイトを稼ぐ。何を以もつてイグに集中するのか、こいつらの見た目的にはわからない。機械風で全体的に角ばった感じなのに耳でもあるのかよ。そんな疑問を浮うかべていると、ヘイトが高まったイグへ集中攻こう撃げきが始まった。ゼリウムボーンの一匹が白水晶の腕板を前方に向けている。その先せん端たんから、数本の白はく皙せきの刺が飛び出してきやがった。イグは楕だ円えん盾で、その刺の連撃を弾く。硬こう質しつな音が幾いくつも響いた。飛び道具を止めたイグに怒おこったように、不気味な軋きしみ音を発生させながら、ゼリウムボーンたちは近付いていく。白水晶の塊かたまりである腕板の攻撃がイグへ迫せまる。硝子製、水晶製の機械のような人型が上下左右からイグを押し潰そうとしていた。イグはそれらの攻撃を躱かわし、盾で弾き斧で防ぐ。

　重そうな硝子人型の攻撃を完全に防ぎきっていた。

　俺もそんなイグをフォローしようと硝子人型の背中を〈刺突〉で撃つ。

　だが、硬質な音がして、弾かれた。硝子の背中に多少の穴を空けただけ。

　硝子に見えるが、さすがゼリウム。硬かたい。

　このハルバードと同質の金属なだけあるようだ。そこに硝子人型であるゼリウムボーンの体に赤いエフェクトが掛かかった。魔法が掛かったらしい。

「――弱体化しました。今です。頭を破壊してください――」

　スコラの発言の後、アルベルトが即座に矢を放つ。風切り音と共に矢が飛んでいく。

　ゼリウムボーンの頭に矢の先端が突き刺さると、あっさりと頭部に亀き裂れつが入り破壊された。次々と赤熱を帯びたようなゼリウムボーンの頭に矢が突き刺さる。頭が破壊された三体のゼリウムボーンは壊こわれた機械のようにその場で急停止。

　その後、部品が外れるように腕や胴どう体たいが折れて崩れるように倒れていった。

「ひゃっほーい。今度は俺がおいしいとこを貰もらったかな？」

　アルベルトは虎とら鼻をヒクヒクと動かしながらドヤ顔を見せていた。

「かかか、やりおるわい」

　怒っているのか笑っているのか、わからない反応を示すイグ。

　俺は硝子製の人型の残ざん骸がいの方が気になった。

「このガラスのような骨、結構な量になるな」

「そうだな。五キロは軽く超えるだろう」

　俺とイグが会話をしていると、

「はぁはぁはぁ、大量ですね。これで依頼の品は集まりました。さっさと回収して転移陣じんまで戻りましょう」

　背後から走ってきたスコラが息を切らしながら話をしてきた。

「わかった。戻ろう」

　と、依頼の品を回収して戻ろうと皆が集合していたが、来た通路をまた歩いてモンスターを倒しながら戻るだけだった。何か一気に戻れる魔法でもあるのかと思っていたら、違うらしい。スコラ曰いわく「スキルを使用すると、道みち標しるべのように女め神がみの恩おん恵けいを感じて正しい道へと進めるんです」と仰ぎよう々ぎようしく話していた。

　結局、彼女の指示通りに歩いて帰ることになる。俺はゲートを使えばすぐに帰れるが、皆に歩調を合わせることを優先した。早く帰っても頼たのんでいた装備類はまだできてないだろうし、それに野の良らパーティとはいえ一度組んだ気のいい優すぐれた冒険者たちだ。最後まで全まつとうしたい。そして、スコラが予あらかじめ話していた通り……。

　彼女のスキルで来た道を感じ取るように道を判別できるようで、遠回りすることなく日数は十日を過ぎ全部で十一日間掛かったが、無事に転移陣前へと帰ってこれた。誰だれも犠ぎ牲せい者しやを出さずに帰ってこれたのは嬉うれしい。依頼も大成功だし。報ほう酬しゆうもボーナスが認められた。金貨はボーナス含めて一人合計二十七枚の金貨。銀貨は二十六枚、大銅貨五枚となった。アイテムボックスに入れておく。皆、ほくほく笑え顔がおといった感じで機き嫌げん良よくパーティを解散。アルベルトとイグは早速に酒場へ向かう。スコラ率いるアリアの放浪者たちはクラン員を集めたいようで、同じ酒場へついていくようだ。

　最後にスコラから本当に私たちのクランへ入りませんか？

　と、かわいらしい笑えみを浮かべた表情で誘さそわれたが丁てい寧ねいに断っておいた。

　しかし、休憩を取りながらとはいえ何日もぶっ続けで迷宮に潜もぐり、水で塗ぬらした布で体を拭ふくだけで風ふ呂ろにも入ってないしイグたちは平気なのだろうか。

　まぁ、その点、スコラたちのグループは特とく殊しゆ香こう水すいとか、〈女神の洗せん浄じよう〉とか、数種類のお手入れ系のスキルもあったようだからな。

　さすがは愛を語る放浪者たち、宗教家たちだ。

　しかし、いきなり酒場に直行とは……元気なことだ。ベテランの冒ぼう険けん者しやはあんな感じなのだろうか。そんな疑問を思いながら黒猫を見る。

　黒猫ロロも紅あかい瞳ひとみで俺を見た――俺たちは帰ったら風呂だな。「ンン」俺の心の声が聞こえたのか、黒猫ロロは僅かに喉声を出す。

「ロロ、臭いし、洗うぞ？」

「ンン、にゃぁん――」

　黒猫ロロは甘あまえた声を出して跳躍してくる。

　いつもの定位置肩に戻ってきた。

　肩の位置で、御お豆まめ型触手を支えに、小さい頭を俺の頬ほおへと擦すり付つけてくる。

　そのかわいく連続した動作の甘えてくる行動は『風呂に入りたいニャ』とアピールしているようにも見えた。

　それにしても、かわいい髭の感触だ……。

　微笑みながら、その黒猫ロロの小さい頭へキスをしてあげた。

　ふさふさした毛の感触と獣の独特の匂いが……愛いとしくて、たまらない。

　黒猫ロロとイチャイチャしながら安宿サイカへ戻っていく。







第四十四章「新武器防具、俺、紫騎士に成る」







　今日はドワーフ兄弟の店に行く。

　十日過ぎたので、そろそろ武具ができ上がっているはずだ。

　魔ま竜りゆう王おうの素材、古代竜の素材から誕生した武具。どんな武具になるのか、楽しみだ。

　全ぜん裸ら待機状態といえる。借りていた銀色に輝くハルバードを出現させて黒猫ロロを肩に呼びよせ安宿を出た。細かい通りがたくさんある横丁を通る。そんな一角を過ぎた時――お？　魔素だ。背後から一定の感覚で追つい跡せきしてくる魔素を感じた。

　この魔素の動きからして……手て練だれと予想できる。

　俺が歩く速度を変えても背後の気配は付かず離はなれずの距きよ離りを保ったまま。

　最近は、俺の掌握察は洗練されてきたから、敏びん感かんに周囲の魔素を感じることができていた。しかし、また闇ギルドか？　それとも侯こう爵しやくの間かん諜ちようか？　はたまた、ヴァンパイアハンターとか？　ま、普ふ通つうの密みつ偵ていならこのまま放っておくか。

　楽しみな品が待っている店へ急ごう。そうして、いつもの角を曲がりドワーフの店に近づくとボンが走って出で迎むかえてくれた。

「エンチャッントッ」「ン、にゃぁっ」

　黒猫ロロもなんとも言えない声を出だす。

　肩から飛び降り、ボンへ挨あい拶さつするように走っていく。

　また、メルヘンチックな世界に……しかし、ボンはいつも俺が近付いてくるのを予めわかっているかのように出迎えてくれる。

　もしかして、掌握察みたいな魔素察知ができるとか？

　黒猫と遊ぶボンの表情からは、想像できないけど、まさかねぇ？

　でも、ありえるか。ボンがこないだ使用していたエンチャント魔法は凄すごかった。

　目が光って、魔ま力りよくも普ふ段だんと違ちがって小さい体からマグマが噴ふき出すように溢あふれていたし。

　そんなボンに関することを推察しながら店の前へ進む。すると、店の前に一台の馬車が停とまっていた。鎧馬付きの豪ごう華かな荷馬車。鍛冶かじ素材や厚みのある重そうな工具をドワーフ兄弟の店から荷馬車へ運んでいる男たちがいる。彼らの風ふう采さいは皮服だけだから、下男か。

　ザガとボンは引っ越こし？

「ボン、ロロ、店の中へ向かうぞ」

「にゃっ」

「エンチャントッ」

　店内は新しい工具箱やら魔ま法ほう陣じんが刻まれた木材に鍛冶の材料がところ狭せましと積み重なって散乱していた。やはり引っ越し作業中のようだ。

　散らかった店内の奥おくにある扉とびらが開く。そこからザガが歩いてきた。

「よう、シュウヤ。新しい品物はもう全部用意してあるぞ」

「おぉ、ザガ。見せてよ」

　……楽しみだ。

「その期待した顔を抑おさえて少し待っとけ。ボン、ロロとじゃれあってないで手伝えっ」

「エンチャッ」

　おっ？　言葉が途と中ちゆうで止まった。『エンチャント』の微び妙みような言い回しの違いがあるようだな。ボンはトコトコと走ってザガの後ろをついていく。ザガと共に店奥の扉を潜っていった。少し時が経たつと、その店奥からザガとボンが現れた。

　装備品が入った箱を胸に抱かかえているので顔が見えない。

　ザガがボンに「速く前に行け」と指示を出している。

　そのザガとボンは物々しく机の上に重そうな箱を置くと、その箱から、色々な品を机の上に移して置いていく。

　その様子に興味を持ったのか、足あし下もとに居た黒猫ロロが動き出す。

　興味シンシンといったように見上げると、匂いを嗅かぐように小鼻を上下に動かして……二人のドワーフの足下に移動。しまいには新しい品物を見て触さわりたいとアピールするように机の上に跳とび乗のっていた。机に並ぶ新品のアイテムをチェックするように鼻を近付けている。アイテムの匂いが気になるのか？　今度は、片足を伸のばして肉球で触ろうとしている。「ロロ、まだ触っちゃだめ」と、一応、注意すると黒猫ロロは「ンン」と、俺の顔色を窺うかがいながら喉声で鳴いて片足を引っ込めてから、その場で人形のように両足を揃そろえじっとしている。興味はあるが我が慢まんするようだ。

　それにしても、これが新しい槍かよ……ハルバード系の槍斧杖。

　まさに魔竜王の装備とわかる代しろ物ものだ。全体的に赤と紫むらさき色いろの彩いろどりが美しい。先せん端たんと後端、どちらも武器になる。先端に尖とがった矛があり、その下横に斧のような平たい巨刃。巨斧おの刃ばは紅色に輝き魔力を放つ。鋭そうな尖った矛も紅色で先端部位は若じやつ干かん黒光りしていた。

　重そうだ。この矛と斧のコンビを見ると三国志に登場する槍武器の戟げきを思い出す。

　三国志に登場する猛もう将しよう「典てん韋い」が扱った戟は重さ十八キロあったらしいからな。

　斧刃と尖った矛を支える真っ直すぐ伸びた長い金属棒。

　中央部は持ち手の部分と推測できるグリップがある。グリップは黒皮だ。モンスターの皮だろうか。それに着ちやく脱だつ可能で引っ掛け可能な小さいハーネス金具まで付いている。職人が拘こだわって作ったとわかる作りだ。杖の部分の後端は少し変わっている。

　長方形の蒼あおい巨水晶が目立つ。

　紫色の鱗うろこ金属が樹じゆ脂しの歯は茎ぐきのように蒼い巨水晶の四よ隅すみを囲む。

　蒼と紫むらさきのコントラストが美しい。四隅を囲む真ん中の蒼い竜魔石の塊は、先端部分が飛び出す形。その出っ張り部分が宝石のように蒼く輝かがやきを放っている。

　この部分だけを見ると、水晶が嵌はまった杖やメイスにも見えるから不思議だ。そして、先端部位の紅色の斧刃より、この蒼い巨大な塊水晶の奥おく底そこから魔力が感じ取れる。

「……すげぇ、凄いよ。ザガ、この槍」

「……名前は魔槍杖バルドークとでもつけるか？」

「いい感じだ。名前はそれでいこう」

　俺は声を高めて、即そく答とう。早速、魔槍杖バルドークを持ってみるか。

　借りた銀色のゼリウム製ハルバードを床ゆかに置く。少しドキドキしながら机き上じようの魔槍杖へ手を伸ばし掴つかんだ――あ、これ不思議だが、握にぎった瞬間から俺にはわかった。

　これが、俺のメイン武器だと。

　魔槍を上下に振ふり感触を確かめる――重さ、バランス、そのすべてが素す晴ばらしい。
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　黒猫ロロも魔槍杖が気になるらしい。小さい顔をかわいらしく上下に動かし、魔槍杖の動きを一いつ生しよう懸けん命めいに追っていた。

「――いい感触だ。先端の鋭するどそうな紅べに矛ほこ、横に大きく突とつ出しゆつした紅色の巨刃。グリップを囲う紫色の長い金属棒。そして、後端である蒼色の巨水晶。どれもが素晴らしい」

「よかったよかった。気に入ってくれたか」

　ザガは俺が喜ぶ顔を見て、満足そうに笑みを浮かべていた。

　へへ、凄い武器だ。自然と笑みが浮かんでくる。

「――そりゃぁ、気に入るさ。魔竜王の素材にザガとボンの作品でもあるからな」

「がはは、そう持ち上げるな」

　俺もザガと一いつ緒しよに笑う。そのまま感動と嬉しさの気持ちを表すように魔槍杖を動かし紅斧刃の巨刃を窓から差す光に当て、刃の表面にある刀の波は紋もんのような模様を眺ながめていく。

「……この紅色の巨刃も鋭そう」

「うむ。見ての通り、その巨刃は紅鶏冠とさかの部分を使っている。衝しよう撃げきを与えれば火属性の斬撃を産み出すだろう。だが、なんといっても一番凶きよう悪あくなのは後端の蒼い竜魔石の塊だ」

　ザガは鋭い目付きで、後端を指差して説明してくれた。

「これか」

　確かに、蒼い。巨水晶。

「そうだ。その水晶のような竜魔石の塊へ魔力を込めれば魔宝石や竜眼を超こえる水属性の魔法を放てる。そして、その魔法よりも凄いのが硬こう度どがあった上での柔じゆう軟なん性せいだ。その塊をメイスとして使った方が、より凶悪な武器となるだろうな」

　ふむふむ。ザガは凶悪というが、見た目は綺き麗れいな塊だ。

「魔力を通した時点で汚よごれも落ちる。刃のメンテナンスが不要。さらに、ボンのエンチャントで耐たい久きゆう度アップが重ねてあるから手入れの心配はしなくていい」

　おおおお、何、その便利機能。

　良いよ、良い良い。聞いただけでテンション上がるね。

「……わぉ、いいねぇ。すげぇ楽しみだ。どんな感じになるか試ためしたいな」

「まてまて、そう早まるな。それに、鎧よろいや外がい套とうに小物を見なくていいのか？」

　ザガは俺の反応が嬉しいようで、ニヤついて話してくる。

「ッ、エンチャント……」

　何故なぜかボンがくりくりした目を輝かせながら『まぁ、落ち着けや、若造』といったように頷きながら太い手の内を、ポンポンっと俺の腰こしに当てていた。

　なんか、ボン、いやボン君。彼から独特の雰ふん囲い気きで諭さとされている気分だ。

　ま、気にしないけど。

「見てから装着したい。まずはこの紫色のスケイルメイルと特とく徴ちよう的てきな竜の意い匠しようが目立つリアブレイスかな。小手に腕甲もいい感じだ。紫の大だい腿たい甲こうも確りとした作り。脛甲と合体した紫むらさき靴ぐつもサイズがぴったりだ。これグリーブか。薄灰色の外套も渋しぶくていい」

　そうして、俺は今着ているボロボロな鎧を脱ぬぎ、長らく世話になったキュイスに腕甲を外して新たな品を装着していく。

「おぉ、似合ってるぞ、どこぞの紫模様の騎士だな」

「エンチャンット」

　俺、紫騎士に成ったらしい。腰こし回まわりもフィット。さすがはザガとボンだ。

　一度、鎧将蟻ありの素材で鎧を作ってもらったから鍛冶師としての腕うでは疑っていなかったが改めて彼らが凄い職人なのだと再さい認にん識しきした。

　実に見事な造りだ。鱗の継つぎ接はぎ部位や胸むな板いたの曲線を維い持じした胴体部位には古竜の骨も随ずい所しよに使用されてデザイン性が高くしっかりとした造りとなっている。

　スケイルメイルというよりはアーマー系だろうか。左胸に光こう沢たくを帯びた黒紫色と銀白色で縁ふち取どった斧槍と紫竜の絵が小さく描いてある。裏地も魔竜王の肉皮がゴムのような感触だ。柔らかいから着き心地ごこちが良い。左手首の位置も注文通り穴が空いているし、両手の甲を守る紫の手てつ甲こうもサイズがピッタリだ。しかも指ゆび貫ぬきグローブのようになっている。掌てのひらを広げて握っても違い和わ感かんなし。こりゃ「燃えたろ？」とポーズを取りたくなるな。

　右腕甲だけのシンプルな作り。右手首から肩にかけて肌はだを晒さらす形となるが。

　まぁいいだろ。一方で、左腕の鱗防具は少し特徴的だった。

　手首から鎖くさりを射出できる孔あなが、龍りゆうが口を開く形。口から生えた牙きばの装そう飾しよくが孔の周りに細かく施ほどこされてある。それに伴ともない前ぜん腕わんから肘と二にの腕と肩へかけて龍が駆かけ下おりているようなデザインだ。左ひだり肩かたを覆い巻くように竜の尻尾しつぽが蟠わだかまる。

　紫竜の尻尾がいい感じに肩を演出している立体造形の作りだ。

　それも見た目重視ではなくリアブレイスやヴァンブレイスのような防具でも可動域があるんだから驚おどろきだ。十日あまりでこんな物を仕上げるなんて才能ありすぎだろう。

　感心しながら腰に幅はば広ひろの紐ひも皮を吊つるした剣帯を付ける。腰回りに馴な染じむように感触を確かめながら調節していった。次は脚の装備を穿はく。紫色の鱗を加工した鋼が重なり段差がついたキュイス。足先も硬そうな甲付きグリーブだ。

「魔竜王の鱗や骨をふんだんに使ってあるから強度は抜ばつ群ぐんだ。後、この外套とベルトも着てみるがいい」

「わかった」

　外套は灰色だが、若じやつ干かん紫むらさき色いろに光が反射しているのがわかる。

　胸の位置には十じゆう字じ架かと本のようなシンボルマークが黒光りする糸で刺し繍しゆうしてあった。

　灰色外套を着ていく。襞ひだを伸ばし滑なめらかな生き地じに指を走らせる。

　隅すみの方をわざと引っ張り試してみた。外套の布は見かけによらず丈じよう夫ぶそうで触り心地ごこちも良い。それに内部は何故か涼すずしく感じた。灰紫の薄うすい縞しま模も様ようの頭ず巾きんも備えている。

　紫で統一した品々を背から体を包つつむように灰色外套がすべてを隠かくす。

　そして、最後に胸ベルトだ。真新しい外套の右みぎ肩かたから胸前へ回す。斜ななめにベルトを装着した。胸むな元もとの位置にナイフ用の収納があり四角の小こ袋ぶくろも多数ある。このポケットは小物が色々と入りそう。背中側にも軽い背はい嚢のう代わりになる袋綴じと武器を装着できる金具がある。これで見た目は完全なベテラン冒険者といった感じだろうか。

「ふむ。人の世話にならない有能そうな旅人に見えるな？」

「エンチャントッ」

「にゃぁん」

　黒猫ロロも誉ほめているのか分からない声を発し、机から降りると、俺の紫グリーブの足へ頭を擦りにきた。新品なので匂い付けか？

　そんな黒猫ロロを見つめていると、ザガが口を開いた。

「その外套の素材である特注布は、銀ヴォルクの粘ねん液えきから特とく殊しゆ銀糸を抽ちゆう出しゆつした素材らしい。その特殊糸から高度な裁さい縫ほう技術で製作された逸いつ品ぴんだ。物理耐たい性せいや魔法耐性が上がる。そして、その中涼しいだろ？」

　そう、スースーする。

「確かに、涼しい。これは魔法？」

「正解だ。風と水の防護魔法が掛かっている。その胸にある黒刺繍が関係しているのだ。それは知恵の神イリアスの紋もん章しようで祝福の印。元はイリアス神の聖骸布を模した物らしいが、ま、レプリカだろうと風と水の加護がかかっているので、羽織る者には効果は絶大だ。そんな代物の外套に古竜の鱗を粉末状にした物を何層にも貼はって重ねるようにボンの特別なエンチャントが施されている。手て触ざわりは布だが、確実にどんな魔鉱物系の鎧より防御性能は上だな」

　ほぁぁ、すげぇ。銀ヴォルクが何なのか知らないが良さそうな製品なのは間ま違ちがいない。

　それに涼しい魔法付きという至いたれり尽つくせり。

「……いやぁ、感動だ。鎧を着ているのに〝涼しさ〟を感じるとは、良いねぇ」

「だろうだろう。その外套が実は一番値段を含めて防御力が高い。大商会から仕入れたんだが、満足してもらえたようで俺も嬉しい」

「勿もち論ろんだよ。大満足さ」

「それと、その外套だが、移動や攻撃に邪じや魔まと思ったら胸前が開いて、背中側へ布を回せるからな。その分、開けた前方の防御は落ちるが」

　なるほど、柔らかいゴムレールじゃないが、布を畳たたむように移動する。

　ゴムは使われていないと思うけど作りが巧こう妙みようだ。

　布革と刺繍だけでここまで仕上げるとは、この製品を作った職人も凄すご腕うでだ。

「最後に、ここに並ぶのが古竜の蒼眼と、ばらした古代竜の鱗、数百枚だ。歯し牙がの一部は材料を削けずるのに使ったのを短たん剣けんとして再利用。長牙はシンプルなロングソード。小さい牙は複数あったが全部長さが違う短剣にした。古竜の髭ひげも少し売ったが残っている。後は肉、舌、口こう蓋がい垂すい、頬ほお骨ぼね、顎がつ骨こつ、耳、鱗の一部を売った金が全部で、大白金貨十三枚に白金貨十枚だ」

　大白金貨かよ。しかも白金貨百枚で一枚の価値がある大白金貨。

　それが十三枚っ、すげぇすげぇよ。こんな金額になるのに、グリフォン隊の隊長セシリーは報酬を蹴けったのか。金よりも名めい誉よ、軍務を選ぶか。まさに英えい雄ゆうたる軍人だったということか。だとしたら、晩ばん餐さん会かいの時に見せていたあの辛い表情にも納なつ得とくがいく。報酬について侯爵に歯向かうほどのプライドだ。本人が納得していないのに魔ま竜りゆう王おう討とう伐ばつ者として賞賛されるのは辛いんだろうな。でも、まぁ……。

「……凄い金額だ」

「まあな、舌、耳、顎骨が高価格で売れた。だが、一番高く売れたのは古竜の髭だ。これは普通の市場には出回らない代物だそうだ。地下オークション級と話していたな。特殊中の特殊だったらしい。知り合いの大商会に所属する幹部がそう話していた。なんでも、これでも大おお幅はばに相場が下がっての値段だそうだ」

　大商会幹部？　さっきから大商会とワードが出ているが……。

　ザガは結構な知り合いがいるんだな。まぁ、これほどの品を作る職人だ……。

　実は結構なコネクションがあるのだろう。

「……びっくりだな、だが、何から何まで、ありがとう」

「いやいや、誰に対しても貴き賤せんの別なく接するシュウヤのような裏表のない客を持って、俺おれは嬉しいんだ」

　ザガはにこやかに語る。誇ほこらし気げな表情を浮かべていた。

　苦味走ったとまではいかないが、皺しわがある職人顔だ。

「俺もザガとボンに出会えてよかった。それにしても大金だな……」

「大商会が扱う一流どころの冒険者はもっと稼かせいでいるだろうよ。ま、シュウヤが金持ちになったのは変わらんけどな？　何しろ、まだ売っていない鱗や牙がこの数だ」

　ザガは牙、鱗、金貨を眺めながら語る。

「実感はないが、そのようだ。ザガとボン。ありがとう。いい装備に素材まで売ってもらって」

「……何度も礼を言うな。俺たちの方こそ礼が言いたいくらいだ。このような古代竜の素材なんて、あの迷めい宮きゆう都市ペルネーテでも中々、御目にかかれない代物だ。それを一いつ介かいの鍛冶師であるわしらのようなドワーフ兄弟に弄いじらせてくれたのだ。シュウヤ、ありがとうな。それに……俺たちもかなり儲もうけさせて貰ったんだぞ？」

「はは、そうか、ならお互たがいに得したってことだな」

　お互いに笑顔で笑う。

「あぁ、また何かあったらお願いしたいぐらいだ」

「エンチャントッ」

　ボンは『そうだぞッ』って言わんばかりにサムズアップしている。

　俺も笑顔でボンにサムズアップを返しておいた。そして、アイテムボックスの中へ古竜の鱗、牙、金貨を仕し舞まいながら店の表に止まっていた馬車のことを思い出す。

「……そういや、表に馬車があったがどっかいくのか？」

「シュウヤのお陰かげで資金はたんまりとある。その金を使い知り合いドワーフのクランがいる迷宮都市ペルネーテに引ひっ越すつもりだ。ペルネーテならば仕事も増える。だが一番の理由はもっと刺し激げきが欲ほしくなったことが大きい。古代竜の素材は俺とボンの心に響いた。だからもっと俺たちを〝わくわく〟させる素材が出回る迷宮都市ペルネーテで一ひと旗はた揚あげようと思ってな？」

　純じゆん粋すいな動機でわくわくは重要だ。職人として当然だろう。

「新たな船出か。そりゃめでたいな。で、ペルネーテに、すぐに旅立つ予定なのか？」

「詰め込み作業が終わり次し第だいだ。まだ少し時間がかかる。だからシュウヤのことを待っていた」

「エンチャントッ」

　ボン君も元気よく答えている。

「そうだったか……もしかしたら、俺もいつか迷宮都市ペルネーテに行くかもしれない」

「やはりな。お前さんが店にきたら割引をしてやる」

「はは、その時は宜よろしく頼むよ。ザガとボンなら成功するだろうし、楽しみにしてるさ」

「ガッハッハッハ、期待しとけ」

　ザガは髭を揺らし快活な笑顔を見せる。

「それじゃ、俺はいくよ。ロロ、出るぞ」

「おう、またな」

「エンチャッン、エンチャッント」

　ザガは軽く腕を上げ、ボンは両りよう腕うでを激しく交こう互ごさせていた。バイバイ、サヨナラと言っているのはわかる。俺も軽く腕を振ってからドワーフの店を後にした。

　さて、新しい武器防具を手に入れたし……ポポブムでの旅を再開するか？

　それとも三番目のゲートを使い初の現地民と接せつ触しよくするか？

　まずは宿屋に戻もどってから決めよう。
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　これからの行き先を決めながら路地を通っていると……また背後に魔素を感じた。気にせず宿へ急ぐ。宿に戻るまでの道みち幅はばが狭い路地の中、ずっと背後から一定の間かん隔かくでついてくる魔素の感覚があった。一定の距離を保った追つい跡せき技術はかなり高い。そして、当たり前だが何にも接触はない。宿の中に入ると背後の追跡者は消えたようだが……ま、気にせず、魔槍杖バルドークをアイテムボックスの中へ入れる。いつでも瞬しゆん時じに武器召しよう喚かんできるように登録だ。まずは一枚の銅貨を取り出して格納をタッチしてから魔槍杖をアイテムボックスの中に入れた。次に人型マークを押す。すると、いつものように四角いウィンドーの中に四つ目のデフォルメした謎なぞの生物グラフィックが現れた。

　左手の部分には魔ま剣けんビートゥが表示される。

　右手は＿＿空くう欄らん表示だ。

　その空欄表示＿＿をタッチすると、アイテムボックスの中に収まっていたバルドークの魔槍杖が表示されたので、早さつ速そく、右手の空欄表示＿＿の中へと、その魔槍杖を登録した。

　右手にバルドークの魔槍杖を装備しますか？　Ｙ／Ｎ　と出る。

　勿論、Ｙを選せん択たく。これで登録できた。

　ウィンドーを消して魔槍杖を右手に呼ぶ――瞬時に右の手の内に魔槍杖が収まった。

　成功。一いつ旦たん、右手に召しよう喚かんした魔槍杖を消す。

　さて、武器登録も済んだしホルカーバムへ向かうかゲート先を調べるか。

　銅貨でコイントス。表がホルカーバム。裏ならゲート。

　指でコインを軽く弾き――空中に浮かぶコインを掴む。

　……掌を開けるとコインは裏だった。

　ということでゲート先に決定。教会の地下部屋に住んでいた女性、現地民と初めての接触を試みよう。ホルカーバムへの旅は後回しだ。

　トラペゾヘドロンを取り出す。三面の幾き何か学がく模様の記号を指でなぞり、ゲートを起動させた。小刻みに揺れて現れるゲート先に映る光景は女性が着替えている場面だった。

　まただ。女性は鏡の神こう々ごうしい光に気付くと、慌あわてた様子で着替え途中の汚きたない袖そでなし服を自らの胸に当て、こぶりなおっぱいを隠している。

　かわいらしい。彼かの女じよは衣服を整え髪かみの毛けを直しながら鏡に近付き膝ひざを折っていた。

　あれ、耳が人より長い。エルフなのかな？

　そのまま、彼女は目を瞑つぶり両手を胸前で組みお祈いのりを始めていく。

　敬けい虔けんそうな少女だ。このまま鏡の内側から、俺が颯さつ爽そうと現れたら、彼女を驚かせちゃうと思うが……ええい！　いったれ。向こう側に行ってしまおう！

　と、決意しながら黒猫ロロと視線を合わせた。







第四十五章「ベルトザム神聖教会の忌いみ子」







「ロロ、ここに飛ぶ。少しあの女性と話すつもりだから」

「にゃぁ」

　黒猫ロロは『わかった』的に鳴くとゲートの光を見つめている。

　よし、行こう――ゲートを潜り鏡から出た直後、女性はルロディス様と連呼。お祈りの最中だった。彼女は目を開け、鏡から突とつ然ぜんに現れた俺を見ると、目が点となり祈りの言葉を止める。そして、目が交わった瞬間――。

「きゃぁ――」

　女性が悲鳴の声を上げる。

「――ごめん」

　急ぎ、膝を前に出して進みながら女性を抱だいて口元を手で押おさえてしまった。

「何もしない。騒さわがないでくれるか？」

　なんか犯罪者的な言葉だ。彼女は震ふるえながらもコクコクと小さく頷うなずいている。

　わかってくれたらしい。口を押さえていた手を離してあげた。

「えっと、まずは挨拶からだな。こんにちは」「にゃっ」

「あ、はい。えっと猫ねこちゃん？」

　彼女は目を瞬かせる。

　鳴いて挨拶をしていた黒猫ロロを見やる。

　少し遅おくれてから、俺に双そう眸ぼうを向けてきた。

「……えっと、こんにちはです。貴方あなたは神の御使いですか？」

　神ときたか、まぁ鏡から人が出てきたんだから、そうなるのは当たり前か。

「……いや、違う。冒険者だ。現在、この鏡を使う持ち主と言えばいいか」

「冒険者様でしたか。失礼をしました。ここのところ鏡が勝手に光る現象が続き、ついには人が現れたので、てっきり神の奇き跡せきが起こったのかと……光神ルロディス様の御使いが、ご降臨なされたのかと……」

　彼女は真しん剣けんだ。教会の関係なのかそんなことを真ま面じ目めに語り不思議そうな表情を浮かべては、俺と黒猫ロロへ視線を行ったり来たりさせていた。

「そんな大層なもんじゃないよ。驚かせてすまない。まずは名乗っておこう。俺の名前はシュウヤ・カガリ。シュウヤと呼んでくれ。この肩の黒猫は使い魔のロロディーヌ。愛あい称しようはロロというんだ」

「そうですか。ロロちゃんとシュウヤ様ですね。わたしは忌み子のルビアです」

　忌み子？　とりあえずスルー。頷いてから部屋を改めて見み渡わたす。

「ルビア、すまないがここがなんの場所でどこにあるか教えてくれないか？」

　身長の低い彼女は顔を上げて、俺と視線を合わせてくる。

　この子の身長は百五十センチを少し超えるぐらいか？

「いいですよ。ここは【ベルトザムの街】にある神聖教会です。【宗都ヘスリファ】から西南へ離れた地にあります」

　宗都ヘスリファ……聞いた覚えがある。

「宗都ヘスリファとは？」

「【宗教国家ヘスリファート】の教皇がお住まいになる神聖なる宗都です」

「あぁ、なるほど」

　その国名で思い出したよ。少し前に襲おそいかかってきた美人女性ヴアンパイアハンターのことを……名前はノーラ・エーグバインだったか。

　ノーラが前に話をしていた。宗都には巨きよ大だいな大聖堂があり、ヘカトレイルの教会とは規模が違うと。だから教会ここの場所はヘカトレイルから、北の北。

　ゴルディクス大だい砂さ漠ばくを越えた先にある一地方ということだ。

「……あの、シュウヤ様はご高名な魔ま術じゆつ師しの方なのですか？」

「いや、その『様』というのは止めてくれ。俺もいきなりルビアと馴なれ馴れしく呼んでおいてなんだが……俺は様という柄がらじゃないからな。それと、そんな高名な魔術師ではないよ。多少は魔ま法ほうも使えるが本職は戦士系だ」

「本当ですか？　このような鏡を使う――」

　彼女は話を途中で中断させて、俺の頭上を見回している。

　それは、二十四面の小さき物体トラペゾヘドロンが俺の頭上へ戻ってきたからだ。

　二十四面を持つ物体トラペゾヘドロンは、いつものように宙を漂ただよい頭の周りを旋せん回かいしている。

「また驚かせたな。すまん――」

　俺は遠えん慮りよがちにそのトラペゾヘドロンを掴む。

　掌に面体の感かん触しよくを得ながら、胸前ベルトに付いてる小さい袋に入れておく。

「……いえ」

「ところで、この鏡、君の所有物かい？」

「違います。昔、この教会へ寄き贈ぞうされた物と言われています。詳しよう細さいは知らないです」

　寄贈か。それにしても……おかしい。さっきから何回も掌しよう握あく察を行っているが、周りに魔素の反応がない。こないだは複数人の反応があったのに、どういうわけだろ。

　ストレートに聞いてみるか。

「……そっか。今、この教会には司祭とかいるの？」

「今、わたし以外だれもいないです……司祭様は他の助祭を連れて【フォルトナ山】へ向かっています」

　フォルトナ山か。巡じゆん礼れいの旅ということか？　そういうのもあるとは思うが普通、一人の幼い女の子を残していくかね？　「……ルビアは何故、一人でここに？」と尋たずねると、「わたしは……」と彼女は顔を俯うつむかせて翳かげを落とす。言いにくいことか。

「嫌いやなら無理して話さなくていいよ。俺は少しこの町を見学したいので、外を見てくる」

　そう言って、ルビアを置いて部屋を出ようとした。

「あ、待ってください。わたしも行きます。ご案内します」

「では、よろしく頼たのむ」

　教会は前回、偵てい察さつに来たときと変わらない。廊ろう下かから階段を上がり祭さい壇だん横へ出た。中央にはチャペルがあり長なが椅い子すが並ぶ。長椅子の外脇を通り壁かべ沿いに飾かざってある宗教画を見ながら出入り口がある扉へ向かい外に出た。外は変わらずトウモロコシのような植物が生える畑が存在した。黒猫ロロは肩から跳ちよう躍やくして畑へ走っていく。

「ロロ、畑の食物を勝手に食べて荒あらすなよ」

「ンンン、にゃ～」

「ロロちゃん元気ですね。でも不思議です。あんな鏡から人と猫が現れるなんて……」

　教会から離れ土の道を歩きながら話していく。

「はは、そうだよな……ところで、ここはベルトザムの街と言ったよね、都があるヘスリファからは遠いの？」

「歩いて十日以上はかかると思います。【フォルトナ山】の方が近いですね」

　時速四キロで歩くとして、一日に歩ける時間は七時間から十時間ぐらい……だいたい、三百キロぐらいは宗都ヘスリファまであるのか。馬とかなら早く着くだろうけど。

「……わかった。ありがと。質問ばかりで悪いんだけど、ここは宿屋とかあるのかな？」

「ありますよ。坂を上がった先の道を進んだところ、町から離れた街かい道どうにあります」

「随ずい分ぶんと、遠くにあるんだな」

「シュウヤ様は都会の方なのですか？」

　様づけは決定らしい。

「そういうわけではないと思うけど……どうして？」

「田舎いなかでは町外れにあるのが当たり前ですから。町に直接街道がありますと、耕作地や放牧地の面積が減ってしまいますし、街道の近くにある田畑は荒らされやすいのです。モンスターや盗とう賊ぞくの襲しゆう撃げきからも守りやすくなるので」

　へぇ、そういうことか。この辺りだとそういう作りなのか。

　ファダイクの近くやヘカトレイルの通りは街道沿いに街があったからな。

　だからあの時、盗賊の被ひ害がい、匪ひ賊ぞくたちが多かったのか。幾いくつか懲こらしめてやった……。

　あ、俺が勘かん違ちがいしただけで、このベルトザムのように離れた位置に本格的な町や村が存在していたのかもしれない。

「……ごめん、そういうことか、俺は都会の方だったらしい」

「ふふ、やはりそうでしたか」

　ルビアは笑え顔がおを見せる。肩かたに掛かかった髪を直す仕草が素そ朴ぼくで美しい。

　金色の髪と眉まゆに透すき通とおるような青瞳。少し肌が焼けて小さい顔の輪りん郭かくから幼さを感じさせるが、美人だ。金の長ちよう髪はつと長耳のコラボが実にエルフらしい。

　だが、頬ほおにはエルフ特有のマークがないな。

　そして、着ている服装は黒染みと汚い垢あかだらけの質素なワンピース服。

　顔は美人なので勿もつ体たいない。王子と出会う前のシンデレラといった印象だ。

「……ルビアは教会でどんな生活をしていたのかな？」

「えっと、司祭様のお手伝いです。わたしは戦せん闘とう職業の助祭を持っていますし、回復魔法が得意なので、病気やけがをした方に回復魔法を使用して癒いやしたりしています。他にも力仕事やモンスター退治のお仕事も手伝ったことがあります」

　結構、多た才さいだな。そんな会話を続けていると「司祭さまぁぁぁぁ」と、子供が大声で叫さけんでいるのが聞こえてきた。ん？　泣きそうな顔を浮うかべている。

「フェイ、どうしたのです？」

　子供を心配気に見るルビアが視線を強めて話していた。

「あ、司祭様はいないのぅ？　でも、でも、魔ま女じよっ子でもいいか。リットがね、リットが柵さくからジャンプして頭をけがしちゃったの」

「わかりました。急ぎましょう。シュウヤ様、では、これで」

　ルビアは真剣な顔付きで話すと、頭を下げてから子供と一緒に走っていく。

　気になるので彼女の後を追った。坂を上がり土の街道を走ってついた現場は、トウモロコシ畑とは違う菜の花のような花畑が広がる場所。畑を囲う背せ丈たけの高い柵がたくさん並んでいる。その手前の地面に蹲っている少年がいた。

「リットッ、大だい丈じよう夫ぶですか？　今、魔法をかけますからね」

「うぅ……」

　少年は頭から血を流しているが、意識はあるようだ。

　ルビアは少年の頭に手を翳かざし、魔法が始まった。

「大癒グランド・ヒール」

　えっ!?　詠えい唱しようがない？　ルビアの瞳の色が青から赤く染まる。

　さらに一いつ瞬しゆん、彼女の頭上に血ち塗まみれた赤黒色に輝く杖つえを両手に持った女め神がみが現れていた。

　女神は三つの目を持ち慈じ愛あいの表情を浮かべては神々しく消えていく。ルビアの翳している細い手が赤く輝き少年が光に包まれた。少年を包むエフェクト光はすぐに消えていく。

　一瞬見えた、あの女神のような姿……どこかで見たような。

「あれ、ここは？」

　少年はその場からすっと何事もなかったように立ち上がり、元気な様子を見せていた。

　頭の傷は完全に回復しているようだ。

「リットのばかぁぁ」

　フェイと呼ばれた小さい女の子は少年リットに抱きつき胸を叩たたいている。

「あれ、フェイ？　あっ、魔女のルビアだ」

　リットと呼ばれた子は怪け訝げんそうにルビアを見る。治してやったのに、その目はなんだ？

「リット、頭から落ちて怪我けがをしたのですよ？　フェイがわたしのところに知らせてくれたのです」

　ルビアは子供から向けられる嫌けん悪おの視線と魔女という言葉は気にしていないようだ。

　回復させてあげた子供を労いたわるように眼輪筋を弛し緩かんさせて目を細めた優やさしい表情を向けている。それは無条件に人を受け入れる心があるからこその表情かもしれない。

「あっ――」

　思い出したようにリットは自分の頭を触り怪我具合を確かく認にんしていた。

「リット。もうこの柵には登ってはダメ」

「うん……」

「フェイにお礼を言いなさい」

「――フェイ。ありがとう。助かったよ。魔女のルビアもありがとな」

「助かってよかったぁぁ。魔女っ子、ありがとおお」

　リットにフェイは抱きついている。

　男の子は照れくさそうに「やめろよ」と小声で言っていた。

「ふふ、さぁ、わたしに礼はいいから自分たちの家に戻りなさい」

「はぁ～い」

「またな～、まじょっこ～」

　少年と少女は元気よく走り去った。魔女っ子というのも気になる。

　どうしてなんだろ。この少女がどうして魔女と呼ばれているのかわからない。

　魔女ではなく、この満足気な慈愛の表情からは女神や巫女みこにしか見えないだろうに。

　何なに故ゆえに魔女なんだ？　とはストレートに聞けないので、さっきの血濡ぬれた杖を持つ女神も気になるし、ひとまず無詠唱の魔法の部分について聞いてみるか。

「さっきの女神のようなのが一瞬現れたけど、詠唱がないのと関係あるのかな？　何かの能力か？」

「あ、はい。女神ですか？　それはわかりませんが魔ま法ほう使つかいの方には無詠唱なのか？　と驚かれますね。生まれつき回復魔法だけは詠唱がなくても発動してしまうのです」

「そりゃ凄すごい能力じゃないか。それなのになぜ司祭ではなく助祭をしているんだ？」

「それは……」

　彼女は言いにくそうに視線を変えた。気になる。聞いてみるか。

「気を悪くしたら謝あやまる。俺は教会のことを知らないから聞くが、そんな凄い能力を持っていたら司祭にだってなれると思うんだが……」

「いいえ。司祭だなんて、とんでもないことです。わたしは忌み子。このベルトザム神聖教会に住まわせて頂くだけでも幸せなものです」

　スルーしていたけど、忌み子って……。

「忌み子？　どこが忌み子なんだ？」

「えっ」

「ん？　なんだその反応。俺には普ふ通つうの綺麗な女の子にしか見えないぞ」

「そ、そんな。初めて言われました……さっき瞳が赤く変わったところを見ていたはずですし、この長耳を見てもそう思われるのですか？」

　いたって普通の長耳、いや、キッシュ、ブリーズに比べたら少し短いか？

「そうだが。それがどうかしたのか？」

「……」

　俯いて黙だまり頬を紅あかく染めている。そんな可愛らしい反応より魔女っ子とか忌み子という言葉の方が気になる。この子は迫はく害がいや中傷が当たり前の地域で暮らしてきたようだ。

「ぁ、ありがとう……」

「いや、そんな礼を言われるほどでは……」

　ありきたりな言葉しか出てこない。

「そんなことありません。今まで生きていて、そんな風に話をしてくれる方は、男の人はいませんでした」

　気になるので、聞いちゃおっと。

「そうなのか？　そうだとしたら酷ひどいな。でもなんで瞳の色が変わって、長耳というだけで忌み子なんだ？　さっきは子供たちが魔女だなんて言葉を君に投なげ掛けていたし」

「事実だからですよ。わたしは物心ついた時から魔女と呼ばれていました。詠唱もしないで回復魔法が使えるので異い端たん児じ扱あつかいでした。この瞳の色が変わるのは魔族の血を引く者の証しよう拠こだそうです。長耳もエルフの特とく徴ちようですし、だから忌み子として、すぐに教会へ預けられました」

　Ｗｈａｔ？　思わず外国人風な反応をしちゃったヨ。

　幼い時から魔女で異端児の忌み子とは……すげぇ差別だな、おい。

　だが、奴ど隷れい制度がある世界だ、なんでもありなのだろう。

　むしろ、奴隷にならないで教会に預けられただけマシなのか？

「……その瞳や長耳は、そこまで忌み嫌きらわれる物なの？」

「はい。この国でエルフは魔族の血を引く者とされますから【宗教国家ヘスリファート】では禁きん忌きに近い存在として、わたしのような存在は神聖教会が身み柄がらを預かり光神ルロディス様の裁きを待つ身なのです。そうしない場合は奴隷として売られるか、神聖騎き士し団だんによって火ひ炙あぶりの刑けいにされます」

　おぃおぃ火炙りとは、中世の魔ま女じよ狩がり。セーラムの魔女裁判やジャンヌ・ダルクかよ。

「もしかして、ルビアはハーフエルフなのか？」

「父と母は人族らしいです。なのでハーフではないと思います」

　人？　ということは先祖返り？　らしいです……という言葉からして、実の父や母を知らないのかもな。それとも、本当に魔族の血を引く者？　ユイも魔族の血をひいていると話していたが、彼女のような差別らしき言葉はユイからは聞いていない。

　マハハイム山脈から下の南方諸国は多数の神々を信しん奉ぽうしている人々が多いとノーラは言っていたし、このヘスリファートだけの社会制度のようだ。

「……ほぅ、この国じゃエルフは魔族と同じ扱あつかいなんだな」

「えぇ、はい。大昔、エルフたちの国【ベファリッツ大だい帝てい国こく】で戦争が起きた時、この地域に住んでいた人族の多くが、エルフたちによって虐ぎやく殺さつされたのが原因とか……詳くわしい経けい緯いは知りません」

　歴史は繰くり返かえす。か。

「他の国ではエルフに寛かん容ような国が殆ほとんどと聞いていますので、遠くから来た旅人の方は皆みな、驚かれますね。国境では、領内に入ろうとした何も知らないエルフの冒ぼう険けん者しやと国の警備隊が小こ競ぜり合あいになることが多いと聞きます。そして、捕とらえられて奴隷にされるエルフの方も多いのです……わたしのように教会に預けられるのは希まれなんですよ」

　うへぇ、差別国家か。

「宗教国家は伊達だてじゃないようだ……」

「嫌になりますよね。でも、わたしを育ててくれた教会の方々は温おん厚こうな方ばかりなんです。わたしのこともちゃんと面めん倒どうを見てくれていますし」

　教会が面倒を見ている？　温厚？　そんなことを言っても、ルビアの服装からは温厚さなんて一ひと欠片かけらも感じさせないのだけど……聞いていると可哀かわい想そうになってきた。

「……それはよかった」

　同情しながらも、ありきたりな言葉しか出てこない。例えば、俺が金をやるからこんな国を出ないか？　とか、言っても場所が離はなれすぎて無責任だよな……。

「……はい」

「でも、君を一人で残していくのはどうなんだろう？」

「仕方がないですよ。巡礼の旅は司祭様には重要らしいです。わたしにここを任せると言ってくれました。巡礼は長い期間かかるので、ずっとお留守番らしいですけど」

「なんでだ？　ずっと？」

「地方の神聖教会では司祭様が巡礼に出て、だれも居なくなった教会は打ち捨てられる場合もあると言っていました。だから、ここを守ってくれと……」

　彼女は悲しげな笑えみを浮かべる中、黒猫ロロが畑の散歩に満足したのか走って戻ってきた。黒猫ロロはルビアの表情を見て、不思議そうに小さな声で鳴く。俺はその鳴き声を耳に捉えながらも、キリスト教のことを考えていた。

　俺の知るキリスト教会と、ルビアが話をしている神聖教会は違ちがう、と。

　普通は「朝起き千両夜起き百両」のように、日々を規則正しく神に感謝しながら慎つつましく暮らして、地域のコミュニティを大事にするのが、牧師。

　そして、献けん身しんを意識して共同体の一員として社会に貢こう献けんしたい、といった立派な心がけを持った、私利私欲のない人物というのが表向きのイメージだ。

　内実は人間だから、色々と欲に塗れた糞な牧師も居ると思うが。

　まぁ、現代的なイメージで考えても仕方ないか。

「にゃぁっ」

　そんな愚ぐ考こうを重ねていると、黒猫ロロが飛とび掛かってきた。

　触しよく手しゆを上手に使いながら外がい套とうの上、右肩でストップ。少しずつ触手の使い方が達人染みてきたな。体操選手の着地より完かん璧ぺきだ。ん、汚よごれが……新品の外套に土跡あとが付いている。

「……ロロ、肉球、汚れているぞ」

　そう言って、黒猫ロロの首根っこを掴つかみ、抱っこする。そのまま地面に下ろした。

「洗うから、そこの地面にじっとしてろよ？」

「にゃ」

　胸ベルトから皮布を取り生活魔法の水を出す。

　その水を使い、黒猫ロロを片足ずつ丁寧に洗う。

　勿論、もこもこした感触がかわいい肉球の丸みを重点的に洗うのは忘れない。

　……よ～し、こんなもんでいいだろうと、洗った足を皮布で拭ふこうとするが、どうも放水の根本が気になるらしい。

　ちょろちょろと放物線を描えがく生活魔法の水流へ向けて、シャドウボクシングを行うようにフック気味の猫パンチを当て始めてしまった。

「かわいい～！　おもしろいです。ロロちゃん」

　ルビアもかわいいよ、とは言わない。そんなこんなで暴れる黒猫ロロを宥めながら、肉球をどうにか拭き終わると、

「普ふ段だんはこんな風に拭かないんだけど、実はこの服、外套は新品だったりしたんだ」

　どうせ汚れるけど、最初の一時間ぐらいは新品の状態を維い持じしたいからな。

「凄い綺き麗れいな品ですね。胸の刺し繍しゆうはイリアス様の？」

「おっ、そうだよ。さすがに知っているね」

「はい。この国では珍めずらしいですから、光の神様と光の精せい霊れい様以外はあまり信しん仰こうされていないのです」

　一神教に近いのか。キリスト教原理主義フアンダメンタリスト、イスラム教原理主義に近い教えなのかな？

「……まさか、この外套着ていると、迫害されたり？」

「いえいえ、それはない……と思いますが、あるかもしれません……」

　可能性はあると……そこまで濃こいのかよ。宗教国家、怖こわすぎる……。

　ここじゃ神を否定した感じに生活すると地動説を訴うつたえたガリレオ・ガリレイみたいなことになっちゃうのか？　でもありえる。教会のエルフっ子、魔女っ子の監かん視し、それ以外は奴隷か火炙りだろ？　俺の存在が露ろ見けんしたら魔族どころじゃないな！

　禁忌に値あたいするとかいって教皇の騎士団がすっ飛んで来そうだ。

　教皇のなんたら部隊だとか、そんな危ない集団も居る。

　宗教が強いこの国は……嫌だなぁ。さて、ひとまず地名もわかったことだし。

　国にそろそろ帰るか……「水島ァ、日本に帰ろう」と「ビルマの竪琴」の名台詞が脳裏に浮かぶ。

　はは、ヘカトレイルのオセベリア王国が日本って感じにイメージしちゃっている俺が居る。

　だってなぁ、ここらの宿屋でも見てみようと思ったけど遠いし、な……。

　いや、本当は違う。宿屋が遠いとか、なんだかんだ理由を付けている俺だが、実は迫害が日にち常じよう茶さ飯はん事じな怖い差別国家の話を聞いてゲンナリしていた。

　そう、俺の探たん索さくやる気スイッチのボタンは、どこか遠くの空へ消えたのだ。

　と、空を見るようにトウモロコシ畑に視線を向けながら、

「……それじゃ、一旦、教会へ戻ろうか」

　俺はそうルビアに言った。トウモロコシ畑か……。

　一見平和だが、あのトウモロコシが、血に染まった色合いに見えるのは俺だけではないはずだ……。

「宿屋までいかないでいいんですか？」

「うん、もう、いいや」

「わかりました。戻りましょう」

　そして、教会に戻るため土の道を歩いて戻る。

　だが、その教会近くで、複数の魔素を感じた。







第四十六章「紅き流線が風を巻く」







　魔素の正体は数十人の鋲つき革鎧スタデツドレザーを着たやさぐれた男たちだった。彼かれらは薄うす笑わらいの表情を浮かべ、手に長ちよう剣けんと長なが柄え系の武器を持ち教会を囲うように集まっている。その身なりや態度の雰ふん囲い気きからして、ここの兵士ではないと思う。

　そして、手前の顎あご髭ひげを生やした中年男が俺おれたちに気付く。

　抜ぬき身みの剣けん刃ばをひらひらと見せびらかしながら口を開いてきた。

「――おっ、いたいた。あの長耳だ。間ま違ちがいねぇ。だが、見知らぬ男はだれだ？」

「ったくよぉ、外にいたのかよ。教会の中をいくら探してもいねぇはずだ」

　教会の中にも複数いたようだ。入口からぞろぞろと男たちが出てくる。

「お前ら、傷をつけるなよ」

　真ん中のベレー帽ぼうをかぶる男の言葉だ。やさぐれた連中へ指示を出していた。

「そこの金きん髪ぱつ耳長女。名前はルビアと言ったな？」

　ベレー帽を被る男はルビアを知っているらしい。紺こん色いろのベレー帽には軍隊か国を示している黄土色の十字紋もん章しようの飾りが付いていた。顔の彫ほりが深く大きい双眸に、日焼けをした肌はだを持つ。鼻も大きく耳も仏像に多い福耳のようだ。

　黒くろ墨ずみで塗ぬったような髭ひげが揉もみ上あげまで繋つながっていた。

　そして、このベレー帽の男だけが、ルバーシカ風の衣装鎧よろいを着込んでいる。

　首元にくるまった白い襟えりと黒い襟が合わさり、胴どう体たいは黒と黄色が合わさった十字紋章を意識した軽鎧で少しカッコイイ。

　左胸に黄色の十字型のワッペンが付けられていた。

　雰囲気から軍人？　帽ぼう子しと鎧も他と違う。彼がリーダーか。

　すると、ルビアが小さい唇くちびるを震わせるように動かす。

「……どうしてわたしの名を？　あなた方はだれです？」

「そりゃ指定を受けたからな。俺たちは奴隷商会の雇やとわれだ。とりあえずこっちにきてもらえるか？」

「嫌ですっ」

　ルビアは助けを求めるように生まれたての子こ鹿じかのような表情を浮かべて、俺を見つめてきた。少女にそんな顔されちゃあな？　助けてやるさ――ロロッ！

　視線を黒猫に合わせると、黒猫ロロは無言で肩から跳躍。

　むくむくと黒くろ豹ひよう姿へ変化させながら男たちの背後へ走っていく。

　俺は外套を開き、紫むらさき鎧よろいを晒さらしながら両腕を左右へ伸のばした。

　右手には魔槍杖バルドークを出現させる。奴隷商会の兵士たちは、突然、右手に武器を出現させたことに驚おどろいたのか一いつ斉せいにざわめき出す。

　魔察眼で周囲を観察。ベレー帽のおっさんは頬が僅わずかにピクッと動いた。

　他にも、この隊長さんだけ足や手に魔ま力りよくを溜ためていた。

　魔闘術系のスキルが使えるらしい。俺はルビアを守るように一歩、前に踏ふみ出した。

「……この子は嫌だと言っているし。誘ゆう拐かい現場を見み逃のがすわけにはいかないな」

「何だと？　この人数相手に歯向かう気か？」

　俺はその言葉に何食わぬ顔を作り「あぁ」と答えた。

「お前わかっているのか？　この通り我々は正式な国の奴隷制度で認にん可かを受けた【追奴】の【砂鷹】だぞ？」

　証拠だと言わんばかりに、証印が印しるされた羊皮紙を見せる。追奴、砂鷹？　当たり前だが、聞いたことがない。砂さ漠ばくの国にまで手を出しているのか？　俺は睨にらみを意識しながら……そんなことはしらねぇといった気持ちで、

「……それがどうした？」

　と、声のトーンを下げる口調で、ベレー帽をかぶる男を見み据すえる。

「ほぅ、こんな馬ば鹿かが……まだこの国にいたのか。この国で神聖教会に見放されたエルフを庇かばうからには、お前も異い端たん者しやの一員と認にん定ていされる。宗教国家ヘスリファートや神聖教会だけでなく、【ビリマネグ奴隷商会】とも争あらそうことになるが……いいのだな？」

　ベレー帽の男はルビアと俺を脅おどしたいのか、悠ゆう長ちように説明してくれた。

　この国や地域では、よほど確立した制度らしい。

「……構わんよ。俺は別に奴隷制度なんてどうでも、いや、どうでも良くはないか。むしろ奴隷は欲ほしい、美人な奴隷ちゃんとイチャイチャしたい……だが、俺はこの子と知り合ってしまった。今は、見捨てられないよ」

「シュウヤ様……」

　背中から、か細い声でルビアの声が聞こえた。

　ちょっとハッスルしちゃうか。俺のジャスティスが疼うずく。

「けっ、何、青あお臭くさいこと語ってんだァ？　隊長、こんな生意気な若造なんて、さっさと殺して砂さ漠ばく鴉がらすの餌えさにしましょうや」

「そうだ、そうだ」

「隊長、こいつは捕ほ縛ばくじゃなくて処しよ刑けいでいいっすよね？」

　周りの血気盛んな追奴の隊員たち。それぞれに薄うすら笑わらいを浮かべて、俺を脅すように喋しやべってきた。やる気か？　一応、彼らに警告しとこ。

「……お前らに一応忠告しておいてやる。俺に手を出したら所属がどうとか関係なく、全員を殺す。逃にげるなら今のうちだ」

　そう、警告の言葉を述べながらも、俺は紅斧おの刃ばを上向かせた魔槍杖を右みぎ肩かたに担かつぎ、左手を前方へ伸ばして〝ちょいちょい〟という感じに指先を手前に動かす。

　来いよ？　と、誘さそう動作をした。

「コイツ、糞な馬鹿か？　ぺッ――」

　おっ、俺の軽い挑ちよう発はつに乗って来た。

　彼らは怒りの表情を浮かべると、汚い言葉と唾つばを吐はいてから近付いてきた。

「――なめやがってっ」

　もう一人も反応。抜き身の長剣を振ふり上げ、走り寄ってくる――こいつらは自制が利きいてない。隊長の言葉も聞かずに独断専行とか……追奴とか砂鷹とかの大層な名が付いてるが、しょせんは名ばかりの屑くずどもだな。

　ちょうどいい、魔槍杖バルドークの感触を試ためすいい機会だ。

　――魔槍杖の握にぎり手を変へん更こうした。そして、半身の体勢を維持した状態で、魔槍杖の先せん端たん部位の紅矛ほこで、宙に紅円を描くように紫むらさきの柄を握る右手をくるりと回し、下斜ななめの位置で紅斧刃をピタリと止めた。

　魔槍杖の先端の横下に付く紅斧刃を寝ねかした形だ。

　男たちが間合いに入る瞬しゆん間かんを見定めて――その魔槍杖を無造作に前方へ薙なぎ払はらった。

　空間を押し出すような紅き流線が風を巻いて走る。

　紅斧刃が敵の胴体と衝しよう突とつ。ジュッとした短い蒸発音が遅れて響ひびく。

　突っ込んで来た二人の男たちは、胴体と下半身が一瞬で分断され物言わぬ肉につ塊かいとなり内臓ごと宙へ舞まった。僅かに肉の焼ける臭においが充じゆう満まんする。

　ザガが「紅斧刃は火属性を生み出す」と言っていたが、まさにその通りだった。

　肉塊を真っ二つに斬きった断面を見ると、焼やけ焦こげている部位がある。

「――なっ、なんだと……」

「ひぃぁぁ、あっという間に、二人も……」

「ただの槍やり使いじゃねぇ。動きがハンパねぇ、パッねぇぞ！」

「……ハ、ハルバードの動きが見えなかった」

「おぃおぃ……」

「ゼンビ隊長っ、こ、コイツはヤバイですよ……」

　そんな雑魚ざこ共の言葉などは……気にせずに、魔槍杖の感触を確かめる。握り手のグリップ位置を僅かにずらしたり、金属棒をくるくると回して、バランスを確かめていく。

　今度は重さを量るように――魔槍杖を右手から左手へ持ち手を変えて、また、左手から右手へ回転させながら魔槍杖を戻もどす。最後には、伸ばした右みぎ腕うでの内と懐ふところで――がっちりと、紫の金属棒を挟はさむように魔槍杖を抱かかえ込みハルバードの動きを止めた。何も持ってない左手を前方へ伸ばし構える。

「中々の切れ味だ。感触も良し」

　自然と笑顔が浮かぶ……しかし、敵さんは向かってこないな。

　目の前にいる男たちは、突とつ然ぜんの惨さん劇げき、もとい、斬撃に現実が見れないのか。

　俺が魔槍杖の動きを止めて構えても、彼らは悚しよう然ぜんとして立ちすくむだけだった。

　こいつら、何で突つっ立たったままなんだ？　アホなのだろうか……。

「ロロッ」

　俺の言葉を聞いた黒豹型黒猫ロロデイーヌは即そく座ざに動く。

　呆ぼう然ぜんとしている男たちの背後から、暗殺者のように音を立てずに忍しのび寄よる。

　しゅッとした音が立つと、兵士の後頭部から突き抜けた爪骨剣が見えていた。

　……顔を貫かん通つうとは、えぐい。

　黒豹型黒猫ロロデイーヌは紅色の瞳を獣けものらしく猛たけらせると、次なる標的に向け体勢を低く保ちながら移動を開始。足が無防備だった兵士へ狙ねらいを定めると、しなやかに走り寄り――鋭するどい鈎かぎ爪づめを振るう。

　脹ふくら脛はぎの肉を、鈎爪で引ひっ掛けるように傷を与あたえていた。

「――いてぇッ」

　さらに、傷を与えた男の足へ触手を絡からませて転てん倒とうさせる。そのまま勢いよく男の首へ飛び込み「ガルルルゥ」と、獣声を出しながら喉のどを噛かみ切きっていた。

　黒豹型黒猫ロロデイーヌは、掻かき回まわすように動き回って敵集団を錯さく乱らんさせていく。

　そこに「クソッ、囲め！」と声を発して、反はん撃げきに出た敵の槍使いが居た。

　長槍の穂ほ先さきを動き回る黒豹型黒猫ロロデイーヌへ伸ばす。

　が、その槍撃を身をくねらせ器用に躱かわしながら、黒豹ロロは、逆に槍を突き出した男の懐に潜り込む。そして、口から生えた牙きばをキラリと光らせて跳躍――。

　槍使いの首へ飛び付いて喉のど笛ぶえを掻き切っていた。男は槍を地面に落とし、

「ぼぎゃぁっ」

　と、なんともいえない声こわ音ねを吐き、首を押おさえ崩くずれる。

　錯乱からの急きゆう襲しゆう。さすがは相棒だ。やるねぇ。俺も混ざるか！　乱戦に突とつ入にゆう――。

　小こ躍おどりするように、一番近くの男に近付いた俺。

　間合いを潰つぶした相手の、腹部をひっくり返すように魔槍杖をぶち当てる。

　紅斧刃で下腹ごと潰すよう斧刃を浴びせてやった――。

　狙いは次だ。そう標的を捉とらえると爪つま先さき半回転を行う。

　この回転は傍はた目めからはルーレットを行うようにも見えるかもしれない。

　そんな思いで身体を回転させるが、腹部へ喰くらわせた紅斧刃の魔槍杖も俺の回転に合わせて急激に左へと動くので、当然、紅斧刃が沈しずみ込んでいる相手の腹部をさらに引き裂さいていた。内臓と肉塊が無残に飛び散っていくのを、横目に捉えながら、そのままタイムラグなしに回転の勢いのまま前方へ駆かけていた――。

　そこに、右の位置から、俺の首を狙うような袈け裟さ斬ぎりを繰り出してきた男が居た。

　油断したわけじゃないが、守勢の状じよう況きよう、急ぎ反応した――。

　右手に握る魔槍杖を回転させながら持ち上げる。

　紅斧刃を盾たて代わりに上向かせた状態だ――。

　その光る白しら刃はを紅斧刃で受け止めてキィンと硬こう質しつ音が響く中、その白刃を繰り出した相手の煩わずらわしい重さを紅斧刃から感じ取る。

「光式・崩流れを――受けるだと!?」

　――魔槍杖を押し出して、簡単に白刃を弾はじき返す。

　勢いに押された男はスキルめいた言葉を放つが、そんなことは無視だ。

　剣ごと仰のけ反ぞり胸むな元もとを大きく晒している。

　お返しに、そのがら空きの胸部へ、紅矛をプレゼント。

　胸部を突かれた男の胸に空いた穴からジュッと肉を焦がす音が立った。

　その刹せつ那な――着ていた汚きたならしい皮鎧が燃え上がった。

「――ひぎゃぁ」

　燃え出した男は悲鳴を上げてのたうち回る。

　周りの武器を持った男たちへ助けを求めるように腕を振り回していた。

　誰だれも助けることはできずに炎ほのおが大きくなっていくばかり。

　やがて悲鳴を上げていた男は、無残にもこときれ、無言の死を迎むかえていた。

　さっきは炎が出なかったが、燃える時と燃えない時があるようだ。

　すると、その突とつ如じよ火ひ炙あぶりになるという奇き怪かいな現象を目まの当あたりにした周りの男たちは、一瞬だが、動きが止まってしまう。注意が逸それた男たちは隙すきだらけだ。

　もしかしたら、隊長に次ぐ実力者だったのか？

　そんな疑問を思いながら、手前の一人に狙いをつける。

　相手は丸まる刈がりの男。前ぜん傾けい姿勢で駆け寄っていった。

　狙いは、あの丸い頭だ。男の頭を野球のボールに見立てる。

　魔槍杖で横よこ殴なぐりバッティングを敢かん行こう――蒼あおい竜魔石の真ま芯しんで側頭部を捉えた。

　殴られた男の側頭部は大きく凹へこみ、潰れ、ひしゃげ、脳のう漿しようをまき散らしながら、横へ頭の一部が吹ふき飛んでいた。まさに場外ホームランだ。

　脳漿が混じった濃い血が宙に舞い散ちった。

　そして、首だけになった胴体から血が勢いよく噴ふん出しゆつしていた。

　無数の血が、俺の頭、頬を叩くように降ふり掛かる。

　ついでに血それを飲み込む。

　――うめぇぜ。生なま温ぬるい生き血を味わった。

　殴るように扱った蒼い竜魔石も真っ赤な血に染まっている。この硬かたい竜魔石は美しい見た目と違いザガが話していた通り、凶きよう悪あくだ。

　血に染まった顔で、笑顔を作っては、そんな感想をもった。

　俺のバッティングの様子を見ていた他の男たちは、怯おびえた表情を見せる。

　あまりに鋭いスイングに皆、びびったか？

「うあああああ、ば、ばけ――」

「ひっひぃぃぃ」

【追奴】の男たちは背を向けて、口々に奇き声せいをあげながら逃とう走そう。

　俺は〝ばけものらしく〟顔を伝い流れる血を舌を使い舐なめながら、逃げた男を追った。

　そして、蒼い竜魔石に付着した血ち糊のりを落とすように魔槍杖をメイスのごとく振ふるう。

　逃げる男の後ろ足を竜魔石が捉えた――どすんっと、鈍にぶい音が響くと男の足は血に染まりひん曲がって見事に転倒。同時に、重い感かん触しよくが竜魔石から魔槍杖の柄を伝でん搬ぱんし掌てのひらに伝わった。この感触からして、確実に足を折ったと分かる。

　よし、そのまま転倒した男の頭ず蓋がいへと、回転させていた魔槍杖を撃うち落おとす！

　落とした部位は、勿もち論ろん、今振るった竜魔石の石いし突づきだ。

　男の頭部は陥かん没ぼつしながら頭蓋が飛び散るように粉ふん砕さい。

　そして、蒼い竜魔石は、勿論のこと……その周囲の大地も血に染まった。

　まさに、ヴァンパイアここに現れり、といったように、血塗れだ。

「――糞、血槍の化物が！　逃げるな。死にやすくなるだけだぞっ」

「は、はい」

「怯ひるむな！　しょせんは槍使いと獣一匹ぴきだけだ！」

　ゼンビ隊長は指揮官らしく声を荒あらげ、部下へ指示を飛ばす。隊長の声で、なんとか逃げ腰の男たちを繋ぎ止とめていた。だが、そんなのは関係ない。今度は槍を持つ相手に狙いをつける。同じ槍使いだ。よっしゃ！　槍なら槍で、殺り合おうぜ――。

　俺は洒落しやれでなく邪じや悪あくな笑みを浮かべながら突とつ貫かんした。

　怯えた目を浮かべた男がぶるっと肩かたを震ふるわせて、槍を突き出してくる――なんだこれ、温い、鈍い、遅おそい、遅すぎるッ！　いつかの訓練で使った木人杭くいの方が速いぞっ!!

　――その瞬間、アキレス師し匠しようとの訓練を思い出す。

「――だめだ、だめだ！　だいたい握り手が甘あますぎるのだ。スキルに頼たよりすぎなのもよくない。小指から順番に、槍の柄を握る指を鋼のごとく意識しろ！　指の付け根に柄を喰い込ませるようにな！」

　師匠、その目がすでに鋼のようですよ。とは突っ込めなかったな……。

「こうですか？」

　と、握り手を意識して、師匠へ黒槍タンザの槍突を繰り出す。だが、

「甘いッ、温いッ」

　師匠の無造作の極致とも感じられる槍構えからの、固い防ぼう御ぎよに加えての攻こう撃げき。

「鈍い！　遅い、遅すぎる！　なんだ、その槍突は、人形かお前は！」

　アキレス師匠の激げき烈れつな言葉と技わざを受けた直後、多少は自信を得ていた俺の槍突は、瞬しゆん時じに崩れる。特とく殊しゆな風槍流の槍技連れん携けいに為す術なく、最後に、止めの〈刺突〉を、腹の鳩尾に喰らっていた……。

　今も胸が、腹が痛い。

「……爪先から身体の軸じくを意識した動きも忘れるな、〝風薙ぎ〟と〝爪磨とぎ〟で身についた技術を生かせ、〝追煉れん獄ごく〟はこのようなものではないぞ」

　そんなゴルディーバでの「追煉獄」の訓練を思い出しながら、迫せまる槍やり刃ばに対して、ゴルディーバで身に着けた技術、爪先半回転で、槍使いの攻撃に反応していた。

　最少回転の動きで攻撃を躱し――回転しながら槍使いの懐に入った俺は、クロスカウンターを喰らわせるように、相手の肩かた口ぐちへ魔槍の紅斧刃をぶちあてた。

　紅斧刃は同じ槍使いの胸半ばまで沈み込んでいく。

「ひぎゃばばばっ」

　斧刃を食くらった男は悲鳴にもならない奇声を上げた。どす黒い血が胸から噴出する。

　紅斧刃に触ふれた血が蒸発して、鉄血の匂いが充満した。こんなもんか――槍使いとして不ふ甲が斐いない男の胸を蹴けりながら、胸に沈み込んだ紅斧刃を引き抜く。

　そして、この小さき戦場を牽けん制せいするように魔槍杖を横回転させた。

　――そこに投とう擲てきのナイフが飛んでくる――ちょうどいい。紫の軌き跡せきに見えるくらいに魔槍杖を回転――扇せん風ぷう機きの羽のように扱った。飛んできた投擲ナイフを全すべて弾く。

　ナイフを全て弾ききった後、今度はナイフを投げてきたのとは、別の、中柄の兵士が手に持っていた長剣を投擲してくる。大切な手持ち武器を捨てるだと？

　当然のように、その長剣を弾く。ナイフを投げてきた相手は、今は無視。長剣を投げ捨てた無防備の男へ、一いち瞥べつを向けてから、魔闘脚による踏み込みで地面を強く蹴る。

　爆ばく発はつ的てきな加速で剣を〈投擲〉してきた相手に近付き――瞬時に槍の間合いを確保。足あし腰こしから腕へ力を伝搬させた〈刺突〉を無防備な男の胴体上部へ向けて繰り出した。紅紫の一条螺ら旋せんが風となる――魔槍杖バルドークによる初のスキルだ。

　炎を宿したような紅矛の〈刺突〉は、男の皮鎧を簡単に突き抜け穿うがった周りに、紅き円線の傷を作り上げていた。

「ひっぐぉ」

　男は痛みを超こえた苦く衷ちゆうの表情をあらわにしながら顔を上に反らし、両りよう膝ひざを地面につけて、全身を痙けい攣れんさせる。両手腕を左右に広げて動かなくなった。

　その光景に一いつ瞬しゆん、映画「プラトーン」の有名なシーンを思い出す。しかし、次の光景により、その思い出した映像は、すぐに脳のう裏りから消えていった。

　動かなくなったベトナム戦争男の胸にある紅き円線がみるみるうちに太くなり、皮鎧が円状に捲まくれて中から血が吹き出し、円線状に広がった傷が燃え出していく。

　魔槍杖の先端の片側に付いてる紅斧刃により角度が付くように燃えた部分は紅ぐ蓮れんのように燃え盛り、爛ただれた三日月を形どった。

〈刺突〉は〝捻ひねり〟を加えるからな。斧刃の先端と矛ほこ刃ばが合わさると、こんな円形状な傷きず跡あとを作るらしい。そこにドサッと倒れる音が聞こえる。視線を音の方向へ向けた。

　さっき俺に向かって大量のナイフを投擲した男を黒猫ロロが仕留めたようだ。そのナイフを投擲していた男は地面で蠢うごめく。触手骨剣によって貫つらぬかれた首元から溢あふれる血を両手で必死に押さえていた。これで残すは……ベレー帽の隊長のみ。

「ひっ――」

　ルビアが怯えてしまった。これは仕方がない。

　こんな凄せい惨さんな現場を見たら普通は怯える。

「なっ……」

　ゼンビと呼ばれた隊長クラスの男も怯えていた。

「……さて、ゼンビ隊長さんとやら。奴隷商会についてルビアを拐さらう理由を聞かせてもらおうか？　その内容によってお前をどうするか決めるつもりだ」

　ゼンビの隊長さんは戦せん闘とう意欲が失うせたようで、手に持っていた長剣を地面に落とし、焦燥顔で色々と語ってくれた。

【砂鷹】とは【ビリマネグ奴隷商会】の奴隷を捕つかまえる専門部隊の名前だった。

　ビリマネグ奴隷商会は【宗教国家ヘスリファート】で正式認可を受けた数少ないビリマネグ大商会の一部門で、【追奴】と呼ぶ追つい認にん奴ど隷れい狩がりの許可を正式に国から受けた民間の大商会の一つらしい。追認奴隷とは、国が認めた民間の奴隷狩り免めん許きよ状じようで、エルフや魔族の血を引く者を捜そう索さくし、捕ほ獲かく、処刑を目的とした者たち専用の許可証なんだとか。

　こいつらは【宗教国家ヘスリファート】だけでなく、南のゴルディクス大だい砂さ漠ばくに存在する【アーメフ教主国】まで越えつ境きようしては、その砂漠の王国の各オアシス都市でエルフの血を引くものを捕らえて奴隷化しているらしい。ただし【アーメフ教主国】では許可証が通用しないので、あまり表だって行動はせずに、裏の組織と協力しながら活動していると、ゼンビという男はそんなことを得意気に語っていた。ルビアについて聞いてみる。

「……ルビアの存在はどこで知った？」

「司祭からだよ。それも、ここの街【ベルトザム】のな。ドネプ司祭と名乗っていた」

　ゼンビの言葉を聞いたルビアは〝信じられない〟といった頓とん狂きような表情を浮うかべていた。

「……嘘うそですっ、ドネプ様、司祭様がそんなことを言うはずがありません」

　ルビアの表情を見つめるゼンビは、わざとらしく顔を歪ゆがませる。

「いや、本人だと思うが？　ドネプと名乗った男は金きん髪ぱつ碧へき眼がんで神聖教会の司祭しか着衣が許されない緑の法ほう衣えを纏まとっていたぞ」

「そ、そんな……」

　ゼンビの言葉は真実らしい。ルビアを更さらに追い込んだ。

「ドネプ司祭が言うには、前々から教皇庁中央神聖教会に連れん絡らくを取り、処分について枢すう機き卿きようの一人に許可を得たと語っていた。一度保護したエルフの血を引く者は処分するのにも一々報告が必要だからと、口を尖とがらせて愚ぐ痴ちをこぼしていたな」

「司祭様が……」

　ルビアは今にも泣なき崩れそうだ。

「その司祭から直接頼たのまれたのさ。わたしたちがフォルトナ山へと赴おもむいている間にベルトザム教会に残して置いた金きん髪ぱつ長耳のルビアを拐ってくれってな。わざわざ金も用意してくれたからよく覚えている」

「ゔうぅ……」

　あまりにもショックなのか、彼かの女じよは泣き崩れてしまった。

「お前は司祭に何か恨うらまれることでもしたのかねぇ？　ま、俺の知ったことではないが」

「……わかりません。ドネプ司祭のお手伝いを八年以上ずっと続けていましたし……」

　八年以上か、その間に何かあったのかね？　ルビアの歳としは幾いくつなんだろ……。

「そういった理由で、追奴の俺たちがここに来たというワケだ――これで、俺が知っていることはすべて話したぞ」

「そうか。わかった」

　それじゃ実験再開といきますか。

　魔槍杖バルドークを構えた。紅斧刃の前端ではなく後端の杖つえ部分に嵌はまっている蒼い巨水すい晶しようのような竜魔石の出っ張りを先へ伸ばした。

　この蒼い竜魔石の魔ま法ほうを試す。

「まっ、待ってくれ……助けてくれないのか？」

　問答無用……その前にルビアに注意しとくか。

「離れていろ、ルビア。見たくなかったら見ないでいいぞ」

「は、はい」

　彼女は涙なみだを汚きたない袖そで口ぐちで拭きながら、その場から離れ距きよ離りをとった。

「――そんなっ、全部、説明して話をしたのに、待ってくれ！　俺を殺っても、次から次へと追奴が来るだけだぞ？」

　来たところで無む駄だだ。無視。右手に握る魔槍杖へ魔力を注ぐ。最初の忠告通り――情け容よう赦しやはせず。その刹那――魔槍杖の後端部位に嵌っている蒼色の巨水晶が反応。

　蒼色の巨水晶の塊かたまりから幾つもの縦たて縞じまな青白い閃せん光こうが生み出されていった。

　そうして、光った巨水晶から氷の柱が勢いよく前方に伸びていく。

　ゼンビはその氷柱に反応できない。というか、俺もびびってしまった。

　氷柱は瞬しゆん間かん的てきに伸びに伸びてゼンビの眉み間けんと額を突き破やぶっていた。

　そのままゼンビの頭部を胴体から引きちぎって、彼の背後にあった教会の壁かべへと、その頭部を縫ぬい付つけていたからだ。しかも、頭に突き刺ささった氷柱は、教会の分厚い壁をも貫き突き抜けている。

　すげぇ……氷の如によ意い棒ぼうかよっ。というか、鋭い氷両手剣の切っ先だな……。

　ゼンビの首なし胴体からは噴ふん火か口こうのように血がドバドバと噴出。力なく倒れていた。

　だが、いきなり伸びすぎだろ。魔力を注ぎすぎたか？　魔槍杖の後端から伸びた氷柱を壊こわすように、握っていた魔槍杖を横へずらす。すると、伸びていた氷柱は折れるというか一瞬で溶とけながら、水が蒸発するように儚はかなく消えていった。僅かに冷たい空気が残のこり香がのように漂ただよっている。そのまま蒼い巨水晶から氷を生み出し、何回か氷の実験。この氷の棒……魔力によって調節できるようだ。その時、「ひぃぁッ」と、驚きよりも恐きよう怖ふの色を混ぜた声を発したルビア。地面に尻しり餅もちをついてしまっていた。この魔槍杖でまだ試したいことがあったが、急ぎ魔槍杖を消去。怯えた彼女の下へ近寄り、手を差さし伸べる。

「……大だい丈じよう夫ぶか？　怖がらせてしまったな」

「……すいません」

　彼女の小さい手を握り起こしてあげた。彼女の小さい手は震えている。手の内側に瘤こぶの感触もあった。しかし、手より表情だ。俺を見る目が完全に化け物を見る目だ。

　ま、無理もない。こんな残ざん虐ぎやくショーを間近で見てしまえば……俺が嗜し虐ぎやく的だとわかるだろう。だが、今はそんなことはどうでもいい。

「……ルビア、これからどうする？　この現状、この町に住む他の人々に知しれ渡るのは時間の問題だぞ」

　半ば、脅して見えるかもしれないが、事実を語る。

「わ、わたしは……」

　黙だまってしまった。恐怖や司祭に裏切られたことで混乱して考えが纏まらないのかな？　この子はもう追われる身だ。ここに放っておけば……だから、最低限のことはしようか。ゲートで逃がすことは可能だと思う。だが、他人をゲートで移動させたことはまだない。成功するかわからない。が、やるだけやって挑ちよう戦せんしてみよう。

「……ルビア。ここから離はなれられるとしたら離れたいか？」

「ここから……離れる？」

「そうだ。だが、失敗するかもしれない」

「離れ……失敗？」

　ルビアは不安気な表情。だが、その双そう眸ぼうからは少女らしくない、希望の炎を宿したような力強いものを感じられた。

「……そうだ。俺が魔法を使ってな」

「――お願いします！　このままここにいても、わたしは奴ど隷れいに、もしかしたら火ひ炙あぶりに、だからすぐにでも離れたいです」

　……もう怯えた目が消えて、確りと俺を見据えている。

　なら、やることやって、ちゃちゃっと撤てつ収しゆうだな。







第四十七章「心の中にある小さな教会」







「わかった。それでルビアの歳は幾つなんだ？」

「十三です」

　十三歳か、若いけど大丈夫かな。この世界の成人年ねん齢れいなんてわからないが、その年齢なら独りでも判断できるだろう。

「そうか。同情はする。だが離れた先では面めん倒どうは見ないからな？　それでもいいか？」

「はい。大丈夫です。わかっています」

　冷たく言ったが、最低限の支し援えんはするつもりだ。

「わかった。その前に死体を片付ける。今日は教会に人々が集まるようなことはある？」

「いいえ、司祭がいないのはわかっているはずなので、さっきのように怪我けがをした子供たちが来るぐらいです」

「そっか、なら、そんなに急がないで済みそうだ。表に散らばる死体は俺が片付けてくるよ。ルビアは荷物を整理して教会で待っていてくれ」

「はい」

　そうして、俺は追奴の死体を片付ける。

　黒猫ロロにも手伝ってもらい素す早ばやく死体を畑へ運んだ。

　畑にえっさほいさと穴を掘ほり、死体を穴に放ほうり込んで埋うめてから戦った教会の手前に戻り、生活魔法の水をばら撒まいては壁の血汚よごれも洗い流していく。

　血の匂いは取れない。が、あらかたの掃そう除じが終わった。ま、こんなもんでいいだろう。

「ロロ、戻ろう」

「ン、にゃ」

　黒猫ロロを肩へ呼び、教会の中へと戻った。

　入口横の扉とびらに手を当てながら、

「――ルビア、終わったぞ」

　と、ルビアに語ると、彼女は祭さい壇だん前にある鎮ちん座ざしている十じゆう字じ架かへ祈いのりを捧ささげていた。

「神は天にいまし、世の全ては御み心こころのままに……」

　それは「赤毛のアン？」の一節？

　偶ぐう然ぜんか。この子はこんな現状でも神に祈っているんだな。

「……荷物とかはいいのか？」

「はい、この同じ服が二着あるだけです」

　ルビアの手に握られているのは雑ぞう巾きんのような袖そでなしの下着服だけだった。

「それだけ？」

「そうです」

　マジかよ。どんな慎つつましい生活をしていたんだ……。

　これからは生活も変わるだろうし、最後にもう一度、彼女の気持ちを確かく認にんするか。

「ルビア、ここを離れたら教会にはあまり行けなくなるかもよ？」

「大丈夫です。わたしは生まれた時から心の中に〝小さな教会〟がありますから、その教会がわたしを生かし続け、導いてくれるはずです」

　ルビアは笑っていた。後光を感じるほどに。なんか心が洗われるような笑え顔がおだ。

　心にある〝小さな教会〟が導いてくれる……か、信しん仰こうが深いね。

　この子こそ司祭に相応ふさわしいんじゃないか？　少し感動したよ。

　……と、そんなことはどうでもいい。ゲートを起動させる。

「……わかった。ゲートを起動させるから、少し待ってね」

「えっあ、はい」

　ポケットのトラペゾへドロンの二十四面体を取り出し、ゲートの一番目の記号をなぞり入力。ゲートが起動した。

「わぁ～」

　ルビアは驚きよりも感動しているような顔つきだ。

「ルビア、手を出して」

「あっ、はい」

　彼女の細く小さい手を握った。掌からは力仕事をやっていたと思われる、ごつごつした瘤の感触があった。だが、手の内はやはり少女のそれだ。小さく弱さもある。

　すぐにでも壊れてしまいそうな気がしてしまう。

「……ここに入るよ」

　ルビアは顔を見上げ、決意の色を目に浮かべると、大きく頷うなずいた。

　俺おれも頷き、彼女を連れてゲートへ入る。無事にルビアと一いつ緒しよにゲートを通ることが出来た。同時にヘカトレイルの宿屋に到とう着ちやく……ふぅゲート通過は成功。

　狭せまき部屋に戻ってこれた。少し心配だったけど移動できた。ま、黒猫ロロも移動しているのだから、触れてさえいれば、できると思ってはいたけど。

「ンン、にゃっ」

　黒猫ロロはいつものように硬い寝しん台だいへ跳ちよう躍やく。

「ルビア、ここは城じよう塞さい都市ヘカトレイルだ。ルビアがいたところより南のずっと南。大砂漠を越こえマハハイム山脈を越えた、南の王国【オセベリア王国】だよ」

「……は、はい。ここが？」

　彼女はきょろきょろと小さい頭を回して、部屋を見ている。

「狭い宿屋だよな……済まない」

　考えてみたら、ここ、ルビアが生活していた部屋より狭いからな……。

「あ、そういうわけではないのです。すいません。ここが【オセベリア王国】ですか……遠い国の名前としか、知りませんでした――あっ、この鏡、同じですね」

「そうだよ」

　トラペゾヘドロンがまた自動的に外れて俺の頭に纏わりつく。

　それを掴つかみまた胸ポケットにしまった。

「ここにも教会はあるが瞳ひとみが赤になっても長耳のエルフでも、ヘスリファートよりかは差別されないと思う。その辺についてはあまり詳くわしくないのでわからないが、ある程度は自由に生活できるだろう」

「そうですか……シュウヤ様。ありがとう。やっぱり凄すごい方だったのですね。このような転移魔法を使えるなんて……」

　助けておいてなんだけど……使えることは黙っていてほしいかも。

「あっ、このことは口外しないでほしい。内密にしてくれないか？」

「はい。わかりました。絶対に話しません。内密にします」

「それと、お金をあげとくよ、これで好きな物でも買って生活の足しにしてくれ」

　そう言って、アイテムボックスから、魔ま法ほう袋ぶくろ二つと金貨数枚を取り出し、ルビアの手に握らせた。

「えっ、これ、オセール金貨……こんな大金、貰もらえませんっ」

「いいから、俺はこれでも金持ちなんだよ」

「にゃっ～」

　黒猫ロロもそう鳴きながら、その場で片足を上げて寝台をぽんぽんと叩たたく。

「ロロも賛成している。素す直なおに受け取って」

「……はい。でも、ただ、じゃれてるだけでは……」

「はは、そうかもだけど。違ちがうんだなぁ？　あんな可愛かわいい顔のロロディーヌだけど、ちゃんと俺たちの会話を理解している時がある」

「ンン、にゃぁ」

「本当なのですか？　凄い猫ねこちゃんなのですね」

「ああ、自じ慢まんの相棒だよな？」

「にゃ」

　いちいち、返事をする黒猫も何か来るもんがあるな。

「ふふ、でも、シュウヤ様……」

　ルビアは笑った後、急に俯うつむいてしまった。

「ん？」

「どうして、わたしのような何もない女を助けてくださったのです？」

　そりゃなぁ……ま、正直に言うか。

「将来が楽しみな綺き麗れいな女だからだ。むさい男だったら放って置いた可能性もある」

「……そうですか。ならば、この貧相な体をご自由に使ってください」

　そう言ってルビアは顔を赤らめると、汚い服を脱ぬぎ始めてしまった。

　――うひゃ、というか、そういう教育はどこの誰に教わったんだ？

　仮にも教会で生活していたんだろうに……。

「待った――勘かん違ちがいするな。確かにルビアは綺麗で裸はだかにも興味はある。むしろ、いずれは頂きモッコスしたい。だが、こんな行動を取るのは純じゆん粋すいに助けたいと思ったからだ」

　ルビアは不思議そうな表情を浮かべ「えっ？　もっこす？」と発言。

　うぐっ、そんな卑ひ猥わいな造語を……決して、邪じや神しんとかではないぞ？　モッコリの進化系なのだ。と、心の中でいい訳を繰くり返かえす。

「……気にせず、とにかく服を着てくれ。いいな？」

「あっ、はい。良いのですか？　男の人はこうすれば喜ぶと宿場で聞いたことがあったのですが……それに、わたしにはこれしか……」

　だからか。宿場なら、酔よっ払ぱらいが変な会話をしてそうだもんな。

「良いんだよ。かっこつけてるんだから、深くは聞かないでくれ。それと、俺のような人殺しが言う台詞せりふじゃないが、女の子は体をもっと大切にしろ。男は基本野や獣じゆうだからな。もっと警けい戒かいしなきゃだめだぞ？　さっきのようなことは好きになった男だけにするんだ。これから先の人生は、ルビア自身が切り開いていくんだから……」

　俺は照れを隠かくすように説教染みた言葉を吐はく。素直に心情をぶちまけたが、自分で言ってて恥はずかしくなり語ご尾びでは顔を背そむけてしまった。

「ふふ、シュウヤ様はきっと光神ルロディス様が、わたしに遣つかわせてくれた光の御子様ですね」

　どこかの女め神がみのように微笑ほほえむルビア。お祈りポーズを俺へ向けていた。

　そんな拝まれたら、調子が狂くるう……。

「そんなことしないでいい、拝み祈るのだけは止めてくれ。よし、これから、買い物を兼かねての、少しだけヘカトレイルの都市を案内してやる」

「はいっ、わかりました。お願いします」

「わかった。それじゃ行こう」

　俺はルビアを連れ安宿を出た。最初は、大通り近くの食い処が多い横丁が続く商店街を紹しよう介かい。次に、大きな市場を案内してあげた。

「今日はヘカトレイルに来た特別の日だ。奢おごってあげるよ」

「はいっ」

　繁はん盛じようしている露ろ店てんの一つで、串くし焼やき肉が売ってたので、ルビアの分も買ってあげた。

　彼女は早さつ速そく、口に肉を運ぶと、ほくほくと笑えみを浮かべながら美味おいしそうに肉を頬ほお張ばってる。その他にも野菜が豊富に入っている謎なぞの汁しる物ものや、甘いサトウキビ系のフルーツ物を買ってあげた。

「――ここは本当に凄い都会です。こんなに多くの人たちが生活し食材に溢れて……それに、こんな美味しい食事は、わたしの人生で初めてです」

「そうか。よかったよかった」

「はいっ」
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　笑顔がいいね。こういった都市に上手うまく馴な染じんでくれればいいけど。

「それじゃ、なんでも屋みたいなとこへ案内するよ。俺が離れても大丈夫なようにな」

「えっ、シュウヤ様？　もう離れてしまうのですか？」

「いや、まだだ。店はこっちの通りを戻もどったところにある」

　ルビアの不安な視線はわかる。だが、心を鬼おににして不安そうな彼女の視線を無視。そのままルビアの手を握にぎり、バボンの店へ案内してあげた。

「ここなら何でも揃そろうから。必要な物を買うといい」

「はい」

　ルビアは背はい嚢のう、剣けん、盾、皮鎧よろい、ブラシ、金物一式、皮服上下、ベルト、簡易食料、等を買い背嚢に詰つめ込んで背せ負おっていた。

「ルビア、色々買ったな……」

　まさか、冒ぼう険けん者しやでも目指すつもりなのか？　詳しくは聞かないでおく……。

「はいっ、必要最低限の物は用意しておこうかと……」

「重さは平気？」

「優やさしいですね、でも、力仕事もこなしていたので大丈夫です」

「そか。ならいい。それとまだ案内する場所がある。まだこの都市に居るといいんだが」

「？」

「こっちだ。行こう」

　案内するのはドワーフ兄弟の店。俺の知り合いは、この二人しかいない。

　そして、ルビアを頼めるのはザガぐらいだ――ん、まただ、背後から俺をつけている魔素。まぁ、距離を保ち襲おそってくる様子がないのが救いか。今はルビアがいるし……正直、襲われたくない。ドワーフの店まで、足早に急いだ。俺とルビアが店前に近付くと、ボンが走って出で迎むかえてくれた。そして、いつものように黒猫ロロが走っていく。

　店前に馬車が停とまったままだから引ひっ越しはまだ少し先らしい。

「エンチャントッ」

「にゃぁ、にゃ」

　あはは、まただ。ボンとロロのメルヘン空間。ルビアも不思議そうに見つめていた。

　――将来が楽しみな美少女。そんなルビアを助けたのは俺。

　だから、俺が面倒を見るべきだとは思う。

　でもな……俺といたら危険が付き纏う。それに、俺には俺の目標がある。

　そんな身勝手な目標に巻き込みたくはない。

　いや、そんなことは建前だ。単に無責任なだけ。

　そう……少女の命を危険から守るという責任から逃にげている無責任野や郎ろうなのさ。

　今の表情は顔に出ているかもしれないな……。

　と思いながら少し彼女たちから視線を逸らしてから、

「……ボン、ザガに用がある。店の中に入るぞ」

「エンチャッ」

「ルビア、いくぞ」

「はいっ」

　そう言って、店の中へルビアを連れて入った。

「おっ、シュウヤじゃねぇか。どうした？　武器のメンテか？　にしては早すぎるよな」

「よっ、ザガ。今日は武器や防具とかの話ではないんだ。その……突とつ然ぜんだが、この子、ルビアの世話を頼みたいと思ってな」

　ザガとボンなら信用できる。

「……んおっ、なっ、なんだと？」

「シュウヤ様？」

　ルビアは突然のことに俺を不安気に見つめてくる。う、すまんな……。

「……ルビア、このドワーフはザガだ。外にいたボンはザガの弟。兄弟で、この鍛冶かじ屋やをやっている。腕うでは一流だ」

「おぃおぃ、突然だな。シュウヤ。俺らにその子を世話しろと？」

「あぁ、頼む。いっぱしな鍛冶屋にしろとは言わない。彼女には金も渡わたしてある。ただ、生活に困らないだけのフォローをしてくれればと……」

　俺は頭を下げてお願いした。ザガはルビアを見ている。考えているようだ。

「あの、シュウヤ様。わたしは大丈夫ですよ」

「だが、知り合いはできた方がいいだろう？」

「はい。ですが……」

「おい、ルビアと言ったか。俺はザガだ。外の丸いドワーフは、俺の弟で名はボンだ。〝これからも〟よろしく頼む」

　お、ザガは間断なく了りよう承しようしてくれた。これからもの声が強調されていた。

「受け入れてくれるのか？」

「当たり前だ。シュウヤの頼みとあっちゃ断れんよ」

「ありがとう……」

「なにいってる！　こないだ、たんまりと儲もうけさせて貰ったんだぞ」

　ザガは快活に笑う。

「それにな、何かこう、お主とは不思議な縁えんを感じさせるんだ。ボンもあの黒猫と不思議と通じ合っているし、これからも俺たちドワーフ兄弟を儲けさせてくれると、そんな商売の予感がするのだ」

「本当に良いのですか？」

　ルビアが青い目を瞬まばたきさせて、そう聞いていた。

　ザガの厳いかつい風ふう貌ぼうとは違う、正反対の言葉を喋しやべる姿に驚おどろいているようだ。

「いいぞ。だが、じきに迷めい宮きゆう都市ペルネーテに引っ越す予定だ。それでもいいなら、世話をしてやる」

「大丈夫です！」

　ルビアは、ぱっと音を立てて花が咲さくような笑顔で応こたえている。会心の笑みかな。

　色白の頬ほおにえくぼが出来ていた。

「――よろしくお願いします」

　そのまま彼女はザガへと頭を下げている。

　そこに、ボンと黒猫ロロが店に戻ってきた。

「エンチャント」

「ン、にゃ」

「ボン、そこのルビアという女の子と一緒に生活することになった。挨あい拶さつしとけ」

「エンチャ？」

　ルビアを見たボンは疑問形で発言。

　そして彼かれ特有のくりくりした目を輝かがやかせ、優しい表情を浮かべる。それからいつもの、

「エンチャントッ」

　と元気よく挨拶していた。ボンは挨拶したルビアの傍へと、とてとてと歩き近づく。

　ルビアの身長が自分と同じぐらい？　とでもいうかのように、手をルビアの頭に向けて確認していた。同じぐらいと確認すると、それが余計に嬉うれしかったようで、腕を交こう互ごにクロスしながらの、特殊なサムズアップを披ひ露ろうしていく。

「――あの、よろしくです。ボンさんとザガさん」

「エンチャッ、エンチャッ、エンチャント！」

「おうよ」

　ボンについてはザガが上手く説明してくれるだろう。

「それで、ルビア。俺は基本鍛冶屋だが、それなりの商人でもある。お前さんは何ができる？　何か得意な物や、何かしたいこととかあるのか？」

「はい。わたしは回復魔法が得意です。それと……冒険者に成りたいです」

　彼女は話の途と中ちゆうで振ふり向むき力強く話す。俺と同じか……あの回復魔法ならパーティでかなり重宝される。いい選せん択たくかも。だったら最後の置おき土産みやげでもしていきますか。

「冒険者か。【迷宮都市ペルネーテ】ならうってつけだ。あそこは冒険者の数がハンパないからな。ルーキーからベテランまで〝ごまん〟といる。なんとかなるだろう。それに俺らもできるだけフォローしてやるさ、なぁ、ボンよ」

「エンチャントッ」

　よかった。大丈夫そうだ。これをルビアに渡しとこう。

　アイテムボックスを開いて、古代竜の牙きばで作られたロングソードを取り出した。

「ルビア、冒険者で頑がん張ばっていくなら、この長ちよう剣けんをあげるよ」

「おっ？　そりゃ……」

　ザガは古竜の長剣を見て驚く。俺はザガに向き、黙って頷いた。

「ありがとう。でも、いいのですか？」

「いいんだよ。それじゃ俺はここまでだ。また何か縁があれば会えるだろう」

「シュウヤ様。本当にありがとうございました……いつか、またお会いしたいです」

　ルビアは丁てい寧ねいに深くお辞じ儀ぎをしてから、すぐに頭を上げると、熱い眼まな差ざしで見つめてくる。彼女の離れたくないという気持ちがこもった視線には気付いていた……。

　だが、何度も思うが、俺にはやることがある。

「……あぁ、またな。ザガとボンもまた、会おう」

「にゃっ」

「おうよ」

「エンチャントッ」

　俺と黒猫ロロは店から退出。ザガ＆ボン＆ルビアと別れた。

　いずれ迷宮都市ペルネーテには行くつもりだ。
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　さて、久々にポポブムの姿を見に行くか。

　ホルカーバムへ向かうには乗り物が必要だ。ギルドの隣となりの厩きゆう舎しやへ向かう。

　すると、掌しよう握あく察に反応あり。背後からの追つい跡せき者しやだ。

　その魔素は、無視だ。ポポブムが休む場所を探した。

　居た居た。元気そうなポポの頭部が見える。小さい緑の瞳が、かわいい。

　黒猫ロロも早速、そのポポブムの頭の上に跳躍。

　そのままトタトタと後頭部へ歩く黒猫ロロ。

　そして、くるくると後頭部の上で回り始めると……そのまま頭の上を占せん領りようするように丸くなった。結局眠ねむるようだ。

「ブボッ？」

「よっ、ポポブム。久々だな」

「ブボッ」

　ははは、元気そうだ。鼻息が荒あらい荒い。

　ざらざらした肌はだを撫なでてやる。跨またいで、乗ってみよう――。

「――よしっ」

　懐なつかしい、鞍くらの上からでもわかる。

　内うち腿ももに感じる、ポポの堅かたい筋肉の感かん触しよくが一気に柔やわらかく動く。

　ノシッノシッと、躍やく動どう感を感じる。いい感じだ。

「――あっ、旦だん那な。その魔獣を連れていくんですかい？」

　ポポブムを気に入ってくれた厩うまや番ばんが話しかけてきた。

「そうだ。今まで世話になったな」

「いえいえ、お元気で、……寂さびしいですが、お前もまた元気でな？」

「ブボッ」

　厩番へ返事をするポポブム。

　はは、お前も、あの気のいい厩番を気に入ってたようだな。と、ポポブムの側頭部を撫でて上げてから宿屋へ向かい、宿に戻った。

　さて、暫しばらくはゲート先を調べるのは封ふう印いんだな。

【ホルカーバム】に到着したら考えるか。

　そこでアイテムボックスの格納を指でタッチ。

　パレデスの鏡をボックスの中へ入れる。そうして、部屋を出た。

　その足で宿部屋を解約。宿主人の無愛想だった親父おやじさんから、去り際ぎわに、ミカンのような果実をもらった。サイカという名のフルーツだ。名前は宿と同じサイカ。

　黒猫ロロがそのサイカのフルーツを物もの欲ほしそうに、紅色の眼球にある黒い虹こう彩さいを獣けものらしく縦に細めて見つめていたが、無視。

　その果実を胸ベルトのポケットの中に入れてポポブムへと乗り込む。

　あっ、どうせ、【ホルカーバム】へ行くなら、またギルドに戻るか。

　ホルカーバムに関する依い頼らいがあれば一石二鳥だし。

　依頼を見て決めよう。またギルドの隣にある厩舎に戻り、ポポブムを預けた。

　厩番に変な顔をされたが、気にせずに黒猫ロロを連れてギルドに入る。

　依頼のボードを見ていく。ホルカーバム行きの依頼は……。

　殆ほとんどが隊商護衛の依頼だな。ＣやＤの依頼ばかりだ。
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　依い頼らい主ぬし：ルクソール商会

　依頼内容：Ｃランク、魔鋼都市ホルカーバムまで隊商の護衛。

　応おう募ぼ期間：最終期日。出発は荷物の関係で午後から予定。

　討とう伐ばつ対象：なし

　生息地域：なし

　報ほう酬しゆう：金貨一枚

　討とう伐ばつ証しよう拠こ：なし

　注意事じ項こう：陸上輸送なので盗とう賊ぞくやモンスターには気をつけてください。北口の新街、港から出発します。緑と黒の旗色に馬と剣の紋もん章しようが目印です。

　備考：三つの荷馬車と二つの幌ほろ馬車で移動予定。定員六名。定員限界はなし。ただし、馬や魔獣の乗り物は必ひつ須す。農作物に果実や金細工など、多彩な荷物を運びます。その荷物を盗賊から守ってほしいのです。尚なお、数時間後にこの依頼紙は撤てつ去きよしますのでお早目に。
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　この依頼がホルカーバム行きで一番ランクが高い。

　報酬が少ないがこれにしようか。Ｃランク依頼だと、何いずれもこんな報酬だしな……。

　どうせ、達成数にはプラスされるんだ。決めた。

　受付にこの木札を持っていく。ギルドの受うけ付つけ嬢じようには癒いやしのおっぱいさんがいなかったので、彼かの女じよとは別の美人受付嬢へと、ギルドカードと木札を提出。

　依頼はすぐに受理された。ギルドカードを返して貰い、転移陣じんに多数消えていく冒険者たちの様子を眺ながめてからギルドを後にした。

　ポポブムに颯さつ爽そうと乗り込みギルドカードを確認する。依頼達成数は十。順調に増えていってる。さて、もうこれで【城塞都市ヘカトレイル】の冒険者ギルドとはサヨナラか。

　結局、最後までおっぱい受付嬢の名前を聞かなかったなぁ。

　あの爆乳に顔を埋めてみたかったよ……。







第四十八章「謎多き、美人過ぎる冒険者」







【魔鋼都市ホルカーバム】へ向かう隊商護衛依頼を受けた。だが、集合場所にはまだ向かわなかった。都市を離れるから旅の準備をしないとな。

　鍋なべ料理はまだまだある。が、まずは食料だ。新しい外がい套とうを左右に開き紫むらさき鎧よろいを晒さらした状態でポポブムに乗りながら中央市場へ向かう。

　黒猫ロロはポポブムの後頭部に座すわりながら、首元から生やした触しよく手しゆの先せん端たんをポポブムの首に当てたり擦ったり目を塞ふさいだり悪戯をしていた。

「ロロ、危ないから止よして」

「ンン、にゃ」

　黒猫ロロは触手を引っ込めると、これでもかっというぐらいに上体反らしを行い、逆さま視点で俺を見上げてくる。ひっくり返りそうだが……『かわいい視線を向けても何もあげないぞ』っと、笑いながら進む。暫くして……中央市場に到着した。

　ここは相変わらず人種の坩る堝つぼ。ポポブムから降りて手た綱づなを引きながら露店を物色していく。すると、露店ではなく直接地面に絨じゆう毯たんが敷しかれたフリーマーケットのような売り場が目に入る。少し興味が出たので近付いてみた。

　ペルシャ絨毯のような上には大量の平たい陶とう器き瓶びんが置いてある。これ小型の水差しか。

　絨毯の奥おくには頭にターバンを巻く虎獣人が胡坐あぐらをかいて座っていた。

　雰ふん囲い気きからして……この獣人店主は縦笛を吹ふきそう。

　そして、陶器瓶の口から蛇へびがにょろにょろと踊おどり出てきそうだ。

「――いらっしゃいっ、フジクで作られた瓶だぞー」

「少し、見させてもらいます」

「おうっ、ゴーモック商隊の品しな揃ぞろえには負けるが、これでもここの壺つぼは俺が運んできたんだ、買っていってくれいっ」

　残念ながら笛は吹かなかった。

　虎獣人ラゼールの店主は、快活に元気よく品物を勧すすめてくる。

　俺は水を生成できるし、こういった陶器の容器が手元にあれば何かと便利かも？

　値段もお手て頃ごろだし、買っちゃうかな――と。

　結局……全部の平たい壺を買かい占しめた。

　積み上げてアイテムボックスに纏まとめて入れる。

「……ありがてぇ、フジク連れん邦ぽうのおっかぁへと顔向けでけらぁ、かっけぇ紫むらさき騎き士しさんよ、ありがとうよ」

　虎獣人の商人は目元に涙なみだを溜ためながら話し、毛がふさふさしている頬を釣つり上あげて満面の笑みを浮うかべて喜んでいる。

「……いえいえ、では」

　俺も笑顔を意識して立ち去る。次はあそこだ。最近お気に入りの露天商。見た目はただの幕を張った簡素な店。だがしかし、美味おいしい鍋なべ料理を出だす隠れた名店なのだ。

　そこにある椅い子すに座り、また鍋料理を複数注文、ストックを増やしておく。

　後は何を買おう？　やはり、定番のパン類かな。

　パン屋も並ぶ色々な食材が売っているところへ向かう。

　ここのパン屋は、棚たなに並ぶパンの種類は少ない。ライ麦で作られたような堅そうな黒パンが並ぶ。茶色い丸いパンもあったが、どれも同じような堅そうなパンだ。

　堅くてもスライスすれば、サンドイッチには使えそうなので買う。

　後は、見たことのあるパウダー系の香こう辛しん料りようやら、チーズ、生ハムのような豚ぶた肉にくの塊かたまりと、牛系ルンガの肉につ塊かいを買っておく。いつか料理に使うかもしれないし。

　茸きのことか、新しん鮮せんな野菜類も必要かな。隣の店に移動して、レタス、パプリカに似た野菜も買い、肉と一緒に一つの大きな袋に纏めていれた。最後にその大きな袋をアイテムボックスの中へ保存。食材はこんなもんでいいか……と、胸ベルトに装着できる小物類と背嚢の中身を改めてチェックした。

　魔ま法ほう瓶びん、細かい生活資金を入れた魔法袋、普ふ段だん着ぎの皮服、皮布、各種ポーションが入った頑がん丈じような小さい金箱。木の歯は磨みがきブラシは胸ベルトに収まっている。

　これら品物は背嚢と一緒に新しく買い直した物だったりした。

　それにしても……この岩型魔法瓶はいい商品。

　迷宮都市からしか産出しない鉱石から作られているとクナは言っていた。

　水と血の保存に最適なので、俺の旅には必ひつ需じゆ品ひんと言っていいだろう。

　魔法瓶の蓋ふたを開閉して背嚢に戻す。あ、石せつ鹸けんも用意しなきゃ、もうギュザ草は使い切ってしまった。石鹸は高級な品にあたる。バボンの店には置いてなかったし、石鹸が売ってそうな店は……あまり行ったことのない貴族たちが住むエリアへ行ってみるか。

　ポポブムに乗り込み、並歩ウオークの速度で中央市場から外れて、貴族たちが住む通りへ向かった。暫くして、通り沿いを歩く人々の身なりが良くなってくる。

　貴族、商人の関係者たちだろう。ポポブムの重そうな足で踏ふみつけられている地面も今までにない鱗うろこタイルを使ったモザイク画のような物が敷き詰められている道に変わってきた。色合いも白を基調としているので、高級感で溢あふれている。

　通り沿いには、特別な店も増えてきた。華はなやかな飾かざり付つけの宣伝看板が置いてある。

【シュハーレルの雑貨店】

「高位職人三十名と直接契けい約やくしているのはシュハーレルだけです。品質は保証しますよ」

「キーラ・ホセライの占屋。運命神アシュラーの導き」

「マダム・カザネには負けません。料金は南マハハイム一安いです」

【魔金細工店ジル】

「指輪は天下の回り物」

「オセベリア芸術大賞五八九にて、ノミネートされたアクセサリーが展示されています」

　ここは日本でいったら銀座、パリなら八番街、と言ったところか。高級店が建ち並ぶ中、客の出入りが多いシュハーレルの雑貨店の前でポポブムを停めた。

　路上駐ちゆう車しやで罰ばつ金きんを取られることもない。俺はポポブムから降りて、綺麗なタイル地面を踏みながら店に近付き、ガラス窓が付いた専用扉とびらを押おして、店の中に入っていく。

　いい匂においが鼻び孔こうを占領。それは脳内に新しい物質を生み出すようないい匂い。

　店内はそんな香かおりで溢れていた。匂いからして清潔感を演出するとはいい店だ。

　早速、物色を開始する。陳ちん列れつされた商品は雑貨屋という名の通り、服、布、小物類などが売られている。お、高級そうなポケットサイズのブラシもある。

　猫ねこ用ようにこれも買っておこう。ブラシを一個手に取った。他の棚も見ていく。

　へぇ、ほんと、色々あるんだなぁ。髪かみ留どめの金具、肌を守る樹液から作られた塗ぬり薬ぐすりから、えっちな形の棒、小型の鞭むち、孫の手らしき木の棒、革かわ紐ひも、香具、香こう華げ、香こう壷ごに匂い袋も売っていた。いい匂いがするわけだ。

　肩かたに居た黒猫ロロは匂いが気になるらしく。鼻をくんくんさせている。

「ロロ、大人しくしとくんだぞ、あ、そうだ、これも買っとこう」

「ンンン」

　喉のど声で返事のみ。まぁ『わかっているにゃ』という感じだろう。

　孫の手的な木の棒と革紐を取り、石鹸を探す。石鹸、石鹸と、あった。石鹸の売り場には、淑しゆく女じよらしき貴族女性と連れの侍じ女じよが陳列台に並ぶ豆とう腐ふ形石鹸の物色をしていた。

　この貴族の女性も石鹸を買うらしい。彼女は品定めをしているようだ。貴婦人の胸には財さい布ふ兼けん小物入れが、ぶら下がっていた。

　婦人は一つの石鹸を手に取って侍女が持つマフの上に乗せている。

　確か、あの首からぶら下げてる財さい布ふ、中世ではボルサと言うんだったっけか。

　ここじゃなんていうか知らないけど――そんなことを考えながら、俺おれも石鹸を手に取ってみた。石鹸は豆腐サイズの巨きよ大だいな物ばかり。

　色は緑と白の二つしかない。どうせなら大人買いしちゃお。

　棚の下にあった十個ぐらい入っている木箱ごと受付に持っていく。

「いらっしゃいませ――まぁ、こんなに。ありがとうございます。木の棒、革紐、大銅貨五枚、ブラシ一個で銀貨一枚、石鹸は十個で銀貨十枚になります」

　棒と革紐で大銅貨五枚、ブラシで銀貨か。まぁ樫かしの木のように確りした木目があるし金具も銀色の金属で、持ち手にも滑なめらかさがある。豪ごう華かな作りだ。これを丹たん精せい込めて作った職人の姿が目に浮かぶ。しかし、ブラシと石鹸だけでも銀貨とはな。

　もしかして高級宿の一泊ぱくより高いんじゃねぇか？　「銀貨か」と、思わず一言ボソッと、言ってしまった。同時にアイテムボックスから銀貨と値段分の金を出す。

「はい、確かに。では、今サービス中ですので、サーマリア国での人気の品『人魚の皮』と言われる皮布を三枚付けますね」

　サービスはいいけど、人魚？　皮？

「人魚って……」

「はい。元はサーマリア地方にしか出現しない水辺にいるライノダイルというモンスターの皮らしいです」

　良かった。モンスターか。名前的に犀サイか鰐ワニ系か？　サーマリアと言ったら人魚を食う話を覚えていたので、一いつ瞬しゆん、美人な人魚の生皮かと思っちゃったよ。

「このままお持ちになりますか？」

「あぁ、うん。このままで良いよ――」

　アイテムボックスの中に布と石鹸を乗せた箱を入れていく。ブラシは胸ベルトのポケットの一つに入れた。店員の女性はアイテムボックスの中に箱が消えていく様を見て、『あの魔ま法ほうの品はもしかして』と目を輝かせている。そして、俺が構わずに見せびらかすので、口をあんぐりと開けて驚いていた。この店員、どこかのお嬢じようさんなのかな。

　自然と開いた口を手で隠す動作も綺麗な所作だった。

　動きからして上品。「それじゃ」と、俺は挨拶してから、そんな貴族的な店員を尻しり目めに、店を出て、ポポブムに乗り込む。ついでだ。ボックスから……魔ま竜りゆう王おうの蒼眼を出しておこう。この表面がツルツルして感触がいい魔竜王の蒼眼。

　肩から斜ななめに装着している胸ベルトの多数あるポケットの中へ入れておく。

　この蒼眼を使った魔法がどんな感じになるか、暇ひまな時に試ためしたい。

　魔槍杖の後端、蒼あお色の竜魔石の氷魔法よりは威い力りよくは低いらしいが……。

　荷物のチェックを一通り済ませてからポポブムに跨またがり進み始める。

　大通りからヘカトレイルの城門の門橋を渡る。そして、城じよう壁へきの外にある浮ふ浪ろう者が多い新街を通り港へ進んでいく。その際に気き掛がかりなことがあった。

　相変わらず、背後から追跡者の魔素が。一応、背後を気にしながら魔槍杖を肩に担かついで進む。背後の魔素の動きは、付かず離はなれずの絶ぜつ妙みような動き。

　こないだから俺を尾び行こうしている者と、同じ奴やつか……手て練だれだな。

　だが、都市を離れてもついてくる気なら、好都合。人通りが少なくなれば〝はっきり〟と視し認にんできる……。

　そんな風に背後を気にしていたが……結局、何事もなく港についた。

　船から滑かつ車しや櫓やぐらで荷物が運ばれては大きな舷梯タラツプが船から港へ伸のびて人々がヘカトレイルの地に降りていく。あれだけの船を運用しているんだ。きっと大規模な海運商会なのだろう。さて、船ではなくて馬車の一群を探さないとな。

　確か、依頼の紙に書かれてあったのは……「緑と黒の旗色に馬と剣の紋章」が目印。

　ここには色々な商隊の旗印が風に靡なびいていたので、探していく……。

　黄色の虎とら型マーク、赤白の旗にスペードの形をしたシンボル、斜めに緑線が入る白旗、緑色の亀かめ型マーク、象ぞう牙げ色いろの星シンボル、臙えん脂じ色いろに縁ふち取どられた乙女おとめシンボル等……商隊の中には冒険者たちの姿があった。おっ、あった。幌馬車が二台に荷馬車が三台。馬車近くの長棒の先に靡いている旗には「緑と黒に馬と剣」のマークがあった。周りにいる冒険者たちも多い。ここだけで十数人は居る。荷馬車には次々と果実や野菜に貴金属が載のせられていく。金銀の細工品と見られる物が日の光を反射している。鉱物らしき物は馬車台にロープで固定していた。鉱物、金、野菜、果実か。バラバラだな……幌馬車の方にも木き樽だるが幾いくつも運ばれて積まれる。そんな詰め込み作業を見学しながらゆっくりとポポブムを近付かせて、冒険者集団が集まっている場所で待機すること数十分――。

　いつの間にか、俺を追つい跡せきしていた背後にあった魔素がなくなっていた。その代わりに同じ依頼を受けていると思われる黒外套を着込む冒険者や暗あん褐かつ色しよくのフードを被る冒険者たちがぽつぽつと現れる。少し怪あやしいが……共に待機している冒険者たちの列に加わっているので、多分、普ふ通つうの冒険者だろう。冒険者たちが集結しているタイミングで、幌馬車からターバンを被った商人らしき男が顔を出す。

　ターバン頭の商人は、冒険者たちの様子を確かく認にんすると、馬車から降りてきて口を開く。

「……わたしはルクソール商会のタジキ。この隊商輸送を任されている者です。依頼を受けた冒険者の皆みな様さま方がた。今回の護衛を宜よろしくお願いします。先導及および、その他、諸もろ々もろの決め事は冒険者様同士でお決めになってください。我々は指示に従いますので、では――」

　名はタジキ。小気味の良い口調だった。大きいターバンに、上下一体型の質素な茶色ブリオー系の服を着ている。動きやすさを優先しているようだ。ま、旅だから、動きやすさを念頭に置いた服なのだろう。あの大きいターバンだけ豪華。中に何か詰まっていそうなターバン。鍔つばがある表面に宝石ブローチが飾ってある。もしや、お菓か子し、飴あめ玉だまとか詰まっていたりして……そんなおかしな想像をしていると、特とく徴ちようある頭を持つタジキは御ぎよ者しやに何か話をしてから馬車の中へ戻っていった。そして、待機していた冒険者の集団から数人が前へ出る。大おお袈げ裟さに手を挙げながら、背が高い人物が喋り出した。

「――わたしはＣランク冒険者クラン【ローデリアの黄昏たそがれ】のリーダー、ケンス・リトマネン。他に八名のメンバーがいる」

　そう名乗ったケンス氏は茶色の革鎧ソフトレザーの上に小さいチェイン系防具を装着していた。俺よりも身長が高く頭には羽はね飾かざりの帽ぼう子しを被っている。

　縞しまの線が入った腰こしベルトに長剣を差し腕には丸盾たてを持っていた。オーソドックスな装備だ。続いて、他の冒険者の代表が前に出た。

「わたしはＤランク冒険者クラン【ファダイクの牙】だ。五名メンバーがいる。名はリーゼ・ドセッティ」

　リーゼと名乗った男は槍やりを持つ。他には、動きやすそうな青革鎧を身につけていた。

「……わたしはＢランク冒険者、フラン、個人参加だ」
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　フランと名乗った冒険者は、黒外套に付ふ随ずいする頭ず巾きんを脱ぬぎ、頭部を晒す――。

　お？　赤髪？　しかも綺き麗れいな女性だ。その様子と喋った内容に周囲が少しざわついた。

　高ランクで女性の個人冒険者は珍めずらしいらしい。それよりも……そのフランと名乗った女性冒険者の肩には不思議な物が止まっていた。

　全身が半はん透とう明めいの鷹たからしき生物？　半透明というより僅わずかに蛍けい光こう色しよくを発している。

　いや、俺の魔察眼だと蛍光色を僅かに放っているとわかるだけか。

　魔察眼なしだと透明な存在だ。光の屈くつ折せつでそこに何かが存在しているとわかる瞬しゆん間かんがある程度で、注視していなければ……まずわからないレベルの透明さ。

　使い魔や獣魔の類たぐいだろうか？

「Ｃランク冒険者クラン【戦神の拳こぶし】のリーダー、ゴメス・ドロン。他に俺を含ふくめて四名のメンバーがいる」

　女性の肩上で静止している不思議な生物を凝ぎよう視ししていると、ゴメス・ドロンという冒ぼう険けん者が名乗りを上げていた。寸ずん胴どうな体格で首元が肉厚の筋肉で覆おおわれている恰かつ幅ぷくのいい男。

　太い両拳に似合う分厚い腕甲の先端から金属杭くいが飛び出ている。

　あれパイルバンカーか？　接近戦専用だ。盾にもなりそう。カッコイイ。

　硝しよう煙えんと死し臭しゆうにはまみれてないが。このゴメスを含めた冒ぼう険けん者しやたちで、魔闘術を使えるのはリーダーと軽装備の青白い髭ひげ跡あとが目立つ人物のみ。その剃り跡が異様に目立つ彼の目付きは怪しいぞ……何か特別なピュアな恋を望む目付きだ。

　特に俺を見る目に、仙魔術級の寒気を感じた。近付くのは止めておこう。俺は女が好きだからな。

　全体的に超ちよう要よう注ちゆう意い人物かもしれない。

　そして、フランと名乗った高ランク冒険者の肩で静止している透明な鷹の存在にはだれ一人として気付いていない。

　双そう眸ぼうに魔ま力りよくを留とどめられる人物はいないようだ。これは一見そう判断できるだけで実は使える人物がいるかもしれないが。

「Ｃランク冒険者……トマス・グラセライ。個人だ」

　トマスと名乗った人物は暗褐色マントを羽織り頭巾を下ろしているので、装備類は一いつ切さい確かく認にんできなかった。

「Ｃの、個人参加、ロッカだ」

　同じように大きい暗褐色のマントを羽織っている。顔はトマスと同じで頭巾で覆われているので見れない。これで俺以外の全員が名乗った。

　この依頼はＣランクだから、自分のランクとか報告は必要はないと思うが……ま、元日本人の魂たましいを持つ俺だ。一歩前に歩き、短く名乗ることにする。

「Ｃランク冒険者、シュウヤ・カガリ」

　すると【ローデリアの黄昏】のリーダーのケンス氏が身ぶり手て振ぶりで再び話し出す。

「……全員、名乗りましたね。それでは高ランクのフランさん。リーダーを――」

「いや、わたしは個人参加だ。フォローに回った方がいいだろう。指示には従う」

　ケンス氏が喋っている途中で腕を上げて、言葉を遮さえぎったのはフランと名乗った肩に不思議な鷹のような生物を飼っている女冒険者。

　彼女は赤髪、深しん紅く色の質感だ。瞳ひとみは鳶とび色いろ。両頬には小さいソバカスがぽつぽつとある。

　身に付けている装備は黒外套で覆われているので確認できないが、背から両手剣けんの柄が見えていた。謎なぞ多き、美人過ぎる冒険者か。俺と同じような胸ベルトを装着している。

　ベルトの背中側に両手剣を連結しているんだろう。

　魔闘術による魔力操作もスムーズだ。Ｂランクは伊達だてじゃない。そんな女冒険者の左ひだり肩かたにいる半透明な鷹は、まだ動かずにジッと待機状態を維い持じしていた。

「わかりました。では、次に高いＣランクの中から決めたいと思いますが、何か意見はありますか？」

　皆みな、黙だまったままだ。

「沈ちん黙もくは肯こう定ていと捉とらえます。では、【ローデリアの黄昏】のわたし、ケンス・リトマネンが、この護衛依頼のリーダーを担当したいと思います――皆みな様さま、よろしいか？」

　わざわざリーダーをやるとは、殊しゆ勝しような方だ。

　リトマネンという名前、昔のサッカー選手にいたような気がする。

「【ファダイクの牙】のリーゼだ。異議なしだ」

「個人のトマスだ。了りよう解かいした」

「さっき断ったフランだ。勿もち論ろん、わたしも賛成だ」

「【戦神の拳】のゴメスだ。俺たちも構わねぇ」

「ロッカだ。個人参加だが賛成する」

「えっと、個人のシュウヤです。賛成です」

　俺も物々しい感じに合わせながら賛成に一票。

「わかりました。では、先導は我々が担当します。中衛に【ファダイクの牙】、後衛に【戦神の拳】という形で個人の方は、ご自由にご自分で判断をして好きな位置を守ってください。では、出発しましょう」

「「おうっ」」

　アバウトだけど、皆、納なつ得とくした様子だ。大きな返事の声を上げていた。

　大所帯の冒険者クラン【ローデリアの黄昏】が先頭を進み始める。

　リーダーのケンス・リトマネン氏は商人たちが乗った幌馬車の御者に話しかけていた。

　そして、ケンス氏は腕うでを上げながら威い勢せいのいい声で先導を開始する。

　商人が乗る幌馬車に続いて馬が嘶いななき荷馬車が進み出す。

　冒険者たちは、それら荷馬車を守るような陣じん形けいで周りを固めていた。

　多数の馬や魔獣たちが躍動。蹄ひづめの足音が重低音を作り出す。冒険者たちが利用している乗り物の殆どは馬だったが魔獣に乗っている者たちも存在した。それは俺を含めた四人。暗褐色のローブ外套を着る二人組。名前はロッカとトマス。個人参加の方々だが、お揃そろいの太い二本脚あしを持つ恐きよう竜りゆう型魔獣なので知り合い同士なのかもしれない。この二人は一言も言葉を交かわさないが衣服といい魔獣といい類るい似じ点てんが多い。

　もう一人は高ランク冒険者のフラン。騎き乗じようしているのはポポブムに似た魔獣。

　プボォッと、法ほ螺ら貝がいのような鳴き声もそっくり。しかしよく見ると色や形が俺の乗るポポブムと少し違ちがう。系統は同じ種類のようだが。そんな魔獣に乗るフランの左肩に止まっていた半透明な鷹が、ふと急に飛び立った。

　一瞬消えたように見えた。が、彼女の真横の中空の位置で低空飛行で飛んでいた。

　飛ひ翔しようしている形が魔察眼ではっきりとわかる。先導を進むクランのメンバーたちは結構な速度だ。この辺は、街かい道どうが整備されているから速度が出せる。

　多数の冒険者たちに守られた隊商チームは土つち煙けむりを出しながら街道を進む。

　俺は振り返かえった。高い城じよう塞さいの壁かべが小さい。もう遠くの彼方かなただ。

　――然らば城塞都市ヘカトレイル――然らば、キッシュ。

　――然らば、ロケットおっぱい。透明感ある笑えみを持つ大切な友……。

　それに、紅虎の皆、おっぱい受付嬢、侯こう爵しやくシャルドネ、ルビア、グリフォン隊のセシリー。皆、いい美人さんたちであった。海馬体のシナプス回路には彼女たちの笑え顔がおが保存済みだ。また、どこかで会えると嬉しいが。
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　そんなことを考えながら一日目が過ぎていく。

　隊商は夜になるまで街道を西へと文字通り一直線に進む。

　やがて完全に日が落ちると先導の馬たちが足を止めた。

　リーダーを務める背が高いケンス氏が片かた腕うでを上げる。

　その何気ない仕草は本当に俺たちを率いる隊長の姿に見えた。

　渋しぶいな、あんな仕草をやってみたい。と真似まねしようと考えていると、その渋いケンス氏が俺たちの方へ馬を走らせてくる。

「止まれっ、このまま、ここで休きゆう憩けいする。見張りは各クラン、個人で自由に決めてくれ。出発は明日の朝だ」

　最初といい随ずい分ぶんとアバウトなんだな。皆、言われていた通りに各自、自由に過ごす。

　ただし、荷馬車と幌馬車の周りに集まって休憩するのが、この護衛依頼のルールらしかった。何分、俺は護衛依頼は初だ。わからないのでその場の雰囲気に従って動いた。

　クラン同士はクランで集まり、ぼっちなソロ組も個人参加同士でキャンプの火の周りに集まって過ごす。しかし、皆、終始、無言ときたもんだ。なので寂しく過ごす。

　ついこないだ受けた依頼のメンバーとは百八十度態度が違う……。

　ペルヘカラインの冒険。あの地下で遭そう遇ぐうした少女、影かげは一体……。

　俺は昔を思い出しながら沈黙を続けるメンバーの様子を窺うかがった。

　赤髪のフランは両手剣を肩に抱かかえ離さずに、用心しながらビスケットのような物を口へ運んで食べている。ぱさぱさしてそうだけど、美味おいしいのか？

　……暫く、無言のまま時間が過ぎていく。

　見張りを担当した冒険者が、うとうと、と寝ね静まった深夜過ぎ。

　……燻っていた火元の近くで体育座りで休んでいたフランが、キャンプの場から、こそこそと離れていくのを視界に捉える。なんだろ？　この時間に……。

　と、疑問に思いながら、俺もその場を離れポポブムを休ませている場所に戻もどった。

　ポポブムの後頭部で丸くなって寝ていた黒猫ロロに向けて、

「ロロ、少し隠身をする。ここで留守番しておいて」

「ンン、にゃっ」

　猫ねこらしくアンニュイそうに顔を上げて鳴くと、尻尾しつぽを軽く叩たたきながら再び丸くなる。

『寝かせろニャ』と心の声が聞こえたような気がした。

　黒猫ロロはもう眠いらしい。それじゃ、黒猫ロロは置いてフランの後を追いますか。俺はポポブムが寝てる場所から離れキャンプをしていた場所へそそくさと戻り、フランの背後を追った。〈隠身ハイド〉と〈夜目〉を発動。

　女冒険者フランの背中が見えた。彼女は周囲を確認するように、きょろきょろと頭を回し、用心深く歩いている。キャンプが張られたところからはかなり離れた。

　だれもいない背せ丈たけの高い草が繁しげったところで、立ち止まると、また、念入りに周囲を確認している。まさか、おしっこか？　もし怪しくない行動なら罪悪感を覚えてしまう。

　そして、俺の〈隠身ハイド〉スキルがフランの気配察知を上回っているのか気付いていない。やはり〈暗者適応〉の恒こう久きゆうスキルと〈隠身ハイド〉のスキルの相あい性しようは抜ばつ群ぐんだ。暗くら闇やみは俺のホーム。だが、やべぇな変質者になった気分だ。ん、気分ではなく実際、変質者か……そんなどうでもいいことを考えていると……お、良かった。

　彼女は腕を動かしている。おしっこ、ではなかった。少し残念？

　……変態思考はここまでにしよ。フランは小さい紙し片へんに文字を書き記していた。

　さらに書いた紙片を小さく丸めている。

　そして、肩に止まっている不思議な鷹の足に備え付けられた筒蓋を開けて、その筒つつの中へ丸めた紙片を丁てい寧ねいに入れて筒蓋を閉めていた。

　連れん絡らく用の鷹なのか。彼女は透明な鷹の頭を撫でてやると、クェッと鷹は甘あまえた声を発していた。蛍光色に輝かがやく鷹は、そのまま翼を広げ夜空へ飛び去っていく。

　あのフランとかいう赤髪の女、冒険者と兼かね合あいで他の仕事をしている？

　本職はスパイや闇やみギルドか？　もしかして俺をつけていた者か？

　フランは鷹を見送った後、草むらから戻ってきた。

　タイミング的に姿を見せて、彼女に何をしていたんだ？　と、問うか？

　無視して依頼を続けるか？　ここで話しかけてもシラをきりそうだ。

　――決めた。様子を見よう。まだ一日目だ。俺はそっと離れるように移動。

　悟さとられないようにポポブムと黒猫ロロが休む場所へ歩いていく。

　歩きながら周りを確認するが、フラン以外の冒険者で怪しい行動を取る人物はいない。

　まぁ当たり前か……本来は商人を守るのが護衛の仕事だ……俺が周りを気にしすぎなのかもしれないし、休む場所でポポブムの頭部が見えた。

〈隠身ハイド〉を解除する。ポポブムは器用に足を畳たたみ休んでいた。

　俺が戻ると、重そうな首を上げて小さい双眸で見つめてくる。

「起こしちゃったか？　気にせず、休んどけ」

「ブボッ」

　そんな低姿勢なポポブムの上に跨り楽な姿勢を探しながら時間は過ぎていく。

　胡座あぐらにしよう。これが一番楽だ。両りよう腕うでを背の後ろに回して頭を上へ傾かたむけた。

　茄子なすのような紺こん。白色の棚たな引びく雲が流れてゆく。

　快晴の夜空はいいな。昼間の晴れた空よりも、やはり夜がいい。

　――星々が綺麗だ。茄子紺のキャンバスを星々が彩いろどる。

　今もこうして恒こう星せいの周りを回っているということは、この宇宙のどこかには太陽系が存在し第三惑わく星せいの地球があったりするのだろうか。いや違うな。

　最初、一番最初の転生時、違う次元、違う宇宙とあったから違うのだろう。インフレーション、宇宙背景放射、ダークマターの量や膨ぼう張ちよう速度が違ったりするのかな？　未知の素そ粒りゆう子しの海から神の粒子のヒッグス粒子もすべてが違うんだろう。違う星々には神々と関係があったり、同じハビタブルゾーンを回る衛星惑星に住む未知の宇宙生物、この星より文明の進んだ知的生命体も居るのだろうか。

　はぁ……つい地球的側面をもって物事を見てしまう。ここは異世界だ。

　綺麗な宇宙を眺めていく……飽あきない。あの宇宙の先、いつか行けるだろうか。

　そして、転生してきた俺、成長をしている俺だが、この広大な宇宙を考えれば、ちっぽけな存在だ。世界は広い……広いが、まずはこの世界、この星を満まん喫きつしないと。

　と、夜空の無限に広がる宇宙についての考察を続けながらも、ちゃんと、周囲の観察も怠おこたらずに続けていく。

　すると、寝ていた黒猫ロロが起きてくる。

　ねぼけ眼のまま、股上に乗ってきた。かわいいいやつだ。

　俺は夜空の無む駄だな考察を止めて、そのロロの毛並みを楽しむように頭から尻尾までグルーミングしてやる。専用のブラシで黒曜石のような毛並みを伸ばしてやった。

　黒猫ロロは嬉うれしいらしい。ごろごろと甘えん坊ぼうなタレ子の喉声を鳴らす。

　かわいい黒猫ロロのナデナデを楽しむ。

　楽しんでいると、ふと、思い出した。

　黒猫ロロ用に買っておいた孫の手と革紐を取り出す。

　これであるものを作ろう――。

「ピタゴラスイッチ」風、子供向け工作番組の鼻歌を鳴らしながら……。

　木の棒の先に、この紐ひもを結んでっと……。

　よし！　簡易的な猫じゃらしの、完成だっ！

　猫型ロボットが四次元袋から魔法の未来道具を出すように、俺はお手製の猫じゃらしを月へ掲かかげるように持った――。

　黒猫ロロは見上げて、棒の先端で揺ゆれている紐へと、反応を示す。

　よ～し、お手製猫じゃらしで遊んでやろう――。

「ンンンッ」

　喉声で鳴いた黒猫ロロはたまらずに、俺の操あやつる紐先を追いかけていった。

　あはは、面白おもしろいっ！

　と俺が笑って油断していると、黒猫ロロは素す早ばやい機動で革紐を捕とらえていた。

「――やるじゃないか、ロロ！」

「ガルルゥ」

　珍しい唸うなり声ごえを上げている黒猫ロロ。

　紐先に噛かみ付いて『もう、離さニャイ！』とでもいうように、無む我が夢む中ちゆうで後うしろ脚で猫キックを紐へ当てている。あぁ～紐が切れちゃう。

　すぐに革紐を引っ張ると、紐が爪に引ひっ掛かかり切きり裂さかれていった。

　だが、これはこれで、新たな猫じゃらしになる。

「ははは、楽しいな！　ロロっ」

「にゃぁにゃおん、にゃっ」

　俺は調子に乗りぐるぐると円を描えがくように猫じゃらしを動かす。

　黒猫ロロは目まぐるしく動く猫じゃらしを、素早い四し肢しの躍やく動どうで走る。

　そのまま自分の尻尾をぐるぐる追おい掛けていった。

　俺は光魔ルシヴァル、ヴァンパイア系の身体能力で紐を動かしているので、この動きについてこれる黒猫ロロも普通ではない。が、あまりにも速く何百回と、猫じゃらしを回したせいか、黒猫ロロは目を回して、変な方向に歩き出してしまった。

　これじゃ童話にあるような黒バターになってしまう。

「ごめん」

「にゃおん」

　速度を緩ゆるめた途と端たん、紐に飛びつく黒猫ロロ。

　回復ハヤッ。革紐はあっという間に紐ではなく繊せん維いの束になっていた……。

　猫じゃらしから手を離すと、黒猫ロロは木の棒にも噛み付いて口に咥くわえて猫キック。そしてキックに満足したのか口に咥えた木の棒を俺の膝ひざ上うえに載せてきた。

　黒猫ロロは人形のように脚を揃えて、その場で座る。

　尻尾は巻き込んでいない。左右に楽しそうに動かしていた。

　つぶらな紅色と黒い虹こう彩さいの瞳は、俺の目を見つめてくる。遊びの催さい促そくか？

「まだ遊びたい？」

「にゃおん、にゃ」

　遊びたいらしい。こうして、霧きりが濃こくなったが何事もなく黒猫ロロとの楽しい遊びの夜は過ぎていく……。
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　――朝日だ。乳白色の霧がまだ発生している。

　その白霧を払はらうように幾つもの条光が街道を照らす。

　先の街道を明るく映していた。

　風がそよぎ霧が空気の流れによってわかれていく。

　光と霧が混ざった朝の素す晴ばらしい光景。幻げん想そう的てきで綺麗だった。

　心地ここち良よい横風も吹いてくる。ハイム川がある方から流れてくる風だろう。

　見晴らしの良い長閑のどかなペンションにでも泊とまったかのような新鮮な気分だ。

　自然と深呼吸を行う……気持ちがいい。いつもこんな感じの朝だといいんだけど。

　そんないい気分で俺を含めた冒険者たちは朝を迎むかえる。

　だが仕事だ。早々に恰幅のいい冒険者が「良い朝だが、ここからだ」と宣言するように語ってから、朝飯を済ませ出発となった。

　俺は隊商の一番後方からついていく形となってポポブムを走らせる。

　まだ昼だ。ガンガンに容よう赦しやなく照らす太陽の光が眩まぶしい。

　そんな真っ昼間の時間帯。左右に凹おう凸とつが激しい灰岩群が散乱する地形を通りかかった時、先導を担当していた冒険者たちの声が響ひびく。叫さけび声だ。







第四十九章「待ち伏せ・急襲」







「うあぁ――」「――敵てき襲しゆう！」

　何だ？　敵？　馬に乗り先頭を駆かけていた仲間たちが黒々とした太い矢に刺ささり勢いよく馬から飛ばされて倒たおれていく。火矢、矢、の他にも火球魔法も飛来してきた。

　掌しよう握あく察の範はん囲い外がいからだ。左方面からの待ち伏せ・奇き襲しゆう。

　――糞が、俺は毒突きながら、矢の雨を作り出している左側の敵を睨にらむ。

　そこには暗褐色姿の集団がいた。魔ま法ほう使つかいは杖つえを掲げて火球を放ち軽戦士と思われる者は弓を構えている。その中で不気味な巨きよ大だい甲かつ冑ちゆうがのそのそと歩いているのが見えた。

　鉄仮面に鉄甲冑だと？　三メートル強ぐらいはあるか？

　図太い鉄てつ腕わんに重そうな大弓を持ち構えている。もしや、あれは魔導人形ウオーガノフ？　魔ま竜りゆう王おう討とう伐ばつ時に見たあの鉄の巨兵。どうやら、鉄製の黒く太い矢はあいつが撃うち放ってきたらしい。ゆったりとした動作で、鉄製の太矢を番つがえると次々に射ていた。

　また、冒険者の一人が鉄の大矢に貫つらぬかれている。

　鈍にぶそうな甲かつ冑ちゆう野や郎ろうのわりに、鉄矢の狙ねらいは正確無比。

　前衛を務めていた【ローデリアの黄昏】のメンバーは全員、鉄の太矢、普通の矢、火球の魔法により倒され、主人を無くした馬たちがあちらこちらへ逃にげ出だしている。

　馬たちが去った後、その場に残ったのは地面に倒れた冒険者たちの骸むくろ。

　その中にローデリアの黄昏を率いていたケンスの死体もある。

　鉄太矢が胸に突つき刺さっていた。心臓を貫いてる、即そく死しか。

　荷馬車にも鉄太矢が刺さり、金具が壊こわれ車輪が外れていた。

　車体が傾き地面に引き摺ずられていく。運んでいた荷物は周囲に散乱。革紐に繋つながれていた馬たちも荷車ごと引っ張られては、暴れ嘶き逃げ出していく。バリスタのような鉄の太い矢は飛んでこなくなったが、火球と火矢の攻こう撃げきはまだ続いていた。

　火球は商人が乗っていた幌ほろ馬車にも直ちよく撃げき。流れ矢に当たったのか馭ぎよ者しやは死んでいる。

　操縦者のいない幌馬車は炎えん上じようした状態で岩にぶつかり止まる。革紐で連結していた馬たちにも矢が刺さり暴れ出しては、さっきと同様に革紐が外れて逃げ出していた。隊商はそこで完全に動きが止まる。まるであらかじめ隊商俺たちがここを通ることを知っていたかのような動きによる急襲だ。冒険者たちからは煩うるさいほどの怒ど声せいが飛とび交う。

　しかし、最さい後こう尾びの幌馬車だけは攻撃を受けずに残っていた。そんな中、あまり攻撃を受けていない中衛を務めていた冒険者クラン【ファダイクの牙きば】の面々が動き出す。

　左から鉄太矢を放ってくる鉄巨兵へ反はん撃げきするようだ。

　数名が飛翔してくる火球を掻かい潜くぐり向かっていく。

　ん、何だ？　あいつらだけ別行動？　暗褐色のローブに身を包つつむ二人の冒険者が別行動を取っていた。彼かれらは乗っていた魔獣を乗り捨てると、刃は物ものをちらつかせ、反撃しようと行動していた【ファダイクの牙】の面々たちの背後から急襲している。

　マジか――ここで裏切りかよ。その刹せつ那な、脳のう裏りに昨日のことが過る。

　透明な鷹を使い女冒険者が誰だれかに連絡をとっていたことを。

　だが、その女冒険者は背中に装着していた両手剣を片手に握にぎり構えている。

　最後まで残っている幌馬車を守っていた。

　あの赤髪のフランは裏切っていない？　現時点では敵ではないのか。

　彼かの女じよが持つのは雑種剣、バスタードソードに似ている。

　俺の魔ま剣けんビートゥと同じサイズの片手半剣だ。そんなフランの行動はとりあえず味方だとして置いておく。まずは、暗褐色の裏切り二人組だ。俺は視線を裏切り野や郎ろうに向けた。

　彼らは反そった長ちよう剣けんや投げナイフを扱あつかい、素早く、ひとり、ふたりと斬きり伏ふせていた。

　剣だけでなく、投げナイフの扱いも正確無比な腕うで前まえ。きっと〈投とう擲てき〉のスキルがあるのだろう。動きも素早く狙いも正確だ。弓を扱っていた冒険者の眉み間けんに投げられたナイフが命中していた。【ファダイクの牙】と名乗っていた冒険者クランの面々は、弓使い以外はろくな反撃もできずに背中を斬られ、一方的に殺られていく。

　だが、そこまでだ。襲おそってきたことを後こう悔かいさせてやろう。

　反った長剣シミターを手に持ち暴れている暗褐色の一人へ狙いをつけた。

　素す肌はだの露ろ見けんしている右手を斜め横へ伸ばし、その右手に握られた魔槍杖の紅斧おの刃ばを音がなるように寝かせ動かしてからポポブムの腹を蹴けり速度を引き上げる。

　暗褐色ローブ男へ一いつ気き呵か成せいに近付いていく。その際、地面から飛び出ていた岩石群と魔槍の紅斧刃が衝しよう突とつ、火花が散り――綺麗な尾を引く花火のように地面に火線の跡あとがついていたのを横目に捉えるが、無視。

　暗褐色ローブを纏まとった奴は、急に近付く俺に反応し、振ふり向むく――が遅おそい。

　掬すくい上あげるように薙なぎ払った火か炎えんが灯ともる紅斧刃がローブを纏った奴の首元を捉えてその頭を刈かり取とった。斬られた頭は勢いよく宙に舞まう。

　暗褐色のフードは破れ血に染まり、首が斬られた胴どう体たいは血を噴出させながら力なく倒れていく。「なっ――ロッカッ、糞がっ！」仲間を殺られたことに憤ふん慨がいしたのか、罵ば声せいを叫ぶ裏切り冒険者――。ロッカとは首が飛んだ奴の名前か、最初に名乗った名前は偽ぎ名めいではなかったらしい。叫んでいる暗あん褐かつ色しよく野や郎ろうはフードを脱ぎ、その顔を晒さらす。

　顔は金きん髪ぱつに灰青色の目を持ち、端たん整せいな顔立ちの男だった。

　俺を睨んでいる。そんな視線は無視。ポポブムでその場を走はしり抜ぬけぐるりと迂う回かいする。

　――周囲を確認した。外から急襲を仕し掛かけてきた奴やつ等らが左側だけでなく右側にも現れていた。一方で生き残った冒険者たちは、燃え移らずに無事に残っていた幌馬車をバリケードにして集まっている。あそこに戻って様子を見るか――。

　ポポブムを幌馬車の下へ走らせる。生き残った冒険者たちは馬車に背を預けては盗とう賊ぞくたちの様子を窺い合っていた。こっちの生き残りは赤髪の女冒険者フランと恰幅のいいリーダーが率いていた冒険者数名だ。残った全員で馬車の周りを守っている形。

「裏切り者がいたようね。これは計画的な襲しゆう撃げきか」

「糞が、ついてねぇぜ。ん……囲まれてるな、オイっ、あれは、ウォーガノフか？」

「本当だわ。……最悪ね。盗賊風ふ情ぜいがあんな物を使うなんて……」

　俺も幌馬車の陰から攻撃を繰くり出している集団を見る。

　魔導人形ウオーガノフを中心に暗褐色ローブを着た数十人の集団が周囲から迫せまってきていた。どうやら完全に囲まれたらしい。

　敵の観察を続けていると、さっき俺を睨んでいた奴を見つけた。

　灰青の目。灰青目の裏切り野郎も盗賊団の囲みに加わっている。

　しかし、鉄太矢に火球の攻撃は止やんでいた。わざとこの幌馬車は残されたようだな。

　さて、見ててもしょうがない、俺おれも彼らの話に加わる。

「お前たち、大だい丈じよう夫ぶか？」

「俺たち後衛は無事。だが見てもわかる通り荷馬車は転てん倒とう、幌馬車もこの一台だけだ」

「冒険者様、お助けを……」

　その時、幌馬車の下から顔を出したのは商人のタジキであった。

　すっかり憔しよう悴すいしきった表情。生きていたらしい。

「生きてたか。任せろ。俺たちは盗賊なんぞに投降はしない。【戦神の拳】全員その覚かく悟ごだ。なぁお前ら――」

「そうです」「さすが、ゴメス」「ここだけは死守しましょ」

【戦神の拳】のメンバーたちはリーダーを含めた戦士系が三人に一人が魔法使いタイプのようだ。

「この状じよう況きようでよく笑っていられるな？　意気込みは買うがお前たちには、何か対たい抗こう策さくはあるのか？」

　赤髪のフランは片手半剣を水平に保ち守勢の構えを取り、眉まゆをひそめながら辛しん辣らつな言葉を放つ。それでも【戦神の拳】のリーダーは嫌いやな顔をせず真しん剣けんな表情で答える。

「シェイラ、すぐに防ぼう御ぎよ壁へきを張れるな？」

「準備はできてる」

「隊長、俺は？」

「ジオはシェイラの傍にいろ――フラン、お前はＢランクだろ？　シェイラがここに物理防御の円えん陣じん魔ま法ほうを発生させる、その間に俺が突っ込む――」

「――魔法は保って五分ね。攻撃が加わってきたら順次低くなるわ」

　魔法使いシェイラの言葉だ。時間制限付きの防御魔法が使えるらしい。

「だ、そうだ。それでお前さんは何か、切り札があるのか？」

「いや、広域に及およぼせるスキルなんて持ってないが、この長剣と左ひだり腕うでのスキルには自信がある。一人ずつなら、まず負けない」

　赤髪のフランは自信ありげに語っている。

「そうかい、Ｂランクにしては当たり前の回答だな。俺もタイマンなら自信あるぜ？　だが、今は多勢に無勢だ」

　フランはゴメスとの会話の後、僅かに頷うなずくと、視線を俺に向けた。

　――赤髪のフランか。ソバカス顔で少し斜しや視しぎみの目だが、美人な女だ。

　彼女自身が話していたように、左腕と片手半剣の扱いに自信があるようだ。

　左手だけボタンが付いたカモシカの革と思われる赤いグローブを装着しているし、その腕を白いガーゼで覆い肩かたまで左腕全体を隠かくしている。

　スキルに関する理由なのだろうか？　この間、透明の鷹を操っていたのにも関係があるのかも。しかし、左肩に止まっていた透明な鷹はまだ戻っていない。

　フランも俺を観察していた。互たがいに無言で目を合わせたままだったが、俺はゴメスたちへ視線を移す。ゴメスの仲間の美人魔法使いさんは守りの呪じゆ文もんを使えるようだから、俺と黒猫ロロが独自に動いても大丈夫と思うが。

　ま、こいつらが助かろうが死のうが知ったことではない。しかし、意見は出しておこう。

「俺に案があるぞ。プランＢだ」

「プランＢ？　ん、どんなのだ？　確か……お前は」

「Ｃのシュウヤだ」

「そうか、Ｂのフランを使うのか？　で？　なんだ？」

　少し意味が違うが、まぁいい。

「いや、俺と黒猫ロロが突っ込む。その間、あんたらは守備陣形を維持、攻撃が激しくなったら、そこの美人な魔法使いさんに守備魔法を使ってもらい、守備ライン構築。その防ぼう壁へきを、俺と黒猫が包囲を崩くずすまで徹てつ底てい維い持じという、具合かな？」

「……お前、アホか？」

「いや、いたって真ま面じ目めだが？　まぁ、そう言うのなら勝手にしたらいい」

「――ん、待ってくれ、わたしはその提案に乗ろう」

　俺のプランＢ作戦に賛成してくれたのは赤髪のフランだった。

「おぃおぃ、Ｂだけに、ＢのあんたがこいつのプランＢ無茶苦茶な意見に乗るってのか？」

　ゴメスは洒落しやれを言ったつもりなのか、半笑いで話す。

「そう――」

　フランが話しかけた時、鉄太矢が幌馬車に突き刺さり、

「お前らは囲まれているっ、大人しく投降しろ！」

　太い声で敵方の盗賊の声が響いてきた。

「――だそうだぞ？　フランは俺の意見に乗るそうだ。お前らはどうする？」

「くっ……」

　ゴメスはクランの仲間へ視線を配る。

　皆、ゴメスを信しん頼らいしているのか、隊長の彼を確りと見つめていた。

「わかった――しょうがねぇ、頼たのんだ」

　決意の表れか、ギラついた目で返事をしたゴメス。

　よし、なら頑がん張ばりますか――ロロへ視線を向ける。「にゃ」黒猫ロロは顔を上向かせ一いつ対ついの紅色の瞳を向けてくる。ポポブムの後頭部に座すわっているがいつでも飛びかかれる準備はできているようだ。

「それじゃ、フランとゴメスたち、ここは宜よろしく」

　と、話しながら、ポポブムを操り左側へ駆けていく。

　左側の方が敵の数は多い。右手に魔槍杖を持ちポポブムの速度を上げた。

「ロロ、あの大弓を扱う鉄巨兵を牽けん制せいできるか？」

「ン、にゃお」

「動きがとろそうだから足が弱点と見たが、まぁ任せる――」

　そう話しながら、魔槍杖を右脇わきに固定。

　前方にいる暗あん褐かつ色しよくローブに身を包む野郎の胸むな元もとへと、脇に抱えた魔槍の紅矛ほこを伸のばす。

　魔槍杖の紅矛はローブ野郎の胸元を抉えぐるように貫く。矛ほこ先さきに死体が刺さった状態だ。

　そのまま速度を下げずに、敵の密集地帯へ駆けていく――。

　黒猫ロロも飛び出した。

　走りながらムクムクッと黒くろ豹ひよう型へ姿を変身。

　その走る機動は俺の指示通り、雑魚ざこは無視していく。

　魔導人形ウオーガノフの下へ走っていった。

　そんな頼もしい黒豹姿のロロディーヌの動きを視界の端はしに捉えながら、左手から〈鎖くさり〉を射出した。この〈鎖〉スキル、射程や射出速度も上がっている。

　銃じゆう弾だん並みに速くなっていると予想できた。

　――唸りを上げて地面を這はうように移動する鎖。

　土煙を発生させながら進む鎖は、弓戦士の足を貫き、生きた蛇へびのように足に絡からみつく。

　絡み付ついた鎖を操作。足ごと、生きたままの暗あん褐かつ色しよくの戦士を宙へ持ち上げて、そのまま鎖で捕つかまえた戦士の肉体を他の弓を構えていた暗褐色戦士へとぶつけてやった。

　そして、ぶつけた衝しよう撃げきを利用し、さらに鎖を、その弓戦士の胴体に絡ませる。

　――デカイ的避け＆肉壁の誕生だ。生きた肉鎚づち、なんちゃって。

　と、余よ裕ゆうを見せてる時に、二人の戦士系と思われる暗褐色野郎が雄お叫たけびを上げて走り寄ってきた。中々の迫はく力りよく。だが――矛に刺さったままの少し燃えている死体を、その雄叫びを上げている二人へぶつけてやった。二人の戦士は死体と矛に衝突。

　もんどりうって転倒し、そこをポポブムの重量ある足裏で踏ふみつけ抜けていく。

　ぐしゃっと身体が潰つぶれる音が聞こえたところで――跳ちよう躍やくした。

　ポポブムは誰もいない場所へ走っていく。

　跳躍後の着地際に発生する僅わずかな制動の隙すきを狙ったのか、暗殺系の能力を持つと見られる両手に短たん剣けんを持つ身軽そうな戦士が、俺の背後へ回ってきた。

　狙いは俺の背中か――短剣がキラリと光る。

　バックスタブか？　そんなのは喰くらわない。

　俺はあるスキルを発動。

　次の瞬しゆん間かん「――うぎゃ」暗殺系戦士は悲鳴を上げて横合いへ吹ふっ飛んでいく。

　そう、俺が〈導想魔手あるスキル〉を発動し、歪いびつな魔拳である透とう明めい拳を喰らわせていたのだ。吹っ飛ばされた暗殺系の戦士の顔面は拳こぶし形の痕あとが残り潰れていた。

　その吹き飛んで死んだ男を〈導想魔手〉で掴つかみ上げた。

　死体を俺の背後へ回して宙に漂ただよわせる。

　これを肉壁二号として、俺の背後を守らせた。

　次はあの魔法使いだ。と、視界に捉えた瞬間、その魔法使いが放った火球が生み出されていた。ゴオォォォォッと、けたたましい音が俺に迫る。

　動じずに対応――鎖を操り肉壁一号にその火球を衝突させた。

　火球を対消滅させる。火球が直撃した肉壁一号の暗褐色ローブの男は黒くろ焦こげとなり死体の足が千切れそうになっていたので、絡んでいた鎖を消去。

　魔ま法ほう野や郎ろうか。懲こらしめてやろう、火球を飛ばしてきた魔法使いを睨む。

　杖持ち――魔法使いはうざいので優先的に狙うか。

　魔闘脚を使い、ホップ、ステップ、ジャンプ。途と中ちゆうで〈鎖〉を地面に射出させながら、素早く前進。瞬しゆん時じに――魔法使いの下へ、直行した。

　その直行する走る勢いを利用。魔槍杖を上方から打ち下ろす。

　紅斧おので魔法使いの頭を両断しようと狙う。だが、珍めずらしく――魔法使いは反応。

　杖を使って俺の紅斧刃を防ごうとした。しかし、杖が紅斧に触ふれた瞬間、防ごうとした杖がボッと燃え立ち簡単に杖が切断され紅斧刃はそのまま電動ノコギリのように魔法使いの頭を両断していた。斧刃は魔法使いの胸半ばまで簡単に沈しずみ込み、じゅばばばばっと、音を立て、肉の焦こげる臭においが充じゆう満まんする。臭いが我が慢まん。その死体を蹴りながら魔槍杖を引っ張り出してから、魔槍杖を回転させる――そこに矢が飛んできた。

　ドスっと肉に刺さる矢音、鈍い音。

　――背後を守らせていた肉壁二号に矢が刺さっていた。

　肉壁二号は〈導想魔手〉の透とう明めいで歪な魔ま力りよくの手で死体を掴み宙へ浮うかせている。

　だから、魔察眼を使えない相手には、ただ死体が浮いているようにしか見えないはず。

　弓矢を放った暗褐色の男は、その光景を見て、追の矢を撃たずに……驚きよう愕がくな表情を浮かべていた。当然の如く、その弓を持つ戦士に追の矢は撃たせるつもりはない。

　また魔脚を使い、その弓戦士へ間合いを詰つめる。

　走る速力の勢いを殺さずに、腰こしから右手に力を伝え、肘ひじをコンパクトに畳むと同時に、魔槍杖を握っている右手を前に伸ばすイメージで捻ひねり出す。

　そう、〈刺突〉を繰り出した――〈刺突〉は、捻り回転しながら矛を穿うがつ技わざ。

　捩じられた魔槍杖の先せん端たんの矛と横にある紅斧刃が勢いよく高速回転。前へと突き進すすむ。

　これを喰らった相手は悲ひ惨さんな結果になるだろう。

　案の定、胸元のローブは紅斧刃に巻き込まれるように破れて、胸に円形状の穴が作られていた。その穴周りには大円の焼やけ焦げる炎傷が発生している。

　着込んでいた皮鎧よろいも大円部分がぺろりと剥むけて溶とけるようになくなり、露あらわになった胸元の傷は炎の三日月のような裂れつ傷しようになっている。

　暗褐色の弓戦士は目を見開いた状態で、悲惨な状態になった自分の腹を見ている。

「……」

　絶句しているが言葉は漏もれてこない。そのまま前のめりに倒れていった。

　今のこいつでこの辺りの敵は殺しきった。

　近くに敵の姿は見えないし反応はない。

　少し余裕ができたので、黒猫ロロの姿を追う。どうやらちゃんと魔導人形ウオーガノフと対決しているようだ。鉄巨兵の足に触しよく手しゆを絡ませている、巨きよ体たいを転倒させていた。そのまま引き摺って……こっちに近付いてくる。

　黒猫ロロはあの重そうな物体を引き摺ってくる気か？　まるで紐で引っ張られた玩具おもちやのように鉄の塊かたまりは左右に大きくぶれながら運ばれている……あっちこっちにぶつかり土つち埃ぼこりが舞っていた。暗褐色の盗賊たちの悲鳴が聞こえてる。

　数名が鉄の巨兵に巻き込まれて、潰れるように死んでいった。

　あぁ～、あれは敵ながら悲惨な最さい期ごだ。

「にゃっにゃぁ」

　黒猫ロロは結局、重低音を響かせながら魔導人形ウオーガノフをここまで引きずってきた。獲え物ものを捕とらえたので褒ほめて欲ほし気げな顔を見せる。

「ご苦労。ロロ、後は好きなようにしていいぞ」

　元は魔導人形ウオーガノフだった金属物は、壊れてめちゃくちゃだ。

　――おっと、まだ動いていた。

　人、岩、木にぶつかった衝撃で凹凸が激しい。だが、タフだね、この血ち塗まみれ鉄人形。

　ま、ここで止めを刺しとこう。凸でこ凹ぼこが激しい頭ず蓋がいを狙う――。

　山を叩き斬るイメージで魔槍杖を打ち下ろす。紅斧が頭蓋金属を捉とらえ、一気に破は壊かい。

　潰れた頭蓋金属からは金属破は片へんが飛び散り、ボルトが絡まったコイルのような残ざん骸がいの一部から、ドロッとした銀色と黒色の液体が溢あふれ出でる。何かの金属液体だ。

　金属から独特の匂においを感じながら、破壊に満足。

　そこで黒猫ロロを見ようと……探し、すぐに見つけたが……。

　えらい勢いで加速中だ。違ちがう獲物を追っている最中だった。

　追つい撃げき戦に移行しているらしい。暗褐色の奴等は必死に、背中を見せて逃とう走そうしている。

　黒猫ロロは、そんな奴等の背中へと、無む慈じ悲ひに触手骨剣を突き刺しては、次々と殺していた。ん？　神しん獣じゆうの片へん鱗りんを見せているロロディーヌの追撃を免まぬがれた暗褐色ローブを着た一人が逃げず、逆に俺の方へ向かってきた。

　左側に残った盗賊団はこいつ一人だけ。

　一人で？　勇気あるねぇ。そいつはフードを脱ぬぎ捨すてた。

　え？　よく見ると、女？

「あぁぁぁぁっ、わたしのトットが――」

　トット？　この人形に名前があったのか？
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第五十章「魔印」







　奇き声せいだ。でも、トット？　魔槍杖を構えたが女は俺の構えを無視。

　あれ？　そのまま彼女は壊れた魔導人形ウオーガノフへ向かっていく。

　何をしているんだ？　女は悲しそうな顔を浮かべながら魔導人形ウオーガノフの壊れた部品が散らばるところで止まり、足を屈かがめその壊れた塊を労いたわるように手を当てる。

　その瞬間、女は手を輝かせた。指先から蜘蛛くもの巣のような黒い筋を発生させ指を侵しん食しよくさせてゆく。やがて爪以外の皮ひ膚ふが黒一色になると、爪だけが白く煌きらめいた。

　同時に、壊れた金属部位も煌めく爪先に連動する形で燐りん光こうを発する。

　光を帯びた壊れた箇か所しよは粘ねん菌きんのように蠢うごめく。

　壊れた金属同士で金属糸を噴ふき出しては互いに手を取り合うように絡みついた。

　んお？　くっつく？　細さい胞ぼうが合成されるような特とく殊しゆな金属合体か。

　それとも金属が再生？　スキルか何かの魔法か？　手が光っている女に注目。

　彼女は中わけにした髪かみ型がたで明るい茶色の横髪が風に揺れている。

　目は焦げ茶ちや色いろの瞳ひとみ。額に不思議な紋もん様ようが刻まれた印があった。

　印は魔力を帯びて微かすかに光を放つ。ん？　あの額の紋様、どこかで……そこに黒猫ロロが戻もどってきた。触手骨剣で額に印がある女を襲おうとしている。

「ロロッ、待った」

「にゃっ」

　黒猫ロロはピタッと触手を止めると、引っ込めた。

　この女には聞いてみたいことがある。

「おい、そこの女、何をしている？」

「うるさいわねっ、直しているのよ！」

「その魔導人形ウオーガノフをか？」

「そうよっ、あぁ、鉄水すい晶しようコアが死んじゃった、間に合わなかった。わたしのトット。全財産だったのに、こんな盗賊団が……わたしの最後の場所とはね……さ、殺りなさいよ」

　女は涙なみだを流し絶望の表情を浮かべて俺を見る。

　やはり、その額には特とく徴ちよう的てきなシンボルマークがあった。

「殺すかどうかは保留だ。お前の名前は？」

「……わたしは、ミスティ……ミスティ・ギュスターブ」

　ギュスターブ？　もしかして、魔霧の森に住んでいた魔術師ゾルと同じ家系か？

　あの額のマーク、俺が殺した男ゾルとは形が違うが、額の位置に刻まれているのは同じだ。それに、目がどことなく似ている。

「……ギュスターブ家の者か。どうりで盗賊団が魔導人形ウオーガノフなんて戦力を持つわけだ」

「フン、そうよ。ギュスターブ家を知っているということは、あなたは糞ヘカトレイル出身なのかしら？　だったら殺せなくて残念ね」

　女は憎にくしみが篭こもった声質で話していた。

「いや、出身ではないが……」

「あら？　家の名前を知っているから、てっきり……だったら、ごめんなさいね。糞な復ふく讐しゆうに巻き込んでしまって、わたしはこれでも、ヘカトレイル出身の貴族だったのよ。あの呪のろわれた糞兄がすべてを壊し、そして、糞侯こう爵しやくがギュスターブ家のすべてを奪うばった」

　糞兄か。やはり、俺が殺った男ゾルのことだろう。

　あの妻の姿をした人形と一いつ緒しよに森の中に住んでいた魔術師。

　今となっては人形と呼べるのかわからないが。

　日記にそれらしきことが書かれてあった。その不ふ祥しよう事じを起こした兄を恨うらみ家を潰した侯こう爵しやくシャルドネ、ヘカトレイル、王国を恨むか。

「……その辺の話は興味ない。それより武器類をまだ身に付けているなら、それを地面に落とせ、ついでに金や背嚢もな……」

　同情はしていたが、顔には出さず盗賊風に脅おどしていく。

「武器なら、ほら――この長剣だけ。金なら使い果たしてしまったわ。トットを作るのにすべてを使ってしまったのよ」

　女は悲しそうな顔を向けて剣を地面に落とすと、降参するように両りよう腕うでを上げた。

「背嚢は？」

「代えの服と食料に裁さい縫ほうと細工セットの箱工具しかないわ」

　背嚢を見るが、ほんとにそんな感じだったのでそのまま身に付けさせた。

「それじゃ、背中で両腕を組み、背をこっちへ向けろ」

「命を取らないの？」

「あぁ、今はな？　さぁ後ろを向け」

「フン、わかったわよ」

　そこで魔ま法ほう陣じんを構築。一度作った紋もん章しよう魔法陣は比ひ較かく的てき簡単に出現させることができる。

　すぐに完成させた。出現場所を固定。イメージ。《闇枷グラバインド》。

　ミスティの両手首に闇やみ色の枷かせが嵌はまる。

「なっ、これは魔法？」

「そうだよ。枷だ。ついてきてもらうぞ」

「――糞、嫌よ、まだ、そこに魔導人形の部品があるわ」

「立場がわかっているのか？　今はやることがあるんだよっ」

　こうして、無む理り矢や理り、女の腰を抱だき寄よせて肩に担かついで運ぶ。俺は口笛を吹きポポブムを呼びよせた。鞍くらの上に担いだ女を乗せてから女の隣となりに乗り込む。

「きゃっ、ちょ、ちょっと、落ちぶれたとはいえレディなんですから、もっと大切に扱いなさい――それになんでここに猫ねこがいるの？　あぁ、糞、足の臭い肉球が――」

　それを無視。黒猫ロロはミスティの顔に肉球を押おし付けて遊んでいた。「もっと押し付けてやれ」と言おうとしたが、まだ右側では冒ぼう険けん者しやたちが戦っているので自重した。

「右側に戻る。ミスティ、動かない方が身のためだぞ。ロロも準備しろ」

「にゃ」

「じっとしているわよ。動けないし」

　右辺で戦っていた冒険者たちのところへポポブムで急いで戻る。

　飛び乗りながら前方を確かく認にん。幌馬車の周りには土のドームができていた。

　あれが防御魔法か。暗褐色ローブを着た盗賊団の魔法使いたちが、そのドームを撃ち破やぶらんと、次々と火球を撃ち放ちぶつけている。

　火球が当たる度にバリアの層、土の層が薄うすくなって穴が空いていた。

　俺は幌馬車を守っている冒険者たちの下へ急ぐ。

「――待たせたなっ」

　どこぞの渋声声優の真似まねをして登場。

「おぉ、待っていたとも！　もうそっち側の敵を片付けたのか！　こっちは話をしていた通り、守っていたぞ」

　ゴメスが腕うでに装着した杭くいの金属、要するにパイルバンカー風の武器を振りながら大声を出していた。

「おう。一人捕ほ虜りよにしたからここに置いておく。んじゃ、俺は魔法を撃ってくる奴等を殲せん滅めつしてくるから、この女を確保しといてくれ」

「わかった」

　ゴメスは簡潔に了りよう承しよう。んじゃ、こいつを降ろしとくか。

「ミスティ、そういうことで、ここで下ろす」

「え、ちょっ」

　ミスティを土ドームの背後、幌馬車の近くの地面に落とす。

「――痛い。糞っ」

「こいつは驚おどろいた――」

　ゴメスがミスティの額を見て驚いていたが、そんな問答なぞ聞かずに、ポポブムの腹を叩たたいて進む。そのまま土のドームを回り込み魔法を撃ち放ってくる敵側へ向かった。

　視界に敵を捉えた――暗褐色ローブを着た弓兵が二人。

　――シミターを持つ戦士が一人。こいつは裏切り野郎だ。灰青目を持つ冒険者。

　――その横には魔法使いが二人。その魔法使いの一人に狙いをつけ速度を出したポポブムの勢いを利用。さながら中世フランスのランスを抱かかえた重じゆう騎き士しのように魔槍杖の矛を前面に押し出して突とつ貫かんしていく。

　速度を生かした馬上突きならぬポポブム突きで、魔法使いの胸を貫いてやった。

　ひょろい肉質だったのか感かん触しよくは、軽い。魔法使いは上空高く舞い上がり錐きり揉もみ回転を繰り返かえして地面へ墜つい落らくしていく。ポポブムの速度を緩ゆるめず速度を出す。

　片割れの魔法使いはポポブムで移動している俺を狙い風刃魔ま法ほうを撃ち放ってきた。

　だが、風刃の魔法には追つい尾び機能はない。ポポブムが過ぎ去った場所を切きり裂さくのみ。

「もっとちゃんと狙えっ！」

　青目の男が味方へ怒声で指示を出す中、俺はポポブムの手た綱づなを傾かたむけ右回りで迂回するように回り込む。同時に、まだ素肌が見える右みぎ腕うでを振るう――魔槍杖から血を払はらった。

　その素肌が見える魔槍杖を握る右腕を、真横へ伸ばした状態を維い持じ。

　そして、魔槍杖の握り手を弄いじり紅斧刃の角度を横へ水平になるように調整。

　その際、赤みを帯びた紅斧刃へ太陽光が射さす。

　オーロラのような反射した赤光が、前方を燃やすように赤く照らしていく。

　俺は風の魔法を放ってきた魔法使いへ一いち瞥べつをくれてから、ポポブムの腹を叩き突とつ進しん。

　狙いをつけた魔法使いの横合いを駆ける。魔法使いは斜ななめ後方へ逃のがれようとするが、間に合う筈はずもなく、逃げている魔法使いの胴どう体たい目め掛がけて、真一文字に魔槍を薙ぎ払った！

　ローブごと胴体を捉え、真っ二つだ。

　二つの肉につ塊かいが血塗れた門のように俺の目の前を通り過ぎていく。

　邪じや魔まな魔法使いは片付けた――そこに鋭するどい弓矢が飛んで来る。

　俺と黒猫ロロはとっさに跳躍――その矢を中空に飛んで躱かわす。

　が、ポポブムの尻に矢が刺さってしまった。

　ポポブムはブボッブボッと『痛い、痛い』というように鈍い法ほ螺ら貝がい声を連発。

　その場から離はなれて駆けていく。矢が刺さったせいか、ポポブムの速度がいつもより速い。

　――大丈夫かな。俺は地面に転がりながら、ポポブムの様子を確認。

　ポポブムはまだ元気よく走っている。大丈夫そうだ。

　一方で、黒猫ロロは弓を放ってきた男たちの下へ突進していた。

　速いと、感心しながら立ち上がった先には、裏切り者の青目男が立たち塞ふさがってきた。

　こいつの名は、トマス・グラなんとかだっけか。

「お前は一体……」

　彼は間を空けて話をしてくる。その顔色は怯おびえているように見えた。

「俺はシュウヤ・カガリだ。お前はトマスだっけ？　まさか盗賊の仲間だったとはな。お陰かげで護衛依い頼らいがめちゃくちゃだよ」

「――知るかっ、ペッ――」

　トマスは怯えた心を打うち払うかのように、唾つばを飛ばす。

「ふざけんじゃねぇぞ、お前のせいで簡単な仕事のはずが……」

　顔を震ふるわせるような必死な形相だ。

「それは悪かったな。だが、俺は単純に降ふりかかる火の粉を払っただけ、だが？」

「ちっ――」

　トマスが懐ふところに手を伸ばしたので、相手の動きに呼応。

　西部劇のガンマンが銃じゆうでも撃うつように――左手首を僅かに縦方向へ動かして〈鎖〉を射出していた。弾だん丸がんのような速度の鎖はトマスの右腕を貫つらぬく。そのまま鎖を操作。弧こを描えがく鎖はぐるりとトマスの周囲を回りながら彼の身体に巻きつき身体を固めていく。

「さて、どういった理由で俺たちを襲ったのかを……」

　そこで、トマスの身体に巻き付いている〈鎖〉を操作。

「根ね掘ほり葉は掘ほり……聞かせて貰もらおうか」

「ぐうぁ――離せっ」

　トマスの身体を絞しぼり上げるように鎖で締しめ上げていく。

　彼の懐から投げナイフが数本地面へと落ちていった。

「まぁ、喋しやべらないなら死んで貰うだけだ……」

　無慈悲に語りかけながら、胸のポケットからバルドークの蒼眼を取り出だす。

「ひっ」

　蒼眼に少しだけ魔力を込めた。その古竜の蒼眼は俺の魔力を吸い込むと、蒼眼から氷の刃が生まれ、勢いよく飛ひ翔しようしていく。

　氷刃はトマスの耳たぶに刺ささり刺さった部分は瞬時に凍こおっていた。

「――ひぃぇぇぇ、つ、冷たい、いぃ、いいてぇぇぇぇぇ」

　そこに黒猫ロロが走って戻ってくる。

　どうやら弓矢を扱あつかっていた二人の暗褐色戦士を片付けたようだ。

「さぁ、残りはお前だけだぞ？　もっと、この氷刃を味わいたいか？」

「ひぃぃわかった……は、話すからその魔法はよしてくれ。この盗賊団は寄せ集め。闇ギルドの【梟ふくろうの牙きば】に雇やとわれた集団だ」

　ほぉ、そんな集団がいるのか。あれ、前にも盗賊から似たような情報を聞いたな？

　こういう仕事には闇ギルドが何かしら関かかわっているのかねぇ……。

「……それが、何故なぜ、この地域で盗賊団をしている？」

「さぁ、命令だからな。ここを通る隊商を狙ねらうのが俺たちの仕事だ。俺は盗賊に襲われたが生き残った側の冒険者として、冒険者ギルドに嘘うその報告をする役回り。そして、次の獲物の商隊依頼がないか情報を集めることもやっていた」

　裏切り者の屑くずか。こういった連中は、冒険者の中に何割いるんだろうか。

「クズだな。それで命令を出したのは【梟の牙】のだれだ？」

「オゼとジェーンだ」

　オゼとジェーンね。名前からして男と女か。そこへ幌ほろ馬車の近くに居た冒険者たちがぞろぞろと集まってきた。

「おまえもこっちにこい」

「もうっ、痛いじゃない。もっと優やさしくしなさいよ」

「うるせぇぞ……しかし、この女、魔ま法ほう技師の魔印マークの持ち主とはな？」

　ゴメスは捕虜のミスティの腕を掴み連れてきた。

「魔印？」

　ゴメスはミスティの額を指差す。

「この女の額にあるだろ？　優すぐれた魔法技師の証あかしでもあり一ひと握にぎりの貴族の証でもあるのだが、それにしても、なんで貴族が盗賊団に入っていたんだ？」

　ゴメスはミスティの顔を覗のぞき込むが、彼かの女じよは横に顔を背そむけて黙だまったままだ。

「……」

「喋らねぇのかよ。けっ、まぁ、こいつはシュウヤが捕まえた所有物だ。手出しはしねぇ、だが、そっちの裏切り野や郎ろうは許せねぇな……聞くとこによると、そいつは闇ギルドのメンバーか。どうりで盗賊団にしては手て強ごわいわけだ」

「イライラする。真面目に冒険者の仕事をしている仲間を食い物にして……わたしたちと同じ冒険者なのが、また許せないわ。ゴメス隊長、わたしのドレットスピアで、こいつを串くし刺ざしにしたい」

　ゴメスの仲間である女魔ま法ほう使つかいは睨にらみを利きかせて喋っていた。彼女はカンカンだ。

　釣つり目がこれでもかってぐらいに上がっている。

「だな。死んでいった連中はまったくの知らないクランだけど、同業者の命を奪ったのは変わらない。しかも俺たちの中に紛まぎれ込みやがって……こいつは、許せねぇ」

　魔法使いの隣にいた仲間の男も鬼おにのような形相を浮かべて話している。

【戦神の拳】の面々はトマスを殺したいようだ。

「わたしも完全に同意する。しかし、こいつもシュウヤが捕まえた捕ほ虜りよ扱あつかいだ。生かすも殺すもシュウヤの判断次し第だいだろう……わたしは彼かれに任せる」

　ゴメスたち【戦神の拳】と赤髪のフランはそう語る。皆みなが皆、鎖によってがんじがらめにされている裏切り野郎のトマスへ向けて殺気を放ち、睨んでいる。

「そうか。ゴメスたちはどうだ？　俺が判断していいか？」

　ゴメスはクラン員の顔を見回し、頷く。

「――そうだな。おれたち【戦神の拳】はお前に救われたも同然だ。シュウヤの判断に任せよう」

　俺はこの中で一番高いＢランクのフランに、もう一度判断を仰あおごうと視線を向ける。

「さっきも言った通り、わたしもゴメスと同意見だ。シュウヤに任せる。こいつらを都市の統治機構につき出せば犯罪奴ど隷れいとして扱われ奴隷商人にも売ることもできる。報ほう酬しゆうとしてはそっちが正解だろう。だが、こいつは裏切り野郎だ。ここで身ぐるみをはいで殺しても構わん。殺せばこの盗とう賊ぞく団に殺された冒険者、そのクランたちの知り合いも多少は報むくわれるだろうな？」

　フランはきびきびと語り、背中にバスタードソードをしまう。

　それじゃ、俺おれが決めちゃおう。

「そうか。なら俺の自由だな？」

「あぁ、好きなようにしろ」

「わかった。そこの枷がついた女は後ろへ運んで置いてくれ」

「へへ、この女は殺さないってわけか。了りよう解かい」

　ゴメスは俺の言葉を聞くと、勘かん違ちがいしたのか薄ら笑わらいを浮かべて額に魔印がある女を肩に担ぎ幌馬車へ戻っていく。フランとクランメンバーたちも彼に続いた。「あぅあぁぁ……ううぅ、ま、待ってくれ、お、俺を殺さないでくれ」今の会話を聞いていた、がんじがらめのトマス、彼はすっかり怯えてしまい泣き出してしまった。

「女なら考えたが、野郎男な、お前に、そんな虫のいいことが通ると思うか？」

　トマスの身体に巻き付けていた鎖を瞬時に消す。

　と、同時に魔力を指に持っている蒼眼へ通した。

　蒼眼から魔力に応じた小さい氷刃が幾いくつも発生。

　マシンガンの如く放出された細かな氷刃はトマスの全身へ突つき刺さる。

　刺さった箇所から血が噴き出すが、瞬時に、氷が霜しものように広がった。

　血や肉があっという間に凍り、氷の死体彫ちよう刻こくが完成。

　後ろには冒険者たちと商人がいるので〈吸魂〉は行わない。凍った血を削けずり、魔ま法ほう瓶びんへこそこそ回収。冷たい血液シャーベットのでき上がりだ。

　トマスが背せ負おっていた背はい嚢のうの裏側は凍っていない。

　しかし、表の胸側の留め金のベルト部位は凍っていた。

　そのまま背嚢の凍った部位を利用して、背嚢を破くように中身を確認。

　――中は、食料に金が入った小こ袋ぶくろ、男なのに木製のブローチが複数入っていた。

　ブローチの裏を見ると、【梟の牙】と「腹を空すかせば梟が飛ぶ」の文字が彫ほられてある。何かの暗号か？　形も梟の形をしているので闇ギルド【梟の牙】の印かな。

　証明する物だろうと判断できる。

　……貰っとこ。梟のブローチを胸ポケットに入れて回収。

　それから尻に矢が刺さっていたポポブムを探した――口笛を何回か吹く。

　ポポブムは頭を上下に振ふってブボブボ、プボプボと言いながら戻ってきた。

　尻には矢が刺さっているが、あまり痛そうにはしていない。

　落ち武者の姿に見えて、少し笑えてくるが、抜ぬいてやらないと……尻に刺さった矢を慎しん重ちように引ひき抜いてやった。鏃やじりもちゃんと回収、毒はないと思うが……わからない。

　傷口に回復ポーションをかけて、尻の傷を癒いやす。

　傷きず跡あとは少し残ったが、元気にぶるぶる尻を揺ゆらしているので、大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　ポポブムの治ち療りようを終えてから、倒たおれた荷馬車があったところへ戻っていく。そこではゴメスが率いるクランの面々たちが盗賊たちの死体から使えそうなアイテムを回収したり、転がった荷馬車から落ちていた荷物の回収を行っていた。俺も手伝おう。







第五十一章「魔導人形からの心霊体験」







　ゴメスは散らばっている荷物を回収していた。フランも殺した盗賊や死んだ冒険者たちの遺体からも遺品回収を兼かねた金目の物を剥はぎ取とっていた。生き残っていた商人のタジキも恐おそる恐る死体に近付き、黙もく々もくと嫌いやそうな顔を浮かべながらも「これも当たり前の仕事だ……」と呟つぶやいて、回収を手伝っている。フランも冒険者の仕事の一つだと片言で語りながら回収していた。俺も麻あさ袋ぶくろを腹に抱え持ちながら、荷馬車がある場所へ運ぶ。

　荷車のとこに運んだけど……車輪の金具は外れているし、金属部位が壊こわれている。

　これ、直せるのか？　地面に転がる壊れた金具を手に取ってみた。

　その時、捕らえていた女のミスティが声を発した。

「わたしなら直せるわ」

　彼女は自信がある表情だ。魔導人形ウオーガノフのようにできるのかな。

　なら試ためしてみるか。枷を外してやり自由にさせてやる。

　その途と端たんミスティは額の紋もん章しようを輝かがやかせた。彼女は壊れた金属へと黒く変色した細い指を伸のばす。興味がある。金属へ触さわる瞬間が特に……さっきは少し距きよ離りがあったからな。

　今度は間近から見よう。ミスティの指を注視していると、その指が壊れた金属に触れた瞬間、金属の表面に血管が浮かぶような幾つもの小さい筋枝が発生し、幾き何か学がく模様の小さな魔法陣へ移り変わっては壊れた金属の中へ浸しん透とうするように消えていった。

　そのタイミングで金属が生き物のように蠢きだして、糸を発生させては壊れた個か所しよがくっつき合い自動再生してゆく。おぉ、指が触れたコンマ何秒という瞬間にあんなことになっていたのか。不思議すぎる。本当に壊れた金具は元通りになり、車輪が直ってしまった。

　彼女はさすがに魔導人形を扱うだけのことはある。

「ひゅ～、その女。やるじゃねぇか。それがシュウヤが殺さねぇ理由だな。おい――荷馬車が復活だ。この荷物を載のせられる！」

　ゴメスが荷物を抱えながら、口笛を吹いて、嬉うれしそうに叫さけんでいる。

「どう？　それと、魔導人形の壊れた部品も回収したいのだけど、大丈夫かしら？」

　ミスティは自信ありげに語る。

「いいけど。ウォーガノフを再生させたりしたらその魔導人形ごとお前を壊すからな？」

「わ、わかっているわよ。そんな怖こわい目を向けないでよね。だいたい……小さい緑闇鋼と黄魔鋼の塊だけだし、鉄水晶コアが壊れているから再生させようにも部品が足りなすぎる」

　怖い目……俺は自然と睨みを利かせていたらしい。

　ミスティは理解不明な金属名を語ると回収していく。彼女が拾っている魔導人形の部品は本当に小さい。濃こい黄鋼と海松みる色の小さい金属を燐光させる。あっという間に小さく濃のう縮しゆくするように金属の固まりインゴツトとして一ひと纏まとめにしていた。

　元の色合いに戻った指先で金属を跳はねるように扱い、細工箱の一枠わくへ纏めたインゴットを納めてしまっていた。扱いがプロだ。金属の扱いにはかなり手て馴なれている動き。

　あの細工箱には、他にも特殊な金属の塊が詰まっていそう。

　生き残るためのアピールもあるだろうけど、確かに殺すには惜おしい。

　彼女からは俺の知らないことが色々と聞けそうだ。

　そんなことを考えていると、ゴメスたちが散らばっている荷物を集めたようで、直した荷馬車の上に荷物を運び終えていた。おっ、馬が増えている。

　ゴメスたちのクランメンバーの一人が荷物の回収ついでに逃にげていた複数の馬たちを連つれ戻してきたらしい。荷馬車にその馬たちを連結させている。

　他にも、盗賊たちが持っていた荷物が一ヵか所しよに集められていた。

　彼らはその取り分を話し合っている。俺もその場に参加しとこ。

「盗賊たちはそれなりに良い装備を持ち、金も持っていたぞ」

「そのようだ。わたしが回収した魔法使いたちも、火の魔宝石に風の魔宝石が付いた杖つえを持っていた。金は銀貨十二枚」

　俺もトマスから回収した金貨が入った袋を置いておく。

　死んだ盗賊や仲間の冒険者たちから回収した物資は結構な金になりそうだった。さらに、盗賊たちの根城が近くにあったので、金貨、銀貨、大銅貨、などの硬こう貨か以外にも、長ちよう剣けん、槍やり、斧、弓、矢、杖、革鎧一式、盾たて、これらの品を、皆で平等に分け合うらしい。

　でも、俺は捕虜を貰ったから遠えん慮りよしとこう。話しておくか。

「皆、聞いてくれ。今回のことで〝女の権利〟は貰った。だから、盗賊からぶんどった物はあんたらで分け合ってくれ。俺は依頼の成功報酬だけでいい」

　俺の言葉を聞いたゴメスは目を見開く。

「――ずいぶんと気前がいいな？」

「あの魔印女なら高く売れるとは思うけど、こっちの方が大量よ？　欲がないわねぇ、隊長とは違うわ～惚ほれちゃいそう」

「確かに、だけどシェイラ。神王位並みな魔ま槍やり使いのシュウヤさんとゴメス隊長を比べちゃかわいそうだ」

「そうねぇ。あの後ろ姿に……ジオも影えい響きようを受けたようね」

「えぇ、シュウヤさんは優れた使い魔黒猫を使いこなす上に、金にがっつかない性格の持ち主。男前でかっこいいっすね……掘ほられても文句はいえないっす」

「お、おまえらぁ、俺と違うだぁ？　ったく……好き勝手にズケズケと……プロの冒険者なら分け前なんて譲ゆずらないのが基本なんだぞっ」

　ゴメスはそう強がって話しているが、口元がにやりと動く。

「わたしも構わない。ゴメス、わたしとゴメスのクランで分け合おうか」

　フランも賛成してくれた。

「そうだな。了解だ。しかし、シュウヤ。後で金が欲しいとか言っても、分けてやらんからな～」

「わかっているよ」

「それじゃ、ちゃっちゃと、山分けにしちまおう」

　戦利品は公正に分配された。

　そのせいかゴメスたちが乗る馬たちの荷物が嵩かさ張ばっている。

　結局、直した商人の荷車に、ゴメスたちが得た戦利品の一部を載せて貰っていた。

　フランの方は力強い魔獣なので荷物が嵩張っても平気なようだ。

　準備を整えると、ゴメスが近寄ってきた。

「死んだ仲間の冒険者カードの件だが、拾えるやつは拾えた」

「そか、弔とむらい的なことはいつやるんだ」

「ふっ、神官みてぇなことを言うんだな。俺らは死が隣となり合あわせな冒険者だ。どんな安い依頼だろうとプライドを持って仕事をする。冷たいようだが、弔うことに時間を費やすより、商人を守る依頼を素す早ばやく完かん遂すいさせることの方が重要だ」

　なるほど。彼が実際に戦うところを見ていないが、クランを率いているだけはある口ぶり。冒険者としての心持ちを教わった気がした。

「……冒険者か」

「あぁ、だから、そろそろ出発しないか？」

　それもそうだな。自らの行動の結果だけど、こんな死体ばかりのとこは嫌だ。

「了解」

　俺は即そく答とう。

「わたしも、いつでも行ける」

「フラン、次からはあんたが先頭に立ってくれ」

　ゴメスは隊商リーダーをＢランクであるフランに任せたいようだ。

「……わかった。ただし人数が少ないのだ。これからは順番で行こう」

「それで構わねぇ」

　ゴメスがフランの意見に同意すると、俺にも男らしい視線をよこす。

「……俺もそれでいいよ」

「わかった。んじゃ皆、出発だ」

「「おうっ」」

　こうして、ゴメスの掛かけ声ごえと共に隊商隊は進み出した。

　荷馬車と幌馬車が移動を始める。馭ぎよ者しやだった獣人はもう死んで居ないのでゴメスのクラン員の一人が馭者を務めていた。フランを先頭に俺とゴメスたちが後ろから続く。ポポブムの後頭部には黒猫ロロが座すわり捕虜にしたミスティを後ろから抱きかかえる形で進んだ。何時間か、彼女と密着しながら過ごしていると、

「わたしの座り位置は、ずっとこのままなのかしら？」

　ミスティの両手は拘こう束そくした状態だ。その格好でポポブムに乗っているのが、我が慢まんできないのか、いやそうに発言してくる。

「そうだ。おしっこか？」

「ち、違うわよ」

「そうか、多少密着しているが、我慢しろ」

「……ふん、お尻の位置に、変な感触があるのだけど？」

　ちんこの感触が嫌きらいなようだ。まったく、それぐらい我慢しろよ。

「うるさいな。ロープで引き摺ずっていた方がいいのか？」

「いやよ！　そんなことしたら死んじゃうじゃない」

「だったらケツに、俺の一物が当たろうが、我慢しろ。だいたい今からそんな調子でどうするんだ。奴隷として売ったら性奴隷として、誰だれかに買われる可能性もあるんだぞ？」

「う、そ、それは嫌すぎる……はぁ、なんで、こんなことに……糞、糞、糞……」

　うはっ、陰いん鬱うつだ。糞を連発して、呟いているし……。

「おぃ、糞糞言うな。元は貴族だろうに……」

「しょうがないでしょっ、癖くせなのよ……」

「癖か……」

「――そうよっ」

　わざわざ、振り返って睨んでくるし……糞糞の話なぞ耳に入れたくないので、話題を変えるか。そうだ。ついでに魔導人形のことを聞いておこう。

「それより、お前の魔導人形を作る技術が気になる。俺とロロが倒した、あの、魔導人形ウオーガノフは大弓を扱っていたが、同じ物は作れるのか？」

「大金さえあれば作れる。まず貴族関係者の工こう房ぼうか、腕の立つ職人工房を借りるか、大金を使って工房自体を作ってしまうか。他に、作成道具、高級な素材部品も大量に用意すれば作れるわよ」

　それなりに設備と素材が必要か。魔導人形ウオーガノフには興味があるけど、金持ちしか無理そうだな。だが、あの魔導人形ウオーガノフの内部構造が気になるんだよなぁ、異質な代しろ物ものだし。いや、そもそも中世のイメージに凝こり固かたまる必要はないからな。機械があってもいいじゃないか。

　彼女は専門家だし少し掘り下さげて聞いてみよう。

「……大金か。専門的なことを聞くが、魔導人形ウオーガノフの命令系統は一体どうなっているんだ？　中身は電気回路みたいな基き板ばんがありＣＰＵで動く代物なのか？　主人の命令プログラム通り忠実に動く自動人形なのか？　それともＡＩを超こえた、高度な自じ我が精神を持つ魔導生命体とかか？　お前が作った魔導人形ウオーガノフは動きが鈍にぶかったが、やけに矢の命中精度がよかったな？　あれは特殊なセンサーとか内蔵されているのか？　それと、動きの速い小回りの利く人形は作れるのか？」

　疑問に思ったことを早口で全部ぶちまけてみた。

「……」

　ミスティは前へ振り向むき直して、何かを考えるように俯うつむく。黙ってしまった。

「おぃ、なぜ黙る」

「――貴方あなた、何者なの？」

　急に顎あごをぐいっと上げて、また振り向いてきた。

　密着していたので、余計に顔が近い――綺き麗れいな顔だ。思わずミスティの顔を凝ぎよう視しする。

　この女はやはり、元、貴族か。顔には化け粧しようらしき白粉おしろいが見え、甘あまい香こう水すいの匂においが漂ただよう。

　綺麗に整った黒い細眉まゆ。魅み力りよく的てきな大きな瞳。そして、黒斑の焦こげ茶色の虹こう彩さいが輝いて見えた。ミスティは朱しゆ色いろの小さい唇端を動かして口角を上げている。

　彼女は笑っていた。どうやら俺に興味が湧わいたらしい。そういや、名乗ってなかった。

「……俺はシュウヤ・カガリ。冒険者Ｃランクだ。それ以外に肩かた書がきはないぞ」

「そう……シュウヤ、よろしくね」

「よろしく。それで、さっきの質問なんだが……」

「――わかっている。答えるわ。でも、シュウヤは頭が良いのね。正直、びっくりしたわ。自我精神、魔導生命は理解できるけど、しーぴーゆー、エーアイ、ぷろぐらむ、デンキカイロ、センサー、そんな言葉は初めて聞いた用語だし、魔法技師が使いそうな言葉を矢や継つぎ早ばやにポンポンと繰くり出してくる……まず、普ふ通つうの冒険者では、そんな言葉は出てこないと思う」

「……そんなことはどうでもいい」

　俺の言葉を聞いたミスティは若じやつ干かん目を細める。彼女は仕方ないといった顔色を浮うかべてから話を続けた。

「はいはい。では、まず命令系統だけど、それは作った職人がある程度設定できるわ。その命令文を刻める幅はばは、作った主人の魔ま力りよく量と精神力、本人が持つ特とく殊しゆスキルが合わさって、尚なお且かつ性能の良い鉄水すい晶しようコアとかの素材、専用炉ろの組み合わせ次第で増減するの……例えば白命炉厰キリアノハース。レア金属である白命キリアノを扱う専用炉」

　白命キリアノか。いかにも高級そうな名前だ。

「専用炉？」

「うん、軍の工こう廠しようが使うような物ね。それがあれば、あなたが壊したトットと同じ物は、わたしなら材料があれば作成が可能よ。わたしならね？」

　ミスティは自じ慢まん気げだ。能力をアピールか。

「いいから、話を続けろ」

　俺は合わせず、話を要求した。

「……もう、つれないわね。それで……もっと高級な素材＆複合炉とかを使用して造れば、命令文の幅は大おお幅はばに向上できるので、貴方が言っていた高度な魔導生命もどきは造れるかも知れない……」

　作る本人の魔力量、精神力、スキルだけがあっても駄だ目めなのかよ。途と方ほうもない。

　白命炉厰キリアノハースか。ということは、軍の工廠で作るような高い代物の魔導人形ウオーガノフを……俺は壊してしまったのか。

　何か、もったいないお化けがでそうだが、戦いだから仕方がない。

「……そりゃ、膨ぼう大だいに金がかかりそうだな。白命炉厰、軍の工廠が持つと、言っていたけど、やっぱり高いんだろ？」

「勿もち論ろんよ。軍だけじゃなく、貴族も持っていることもあるわ。貴族としての力を示すことに繋つながるからね。だから、大金が掛かる。炉は鍛冶かじの鋳ちゆう造ぞうに使われるような炉でもないし、専門の素材が必要で専用の鍛冶スキルで作られた専用炉だから」

　複雑だな、炉を作るのにもスキルがいるのか。鍛冶、錬金、エトセトラ、奥おくが深い。

　その時、脳のう裏りにゾルの家にあった摩ま訶か不ふ思し議ぎな炉のようなものがあったのを思い出す。

　あれは何か専門の炉厰だったのだろうか……。

「ほぅ……」

　難しいので、さも、わかったような面を浮かべて呟く俺。

「あと、難しくてお金もべらぼうに掛かるけど……小さいウォーガノフも作成は可能よ。因ちなみに、これも、わたしならだからね？　ここんとこ重要よ」

「……わかったから」

「ふふ、うん。で、小型も大型と同じように部品素材で性能が変わるの。小型の場合はより値段が高くなるけどね。それで、最後の精神のことだけど、魔導人形に高度な自我の精神を持たせるなんてことは、まず不可能。無理よ。主人の命令を忠実に聞くことが重要なのだし……さっきもいったけど、もどき。のようなモノなら、できないこともないと思うけど、現実的じゃないわ」

　自我は無理……なのか？

　シータ、ゾルの妻に似せて作った代物は、魔霧の森で出会い殺したゾルの日記の記述にあった通り、魔導人形ウオーガノフの技術は全く使われていないようだ。

　ゾルは、日記にあったように七魔将サビードと取引していたのが証しよう拠こか。

　多少は技術的に似たような類があるかもしれない。

　シータの自じ我が意い識しきのような意識を持たせるには吸霊の蠱祖を用いた、魔ま術じゆつ、死し霊りよう術、魔ま法ほう、生いけ贄にえ、触しよく媒ばいを用いた悪あく魔まを呼び出すとか、冥めい界かいにアクセスするとか、狭間ヴエイルを越こえ魔ま界かいセブドラにアクセスするとか、儀ぎ式しき的てきな物を用意して死者を蘇そ生せい＝魂を集める、呼び寄せるのかもしれない。

　これは推論だが、あの時のシータは確かに自我を持っていた。

　最後に見せた表情なんてリアル女性そのものだったし……だが、すべての事象が「神様の悪戯」の一言でも片付けられるからな……考察したところで無む駄だか。

「無理か。魔導人形を作る天才がそういう物を作った。とか聞いたことないのか？」

「……随ずい分ぶんと長考していたけど、何を考えていたの？」

「いいから、質問に答えろ」

「あぅ、怖い目で見ないでよ。無いわね。わたしの兄貴がオカシクなる前は、そういう天才と云いわれる類たぐいの人物だったけれど……さすがに無理だと思う。専門は魔金細工師だったし……特別な魔細工腕アームドといえど、魔導人形ウオーガノフを作るスキルも極ごく平へい凡ぼんな魔法技師と同じ物だったからね……」

　ゾルと知っているが、あえて聞く。

「お前の兄貴とは、ゾル・ギュスターブのことだよな」

　俺の言葉を聞くと、ミスティは身体をビクッと動かして反応。

「――やっぱり家の名前を知っているのだから、イカレタ兄貴のことは聞いたことはあるわよね、そう……殺さつ戮りく者、Ａ級犯罪者で姿を消した……有名な男が兄貴よ。あいつのせいで、ギュスターブ家は……奴やつはわたしが見つけて、この手で殺してやりたい……」

　俺がその兄を殺ったといったら、彼女はショックを受けそうだな。黙っておく……。

「そか。それよりも魔導人形ウオーガノフの高度な精神についてもっと聞きたい」

「……やっぱり興味があるのね。何度も言うけど、わたしが最高の魔導人形ウオーガノフやゴーレムを作ったとしても、自我精神を与あたえるなんてことは無理。命令文の幅は限られているし」

　ミスティはまだ聞くの？　と言うように、少しげんなりした顔を浮かべている。

　だが、俺は話を続けた。

「それはあくまでも普通の範はん囲いでの話だろ？」

「確かに……神、魔族、神遺物、特殊な魔道具を使えば、可能なのかもしれない。でもその分野は全くの畑はたけ違ちがいでわからないわ。そんなことが本当にできたのなら、確実に歴史が変わるでしょうね……まぁ、でも不可能でしょう。機械仕掛けの神デウス・エクス・マーキナへ祈いのりを捧ささげても、そんな奇き跡せきは起きないでしょう」

　聞いたことのない神の名前が出た。ゾルの日記にはそんな機械の神の名前は書かれてなかった。死神の名と魔命を司つかさどる神の名前が書かれてあったのは覚えている。クナが持っていた神絵巻にもそんな神は載っていない。違ちがう次元界の神か？

　そんな調子でミスティから魔導人形ウオーガノフについて軽くレクチャーを受け続けながら進む――数時間が経過。そして、先頭を走らせていたフランが、

「休きゆう憩けいだ。各自、馬や魔獣に餌えさを」

　そう言って手を上げながら皆を呼び止める。俺も皆と歩調を合わせて休憩。

　ポポブムに水を上げて乾かん燥そうした草を食わせてやった。ポポブムは嬉しそうに鼻息を荒あらくしながら餌を食っている。

　そこにルクソール商会の商人タジキが話しかけてきた。

　商人特有の諂へつらう態度ではなく、善良な表情を浮かべて、

「――今回は本当にありがとうございました。このご恩は忘れません。そして、ホルカーバムに到とう着ちやくしましたら是ぜ非ひともルクソール商会へ御お出いで下さい。きっと、ドミニカ会長も喜んでくれるはずです」

　たぶん、行かないと思う。けど、無難に答えておこう。

「気が向いたらな」

「はい、わかっています」

　タジキは何回か頭を下げてから、幌馬車に戻もどっていった。

　そうして休憩を終えた俺たち隊商の一団。

　また西へ進み出す。次第に乳白色の薄うすい霧きりが周囲に発生。

　若干視界が悪くなってきた。だが、フランから先導を代わっていたゴメスたちは視界が悪くても霧を突き抜ける勢いで速度を下げずに進んでいた。

　ゴメスたちは急いでいるのか？

　先頭を見つめた、そんな時――ん？　急に湿しつ気けが増えた？

　しんみりとした冷たい空気が頬ほおに当たる。

　何故か、生暖かい風が混じり背筋がゾクっとした。

　さらに、幽かそけき風音。乳白色の霧の中から黒く縁ふち取どられた灰色塊が蠢うごめく。

　しかも――俺たち隊商を追い掛けてきたっ！

「シャプシーだっ！」

　フランが叫び声を出す。そして、生暖かい風が吠ほえ狂くるう。続いて怨おん念ねんの塊を感じさせる、不気味で陰鬱のくぐもり声が周囲に響ひびいた。

「無視だ！　霧を脱だつするぞ！　取り憑つかれたらおしまいだ。突っ走ぱしる！」

「「――了解っ」」

　ゴメスたちは一いつ斉せいにしゃがれた奇声を発し、隊商は速度を上げる。

　俺もポポブムの腹を叩たたき、速度を上げていく。ミスティは体を震わせているのがわかる。

　やがて、乳白色の身体に絡からみ付つくような霧は消えた。

　蠢き声を響かせながら隊商を追いかけてきた灰色霧の塊は怨うらみの篭こもった不気味な叫び声を周囲に撒まき散ちらして消えていく。おどろおどろしい霧が消えても隊商は速度を上げたままだ。ゴメスは逃げるのに必死。俺たち隊商が進む地面は浅い沼ぬま地ちに変わっており、疎まばらに白しら樺かばの木々が生える場所へ突とつ入にゆうしていた。ポポブムが踏ふみしめる地面は泥でい濘ねいが酷ひどい。

　ぐちゃぐちゃと音を立てて進む。馬や魔獣たちの吐はく息が荒くなってきた。

　隊商はそこで一いつ旦たん速度を緩ゆるめて、徒歩ペースとなる。ゴメスが溜ため息いきを吐きながら話しかけてきた。

「ふぅ、さっきのシャプシーは厄やつ介かいだからな。霧と共に消えたが……」

　俺は同意して頷うなずき話す。

「あの灰色霧の塊か、不気味な感じだった」

「変な声が今も耳に残ってるぜ……光属性の魔法があれば、楽なのだが、俺たちは使えないしシュウヤも無理だろう？」

　確かに光属性は無理だな。覚えていない。

「無理だな」

「わたしも使えない。一応、聖水を持っているが数は少ない。やはり逃げて正解だった」

　赤髪のフランも焦しよう燥そう顔だった。Ｂランクの冒ぼう険けん者しやがこの態度だと、あのシャプシーとやらはかなり危険な相手だったらしい。

「聖水を持っていたのか。さすがだ」

「あぁ、経験上な。たまたま持っていただけだよ……ここは鬼き哭こく啾しゆう々しゆうたる古戦場。何が起こるか分からない、正直、不気味だ。先に進まないか？　ゴメスが先導してくれ」

　フランは盗とう賊ぞく襲しゆう撃げき時の時よりも顔を強こわ張ばらせて、はっきりと恐きよう怖ふの顔色を表に出していた。それを見たゴメスも顔を青くして頷く。

「……そうだな。了解した。進むとしよう。ここはもう、ホルカーバムの東側だ。沼地から巨きよ頭とう石群の辺りだ。さっきのシャプシー以外にもゴブリンやオークのテリトリーでもある。だが、障害にならなければ無視をする。荷物が満まん載さいだからな。今は移動が優先だ」

　ゴメスは青ざめていた顔色を直すように無ぶ精しよう髭ひげを掻かき、語る。

　そして、周囲を見み渡わたしながら片手で手た綱づなを握にぎりしめると前方へ駆けていく。

　隊商は後ろから続いた。暫しばらくして街かい道どうらしき場所へ出る。

　ぬかるんだ土道なのはあまり変わらない。進行速度は遅おそい状態なので、ゴブリンとかオークに襲おそいかかって来られたらめんどうだなと、考えていた。

　幸いにもゴブリンたちは、遠くに見かける程度で襲いかかってこない。

　だが、嫌な泥濘はそこで終わり勾こう配ばいの低い登り坂となる。

　登り坂はなだらかに続いていた。俺たちは足取りが軽くなったので爽そう快かいな気分で坂を上っていく。やがて大きな丘上に到着。ここからハイム川を眺望できた。

　丘おかの右辺には巨きよ石せきで出来た頭部の石像があちこちに埋うまっているのが見える。

　頭だけか、それともヘカトレイルにあった神々の像のごとく胴どう体たいが埋まっているのかもしれない。どっちもありそう。しかし――眺ながめがいい。風で髪も揺れる。眺めを満まん喫きつしながら丘上から続く街道を俺たちは隊商を守るように進んでいった。

　そして、西日が過ぎ夜となる。

「ホルカーバムまで、後一日ぐらいのところだ……今日はここで夜営しよう」

「了解。賛成だ――」

　フランはゴメスの意見に賛同し、鳶とび色いろの瞳ひとみで俺を見つめてくる。

「わかった。夜だしな」

　俺もその視線と言葉に答えるように頷き、了りよう承しようした。

「それじゃ、お前ら、夜営の準備だ。明日に備え、長靴も用意しとけよ」

　長靴か……。

「おう」

「魔法を出だすわ」

　ゴメスは素早く仲間へ指示を出している。メンバーはそれぞれがてきぱきと行動していた。仲間の女魔法使いが魔法の明かりを灯ともし、ゴメスは荷物から棒を幾つか取り出して何かを組み立てている。鉄棒を地面に刺さして交差させていた。火ではなく交差させた棒の先せん端たんへランプを取り付けている。まさに青白い篝かがり火びのような感じだ。そこで平幕のキャンプを張り終えたフランが「偵てい察さつに出る」と言葉短く言い残す。彼かの女じよは、皆の返事は待たずに平べったいトカゲ魔獣に跨またがり魔獣の腹を叩くと、右辺にあった遺い跡せきのような巨きよ大だい石頭群が続く古道へ向かっていく。彼女が向かった石像の頭部群が転がった遺跡……。

　元はエルフたちを象かたどった像なのだろう。どれも耳だけが長い。

　フランの行動は気にはなったが……追いかけなかった。

　どうせ左ひだり肩かたに止めていた透とう明めいの鷹たかがらみだろう。彼女は俺を追つい跡せきしているのか？

　それとも、この依い頼らいに、たまたま参加していたのか？

　その彼女の裏にいるのが、誰であれ……遠くに居る存在なのは確かだろうからな。

　予想と違って、今度こそ、本当にお花はな摘つみ（Nature calls me）かもしれないけど……さ。

　……さて、俺も近くでキジを撃うつとしますかね。







第五十二章「魔鋼の大おお蜻蛉とんぼ」







　飯の時間だ。

　焚たき火びを挟はさむように石が積まれ、石と石の間に鉄棒が二つ通り、焚き火下から当たる並んだ鉄棒の位置に、黒鉄の無骨な大おお鍋なべが上手うまく乗せられてあった。

　脚きや絆はんでくるんだ木製の湯沸かし器も側に置いてある。

　大鉄てつ鍋なべの中には玉たま葱ねぎ系、ピーマン系の緑野菜、魚が入り、茶色い汁の中でぐつぐつと躍おどるように煮に立たっていた。旨うまそうだ。湯気からは野菜の香かおりと、塩の香りが漂ってきた。

　今日だけ豪ごう華かだ。タジキが御礼の一つだといい、荷物を崩くずして食材を用意してくれたからだ。皆みなで、熱い汁を啜すすり飲みつつ食っていく。

　俺おれとしてはアイテムボックスからいつでも新しん鮮せんな食事を取り出せるから、どうでもよかったが、ま、皆が嬉しそうに美味おいしく食べている様子は楽しいもんだ。

　俺も、笑えみを意識。皆の食事に付き合うように笑え顔がおを向けていた。

　赤髪のフランも温和な笑みを浮かべている。が、頬に微かすかな笑みを作った瞬しゆん間かん、消えていた。何かあったのか？　と彼女の瞳を見ると、逆に、俺のことを頭の天てつ辺ぺんから足の先まで睨ねめ回まわしてきた。

「どうした？」

「いや、なんでもない」

　彼女はそう発言すると、お椀わんを口に運ぶ。

　美味おいしそうに汁を飲んでは、牛ご蒡ぼうのような野菜を丁てい寧ねいに口へ運んでいた。

　スティック菓子でも食べるように微笑ほほえんでいるし……。

　さっきの俺を凝視していた視線はどこに消えたのやら。

　今の様子は、美人ＯＬさんがランチ時に見せる仕草に似ていた。

　この時代ならば貴族然としている所作か？

　とにかく、Ｂランク冒険者以外の経験を感じさせた。

　美味しそうに食べている彼女。だが、チラリチラリと視線を寄こしてくる。

　その瞳から悧り巧こうを超えたある種の知性を感じさせた。

　すると、また視線を鋭するどくさせてくる。ゴメスじゃないが、俺に杭くいでも打ち込んで来そうな雰ふん囲い気きだ。なんなんだ、さっきから……そんな彼女の左肩には透明な鷹が止まっている。

　さっき偵察を終えて帰ってきた時から連れていた。その鷹から、何か良い連れん絡らくでもあったのかもしれない。そんなフランの表情を観察していくと……。

「……シュウヤ、さっきも少し見たと思うが、ここらにいるのはゴブリンやオークだけじゃないぞ。この辺で有名な〝魔鋼の大蜻蛉アロムヤンマ〟が出現する」

　ゴメスは熱い野菜汁に浸つけた黒パンをぺろっと平らげながら、しゃがれた声でモンスターの名前を強調して話をしていた。俺としては、美人なフランの表情を見ていた方が、癒いやされるんだけども……ま、話しかけられたので話題に乗っていく。

「……それは何だ？」

「知らないのか？　ここらじゃ有名だぞ。巨大な蜻蛉とんぼ型モンスターだ。倒たおせばデカイ魔鋼が採れる。魔鋼アロムとして有名なのだがな」

　そういや、侯こう爵しやくのシャルドネが話していた。

「大蜻蛉か、俺は見たことない」

「そうかい。沼地が増えてくると、嫌でも見かけるようになるさ。また、それを狩かる冒険者クランと会うことになるだろうな」

　フランもキャベツのような野菜を食べながら、話に加わった。

「……魔鋼アロムか、ホルカーバムにいる一部の冒険者クランは、各商会に雇やとわれ半ば従業員と化しているとか、そんな噂うわさを聞いたことがある」

　ゴメスとフランはその魔鋼アロムに詳くわしいようだ。

「そりゃしょうがないだろう。大蜻蛉は季節関係なく沼地にたくさん湧くからな、そして、オセベリア以外にも輸出されている特産魔鋼。儲もうけがあるとこ冒険者あり。とな？」

「儲けあるとこ商人ありだろう」

「そうだったか？　がはは」

　ゴメスとフランは笑いながら会話を繰り返かえす。

　その会話の途と中ちゆうで、俺は退席していた。

　小分けした皿に鍋なべ汁じるを持ってポポブムのところへ戻る。

　捕ほ虜りよにした女、ミスティのことが気になっていたのだ。彼女は両手を後ろ手に拘束されながらも、ポポブムに背中を預けハイム川を見つめ大人しくしていた。

　そんなミスティの膝ひざ上うえ、ローブの上には黒猫ロロが丸くなって寝ねている。

　黒猫ロロは随分となついたな。

　近付いていくと、ミスティが視線を合わせて、

「……ねぇ、もうすぐホルカーバムだけど、わたしをどうする気なの？」

「殺すか、売るか、どうしようか、悩なやみ中」

「……できたら、殺さないでほしい」

　彼女は、俺から視線を逸そらし、自らの視線を一点の地面へと集める。

　どこか呆ほうけた諦あきらめた表情を浮かべて、呟つぶやいていた。

　ま、俺は殺すか、と言ったが、はなから殺すつもりはないんだけどね。

　彼女は犯罪者だ、俺が始末した裏切り者のように殺すべきなのかも知れない。

　だが、俺だって偉えらそうなことは言えない、血吸いの化物だ。

　人に馴な染じもうとしているが、人の理から逸いつ脱だつした存在。

　それに、彼女は中々の美人だし。有能なスキル持ちで色々な興味ある情報が聞けたからな。生かしてやろう。あ、そういや、クナが持っていた奴ど隷れい商人の資格がある。

　だから、ミスティのことを奴隷化できちゃったりして？　奴隷といえば……ヘカトレイルで売られていた奴隷たちは、皆が黒い首輪を装着していた。あれはどこで売っているんだろう――あのダークエルフちゃん。と、思い出していると、

「――糞、ねぇ、何か言ってよ。黙だまってちゃわからないでしょ」

　ミスティが俺の思考を邪じや魔まするように語気を荒げた。彼女は必死な目で訴うつたえてくる。

「あぁ、考え事をしててな。すまん。やはり、殺しはなしかな」

「それじゃ、奴隷化？」

　奴隷化か……ん～やっぱ、こうやって話してしまうと無理かなぁ。

　彼女の兄を殺した手前……何か、心に引ひっ掛かる。

　話をしてみたら糞、糞、の口くち癖ぐせ以外は普通に話せたし、わざわざ、奴隷に落とすのは気が引ける。もう解放していいかな。と思ってしまう。

　それに何度も思うが、美人だ。これ俺には重要。

　知り会えた女には甘い……それが俺でもある。

　まぁ、命を狙ねらってきた場合は躊ちゆう躇ちよなく殺せばいい。条件次し第だいでは逃にがしてやるとするか。

「……条件次第で、逃がしてやってもいいよ」

「そう……え？　それって、本当？」

「あぁ」

　と、無難な声を出して、頷く。それを見た彼女は目を輝かがやかせて、

「……逃がしてくれるの？　まさか、わたしに惚れちゃった？　この体が目当て？　でも、わたしはこの額の〝印〟があるおかげで、わかりやすいし、売れば値段は張るわよ張るわよ？　スキルの証明、元貴族の証明だし。奴隷として売れば白金貨五枚はいくと思うのだけど」

　ミスティは動どう揺ようしているらしい。焦げ茶ちや色いろの瞳を左右へ微び妙みように揺ゆらしながら、語る。

　売られるのが嫌いやなくせに高く売れるとか。逆アピールだろうに……。

　そんな些さ細さいなことは、あえて口にせず、

「……白金貨五枚か、確かに大金だな。本来ならお前を売るのが正しい。だが、お前の生せい殺さつ与よ奪だつの権利は完全に俺が貰もらっている。だから、売ろうが殺そうが何しようが俺の勝手だ。それに、俺はある程度の金を持っているんでね。お前を売ってまで金は要いらないというわけだ。あと、俺も男だ。正直、お前の体には興味はある。抱だこうと思えば抱くさ。だが、しゃぶれとか、抱かせろとは条件には加えないぞ」

「そう……不思議な人……紳しん士しとか？　確かに貴方の纏まとっている灰色外がい套とう、よく見たら紫むらさきの粒つぶが光って特別で、凄すごく高級そうな布だし……それに盗とう賊ぞく団を倒した、あの斧槍は普通のハルバードではないし武術も凄い。わたしは素人しろうとだから、聞いた範囲でしか知らないけど、タンダールで聞く武術の雰囲気があると思う」

「……おっぱい好きの紳士だ。それで、逃がすとして、条件だが……」

　ミスティの焦げ茶ちやの瞳が希望を見出だしたように俺を見る。おっぱいの部分で眉が動いていたが、わざわざ指し摘てきはしてこなかった。

「なに？」

　俺は彼女の希望の視線に応こたえるように、指を立て、

「――第一に復ふく讐しゆうを止める。第二に盗賊団に入らず真っ当な仕事をする。第三に【ヘカトレイル】以外の都市へ行く。第四に俺の命を狙わない。因みに俺を狙ったら、次は躊躇なく殺るからな？」

「そんなことで良いの？」

「いい。だが、本当にお前は復讐を止めることはできるのか？」

　俺はミスティの目を強く見た。

　彼女は無言のまま見つめかえしてきたが、根負けしたように視線を逸らす。

「……正直話すと無理かもしれない。わたしは知っての通り、ギュスターブ家。ギュスターブ家はすべてを剥はく奪だつされヘカトレイルから追放された貴族……父と母は失意の内に死んだわ。その原因となったのは〝兄〟の所業。その兄を探して、殺したいの。それに、ギュスターブ家を潰つぶしたオセベリアの貴族たちも殺してやりたい。特に侯爵家も許せない……ヘカトレイルに住む奴やつ等らも憎にくい……はぁぁ、だめね、どうしても、憎しみが忘れられないわ」

　憎しみか、正直だな。

「忘れられるわけもないか」

「そうね……わたしの心には憎ぞう悪おの連れん鎖さが巻き付いているのよ」

　ミスティの焦げ茶の瞳。確かに、その目の奥おく底そこ、黒い鎖くさりが渦うず巻まいて見える気がした。

「正直だな。嘘うそついてもよかったのに」

「解放してくれる。と話す貴方の優やさしさに嘘をつきたくなかった。そんなとこかしら？」

「はは、随分と殊しゆ勝しような心持ちだ」

「こんな、奴隷に落とされるような糞女の趣しゆ味み話を楽しそうに聞いてくれて、逃がしてくれるわけだし？　久々に温ぬくもりを感じたから……その、優しさに揺れちゃったのよ」

　ミスティの頬がいじらしく紅色に染まる。

「そんな感情を抱けるなら、復讐なんて忘れられそうな気もするが……」

「……そうかも知れないわ。違った道もあるかもしれない」

　彼女の瞳から憎しみの鎖が消えたように感じた。これが嘘でも、別にいいか。

【オセベリア王国】に被ひ害がいがあっても、俺は国に仕えているわけでもないし。

　これといって確証はないけど、信じてやろう。信じる人は救われる。

「そうだな。ミスティなら見つかると思うぜ、その違う道がな。例えば冒険者とか？」

「冒険者……」

「ま、例えだ。明日ホルカーバムに着いたら逃がしてやるよ」

「……ありがとう。更こう生せいの機会をくれて……本当は殺されても仕方がないのに」

「いいってことよ。そろそろ寝とけ、あ、待った。冷めちゃったけどこれを食え。旨いぞ」

　俺は犯人を尋じん問もんしていた刑けい事じ気分で、一時的に枷かせを外し、カツ丼どんじゃないが、鍋なべ料理が入った皿を彼女に渡わたした。

「う、うん」

　自由にすると決めたけど、奴隷に関してわからないことが多い。ついでだ、商人のタジキに奴隷売買について簡単なことを教えてもらおうか。

　その足でミスティから離はなれタジキがいる幌ほろ馬車へ向かった。

「タジキいるか？」

「はい」

　タジキが幌馬車から顔を出す。

「少し質問があるんだが、今、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええ、はい。大丈夫です。ちょいと降りますね。――それで、何か用ですか？」

　タジキは幌馬車から降りてきて話してくれるようだ。

「唐とう突とつだが、気にせず答えてくれると助かる」

「シュウヤ様でしたら、何でもお答えしますよ」

「捕つかまえた捕虜を売ると仮定して、奴隷商人はどういった商人がお薦すすめなんだ？」

「お薦めですか、それは、やはり、大商会に所属する奴隷商人でしょう。ですが、もし、お売りになるのでしたら……わたし共の商会にお売り頂きたい。シュウヤさんには命を助けられましたからね。会長にお願いして高く買い取って頂きますよ」

　そりゃそうか。わざわざ他の商会を薦めるわけないよな。

「そうか。売る場合は考えておく。それと、奴隷商の資格とは？」

「国が認にん可かしている証明書ですね。資格があれば、奴隷競売に参加することや他の奴隷商と取引も可能です。一級ともなれば、一見さんはお断りの高級奴隷商館にも入れるようになり、売買もできるようになります」

　一見さんお断り。舞まい妓こさんや芸げい妓ぎさんと遊べるお座ざ敷しき遊びを思い出す。

「そんな店があるのか。他にも奴隷化はどうすればできるのかな？　後、奴隷商人にはどうしたら成れるのかも、聞きたい」

　タジキは俺の言葉に頷き、素す早ばやく、説明を続けてくれた。

「奴隷化を直接行うには契けい約やくの書類、従属の首輪、その首輪に垂らす主人の血と奴隷の血が必要です。奴隷商人についてですが、従属の首輪と本人であることが記された奴隷証書を持ち、商会へ所属していれば、もう奴隷商人といえるでしょう」

　商会所属じゃないと駄目、専門的なんだな。今は客の立場で十分だ。

「……なるほど、それじゃ例えば、奴隷を持っていたとして、商人を挟まずに違う冒険者に奴隷を売ることは可能か？」

「可能は可能ですが、奴隷の個人売買は現実的ではありません。空きの従属首輪が必ひつ須すですし、空き首輪を買うにしても名前入りの資格証書が必要で値段も高く、商会に所属してなければ買えませんので。他にも奴隷が都市に住む場合などでは役所へ申しん請せいが求められ違い反はんすれば罰ばつせられます」

「申請か、ややこしいんだな」

「普通に商会に所属する商人から奴隷を買えば、役所の申請やら手続きはすべて商人が行いますから大丈夫ですよ」

「あぁ、そういうこと」

　空きの従属首輪、資格証書、奴隷証書が必須で、結局、商会に入らなきゃ奴隷商人にはなれないと。気軽に奴隷を作れるわけじゃないようだ。

　自じ称しようならたくさん居るかもしれないが。また、他の遠い地域だと、このシステムではない奴隷制度があるかもしれない。あくまで、この地域の話として記き憶おくしておこ。

「……わかった。知りたいことが聞けたよ。丁寧に教えてくれてありがとう」

　タジキ先生に丁寧に気持ちを込めて頭を下げた。

「いえいえ」

「それじゃ、また明日」

　明日都市についたら、ミスティを逃がしてやるか。タジキと離れ〈夜目〉を発動。

　夜のハイム川を眺望できる土手の上を散歩していく。

　岸辺の周りには、紫の花や青白い花が繁しげり、新緑の彩いろどりを添そえていた。

　夜のハイム川……何気ない、そよ風が頬を流れる。肌はだに当たる冷たさが、ほど良い冷たさで心地が良い。ここに座すわるか。花の咲さいていない適当な土手を選ぶ。

　胸ベルトの背中側にある背はい嚢のう袋ぶくろから小さい毛布を取り、土手上にその毛布を敷しき置いては、自らの腰こしを下ろした。体育座りで一時の休憩を楽しむ。黒猫ロロも何時いつの間まにか傍にきていた。俺の横にちょこんと座っている。

　ハイム川から涼すずしい夜風が俺と黒猫を撫なでるように吹ふき抜ぬけてゆく。

　一いつ緒しよに月明かりで綺き麗れいな夜空を楽しんでいった。

　茄な子す紺こんの空には月が二つ。大きい方は欠けている。

　月の破は片へんが大小様々な形に見えているけど、光は分散するので綺麗なもんだ。

　川かわ面もには月光の輝きによって反射光が作り出されていた。

　幾いく条の波が銀閃に見えてくる。黒猫ロロは紅あかいつぶらな瞳を輝かせ、無む我がの境地とも言える動物顔を浮うかべては、銀閃漂ただようハイム川を眺めていた。

　月が雲に隠かくれ辺あたりが暗くなり川面の表情も変わる。

　雲が流れ、月が本来の姿を取とり戻すと、川面の銀閃が強く光る。

　黒猫ロロは景色が刻一刻と移り変わる様子が気になるのか、無我の表情は一いつ瞬しゆんで終わり、頭部をきょろきょろ動かしては、猫ねこパンチを月の明かりに放っていた。

　俺は体育座りを止めて、後頭部に手を当てながら、背せ伸のびをするように、土手に背中を預けた。月と星々、宇宙そらを見た。ここは気持ちいい。

　体勢を横にずらしてハイム川と黒猫ロロを眺めた。

　月夜が照らし作る大河なハイム川を眺めていく。絵になるな……。

　銀夜景を堪たん能のうしてから寝ね入いることになった。

　朝方、ハイム川の流れる川音と涼しい風で、俺と黒猫ロロは目を覚ます。

　まだ、薄うす暗ぐらい。朝日が昇のぼると、皆、起き出して朝飯の準備を始めていた。

「定番の汁しる物ものだ」

「了りよう解かい」

　ゴメスたちと軽く談だん笑しようしながら朝食を食べ終えると、出発準備を整える。

　また西へ向けて出発となった。坂を下りて土手側から少し離れる形となる。

　――景色が変わってきた。今まで、ずっと森林と石像群が右辺に広がっていたが、森林地帯も消えて完全な沼地へと変へん貌ぼうしていた。土手の近くまで塩湖のような水気を含ふくんだ土地が続く。そんな沼地を進んでいると、あちこちに大きな茸きのこが現れ始めた。

　巨きよ大だい茸きのこの群生地帯か。この辺りの湿しつ地ち帯たいに多く分布している固有種らしい。薄うす紅べに色に、紫むらさき色いろの斑はん点てんが付いた巨大な笠かさを持つ特とく徴ちよう的てきな巨大茸だ。食ったら旨いのかな。

　すると、霧が晴れた。太陽の光が辺りをはっきりと映し出す。

　明るさに釣つられて空を見上げた途と端たん――。

　巨大クラゲの大群が空を泳いでいるのが見えた。大きなクラゲと小さいクラゲは親子連れの大群だ。時折、重なり螺ら旋せん状じようの動きを見せている。あれは前にも見たなぁ。

　大蜻蛉も空を飛んでいた。時々、巨大茸の笠上に止まっている。

　霧が掛かかる沼地と、大茸、空には巨大なクラゲとトンボ。

　幻げん想そう的てき光景の映像がリアルタイムで進行中だ。ハンディカメラがあったらＲＥＣボタンを押おしているね。茸からは、いい匂においが漂っているし。

　んだが……こういった幻想的な景色を楽しんでいる状じよう況きようは、俺だけだったりする。

　護衛隊商は沼地に入ってから車輪が土に絡み進行速度が落ちていたからだ。

　楽しんでいるように俺にとっては好都合。

　今も、巨大茸の傍にポポブムを寄せて、その茸の感かん触しよくを楽しんでいた。触ふれても平気らしい。注意はされない。また茸の房に手を伸のばす。

　粉が舞まっているので、菌きんとかありそうだけどな？　不思議な感触だ。あ、平気なら、もしや食材にもなるんじゃ？　椎しい茸たけに近いのか？

　柔やわらかさといい、匂いも椎茸っぽいぞ。そこに、

「ここに、アロムがいるぞぉぉぉ」

「おおうっ」

「やるぞ」

「おぉぉ！」

　大声が幾つも響く――一瞬、白いロボットに乗るニュータイプな人物に聞こえたよ……。

　掛け声ごえとともに、数十人が大蜻蛉に向けて走り出していた。ぬかるんだ地形なのに動きが速い。走り出していた後方に居た数人が、大蜻蛉へ向けて矢を放つ。

　その後方に居た強そうな雰囲気を持つ魔ま法ほう使つかいは詠えい唱しようを開始している。

　放った矢の後部には紐鎖が見えた。

　仕掛けが施ほどこしてあるらしい。冒険者の集団は連れん携けいがスムーズだ。

「――始まったな。あれがここら辺の名物でもある大蜻蛉アロムヤンマ狩がりだ」

　ゴメスが語る。冒険者たちが大蜻蛉アロムヤンマへ向けて放った複数の矢は、刺さったり刺さらなかったりしている。大蜻蛉アロムヤンマは飛び立ち反はん撃げきに出るようだ。大きく羽ばたき、ホバリング状態で宙に浮くと、冒険者たちへ向けて細口や尻尾しつぽの先端から長細い鋼刺針を連続で射出。

　だが、戦っている彼かれらは手て馴なれているのか、大おお柄がらの戦士たちが大盾を掲かかげて並び立ち、その激しい鋼刺針の攻こう撃げきを防いでいた。

「今だ、広げろ！」

　大盾持ちの戦士の背後にいたリーダーらしき人物が叫さけぶと、矢に括くくられていた紐ひもが続々と引っ張られ巨大な鉄網が出現した。大蜻蛉アロムヤンマは鉄網に引っ掛かり羽や胴体が絡め取られて沼地に墜つい落らくするが、網に捕とらわれても、おちょぼ口のような穴から鋼針を周囲へ射出させ暴れてもがく。網を切ろうとしているようだ。

――そこに魔法使いの詠唱が終わったのか、雷らい撃げきと氷柱が網に絡まった大蜻蛉アロムヤンマに炸さく裂れつした。

「まだまだだぁぁっ!!　フォース、ライオット！　前衛突っ込めぇ！　頭の根本だ」

　リーダーは指示を出す。盾たて戦士の背後にいた見るからに熟練そうな長ちよう剣けんと斧おのを手に携たずさえた二人の大おお柄がら戦士が反応を示す。二人は魔闘術系の体術を駆く使ししながら魔ま法ほう攻こう撃げきによって動きを止めている大蜻蛉アロムヤンマの下へ駆け寄よっていく。

　そのまま複眼が目立つ大蜻蛉の頭部の根本へ飛びつくように攻撃。

　素早い一いち撃げきから連撃を加えていた。大蜻蛉アロムヤンマの複眼は蠢き反撃に出ようとする。だが、熟練戦士たちの剣けんと斧の攻撃は速い。

　スキルと思われる斧と剣の連撃により大蜻蛉アロムヤンマの頭は切断された。頭がなくなっても細長い胴体を痙けい攣れんさせていたが、バタっと動きを止める。

「――ヤッホイ。倒したぞ！　今日二匹目討とう伐ばつ成功だ！　回収急げ」

　数人掛かりで大蜻蛉アロムヤンマを解体していた。大蜻蛉アロムヤンマの胴体から巨大な鉄パイプ？　のような物を取り出している。羽や頭も全すべてを回収していた。一匹から素材が大量に採れるようで荷馬車は満まん杯ぱいになっている。

「回収、ほぼ終しゆう了りようしたよぉぉっ」

　回収班のリーダーと見られる女エルフがそう大声をあげた。

「ふははっはは、そうか！　回収班以外は次の獲え物ものにいくぞ？」

「了解っ」

「てめぇら、もっと気合を入れろっ！　今日は後、五匹は狩る。――行くぞっ」

　リーダーは背が低い戦士姿。快活に語るとクランの面々と思われる数人をその場に残し、サラブレッドではなくポニー系の小型馬に乗り込み、爽快そうな笑い声を発しながら反対側の沼地へ走らせていった。

「おうっ、リーダーに続け」

「儲け儲けだっ」

　何か、偉いハイテンションな集団だった。あっという間だったし……。

　これがゴメスの言っていた大蜻蛉アロムヤンマ狩りかぁ。

　ポニー系の馬、かわいいかも。とポポブムの視線が気になったので、浮うわ気きはしない。

　そんなことを考えながらポポブムの背中を撫でていく。

　……同時に、辺りの沼地は静せい寂じやくに包まれていった。

「さぁ、俺たちも進むぞ」

　ゴメスの声と共に隊商は西へと歩みを開始した。

　だが、ゆったりペースだ。皆はこのぬかるみに辟へき易えきしているようであった。

　ハイムの川沿いと沼地の間にある土の泥でい濘ねい街かい道どうを、俺たち隊商の一団は我が慢まんしながら進んで行く。ポポブムも泥どろをはね散らしながら進むが、その歩みは、どことなく重く感じる。

　お前もこのぬかるみが嫌なのか？　と、首を撫でてあげていた。やがて泥濘が減り、草原らしき地帯に突入。そして、土の道から、古石が敷き詰つめられた街道に出た。

　スムーズに進む――その時、おっ？　見えた。遠くにホルカーバムの都市らしき壁かべが見えてきた。城じよう壁へきは低い。遠くから……そんな都市の姿を眺めていたら、フランが魔獣に乗った状態で、

「シュウヤは【魔鋼都市ホルカーバム】は初めてなのか？」

　俺の表情を探さぐるように、聞いてきた。

「そうだ」

　俺は無難に答えると、彼女は、

「なら、軽く説明してあげようか？」

　にこっと微笑むフラン。透明な鷹はそんな彼女のすぐ隣となりを低空で飛んでいる。

「……あぁ、頼たのむ」

「わかった。ざっくりとだが、ホルカーバムの南には大河のハイム川が流れ、都市の北東から東にかけては、わたしたちが通ってきた沼地と森林がある。そして、北には巨大な石切場があり、街の西にはペルネーテ、ラド峠とうげに向かう街道の近辺に、農園と墓地がある」

「石切場か」

　確か、侯爵のシャルドネが石が採れるとかなんとか言ってたな。

「そうだ。石切場や木こり場も冒険者の依頼で行く場合もあるぞ。石切場ではハーピーが湧わいたりするし、木こり場ではゴブリン、オーク、ノグ、シャプシーといったモンスターが湧くので忙いそがしいんだそうだ。ゲンダル原生人もでたりする」

「へぇ、食いっぱぐれることはなさそうだ」

「はは、確かにそうだな」

　左に見えるハイム川には、船が進んでいるのが見えた。街道には武装した冒険者たちや他の隊商の馬車の一団が通りすぎてゆく。農作物を載せている荷馬車を運ぶ魔獣たち。

　荷物を重そうに汗あせだくとなって運んでいる魔獣や馬の鼻には、蝿はえや羽虫が集り可哀かわい想そうに見えるほどであった。色々な人らがここの街道を利用している。

　街道沿いの右側に広がる草原と沼ぬま地ちでは、大きい灰色の殻からをしたカタツムリが徘はい徊かいし、その巨大カタツムリと戦っている冒険者たちも存在した。鬨ときの声こえや掛け声も聞こえてくる。

　黒猫ロロも、そんな大きなカタツムリを見ては、獲物を追うように瞳どう孔こうを散大させ姿勢を低く構えて狩りの態勢に……黒猫ロロはじゃれて遊びたいようだ。

　だけど、まだ護衛任務中。

「……ロロ、勝手に狩るのはダメだぞ？　人が戦ってるし、苦戦もしてないだろ？」

「にゃ～」黒猫ロロは耳を凹へこませ答えていた。

　アンモナイトやカタツムリ型のモンスターか。しかし、すぐ近くで農作物を運んでる人たちもいるけど、間近にいるモンスターは平気なのだろうか？

　それだけ冒ぼう険けん者しやたちが活かつ躍やくしているんだろうけど……そんなことを考えているとホルカーバムの東門が見えてくる。東門に近付くに連れて一風変わった建物も増えてきた。それはテントのような建物。

　モンゴルの草原の民たみが住すみ処かにしているゲルというテントに似ている。

　家か畜ちくも見えた。牛だ。ルンガだ。頭が二つ。乳の数も多い。あの家畜ルンガたちは師し匠しようのとこにもいたな。わりとポピュラーな家畜のようだ。

　そのような家畜を含めたテントが点々と【ホルカーバム】東側の草原を囲うように存在し、虎とらの顔をした獣人たちがたくさん生活していた。

　テントの前では、馬の囲い場もあり馬ば喰くろうたちと思われる毛皮のマントを羽織る商人たちが大声をあげている。あちらこちらで、布帽ぼう子しを被る虎獣人が都市の中へ入ろうとしている商隊や旅人たちを呼び止めて、熱心に商品を勧めていた。

　その中で、一番熱心に声を出している虎獣人の売り子の前を通る。

「――いらっしゃいっ！　ゴーモック商隊の品物は、東は【ヘカトレイル】に【フォルニウム火山】を越こえ、遥はるか東国の【フジク連れん邦ぽう】や【レーリック】の品物まで用意してあるよっ。見ていきな！　ゴーモック商隊の品物だよぉ」

　この虎獣人の背後にある建物のゲルは他のゲルより一ひと際きわ大きい。

　サーカス団の一員や、専属の傭よう兵へい集団らしき者たちも見られた。

　ゴーモック商隊か。有名なのかな？　前にも聞いたことがある。

　都市の中には入らずここで商売をやっているのか……俺たちはそんな商人の声を無視して門まで進む。門上の両りよう端たんには風で靡なびいている青旗がある。絵え柄がらは盾の中に馬と鷲わしと竜が描えがかれ、それぞれが一つの王おう冠かんを支えている。下には青鎧姿の衛兵が二名立っていた。

　俺は素す通どおり。衛兵は見ているだけ、視線も合わせようとしない。他の旅人たちと一緒になって開かれた門を潜っていく……やっと、ホルカーバムに到とう着ちやくだ。

「ついたな」

「皆みな様さま、依頼ご苦労様でした」

　商人のタジキが頭を下げていた。

「おう、今荷物を移すから少し待ってくれ」

　ゴメスたちは商人タジキの荷馬車から装備品を含めた荷物を降ろしている。

「ありがとうございます。今、うちの商会の者が来ますので」

「わかった。それでも降ろせるだけやっておく」

　ゴメスたちが馬車から荷を降ろす作業をしていると、タジキが所属する商会の使用人たちが集まってきた。彼かの女じよたちは頭部に店独自の模様が入ったプラトークをかぶっている。

　綺麗な女性が多い。使用人たちは手早く挨あい拶さつを済ませると、ゴメスたちの作業に加わった。そうして、あっという間に荷降ろし作業は終わった。

　タジキは手伝いにきた商会の者へ依い頼らい木札を渡している。丁寧な所作で木札を受け取った使用人は恭うやうやしく頭を下げて、足早に街並みの中へ消えていった。

「皆様、依い頼らい完かん了りようの木札は商会の手の者がギルドへ提出に向かったので、ギルドに行けば依頼の報ほう酬しゆうが貰えるはずです。それでは、わたしは商会の倉庫と店に、そして、今回の委細を会長に伝えます。では、皆様、この度たびはありがとうございました。またの御機き会かいに。それと、シュウヤ様、ルクソールへのご来店をお待ちしております。では」

　タジキは幌馬車と荷馬車を連結させて、その場から去っていった。

「シュウヤ、あの商人に偉く気に入られたな？」

「そうみたいだ」

　俺は行く気はないので適当に頷うなずくと、

「ゴメス隊長。当たり前ですよ。俺たちでさえ、シュウヤさんには感謝しているんですから、俺も夜、ずぅっと、待っていたんですけどね……」

　死に神のようにも感じた戦せん慄りつの言葉を、俺は華か麗れいにスルー。視線も合わせない……。

　この間から、俺の股こ間かんばかり見ているので、少し恐きよう怖ふを感じていたからだ。

　彼の名前はジオ、【戦神の拳こぶし】のクランメンバーだが、ここ最近出現したどんなモンスターよりも怖こわい存在である。

「ジオが完全にお熱をあげちゃっているわね。でも、もし、あの場にシュウヤさんがいなかったら……ぞっとするわ」

　ぞっとしているのは俺なんだが、と女魔法使いには言えなかった。

「考えたくねぇが、盗賊共に捕つかまるか殺されてただろう――シュウヤ、ありがとな？」

　ゴメスはクランメンバーと共に礼を言ってきた。彼はむさいゴツイ親父おやじキャラだが、今見るとクランを率いる立派なリーダーに見える。こういった視線は照てれ臭くさい。

「……いや、その、たまたまだ」

　照れるように言葉を濁にごした。

「ははは、あの槍やり働きをしても謙けん遜そんか。本当の強い奴やつというのは、こういう〝漢〟なのかもしれねぇな……んじゃ、俺たちはギルドに報酬をもらいに行く――皆、いいな？」

　ゴメスは鷹おう揚ように笑い、豪ごう傑けつキャラに戻もどるとメンバーを見回した。

「了解っ」

「ついていくっす」

「ゴメス隊長、わたしは宿を探してくるわ」

「おう、ここで待ち合わせだ――フランにシュウヤ。俺おれたちは先にギルドへ行くぜ、また、どこかでな」

「わかった」

「またな」

　ゴメスたち【戦神の拳】クランは離れていく。

「シュウヤもギルドに行くのだろう？」

　魔獣に乗った状態のフランがそう話す。

「俺は少しこの都市を見学したいから後でギルドを探すよ」

「そうか……わたしがこの都市を案内してやろうか？」

　そよ風で揺れる赤髪を手で押さえながらのフランが、突とつ然ぜんそんなことを話す。

　僅わずかに揺れる赤髪を押さえている行動に女の色気を感じ取った。

　だが、ミスティを解放してやるつもりなので、済まないが……。

「……適当に見て回るだけだ。必要ないよ」

　と、断っていた。

「……わかった。それじゃ、わたしも先にギルドに向かう」

「あぁ、またな」

　赤髪のフランは思案気な表情を見せたが、背中を見せるように魔獣を操作。

　去っていく。さて、どこでミスティを放すか。







第五十三章「魔ま鋼こう都と市しホルカーバム」







　その場で都市を見み渡わたす。東門を入ってすぐに四よつ辻つじの十字路があった。うららかな日ひ和よりに似合う牛馬の群れが通り、たくさんの人々が行き交っていた。行き交う人々の隙すき間まを縫ぬうように、ポポブムを通りの端はしに寄せてから、そのポポブムを停とまらせて、

「ミスティ、解放は目立たないところでやるから」

「わかったわ」

　さてと、彼女をどこで解放するかな。十字路の左、南の通路は道みち幅はばが狭せまくなり、細かな路地へと続いている。そこには、下町を感じさせる大小様々な形の古めかしい家が建ち並んでいた。今度は視線を十字路の右へ向け、北の道を見る。

　上り坂があった。坂通りの間には、黄色と白しろ塗ぬりで彩られた新築の縦長高級屋や敷しきが建っている。坂上に段々と並び建っているので、家が階段のようにも見えた。高級街かも。

　十字路の上、西の通路はメインストリートだ。道の幅は大きい。

「西はメインだし、右の坂上へ向かうか。そこで解放してやろう」

「うん」

　坂を上がり斜はす交かいにある路地へ入る。

　そこでミスティを地面に下ろし、腕うでにかけてあった魔ま法ほうの枷を外す。

　アイテムボックスから金貨と銀貨を十数枚取り、それを適当な皮かわ袋ぶくろに入れてからミスティの手に握にぎらせてあげた。

「これは……」

「何もないと苦労するだろ？」

　ミスティからはお人ひと好よしのバカに見えているかもな？

「……なんで……ここまで」

　彼女は金貨が入った袋と俺の顔を交こう互ごに見る。

　その双そう眸ぼうには涙なみだが溜たまり、一滴てき、二滴、の涙が頬ほおへと伝い流れていた。

「……俺は中ちゆう途と半はん端ぱな、お節せつ介かい野や郎ろうなんだよ。女限定のな。それにその金があれば辻つじ馬ば車しやも楽に雇やとえるだろう？　再出発が容易になるはずだ」

「……ありがとう、ふふ、お節介野郎か。わざとそんなこと言って邪じや険けんな態度を取る。優しさを隠そうとしても無む駄だよ。でも、貴方あなたと出会えてよかった。短い間だったけど、人生観が変わっちゃった。わたし今まで自分の目的のためだけに生きてきたけど……貴方のような善なる存在を久しぶりに知ってね、この世に満ちた欺ぎ瞞まんにすぎなかった善という言葉を信じてみたくなったんだ。だから、シュウヤ……また、どこかで会えるかな？」

　ミスティは流れる涙を手でぬぐいながら話す。彼女の言葉は何気に、俺の心を打つ。

　助けることも善も結局は……だが、そんな感情は表には出ださない。

「……会えるさ。ミスティが真ま面じ目めに生きていたら必ず会える」

「本当？」

「あぁ、それじゃ、たっしゃでな」

「にゃお」

「あっ、まっ――」

　懇ねんごろとは程ほど遠とおい別れの挨拶を済ませた。ミスティの名残なごり惜おしそうな表情と仕草。

　涙を溜めた瞳ひとみと流していた涙から、分かってはいた……が、彼女の言葉を無視するようにポポブムを走らせ、坂を下っていく。また、会える。これは本当の気持ちだ。

「ンンン、にゃぁ～」

　黒猫ロロは俺の顔を見上げて寂さびし気げな雰ふん囲い気きで鳴いてくる。ミスティを放ほうり出したのを責めるつもりなのか、彼女と会えないことが寂しいのか、わからない。すると、黒猫ロロが喉のど声を出しながら大好きなポポブムの後頭部の位置から離れて、俺の胸むな元もとに寄り添い、頭を何度も器用に衝しよう突とつさせてくる。甘あまえてきてくれた。どうやら、俺の表情が気になっていたらしい。かわいい黒猫ロロだ。




　元貴族、盗賊だった女を解放してしまった。

　彼女はゾルの妹だと知っているから、正直、同情してしまった面もある。

　額の紋もん章しようを見ると、どうしても、あの時のことを思い出すんだよな。

　ゾルとシータが微笑ほほえむように死んだこと、それに、振ふられたユイのことも……。

　ま、俺は無責任だ。再会を願ったが金を握らせ厄やつ介かい払いしたと、言えなくもない。

　そんな後ろめたさを感じながら大通りを進んでいった。

　西に続いてるメインストリートを進む。

　建物群の一角には豪ごう華かで敷しき地ちが大きいホテルの建物があった。

　他にも古めかしい商館や新しい武器防具店が立ち並ぶ。この辺は雰囲気がある。

　店は鍛冶かじ屋やの建物だらけだ、煙えん突とつが多い。黒こく煙えんがもうもうと立ち昇っていた。

　興味が出たので店近くにポポブムを寄せて進んでいく。

　すると、黒鉱物の塊かたまりが看板代わりに設置してある店があった。

【炎ほのおと鋼鉄の縁えんハディの店】と、店の名前を彫ほった塊。

　こっちの店には【ガトー＆フズマン】と刻んだ巨きよ大だいな大剣オブジェだ。

　隣の店には、フランクフルトのような太い鋼鉄棒看板。

　そこに【鍛冶かじ雑貨エリザードの店】と刻んであった。

　他にも鎚、盾、水すい晶しようなどのシンボルマークが描かれた看板の店が多い。

　そんな各店舗の看板下には、一つの共通点があった。

　店の軒のき端ばに小さい木き彫ぼりで作られた蜻蛉のアクセサリーが、針金や紐で看板に吊つるされているのだ。今も、軒のき下したにぶら下がった蜻蛉の模型が風で揺ゆれている。

　風ふう鈴りんの代わりではなく蜻蛉の模型は〝アロムの魔鋼〟を扱あつかっている的な意味合いを持つ、商店街のトレードマーク的な物なのかもしれない。

　ゆるキャラがいたらマスコットが出来そう。

　外から見ただけだと、そんな印象の商店街だった。

　商店街の横には細かい路地が続いている。街の奥おくまで分ぶん岐きしているような奥の細道。

　裏通り、何気ない通りを見つけるのは好きなんだよね。

「路地裏散歩道」的な番組を再開させるか。少し覗のぞいて寄り道をしていこう。

　もしかしたら、この先に目的の枯かれた大樹があるかもしれないし。

　ヘカトレイルとは違ちがう家々の形、石家が多い。散策気分でポポブムを進めていった。下水道が整備されているのか、わからないが、地面に丸い鉄蓋マンホールがあった。

　その鉄蓋をポポブムの脚あしで踏ふみしめながら狭い路、裏通りらしい薄うす汚よごれた路を進む。

　幾つか細かい路を通とおり抜けると――叫び合う罵ば声せいが聞こえてきた。

　なんだろうと音に釣られて袋ふくろ小路こうじの場所に向かう。

　そこでは争いが起きていた。

　暗あん褐かつ色しよくの破れたローブを着込む山さん賊ぞくのような髭ひげ面づらの男たちが、大人数で少数を囲む現場。

「囲め囲めっ、追おい詰めたぞ」

「ベンっ、確かく認にんしたか？」

「あぁ、【ガイアの天てん秤びん】幹部の鉄てつ槌ついのビクターと、あの女が団長の火球のミアだ」

「鉄槌野や郎ろうと隣にいる女が団長か」

「そうだ。部下が鉄槌の餌え食じきになったからな。間ま違ちがいねぇ」

　むさい野や郎ろう集団は余よ裕ゆうありげな会話を続けている。

「だが、四腕のデュマがいない。注意が必要だ」

　ひょろい痩そう躯くな男が肥えた男たちに忠告した。

「ゾハ兄は用心深いねぇ。この状況で注意したって仕方がないだろう。デュマがいねぇなら、好都合って奴だ。見てみろよ、残りの手勢もコイツらだけだ。ここであの女団長の首を取れば、老舗しにせの【ガイアの天秤】はここでおしまいだ」

　忠告を笑いながら否定したのは太った男。

　横っ腹が出て狂きよう暴ぼうそうな顔を持つ野郎だった。

「そうだ。こりゃ、俺たちに運が向いてきたな？」

「おう。うひゃひゃッ、チャンスチャンス。首を取る前に、あの女で……へへッ」

　太った男たちは武器を手に、敵側にいる女を見ては鼻息を荒あらくしている。

「あぁ？　お前も狙ねらっているのか？」

「サルド、お前はバカか。あんな良い女、逃のがすわけねェだろ」

「それならベン、競争だ。兵士を殺した数で決めるぞ」

「いいぜェ、みなぎってきた!!　やるぞ！　お前ら聞いたな？　いけやぁぁ、潰つぶせ、潰せ、潰せェッ！」

　他の兵士を焚たき付つけているし、こいつらは山賊の身なりでもリーダー格らしい。

「血祭り、祭りだぁぁぁぁぁっ！」

「ヒャッハーッ、殺るぜぇ！」

　気付かれてもいいから近付いてみよ。

　ポポブムの腹を僅かに叩たたき前進させる。その集団の横合いから近付いていく。

　すると、サルド、ベンの近くに居た痩駆な男が、

「オイッ、好き勝手に盛り上がるのはいいが、お前ら何競争とか言ってんだ？　あの小こ娘むすめは最初から俺様がもらうと決まっている」

　眼がん窩かに窪くぼんだような目を持った痩躯の男が、太った男たちに指示を出す。

「はぁっ？　ゾハの兄者、何を言ってやがる。俺が先だ！」

「ベンにサルド、長ちよう兄けいの俺様が先だ。あの、滑なめらかでつるつるしてそうな太ふと股ももは俺が一番最初に貰もらうんだよっ、へへ」

　下種な言葉に下げ卑びた笑いを浮かべる男たち。

「またかよぉ、いっつも、先にゾハ兄が持っていくんだから、たまにはおれたちにも味わわせろよ」

「いやいや、あの女だって、おめぇらみてぇな肥えた中年より、俺みたいな、スマートな男に犯おかされたいはずだ」

「――おぃ、ベン、サルド、ゾハの変態兄弟、今は駄だ目めだ、あの女、ミアは無事に生いけ捕どりにしろと、オゼさんとジェーンさんから命令が出ている」

　あれ？　結局、あの煩うるさい兄弟たちは副リーダー的な存在だったらしい。

　一番最後に話をした大柄の男がリーダー格か。

　長剣を手にしながら、命令口調で胡う乱ろんな男たちを叱しかっていた。

　しかし、いきなりだな。裏通りに入ったら、どこぞの組織同士の集団戦に遭そう遇ぐうしてしまった。といっても、四十人対十五人ぐらいで、殲せん滅めつ戦といった感じではある。

　人数が少ない方は路地裏で追い詰められている状況だ。こりゃ一方的だな、んおっ？

　さっき胡乱な男たちが興奮しながら話していたように、追い詰められている方に美人さんを発見。その美人さんは黒の長ちよう髪はつストレート。

　細眉まゆに黒瞳。和風の大和やまと撫子なでしこといったところか。

　追い詰められて厳しい目付きだが、その黒い瞳には絶対に生き延びてやる、といった意思がひしひしと感じられた。服装は白の太股までのワンピース。

　上着のところどころが、厭いやらしく破れてしまい革鎧を覗かせている。

　柔らかそうな太股もまた素す晴ばらしい。破れたワンピースがまたぐっとくる。

　あんな状態じゃ、正直、俺も男。変態共が叫ぶ気持ちはわかるな。

　彼女は杖つえを手に構えているので、魔法使い系なのだろう。

　その隣では、必死にその美人さんを守る中年のおっさんがいる。

　厳いかつい顔だ。両手に持った巨大な鉄槌を振り回まわしていた。

「――ぐあぁっ」おっ、振り回していた巨大な鉄槌で敵を吹き飛とばした。

　やるなぁ、あのおやっさん。顔に縮緬の皺しわが目立つが、かっこいい。

　巨大な鉄槌を両手に持つ髭ひげ親父おやじだが、雰囲気は仁に王おう像ぞうを思い起こさせる。

　あのおっさんが、一番あの中で強そう。

「ちぃ、鉄槌ビクターか、さすがに強い」

　この際だ。あの美人さんと仁王親父側へと助すけ太刀だちしちゃうか。

　というか、女だと助けるという思考の俺も大たい概がいだな。

　助けるとして……ポポブムを置いておく、場所は……と、あった。

　見つけた、あそこの反対側の路地に止めておこう――目的の路地へと急ぎ向かい、剥はげたリノリウムのような板の間が続くところで、邪じや魔まな汚よごれた幅木を蹴けり飛ばしてから、

「――ポポブム、ここの奥おく陰かげで、じっとしていてね」

「ブボッ」

　ポポブムは元気よく鳴いた。そんなポポブムを撫でてやりながら建物の陰に誘ゆう導どうし大おお樽だるの上にあった蜘蛛くもの巣だらけの金具に繋つないでおく。

「ロロ、行くぞ、戦せん闘とう準備だ」

「にゃッ」

　よし、魔槍杖と魔ま剣けんビートゥを召しよう喚かん。予備の武器として魔剣は腰に差し、手に魔ま力りよくを込めて中空に魔ま法ほう陣じんを描く――魔力消費を抑おさえてだ。

　魔ま竜りゆう王おう戦せんで使用した基き礎そから少し発展させる。集中型、規模は極ごく小しよう、収縮、構築……を意識して組み上げていく。魔法陣はすぐに完成した。

　完成した魔法陣を上空へ移動させる。空中に漂わせて、その位置をキープ。

　専用ドローンのように、上空から薄暗い路地を歩く俺についてこさせる。準備完かん了りよう。

「ロロ、魔法をぶっぱなす予定だから最初は待機だ。その後は臨機応変に」

　黒猫ロロに、そう簡単に説明を終えると、戦っている集団の下へ向かう。

　――美人さんを犯そうとしている集団の背後に立つ。戻ってくると状況は悪化していた。

　黒くろ髪かみ美人＆中年の鉄槌のグループが率いている兵士たちの人数が減り、囲いがさらに狭くなっている。巨鉄槌を持つ仁王親父が一人奮ふん闘とうしている状態だ。

　血だらけになりながら近付く敵を一人、また一人と鉄槌を喰くらわせて倒たおしている。

　仁王親父が繰くり出すハンマーの鶴つる嘴はしの尖とがり部分は強きよう烈れつだ。頭にふれたとたん、爆ばく発はつするように脳のう漿しようが飛んでいる。またも鶴嘴を直ちよく撃げきさせて倒しているが……多勢に無勢だ。また近づいた五人目を屠ほふっている。

「糞ッ、つえぇ！　鉄槌のビクターには集団でかかれっ、二人、いや、三人で同時に攻撃だ」

「――そうはさせないっ」

　俺は野郎集団の外から声を張り上げた。すると、後ろで指示していた大柄の中年男が、

「んっ、だれだ！　てめぇはっ！」

　声を上げて登場した俺を睨にらみ、声を張り上げていた。

「通りすがりの根無し草、またの名を冒険者」

「なんだと【ガイアの天秤】の用心棒雇われか？」

「まぁ、似たようなもんですね」

　と、丁てい寧ねいに語ってやった。

「こいつバカか？　この人数相手にわざわざ出張ってくるとは」

　馬ば鹿かは馬鹿同士、一いつ緒しよに戯たわむれようや……。

　そこで笑い顔を意識しながら、

「……馬鹿で結構。それで、お前たちは俺の〝敵〟となるのか？」

「――しゃらくせぇっ、殺っちまえ」

　俺の笑い顔を浮うかべながら話す言葉に耐たえられなかった髭ひげを生やした大柄の男が、長剣を振り上あげながら突っ込んできた。素す直なおに槍の間合いに入るのを待つ――醜みにくい顔の大型男が、槍の圏けん内ないに入った瞬しゆん間かん、無造作ノーモーシヨンで魔槍杖を持ち上げる。

　紅斧おの刃ばが大柄男の股間を捉とらえ、腹の半ばまで刃が沈しずみ込んだ。そこから魔槍杖を捻ひねり、大柄の男の上半身に絵でも描くように振り抜ぬける――大柄男の身体を、頭部を、一気に両断してやった。大柄男の頭が横にずれ、「――ボッ」、と、なんとも言えない声を発しながら、二つの肉につ塊かいは左右へ分かれて落ちていく。

「――人数が多いから減らさせてもらう！」

　俺はそう叫び、血ち塗まみれた魔槍杖を一回強く振り回してから、真正面へ穂ほ先さきを向けた。

　血が蒸発した音を立てている紅斧刃を照準器に見立て、敵の集団へ狙いを定める。

《闇弾ダークバレツト》――古代魔法を発動。

　上空に漂ただよっていた魔法陣は瞬またたく間まに、巨きよ大だい銃じゆうのスコープのように目の前に出現。その魔法陣からコンマ何秒も経たたずに黒色の塊が生まれ出た。これが闇弾か。たちまち照準器で狙った位置へと闇弾は射出される。小さい隕いん石せきのような闇弾は、敵を風圧で吹ふき飛ばしながら地面へと勢いよく衝突。

　闇弾と衝突した地面はけたたましい衝しよう突とつ音おんを立て、円状に土が捲まくれ土つち埃ぼこりと共に小さい衝しよう撃げき波はを周囲に発生させる。鉄槌を持ったビクターは衝撃で膝ひざを地面につけた。

　ワンピース姿の黒髪女も、衝撃波の風で黒髪を靡かせながら、なにごとか？　と言うように目を見開き、俺を見つめてくる。

　四十人程ほどの敵側集団は、見る影かげも無い。闇弾と直に衝突した奴らは肉にく片へんとなり、闇弾を起点とした衝撃波が半径に広がった位置に居た敵さんはドミノ倒しのように倒れている。

　よし、ここで一気に攻せめる。

「ロロ、殺るぞ――」「にゃ」

　黒猫ロロはもう既すでに狩りの体勢へ移行していた。

　まだ生きていた地面に転ぶ男たちへと、触しよく手しゆから突とつ出しゆつした骨剣を突つき刺さしていく。

「やるな！　相棒よ」

　俺も黒猫ロロを褒ほめながら、その触手攻こう撃げきに続く。地面を這はうように逃にげようと蠢うごめく奴らへ、容よう赦しやなく魔槍杖の矛ほこを突き刺していった。

　鉄槌の仁王ビクターもこの状じよう況きようを見てチャンスと判断したらしい。

　素す早ばやく立ち上がり、

「うおおおォッ――、チャンスだ。アコースっ、攻めるぞっ！　ガイアの天秤の意地を見せろ」

　仁王のビクターは、鬼おにの形相を浮かべながら味方を鼓こ舞ぶするかのごとく咆ほう哮こうに近い叫び声ごえを発した。地面に転がる男たちへ素早く近付き鉄槌を振り下おろしている。

　モグラ叩きのように次々と潰していた。

　そして、叫びながら鉄槌を扱う鬼のビクターに釣つられるように、

「はい！　ビクターさんっ」

　と、若わかい衆の代表がビクターに返事を出していた。

　その声に同意するように、劣れつ勢せいだった数人の若い男たちが反はん撃げきに加わっていく。

　こうして、あっという間に状況が逆転した。敵は殲せん滅めつ。

　その直後、巨大な鉄槌を手に抱かかえたビクターは、肩かたで息をしながら生き残った若い衆たちを引き連れて、近寄ってくる。

「……おぃ、おまえさんは一体……」

「名前はシュウヤ・カガリ。シュウヤと呼んでください」

「何者だ？　我々を、なぜ助けた？」

　ビクターは魔力を足に溜めている。鉄槌を持つ手にも力を入れているのが分かった。

　俺が助太刀をしても、さっきの古代魔法を見れば怪あやしむか。

　少し派手にやり過ぎた。次からは普ふ通つうに武力で助けよう……。

「通りすがりの冒険者です。助けた理由はそこの黒髪の美人さんを放っておけなくて」

「――なんだとっ」

「ビクターさんっ、こいつは？」

　厳ついビクターの隣に居た赤髪の若男は、長ちよう剣けんの切っ先を俺に向ける。

　しかし、ビクターは自らの武器である鉄槌を使って、赤茶ちや髪ぱつの剣けんを押おさえ、

「――手を出すな、お前ら、さっきの見てなかったのか？」

　と、厳しく語り、

「お嬢じよう、こいつを雇ったのですかい？」

　ビクターは、黒髪の美人さんを、お嬢と呼んで振り返かえっていた。

「冒険者……わたしは知りません。まったく知らない人です」

　黒髪の美人さんは、冒険者と聞くと、嫌いやそうな表情を浮かべている。

　こちらを睨み魔法の杖を構えたままだ。ま、当たり前だな。

「そうです。俺が勝手に助太刀したんです」

　俺は変なおじさんです、もとい、青年です。という感じに、ふざけた笑えみを浮かべながらストレートに話す。黒髪の美人さんは、俺の簡潔な言葉を聞くと表情を和やわらげた。

　安心したようだ。構えていた魔ま法ほう杖つえを背中に装着してから黒瞳を向けてくる。

「……そうですか。魔法といい、その斧槍といい。貴方は一流の腕うで前まえですね……。【梟ふくろうの牙きば】の兵士たちを一いつ瞬しゆんで撃げき滅めつしたのですから」

　彼女は俯うつむき加減で話す。まどろっこしいので名前を言うように促うながすか。

「――そんなことより、こうやって命の恩人が名乗ったのですから、名前ぐらい教えてくれてもいいと思いますが？　美人なお嬢さん」

　そんな軽口で話すと、剣けん先さきを向けていた若者が眉をひそめる。

「ビクターさん、こいつ……」

「いいから、おまえたちは下がっていろ。ここは、わたしとお嬢で話す」

「はっ、ですが……」

「アコース、二度言わすな」

「は、はい――」

　チャラ男的な雰囲気の若い衆の赤髪男は、納なつ得とくしてないのか、俺が気に入らないのか、分からないが……どんよりと漂う血の空気と同じように、瞳を濁らせて、俺を睨みつけてから……傷を負っている数人を引き連れ背後へ退いていった。

　そして、黒髪の美人さんがすたすたと歩み寄ってくる。

「そうですね。失礼しました。シュウヤさん、改めてお礼を。このたびは、我々の闇ギルド【ガイアの天秤】を助けて頂き本当にありがとうございます。わたしは団長であり長を務めているミア・アフトトルと申します」

「わたしも同じく【ガイアの天秤】で、団長補ほ佐さを務めているビクター・オラドムという者だ。シュウヤ殿どの、助けてもらい感謝する」

　闇ギルドの【ガイアの天秤】か。【梟の牙】が戦いの相手だったみたいだが、俺たちを襲おそってきた盗とう賊ぞく団も【梟の牙】のメンバーだった。共通の敵なので、丁度いいかも。

「……ミアさんとビクターさんですね、たまたま遭遇してよかった」

「どうして、わたしたちを助けてくれたのですか？」

「何回も繰り返しますが、ミアさんが美人で綺き麗れいだからです」

　敬語はもういいか。

「……ここからは普通に話をします。綺麗な女性があんな下品な男共に蹂じゆう躙りんされるのは忍しのびなくてね。正直にいうと、ビクターさんには悪いが、ミアさんが居なかったら無視していた可能性が高い」

「なっ、お嬢……」

　ビクターさんは厳つい表情に戻り、ミアさんを守ろうとしている。

「率そつ直ちよくな人ですね。ビクター。大だい丈じよう夫ぶですよ」

　ミアさんは、にこやかな顔付きでビクターに話していた。

「警けい戒かいせずとも深い意味はない。正直に話をしただけだ」

「にゃ――」
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　そんな時黒猫ロロが肩に飛び乗ってきた。

「まぁ、黒猫ちゃんですね。でも、さっきと少し大きさが違う？」

「そそ、こいつはロロディーヌ。略して、ロロ。俺の用心棒、使い魔みたいなもんだ」

「猫ねこ……触手、骨剣を伸のばしていたように見えたが……」

「ロロの武器だよ」

「ンン――」

　黒猫ロロは片足を持ち上げて、裏にくっついている肉球を見せびらかす。

　片足を上下に動かしては、その柔やわらかい肉球で、俺の肩をポンポンと叩く。

「にゃっ、にゃ～にゃぁ～」と、楽し気な返事の声を出していた。

「ふふ、かわいい用心棒ですね」

「にゃっ」

　黒猫ロロは得意満面といったドヤ顔を見せている。さて、貴重な美人さんを助けたし、今回の旅の目的の一つ、枯れた大樹とやらを探しにいくか。

「それじゃ、俺も参加しといて何だが、こんな血ち生なま臭ぐさいところから去るとしますかね。ミアさんにビクターさん、また、どこかで――」

「あぁっ、待ってください。お礼がまだです」

　背中を彼女に見せながらの……『あばよっ』と、いったように片手を左右に振る。

　そのままポポブムを止めてある路地裏へ急いだ。

　止めて置いたポポブムは俺が帰ってくると、「プボプボ」と鳴いていた。

「――よっ、お待たせ！」その鳴いているポポの背中の上へと語りながら、軽く跳ちよう躍やくして跨またがった。そして、手た綱づなを軽快に片手で掴つかんで引っ張り、ポポブムの横腹を足で叩く。

　そうして路地裏を颯さつ爽そうと――脱だつ出しゆつしていく。大通りへ戻った。

　この都市に来た目的……枯れたホルカーの大樹とやらはどこにあるのだろう。

　俺と黒猫ロロは辺りを見渡し、商店街が両りよう脇わきに並ぶ大通りの真ん中を進む。

　隊商の馬車、冒ぼう険けん者しやの一団、魚を運ぶ牛馬の群れが通った。

　ここで暮らす人々が通りすぎてゆく。

　そんな喧騒が激しい商店街を、道と雰囲気を、楽しむようにポポブムをゆっくりと進ませると、開けたところに出た――。

　お、あった。あれが……枯れたホルカーの大樹。意外に大きい……枯れているが。

　ここは円形広場のような十字路だ。中央部には楕だ円えんの土場に囲まれている一本の枯れた大樹が生えていた。女侯こう爵しやくシャルドネの部下、白髪のおっさんサメが話していたのは、この「枯れた大樹」のことだろう。嘗かつての黒猫ロロの前身だったローゼスが地下で悲ひ壮そうな雰囲気で語っていた秘宝に関係があるかもしれない場所。

　その秘宝の名は、玄げん樹じゆの光こう酒しゆ珠たまと智ち慧えの方ほう樹じゆ。この枯れた大樹が、もしかしたら、秘宝の手がかりと……なるかもしれない？

　まったく関係ないかもしれない。だが、黒猫ロロにとって大切な物だから念入りに調べてみたい。俺にとって最初の約束は絶対に守る。

　その枯れた大樹の根本には、注連しめ縄なわの白い巻き帯がぐるりと巻かれてある。

　神社にありそうな神木の雰囲気を醸かもし出していた。歴史を感じさせる大樹……。

　幾いく世代もの永き時に渡わたりこの街に暮らす人々の物語を、この大きな幹と干ひからびたような樹皮は記き憶おくしているに違いない。こういう神聖な雰囲気を持つ大木は好こう感かん触しよくだ。

　あ、デボンチッチだ。俺の好感に反応してくれたように、顎あご髭ひげのような形がある子こ精せい霊れいが一匹ぴき現れてくれた。根本の注連縄の上を、てくてくと、二つの足でかわいらしく歩いていく。一匹しか居ないけど、ホルカーの大樹と云いわれるだけはあるようだ。

　すると、「プボプボ！」とポポブムが珍めずらしく元気な声で反応を示す。

　ポポブムは頭を上げ、髭を生やしたデボンチッチの姿を見上げていた。

　ポポブムの後頭部で休んでいた黒猫ロロが、そのポポブムの行動に文句でも言うように「ンン――」と鳴いて跳躍。香こう箱ばこスタイルで落ち着いていたが、後頭部から滑すべり落おちはしなかった。黒猫ロロは触手を使い俺の肩に乗ってくる。

　この辺りの機動はさすが神しん獣じゆう。普通の猫なら地面に着地していただろう。

　そんな器用な黒猫ロロは、いつもの定位置肩から髭を生やしたデボンチッチへ向けて前足を伸ばす。そう猫パンチだ。その姿は、まさに猫ボクサー。

　後うしろ脚で立った姿は微笑ましい。ボクサーらしく立った状態の黒猫ロロはリズミカルに左前足のフックを繰り出すがデボンチッチには届かない。

　面白おもしろく見つめていると、髭を生やしたデボンチッチが浮いて注連縄から離はなれた。

　宙を歩き、小さい白い手を左右へと広げるように平泳ぎを行いながら近付いてくる。

　今までのデボンチッチと違う。やはり、見た目が子精霊じゃないからか？

　そのデボンチッチは俺たちの目の前で止まった。

　髭を生やしたデボンチッチは、その場で両の掌てのひらを合わせてから、「考える人」のように前まえ屈かがみの姿勢で足を組む。それは大仏にでも祈いのるような不思議なポーズだ。

　このデボンチッチ爺じいさんは、俺たちを意識しているのか？

「……デボンチッチ」

　俺は語りかけたが、デボンチッチ爺さんは何も語らず、沈ちん黙もく。

　黒猫ロロも静かだ。俺の腕に両前足を揃そろえた状態で不思議なデボンチッチ爺さんを見上げていた。

「お爺のデボンチッチさん」

　続けて声をかけてみたが、またもや、お爺さんデボンチッチは無言。

　ぷかぷかと浮かんだ位置を維い持じ。

『朴ぼく念ねん仁じん』か？　佇たたずむデボンチッチ爺。何がしたいんだろう。そのデボンチッチ爺は、よく見たら顎髭だけじゃない。ホルカーの枯れた大樹と同じ腰こしに小さな注連縄を巻いていた。力士にも見える。その縄なわの中心には、ベルトのバックルのような場所があった。

　バックルは蔦つたと葉と枝の植物で構成されている。そして、中心のバックルの下には何重にも絡からまった枝の紐ひもがぶらりと下へと垂れていた。ぶら下がった枝紐はアート染みた紙のような切きれ端にも見える。しかし、その先せん端たんには携けい帯たいのストラップのような小さい花袋の鬼灯ほおずきが付いていた。すると、注連縄が微かすかに光って明めい滅めつ。その明滅した光は植物のバックルに集まる。何だ？　バックルの力を使い変身をするのか？　そう考えた時、提灯ちようちん鮟あん鱇こうのように、バックルから枝を伝い鬼灯に集結していた光は俺たちへ向けて照射される――鼻をくすぐるような酒の匂においも一瞬だけ漂った。

　その瞬間、光っていた干からびた小さい注連縄が鬼灯ごと黒猫ロロの首へと瞬間移動した。気付いたら黒猫ロロの首に輪が……首輪が装着されているじゃないか。

「ロロ！　大丈夫か？」

「にゃ」

　黒猫ロロは平気らしい。新しいアクセサリー？　植物の紐の輪。

　小さな蝶ちようネクタイじゃないが、首輪の真ん中から紐にぶら下がり付着している小さい鬼灯はかわいらしい。鈴すずじゃあるまいし……と、黒猫ロロを凝ぎよう視ししていると……その首輪は黒猫ロロの首へ体内の中に吸い込まれて消える。どういうこと？　黒猫ロロは取り込んだのか？　そう思ったら、また首輪を出現させている。あ、また消えた。

　形も微び妙みように変えている。首輪は自由に出したりできるんだ……驚おどろいていると、両手を合わせながら宙に浮いていたデボンチッチ爺さんが、パッと消失。

　何の余よ韻いんもなく消えていた。もしかして、最後の力を使い……俺おれたちに何かの思いを託たくした？　そんな予想を立てたとき、デボンチッチ爺の大本だと推測する枯れた大樹の上方から、一枚の大きな葉が舞まい降おりてきた――ゆらりゆらりと宙を舞う緑葉。

　その葉は、宙を舞う度たびに、黄色から紅葉色へとリアルタイムに移り変わっていく。

　やがて葉は力なく地面へ落ちた。落ちた葉の魔力は普通。何の変へん哲てつもない落ち葉だ。

　まさか本当に最後の力を？　と切なく思った時――。

「ンン、にゃ～ぁ」と黒猫ロロが鳴く。

　鳴いた黒猫ロロは先端を平たくした御お豆まめ型触手を俺の首下へと伸ばし、その御豆さんを俺の首に「冷えピタ」のごとく付着させてきた。

　いや、冷えピタというか、温かいピタ？

　そんな冗じよう談だんなことを考えていると、黒猫ロロは俺に対して、

『新しい』『楽しい』『良い』『遊ぶ』『新しい』『首輪』『葉の匂い』『楽しい』

　といった気持ちを伝えてくる。翻ほん訳やくすると、基本が楽しくて遊びたくて、植物と関係がある首輪が嬉うれしいということかな？

「……少しお洒落しやれになったな？」

「にゃ」

　黒猫ロロはドヤ顔を披ひ露ろう。俺は笑みを意識しながら、もう一度枯かれた大樹を見る……枯れた大樹の見た目は変わらない。注連縄も同じ。だが、その瞬間を待っていたように枯れた大樹から一陣じんの風が起こった。強い風は、ポポブムに乗った俺と黒猫ロロのことを撫なでるように去って行く………これも〝神の悪戯〟か？

　いや、違うだろう。俺が好感を抱だいた作用かもしれない。

　新しい首輪を含ふくめた俺と黒猫ロロへの、ご褒ほう美びだ。

　神様か、精霊様か、わからないが……。







[image: ]







　この〝旅の選せん択たくは間違っていないのだよ〟と、教えてくれたのかもしれない。

　そう思いたい……と、考えながら、歴史あるホルカーの枯れた大樹が創つくり出すホルカーバムの街としての景色を楽しむように眺ながめていく。

　一方で黒猫ロロは、首下から伸びているかわいらしい御豆型触手を使って、大好きなポポブムの後頭部を撫でている。

　そして、首からぶら下がっている小さい桃もも色いろの鬼灯が……儚はかなく揺れていた。







あとがき







　こんにちは、健康です。４巻を買って頂きありがとうございます。今回は色々とＷｅｂ版にない書籍版のみの描写が多くありますので、楽しんで頂ければと。具体的には冒頭に登場する謎の女魔術師、ペルヘカラインの戦闘、ロロディーヌに関すること等ですが、やはり一番はミラ・フレイギスの存在でしょうか。Ｗｅｂ版ではすれ違っただけのキャラクター。彼女はルビアが居た宗教国家から、素直に山脈を越えて南マハハイムへと派遣されてきたわけではありません。そういった詳細は今後の書籍版で描いていければと。

　さらにこの４巻は、表紙の魔槍杖を持ったシュウヤの姿がいい！　鎖も再現されて外套に鎧！　そんな素晴らしい新コスチュームを描いて下さった市丸様、本当にありがとうございます。そして、編集様と関係者の皆様にも。感謝を。読者の皆様もいつも読んでくれてありがとう。毎度のことですが、もっと文章力の向上と分かりやすいものを目指し頑張る思いです。今後ともよろしくお願い致します。

２０１７年　10月　健康
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